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「そこで君主は、野や獣じゆうの気性を、適切に学ぶ必要があるのだが、このばあい、野獣のなかでも、狐きつねとライオンに学ぶようにしなければならない。理由は、ライオンは策略の罠わなから身を守れないし、狐は狼おおかみから身を守れないからである。罠を見み抜ぬくという意味では、狐でなくてはならないし、狼どものどぎもを抜くという面めんでは、ライオンでなければならない」





──君くん主しゆ論ろん（マキアヴェリ）
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　空中に浮うかんだモニターに、黒くろ髪かみの美少女の顔がん面めんが表示されている。

　世界中にケンカを売るような態度で、放送室の音声調ちよう整せい卓たくに両足を乗せ、パイプ椅い子すにもたれ掛かかっている男子高校生──藤ふじ白しろカンナは、自分がその画像データを表示させたのにもかかわらず、その少女の顔かおを睨にらみ付けていた。せっかくの整ととのったカンナの顔立ちも、その眼光の鋭するどさのせいで、好感を持たれるものではなくなっている。

　茶に染めた髪をかき上あげながら、カンナは誰だれに聞かせるわけでもなく毒づく。

「ふざけているな」

　この放送室がカンナは気に入らない。掃そう除じ当番の学生がまともに掃除をしていないのか、ほこりが溜たまっている。モニターのほとんどがエアリアルという空中映像技術を使ったものに変わった時代に、放送室にある機き材ざいは、わざわざ古くささを演出するために用意したとしか思えない前時代的なものばかり。

　カンナには、Ｆランクの学生にはこの程度の機材しか必要ない、と言われている気がしてならない。

「ふざけているな」

　もう一度毒づき、少女の写真を睨み付け続ける。

　カンナも通っていた、京けい峰ほう中学の制服を着ている少女は、かわいい、愛らしいというより、すでに美人という表現が似合っている。吸い寄せられてしまいそうなほど真っ黒な瞳ひとみは、おそらく並みの人間なら見つめられるだけで目を逸そらしてしまうだろう。肩かたに掛かる程度の艶つややかなセミロングの黒髪と、白い肌はだのコントラストは、これが仮にモノクロ画像であっても変わらないのではないかと思うほど鮮せん明めいだ。

　その少女、神楽かぐら坂ざかエリカは、この写真の中で口元をわずかに上げている。微笑ほほえみにさえ該がい当とうするか分からないかすかな笑みだが、カンナはそれがエリカの最上級の喜びの表現であることを知っていた。

　そのとき、ケータイのカメラで、その笑顔を撮さつ影えいした人間だったからだ。

　カンナは椅子に深くもたれ掛かる。そのままの姿勢で、腕うで時ど計けいを見るように、左腕を自分の顔の前に回す。

　腕には、大きなバングルのような電子機き器きが、巻き付けられている。

　流れるような円形のフォルムをしている電子機器。光こう沢たくのある黒色の外がい観かんの上うえを、緑色の電子の光が、手首を縛しばろうとするかのような動きでぐるぐると躍やく動どう的てきに回っている。

　側面に七つのボタンがあるその電子機器は、七なな星ほし学園の生徒が、学校にいる間は着用を義務付けられている端たん末まつ機器、『ＣＣＣシートリプル（Constant,Control,Circle）モバイル』だ。

　寮りようの玄げん関かんに設置されている認証機き器きを通さなければ外すこともできないそれを、手て錠じようを彷ほう彿ふつさせて嫌いやだ、と口にする生徒は多い。が、カンナはそう思っていなかった。カンナはＣＣＣシートリプルモバイルの未来的なデザインを気に入っていたからだ。

　ＣＣＣシートリプルモバイルの前方には、エアリアルと同様に空中へと浮うかんでいる、透とう過かした緑色の光のキーボードが表示されていた。カンナはペイント機能を起動させると、浮かんでいるキーボードに手のひらを押おし付け、非表示モードに切り替かえ、消した。

　空中に浮かぶエリカの白い頰ほおに、カンナは手を伸のばし、指で触ふれる。

　白い肌はだに、赤い色がにじんだ。

　それに躊ちゆう躇ちよすることなく、カンナは指で赤い色を塗ぬり付けていく。画面を汚よごしていく様は、美少女に血を浴びせるようで、どこか淫いん靡びで暴ぼう力りよく的てきだった。

　指で乱暴に塗りつけた赤色は、意味を持つ文字になっていく。

『ライオン』

　書き終わると、苦にが々にがしげに、自分が汚した画面を見る。

　過去のエリカの画像に落書きをしただけで、何かが変わるわけではなかった。そんなことは分かっているが、カンナはそうせざるを得なかった。

　カンナは最近すっかり癖くせになっている溜ため息いきを吐ついて、ＣＣＣシートリプルモバイルに表示されている現在の時刻を見る。

　表示されている時間は『12：25』。

　カンナはエアリアルの表示を、キーボードのときと同じく、手のひらを押し付けることで消した。首をゆっくり、だるそうに回すと、音声調ちよう整せい卓たくから脚あしを引いて、立ち上あがる。

　向かうのは、放送室に唯ゆい一いつ設置されている、小さい窓。

　南方向に設置された小窓は、カンナの背の高さだと、ちょうど頭あたまの位置にあった。

　明かりを点つけていない放送室は、昼間だというのに薄うす暗ぐらい。おかげで、小窓からの光は、必要以上にその存在を主張していた。まるで自分を導みちびくように光が伸びているのが、命令されているみたいに感じて、気分が悪い。

　だが、そんなことに気分を害していても仕方がないと、カンナは速すみやかに外を見る。

　薄暗く、ほこりっぽい部屋から見たからだろうか？

「────」

　視界に広がる強きよう烈れつだが柔やわらかな光に、カンナは思わず目がくらんだ。

　一いつ瞬しゆん不良になった視界が回復すると、目に映るのは幾き何か学がく式しきの緑の庭園。見学料を取っても不ふ思し議ぎではないほどの美しさには、相応の手間と金が明らかに掛かかっている。山間の僻へき地ちにあるこの七なな星ほし学園に、観かん光こう客きやくなんて訪れることはないのに、だ。

（この放送室とは雲うん泥でいの差の風景だ。相変わらずな）

　学費を養よう分ぶんとして吸い上げ咲き誇ほこっている薔ば薇らは、見ているだけでここまで香りが漂ただよってくる錯さつ覚かくを引き起こすほどのもの。太陽の光さえも、この庭園のために優やさしい光に最適化されているようだった。

　できすぎた風景だ。

　できすぎていて、あちらの庭園では、この世界とは別の幻げん想そう的てきなおとぎ話が始まっていてもおかしくないとまで思える風景だ。

　だからこそ、その風景に馴な染じめる人物は限定される。神秘的な物語に似合う人間などそうそういない。しかし──

（見つけた）

　早々に、その風景に溶とけ込こめる少女を。

　カンナが探していた少女を。

　写真の少女、神楽かぐら坂ざかエリカ。

　ファンタジー世界に存在する森の国の女王が座っていそうな、やけに背もたれが高く、緑色のつるが巻かれている優ゆう美びなガーテンチェア。緑色のガーデンアーチの近くに置かれたその椅い子すの上うえに、少女は座っていた。

　あの写真の頃ころからは二年の月日が経たち、その美しさには人を圧あつ倒とうする迫はく力りよくさえ宿っている。細身の体に、小さな顔かお。セミロングだった髪かみは、腰こしまでの長さになっている。唯ゆい一いつ容姿の欠点を挙げるとすれば、目鼻立ちがはっきりとしている割には背が高くないことだが、多くの人はそれで彼女の魅み力りよくが欠けるとは思わないだろう。黒を基き調ちようとし、胸に赤いリボンがあるどこか都会的なデザインの制服も、まるで彼女のためにデザインされたかのように似合っている。

　エリカは、モザイク柄がらの大理石のテーブルの上に置かれた、高価に違ちがいないであろうカップを傾かたむけて、同じ制服の女たち七人と茶飲み話をして、上品な笑みを浮うかべている。

　だがカンナは知っている。あれは、エリカの感情とまったく連動していない、作られた表面だけの顔だ。

　それにしても、カンナとは学年が一つしか違わないというのに、エリカの態度はあまりにこの庭園において様になっている。幻想的な世界に溶け込んでいる。それは、彼女がいなくなったあと庭園を見たら、そのことを物足りなく思うほどだ。

　この庭園に初めから用意されたオブジェかよ、とカンナは苦笑する。

　だがすぐに上あがった口角を下さげる。

（まるでＳランクとＦランクの違いを見せつけられているようだな）

　カンナがいる場所と、エリカがいる場所は、距きよ離りにして数十メートルぐらいだったが、それ以上の隔へだたりが間違いなくあった。それを象しよう徴ちようするかのように、カンナが通う校舎と、エリカが通う校舎の間に高い塀へいがある。古風な赤いレンガが積つみ重なった塀を、カンナは何かに似ていると思っていたが、ようやくそれが何であるか思い付いた。

　小学校の頃に見た網走あばしり刑けい務む所しよの塀だ。

　もちろん脱だつ走そうしないように囲まれているとしたら、それはカンナたちだろう。




「わー、なにをじっと見てんの、カナちゃん」

　カンナは、首に手を回され、背後から抱だきつかれる。

「────誰だれだ！」

　煌きらびやかな庭園から、また視界は放送室へ。

　カンナは珍めずらしく声を張り上あげ、抱きついてきた相手を振ふり払はらう。

　ここに来ることは誰にも言っていない。実じつ質しつ使われていない放送室に、昼休みには人が来ないことも調ちよう査さ済みだった。

　それなのにどうしてここに人が来る？

　あり得るとしたら、そいつが自分を追いかけてきたからだ。

　カンナは、振り返り、その姿を見る。

「お前……」

　見知った少女だった。

　キラキラ──なんて擬ぎ音おんが聞こえてきそうな、やや吊つり目の、大きな瞳ひとみが目立つ容よう貌ぼう。

「やっほー、ご存じ七なな海みちゃんですっ」

　七海は、屈くつ託たくのない笑みを浮うかべながら、小さな背を思いっきり伸のばして、ぴしっと手を上げる。

「えへへ、追いかけてきちゃったっ！」

　言ってカンナに寄り添そってきた。触ふれるほど近い位置から、大きな瞳でカンナのことを見上げる。

「…………」

　カンナは突とつ然ぜんのことに反応できず、自分を見上げてくる七海を無表情で見つめ返す。

　七海は柔やわらかそうな長い髪かみを、手間を掛かけゆるく巻き、二つ結びにしていた。制服を上手に着き崩くずし、しっかり眉まゆ毛げの手入れをして、上品なマリン系の香水の匂においを漂ただよわせて、腕うでにはリボンを着けている。

　でも、身長が低く、幼い顔かお立だちだからか、無理して背伸びしている感がどうしてもある。そして、この手のファッションをカンナは嫌きらいだ。

「……んーと」

　ほとんど反応をしないカンナに、七海は戸と惑まどったのか、小さく口を開あけて、はにかんだ笑みを見せる。

「……そ、そうそう、そうだ」

　焦あせった様子で、ぬいぐるみが過か剰じように付いている鞄かばんの中を漁あさり出す。鞄に入っているお菓か子しの袋ふくろの音をガサガサさせながら、「あれー、なかなか出てこないー」と、えへらえへら笑みを浮かべながら、鞄かばんを覗のぞき込こんでいる。

「お」

　無事見つけ出したのか、顔かおをほころばせて、カンナの手にそれを握にぎらせる。

「はい、あげるし」

　渡わたされたのは、手のひらサイズほどのぬいぐるみ。かわいい顔をしているのに、色は真っ黒で、しかも大きく開あけた口には異様に鋭するどい牙きばが付いている。モチーフがなんなのかよく分からないキャラだ。

「かわいいっしょ？　カナちゃんにあげるー」

　七なな海みの行動の意味を理解できないカンナは、ぬいぐるみを見るだけで反応をしない。
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「……あ、あのね、あたしの鞄に付けるぬいぐるみは四体までと決めてるの。でもね、エネコのんが新戦力として入ってきてしまったの。かわいいだけじゃなく、いざとなったらスタンガンみたいに電気が出るんだよ、これ。だから、ゴーぽんはかわいそうだけど、追い出さなくちゃいけないわけ。人生は非情だね！　過か酷こくだね！　あたしの机の上うえ行きになるなら、カナちゃんがもらってくれた方がゴーぽんは幸せでしょ？　だからあげる！」

　カンナが沈ちん黙もくをしていたのは、理由が分からなかったからではなかったのだが、七海はつらつらとぬいぐるみをあげる理由を話し始める。しかも、その理り屈くつはちっとも分からない。

　気まずさをごまかすように、また、えへら、と七海は笑う。

（なんなんだ？）

　普ふ段だんなら受け取る義理もないのでやんわりぬいぐるみを返すだろうが、あまりにわけが分からないので、カンナはそのまま受け取ってしまった。ゴーぽんはぬいぐるみの割にやけに硬かたく、ごつごつしていた。

（待て。なぜかこいつのペースに持っていかれたが、思考を整せい理りしよう。確たしかに俺おれはこいつの顔かおを知っている。名前も分かる）

　改めて七なな海みを眺ながめる。

　親しん密みつ感かんたっぷりの表情。

　信しん頼らいしきっているような態度。

　カンナは、ゴーぽんを制服の裏ポケットに入れながら、自分の記き憶おくを慎しん重ちように確かく認にんする。

　だが結けつ論ろんは同じだ。

（しかし話したことはない）

　そう、カンナと七海は、初対面だった。

　それがカンナが、どうリアクションをしていいのか分からない理由だった。

（そう初めて話す。なのに、なんだこの女の馴なれ馴れしさは？　この態度は自然なものではなく、意い識しき的てきなものだ。だがそんな態度に出る理由はなんだ？　告白でもしに来たのだとしたらあり得る態度ではあるが──）

「……お前、なんのつもりで──」

　と、そこまで言いかけて、カンナは言葉を止める。

　七海のわけの分からない態度に引きずられ、そのまま自分の素を出し、乱らん暴ぼうな口く調ちようになってしまうところだった。むやみに敵てきを作ることが、どれだけ自分の足を引っ張ることになるか、カンナは散々『教わって』きた。

　つり上あがっていた眉まゆは、定位置に戻もどる。

　真一文字になっていた口も、端はしを上げ緩ゆるやかな曲きよく線せんに。

　世界中を敵てき対たい視ししているかのような態度を普ふ段だんから取っていてもなんの利益もない。だからカンナはその本ほん質しつを極力隠かくしていた。親したしみがあり、優やさしそうで、笑え顔がおが爽さわやかな好青年。けれど優ゆう秀しゆうすぎて、少しだけ近寄りがたい。カンナはクラスメイトの間では、基本的にそんな人間像で通っている。

　この場の七海への対応も、そのようにこなさねばならない。

「初めまして七海さん。ボクに用事でもあったのかな？　……そうでないなら悪いけど、少し一人にして欲しい気分なんだ」

　カンナは感じのいい笑みを浮うかべつつ、しっかりと拒きよ絶ぜつの意志を伝える。こういうときに、わずかな近寄りがたさを普段から演出していることが役に立つ。

「え？　やだ。カナちゃんの側にいたいし」

　だが七なな海みには通じなかった。

　それどころか、腕うでを絡からませてきた。その積せつ極きよく性せいはさすがに本人も無理をしているみたいで、少し気き恥はずかしそうにしている。

（こういう風に壊かい滅めつ的てきに空気が読めない奴やつはたまにいる。せっかくの俺おれの演技も形かた無なしだな。……いや、この顔かおを見る限り、ここをどうしても離はなれたくないがために、強引でもこんなリアクションを取っていると考えるべきか？）

　そんなことを考えながらも、にこやかな表情はまるで崩くずれていない。感情と表情を切り離すことを、カンナは中学時代にマスターしている。

　にこやかな表情に安心してか、七海は調ちよう子しに乗って、カンナの脇わき腹ばらを肘ひじで小こ突づいてくる。

「それから七海さんとか他た人にん行ぎよう儀ぎだね！　ナナちゃんでいいよ！　あたしもカナちゃんって呼んでるわけだし！」

「……分かったよ、七海さん」

　呼び名を変えないのはもちろん皮肉だ。

「わあ、こう言っても変えないなんて！　これは他人に妙みような誤解をされないよう気を遣つかってくれてると考えるべき？　カナちゃん紳しん士し的てきだし！　その気き遣づかい、さすがＦランク界の王子！　気品に溢あふれてるし！」

　めげない七海に、呆あきれかえるカンナ。

　だが自分の感情はどうでもいい。問もん題だいは、この様子だと、七海がここを出て行く気がないであろうことだ。

　しかしカンナは、七海がいようがエリカの観かん察さつをやめる気はない。

（ならここは、適度に無視するしかないだろう）

　カンナは、七海から視し線せんを逸そらして、窓の外に再び視線を向ける。

　視界には、また現世を忘れさせるような風景と、神楽かぐら坂ざかエリカ。

「ほうほう。あれは有名人の神楽坂エリカさんだね」

　ぐいぐい。

　七海がカンナの頰ほおに、自分の頭あたまを押おし付けて、一いつ緒しよに窓の外を見始めた。そのままだと届かないので、パイプ椅い子すに上うわ履ばきを履はいたまま乗っかっている。

「ううー！　女には興きよう味みないってクールぶった顔してるくせにー、しっかり美人ウォッチングしてるし！　七海ちゃん嫉しつ妬とだよ！」

　七海は不ふ機き嫌げんそうに頰を膨ふくらませる。

「……別に美人を見るのが目的じゃないよ」

「噓うそだよ！　じゃあエリカ様がブスでも見るわけ！　ブスでも見るわけ！」

「……これをあげるから静かにしていてくれないかな？」

　カンナは、制服のポケットに入れていた棒付きのキャンディを、七海を一いち瞥べつもせずに渡わたす。

「む！　こんなんで餌え付づけできると思ってる？　それはあたしを舐なめすぎだと思うし！」

　言葉とは裏腹に、手の中のロリポップキャンディーを七なな海みは奪うばう。

「ま、それはそれとしてもらうけど。カナちゃんから物をもらえるのがちょっとうれしいけど。そして食べるけど。…………これうまいんだけど！　新しい味なのこれ！」

　カンナが飴あめを渡したのは、別に懐かい柔じゆうするつもりではなく、口の中にものを入れていれば、さすがに大人しくなるだろうという判断だったのだが。

「何味？　ねえこれ何味？」

　カンナはもう相手にしないことにして、観かん察さつに集中することにした。

　窓の向こうのエリカは目を伏ふせて、一人の女子がその真っ直すぐな髪かみをとかすのに身を任せている。別の女子は、見るからに高級そうなカップに、これまた高級そうなポットで紅茶を注いでいる。

　同じ学友なのに、まるでお嬢じよう様さまとメイドだ。

「わあ、あんな光景、あたしアニメで見たことあるし。さっすがエリカ様。フィクションの世界観を現世で表現なさるとは。存在が嫌いや味みだね！」

　誰だれにでも懐なつきそうな七海だが、エリカのことは好きではないらしい。

「しっかし、部外者が入りにくい空間だね」

　キャンディーを舐なめながらの七海の言葉に、カンナは同どう調ちようせざるを得ない。

　あの世界はすでに完成されている。

　無ぶ粋すいな真ま似ねはできない。それができるとすれば──




「あんた、神楽かぐら坂ざかエリカだよな？」

　──意図的にそれを破は壊かいしようとする『狼おおかみ』ぐらいだろう。

　カンナの視界の先には、ティーカップを持つエリカを見み下おろしている、ラインが入った坊主の男。




（ああ……始まる）

　そうしてカンナはピストルを構えた。……いや、正せい確かくには、左手の親おや指ゆびと、人差し指を立たせて、手でピストルの形を作った。

　カンナは左手で作ったピストルの先──人差し指を自らのこめかみに押おし当て、ぐりぐりと抉えぐる。それはカンナがこれから集中しようとするときの癖くせだ。

　そう。集中し、観察しなければならない。

　これから起こることを、わずかにでも見み逃のがしてはならない。

　私立七なな星ほし学園。

　生徒数２８１８７人の、超ちようマンモス校。だが特筆すべきところはその人数ではなく、在ざい籍せきする生徒の優ゆう秀しゆうさだろう。全国模試の結果では上位を独どく占せんし、あらゆる部活動で全国制せい覇はを成し遂とげ、誰だれもが知る芸能人も数多く所属している。当然、優秀な成せい績せきを挙げている生徒には、大学だけでなく、あらゆる企き業ぎようからの引く手が耐えない。七なな星ほし学園で成果を出すことは、その後の人生の成功を意味しているのだ。

　様々な業界に、優秀な人材を輩はい出しゆつしている七星学園は、人材育成によって日本を支えているといっても過言ではない。もはや国に欠かせない存在になっている。

　表面だけを見れば、とても素晴らしい学園だろう。

（そう、結果を出しているものは、人であれ、組そ織しきであれ、上うわっ面つらだけは素晴らしい）

　それだけの結果を出すためには、真っ当なやり方をしていてはできない。輝かがやかしい光を灯ともし続けるためには、燃ねん料りようが必要だ。その燃料は人間だ。犠ぎ牲せいになり、燃料となる人間がいるからこそ、この学園の光は明るく輝き続けることができる。

　弱者は強者の礎いしずえになるのが自然であり、効率的であり、正義だとしている。それが七星学園の裏の一面。

　その実情を知る人間は、七星学園のことをこう呼ぶ。

　──弱肉強食学園。

　そして、カンナは確かく信しんしている。

　弱き者は、踏ふみ台になり、捨て石になり、糧かてになり、肉になる。

　その象しよう徴ちようとなる出来事が、学園の縮しゆく図ずとも言える光景が、まさにこれから目の前で繰くり広げられることを。

（さて狼おおかみに対して、あなたはどう対処する？）

　カンナは目を見み開ひらき、人差し指でこめかみを抉えぐる。

（神楽かぐら坂ざかエリカ、願ねがわくばあなたが、粉々に破は壊かいされるところを見てみたい）




　　　　　　　　　■




　山やま吹ぶき憲けん悟ご。

　カンナもよく知る、Ｆランクの同級生だ。Ｆランクだというのに王のように振ふる舞まっている男だが、タチの悪いことに本人の中では威い張ばってもいいだけの理由があった。中学時代からボクシングジムで鍛きたえている山吹は、すでに格かく闘とう技ぎ界かいで将来を有望視される存在なのだ。

　だが、威張っているだけならば別に害はない。問もん題だいは、山吹がその力を使って、人を痛めつけることに抵てい抗こうがない人間だということにある。

　思春期に少し道を踏み外した不良ではなく、本物の悪人になり得る希け有うな逸いつ材ざい。

「あー、やっぱ超ちようかわいいわ、エリカちゃん」

　その山やま吹ぶきが、ティーカップを持っているエリカの顔かおを、舐なめ回すように覗のぞき込こんでいた。

　カンナは放送室の小窓から、状じよう況きようを確かく認にんする。数十メートル先の煌きらびやかな庭園にいる、エリカと七人の少女たちは、いずれも少女マンガに登場しそうなほどに線せんが細く、華きや奢しやで、山吹が触ふれたらそれだけで折れそうな外見だ。

　一方山吹は、自分と似たような、粗そ野やで凶きよう暴ぼうそうな男二人を連れていた。三人は暴力の気配をびっしり身にまとっていて、そこにいるだけで、少女たちと庭園が形成していた小さな世界を破は壊かいした。

　不適合な人間が登場した物語は、一気におとぎ話から三さん文もん芝しば居いに成り下さがる。

　エリカ以外の女たちは事態を把握できないようで、見慣れない不良たちに、どうしてこの世界に不ふ釣つり合いな動物がいるのだろう？　と、不ふ思し議ぎそうな顔をしていた。

「なんの用でしょうか？」

　エリカはティーカップを手にしたまま、毅き然ぜんとした態度で尋たずねる。視線は山吹に合わさず、ティーカップの中の紅茶に落としている。

「俺おれと付き合え」

　山吹は、ごく平然と、とんでもない要求をする。

　不可思議そうにしていた少女たちの視線は変わる。山吹の本性を知らずとも、その分厚い胸板と、否いや応おうなしに漂ただよう不ふ穏おんな気配から、暴力の世界の住人だと理解できたのだろう。

「それはあなたと交際しろ、という意味でしょうか？」

　素早く返答するエリカの視線はいまだ、ティーカップに落ちたままだ。

「いやあ、かわいいねえ。分かりきったことを確認して、少しでも刃は向むかった気分になってるってか？　さらに気に入っちゃうぜ」

「……気に入っていただけたことは光栄です。ですが、私はあなたと初対面です。私のどこに好感を持ってくださったのでしょう？　できればお聞かせ願ねがえませんか？」

「一ひと目め惚ぼれってやつ？　運命感じちゃったんだよねえ」

　その言葉に、山吹の取り巻きが下品な笑い声を上あげる。

　自分の敬愛するエリカへのやり取りがついに許せなくなったのか、背の低い一人の少女が、エリカと山吹の間に立ちふさがる。カンナは少女の名を知っている。三年でトップクラスの学力を持つ、星ほし宮みや詠えい子こという名の少女だ。

「あ、あなたなんかと、エリカさんが釣り合うわけないでしょ！」

　妥だ当とうな評価だ。

　しかし、この発言に、なんの意味もない。

「あ？」

「ひっ！」

　山吹が一いち瞥べつし、ドスの効いた声を上げるだけで、詠子は青ざめて言葉を失うからだ。

　エリカのために勇気を出したのだろうが、怖おじ気けづくのも無理はない。彼女たちは低ランクを見み下くだすのは慣れていても、原始的な暴ぼう力りよくには慣れていない。

「ところでさ、俺おれはこの学校の方針が大好きなんだ。力のない者は強者に奪うばわれるしかない。利用されるしかない。養よう分ぶんになるしかない。でもよう、社会ってのはそういうもんだよなあ。まさにこの学校は、社会のしゃくずってやつだ」

「アホ、縮しゆく図ずだよ」

「ああ、それそれ」

　仲間のツッコミに、山やま吹ぶきはゲラゲラ笑う。何が面おも白しろいのかまったく分からない。だがひとしきり笑うと突とつ然ぜん、ツッコミを入れた仲間を、見み開ひらいた目で凝ぎよう視しする。

「……で、誰だれがアホだって？」

　自分の失言に気付き、青ざめる取り巻きＡ。山吹の視し線せんに思わず唾つばを吞のみ込こみ、うわずった声で口を開ひらく。

「す、すまん、ちょっと調ちよう子しに乗った」

　同じ不良でも格が違ちがうらしい。取り巻きＡは、怯おびえを隠かくせていない顔かおで山吹を見み上あげていたが、山吹が表情を崩くずして背中を叩たたくと、どうやら許されたらしいと分かり、引きつった笑みを浮うかべた。

　山吹はその笑みを尻しり目めに見ながら、エリカに向き直る。自分の力を見せつけ、どうだと言わんばかりの顔だ。

「で、付き合ってくれんの？　エリカちゃん」

　せっかくの山吹のしたり顔だったが、エリカが視線を上げないので意味はなかった。エリカは変わらずティーカップを回し、紅茶が波打つのを眺ながめている。山吹のようなものが、自分の物語へ登場することは認めていないと、その態度で示していた。

「ずいぶんとつれない態度だな。だけどよ、そんな態度をしてて平気か？　なあ、この学校はご存じの通り全ぜん寮りよう制せいだ。退学も認められてねえ。俺おれらみたいな柄がらの悪いのを敵てきに回しちゃったら、いかにもか弱そうなお友達が、夜な夜なずーっと怖こわい思いをしちゃうんじゃねえの？　ああ、これは別に妙みような意味じゃなくて、ただの一いつ般ぱん論ろんなんだけどよ」

　ようやくエリカが、反応らしい反応をする。カップを回していた手が止まったのだ。

　他人を脅おどすことに慣れている山吹は、その変化を見み逃のがさない。

「気が進まねえか？　なら、あんたじゃなくてもいいかな？　隣となりの女も結構タイプだしな。おお、やべえ、あんたにも運命を感じたかもしんねえ！　名前も知らねえけど」

　取り巻き二人と共に、山吹は爆ばく笑しよう。

　エリカはついに顔を上げる。隣に立っているショートカットの少女をちらりと見ると、軽く溜ため息いきを吐つく。




（まさかあんなやり方をするとは）

　放送室の小窓からその状じよう況きようを覗のぞき見ながら、カンナは珍めずらしく苛いら立だっていた。山やま吹ぶきがあそこまでバカで、ゲスだとは思っていなかったからだ。

「カナちゃん、エリカ様がちょっかいかけられて苛立ってる……」

「……エリカに対して特別な関心はないよ」

「噓うそだ！　じゃあなんでエリカ様を呼び捨てにしてるの！　ストーキングしてるうちに脳内彼女にしちゃったんでしょう！」

「……どうして七なな海みさんにそんなことを言われないといけないのかな？」

　七海はかわいらしく小首を傾かしげる。

「え？　未来彼女だから？」

（意味が分からない。そんなＳＦ的設定の彼女を作った記き憶おくはない）

「でも、あの人はやばいよ……。どうなっちゃうんだろう？」

　耳元で七海が不安そうに口にする。

（山吹は、無理矢理力で女を従える……ということをこれまで何度もしてきたらしいからな）

　これが普ふ通つうの学校ならば、誰だれかが止めに入ることもあるだろう。

　しかし、この七なな星ほし学園は力がすべてなのだ。

　これから先起こる展開が、認められているのだ。

　その証しよう拠こに、七海も「助けに行こう」とは口にしない。

（嫌いやな展開になった。これから目を覆おおいたくなることが起こる）

　軽く嘆たん息そくし、窓の向こうにまた意い識しきを集中する。




「んで、どうするエリカちゃん？　俺おれの告白を受け入れてくれんの？」

　威い圧あつするように、一歩迫せまる山吹。

　それが山吹なりの最終勧かん告こくであることは、誰が見ても明らかだった。

「…………ふう」

　エリカはカップを、静かに受け皿の上うえに置く。

　そうして初めて、目の前の男を見み上あげて、交際を強要する相手の顔かおを確かく認にんした。恋人同士になるにはあまりに不ふ釣つり合いの下品な顔を眺ながめても、表情をわずかにも変えない。

　ただ、その瞳ひとみには、強い意思が宿っている。

「…………っ!?」

　その視し線せんに、一いつ瞬しゆんではあったが、山吹はわずかに気け圧おされた。

　エリカは山吹の心の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、ほんのわずかに口の端はしを上げる。

　強い意志を瞳に宿したまま、言う。




「心を預けられますか？」




　凛りんと響ひびく声。

　聞く人の心を貫つらぬくような、真っ直すぐな声。

「私は誰だれにも心を許しませんが、その私に心を預けられますか？」

　意味不明な問いだった。

　当然山やま吹ぶきは顔かおをしかめている。

　その反応に、エリカは淡たん々たんと続ける。

「私を信しん頼らいしてくださるのか、聞いているのです」

「……信頼？　……ん？　あ、ああそういう意味ね。そんなのできるに決まってんだろ。つーか、俺おれ、あんたにもうぞっこんだし？」

「では、心を預けられると？」

「預けられる預けられる」

　適当に答える山吹。

　その適当さなんて分かっているだろうに、エリカは微笑ほほえんだ。そうして周りの女たちを見み渡わたした。

「……分かりました」

　エリカが肯こう定ていしたことで、女たちの表情が変わる。

　そう、エリカの意図に気付いたのだ。当たり前だが、エリカがこの粗そ野やな男と交際したいはずもない。つまりそれは──

「エリカさん？」「そんな男の言うことを聞いちゃダメです！」「私たちのことは気にしなくていいですから。庇かばおうとする必要はないですから」

　周りの女たちは悲ひ壮そう感かんたっぷりに、口々にそんな言葉をエリカに掛かける。エリカはその言葉一つ一つを、クラシック音楽を聴きくように、じっくりと嚙かみ締しめている。

　一方山吹は、女たちの悲鳴に嗜し虐ぎやく性せいを満たし、鼻息を荒あらくさせていた。

「山吹さん。お願ねがいがあるのですが、いいですか？」

「内容にもよるが、言ってみろよ」

「交際というのなら、私と同じ気持ちを共有できるよう、心がけて欲しいのです。ですから、あなたもお茶にお付き合いいただけませんか？　付き合っていただくのですから、あなたに合うお茶を特別にご用意いたします」

「あ？　なんで俺が？　……って、まあいいか、付き合ってやっても。その代わり交こう換かん条件として、今夜俺の寮りようの部屋に来いよ」

「あなた方、Ｆランクの寮は、三人部屋ではないのですか？」

「そうだが、関係あんのかそんなこと？　俺たちのラブラブっぷりを同室の奴やつらに見せつけてやろうぜ」

　下品な発言だ。だが、エリカは気にもしない。

「お茶を飲み、私の気持ちに応えてくれたのなら考えましょう。では、お座りになってください」

　山やま吹ぶきは「仕方ねえな」と、まるで自分がわがままに付き合っているかのような態度で、椅い子すに腰こし掛かける。

　エリカは顎あごをしゃくり、周りの女たちに指示する。先ほど山吹に食ってかかって怯おびえていた詠えい子こが率先して動き、ティーポットから紅茶をカップに注いだ。

　注ぎ終わると同時に、山吹はせっかちにもカップを奪うばうように取ろうとしたが、それはエリカに手のひらを向けられ、止められた。

「なんだ？　早く飲ませろよ」

「その前に一つよろしいでしょうか？　お茶を楽しむ上うえで、事前に言っておきたいことがあるのですが」

「堅かた苦くるしい講こう釈しやくか？　それとも紅茶にも湯飲みを回したりするルールでもあんのか？　ったく、勘かん弁べんしろよ」

「いえ、ただの簡かん単たんな心がけです。……そうですね。山吹さん、周囲を見み渡わたしてください」

　山吹はかったるそうに周りを見渡す。

　幾き何か学がく式しきの庭園は、植物の生命力に満ちあふれ、緑色の光に輝かがやいている。その緑の中に咲さき誇ほこる真っ赤な薔ば薇ら。その中で身を寄せ合う小鳥の愛らしさ。飛んできたアゲハチョウが、緑と赤の風景の中に、黄色と黒の差し色を絶ぜつ妙みように加える。

「この庭園をどう思われますか？」

　エリカの言葉に呼応するようなタイミングで、穏おだやかな風が吹き、薔薇の匂においが運ばれてくる。七人の少女のうちの一人が、思わず「うわあ」と、こんな状じよう況きようであるにも関わらず、顔かおをほころばせてしまった。

　この庭園は、その中心にいるエリカを含ふくめて、完かん璧ぺきなものだった。

「あ？　……ま、よくできてるんじゃね？」

　だが、その奇き蹟せき的てきな光景に、山吹には関心がなさそうだった。

「凡ぼん庸ような表現ですが、心が洗われるようだと思われませんか？　この庭園の中にいることで、私は世せ俗ぞくから解放されたような気持ちになり、新しい価値を受け入れる余よ裕ゆうを得ることができるのです。素晴らしいのは視界に入る風景だけではありません。花々の薫かおり、日だまりの温かさ、優やさしい風の撫なで、友人たちとの楽しい会話、それらを含めて私たちはこの時間を楽しんでいます。私にとってここでお茶を飲むことは、五感の全てを満たす、最高の贅ぜい沢たくなのです」

「ふうん？　俺にはこんな庭より、あんたの裸はだかの方がいい光景だと思うがな」

　返しとして最低の発言だった。

　さすがにエリカも小さく溜ため息いきを吐つくが、感情は乱さない。相変わらずの無表情のまま、隣となりのショートカットの少女へと脚あしを伸のばした。

「佐さ里り、お願ねがい」

　佐里と呼ばれたショートカットの少女は、その長く細い脚をじっと眺ながめながら、何をお願いされたのか顎あごに手を当て考え込こんでいる。佐里は懐かい疑ぎ的てきな表情をしたまま、エリカの細いももに触ふれる。──と、エリカは小さく頷うなずいた。どうやら正解らしい。

「……失礼します」

　佐里はかしずくように脚の前でかがみ込む。そしてニーハイソックスに手を掛かけると──




　小窓の向こうの光景に、思わずカンナは苦笑した。

「おいおい……」

　七なな海みも目を丸くする。

「え？　何をやってるの、エリカ様」

　そんな二人の反応も無理はない。




　──するり。

　佐里は、エリカの黒のニーハイソックスを、脱ぬがせ始めていた。

「ふむ」

　エリカは、満足げに自分の白い素足があらわになっていく様を眺めている。

　眉まゆ一つ動かさず、エリカはされるがままになっている。それどころか、白い部分が徐じよ々じよに晒さらされていくのを見せつけるように、脚を真っ直すぐに伸ばす。エリカの容姿も相まって、まるで等身大の着せ替かえ人形で、佐里が遊んでいるようだった。そこに現実感はない。ふしだらな感じもない。等身大の人形遊びは、ただただ幻げん想そう的てきなもの。

　それでいて、あくまで義務的に、佐里がエリカのニーハイソックスを脱がすので、現実感のなさに拍はく車しやが掛かっている。佐里は、その作業に異様なまでに集中している。切実さまで感じるほどだ。佐里はそれほど必死になって、エリカの命令をこなしている。

　そうすることで、山やま吹ぶきによって壊こわれたおとぎ話の世界を、取り戻もどそうとしているかのように。

「山吹さん」

　ふくらはぎに目を奪うばわれ、動けずにいた山吹は、声を掛けられ目め線せんを上あげる。啞あ然ぜんとしている彼の表情は、不良どころか、いっそ無む垢くな子供のようだ。

「私は、あなたのような方に、こんな形で言い寄られることは、不ふ愉ゆ快かいなことだとばかり思っていたのですが、存外楽しめています」

「…………ええと、なんだ？　あんたの裸はだかの方がいい光景だって聞いて、俺おれに露ろ出しゆつサービスしてくれてるってことか？」

　もちろんそんなわけはない。

　エリカは佐さ里りへと右手を差し出す。佐里は脱ぬがし終わった黒い靴くつ下したをエリカに握にぎらせる。エリカは自分の靴下を見て、

「……はい」

　──ポチャン。

　そのニーハイソックスを、山やま吹ぶきのために用意したと言っていた、紅茶の中にひたした。

「は？」

　山吹の混乱は、最さい高こう潮ちようまで達した。




　直後。

　──クスクス。

　──クスクスクスクス。

　湧わき上あがる声。

　上品で、だけど相手をしっかり見み下くだしている笑い声を上げるのは、悲ひ壮そう感かんたっぷりであるかのように見せていた女たち。

「…………な、なんで笑ってんだよテメエら」

　山吹がおかしなことを言う。

　だって、そんな笑いは当然出るだろう。そもそもエリカが、こんな輩やからの交際を死んでも受け入れるわけがないのだ。なのにエリカはあのように答えた。ましてや、彼女が本来浮うかべるはずもない微笑ほほえみを見せて。

　それは合図でしかない。

　山吹たちを徹てつ底てい的てきにおとしめるという、合図でしかない。

　どうしようもない危き機きが訪れていることを、自覚さえできないバカには、こんな笑いも浴あびせられる。

　エリカはその悪あく趣しゆ味みな笑い声をしっかりと紅茶にブレンドするように、ティーカップの中に、靴下をグリグリとねじ込こむ。ひとしきりの悪意と、山吹たちの戸と惑まどいをじっくり溶とけ込ませれば、山吹用の特製紅茶のできあがり。

　山吹は呆ぼう然ぜんと、濡ぬれた靴下を見ている。

　エリカはさっきまで自分が履はいていた靴下をつまんで取り出すと、テーブルの上うえに落とした。

　──ぺちゃり。

　びちゃびちゃの物体を指さして、エリカは言った。

「あなたのために特別なお茶をご用意いたしました」

　エリカは本当に機き嫌げんがいいときには決して見せない、柔にゆう和わな微笑みを浮かべ、言う。

「どうぞ、この靴くつ下したをすすってください」

　エリカは他の女子に目配せする。エリカは表情を変えなかったが、他の女子は理解の遅おそい山やま吹ぶきを小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮うかべて、視し線せんを交わし合っている。この男がバカであるということを仲間内で共有し、楽しんでいるのだ。

「気持ちを共有したいと言いました」

　エリカは子供に優やさしく指し導どうするように、丁てい寧ねいに言う。

「お茶を飲む際に私は、五感すべてを満たしたいと説明しましたよね？　では、今の私の気持ちは？　景けい観かんを損ねる容姿、道路工事の騒そう音おんより中身のない会話、トイレの芳ほう香こう剤ざいのような整せい髪はつ料りようの臭におい。私はあなたが与あたえてくれたもので、気分を害しているのです」

　視線を濡ぬれた黒い靴下へと落とす。

「交際するのであれば、私の気持ちも分かっていただかないといけませんよね？　私の気持ちを共有していただくには、この特別に用意したお茶をすすってもらうしかないのです」

「？？？　さ、さっきあんたは楽しいだとかなんとか」

　暴ぼう力りよくを与える側である彼は、こんな扱あつかいを受けたことがない。だから、まだ状じよう況きようを理解せず、そんなたわごとを口にしている。

「ええ、楽しいですよ。思い上あがりというものは不ふ愉ゆ快かいですが、あなたはそんなくくりではないからです。あなたはつけ上がっているのではなく、ただの生うまれついての道化だと私は気付きました。ピエロを眺ながめるのは、当然楽しいことです。一時の不快さも、お化け屋や敷しきやジェットコースターと同じような、感情の振ふれ幅はばを楽しむためのものだったのですね。素晴らしいです。あなたの人を楽しませる才能を、是ぜ非ひこれからも大切になさってください」

　猿さるでも分かる皮肉。

「…………な」

　あまりの怒いかりに、言葉さえ出てこず、山吹は耳まで真っ赤に染める。

　こんな侮ぶ辱じよくを山吹は受けたことがない。山吹はそこら辺のただ威い張ばっているだけの不良ではない。本物の狼おおかみだ。生なま意い気きな口を叩たたいてきた奴やつらには、二度とそんなことができないよう、思い知らせてやってきた。対立する奴らは完かん膚ぷ無なきまでに叩きつぶしてやった。自分の欲望のままに、女を襲おそったことも一度や二度ではない。危き機き管かん理り意い識しきが正常にある相手なら、山吹相手にこんな愚おろかなことをしない。

　だが、それは普ふ通つうの学校での話だ。

　しかし、この七なな星ほし学園は力がすべてなのだ。

　理り不ふ尽じんだが、強者に従うしかないのだ。




　絶対的な強者である、【傲慢】の神楽坂エリカに。




　エリカは山やま吹ぶきに示すようにＣＣＣシートリプルモバイルを見せつけ、第一ボタンを押し、宣言する。

「《Ｓインストラクト》、これ以上、私に近寄らない」

　それで、Ｆランクの山吹は、Ｓランクのエリカに近づけない。山吹のＣＣＣシートリプルモバイルに流れる光が、緑から赤に変わっている。だが山吹は、そこまで丁てい寧ねいに教えられても、その宣言の意味を理解できない。

　それを理解できないことは、ある意味、ランクなど関係なく、この学園で最下層の弱者であることの証明とも言えた。

「誰だれがテメエの命令なんか聞くかボケが！」

　山吹は大理石のテーブルをひっくり返し、最初から最後まで椅い子すに座ったままだったエリカに、突つっ込こもうとする。

　ガチャンと割れるカップの音と、見み下くだしの笑みを浮うかべていた女たちの悲鳴が響ひびく。

「…………ひひ」

　その悲鳴はただ、原始的な暴ぼう力りよくに慣れていないがための、反射的な悲鳴だった。だが、インストラクトの意味を知らない山吹は、愚おろかにも安心してしまう。

　──俺おれをバカにしていたが、結局こいつらも暴力の前に屈くつするわけか。優ゆう遇ぐうされた世界にいる自分たちに、暴力が及およぶことをうまく想像できていなかっただけか。

　山吹の下げ卑びた笑みから察するに、考えていたのはこんなところだろう。危き機き感かんのなさに呆あきれるしかない。環かん境きようへの適応性のなさに失望するしかない。

　山吹は嗜し虐ぎやくに歪ゆがんだ笑みを浮うかべ、座ったままのエリカに拳こぶしを振ふり上あげる。

「俺にたてついたことを、一生後こう悔かいしやがっ──」

　そうして──終わり。

「が、ぐ……あ…………」

　インストラクトを守らず、エリカに近づいた山吹は、その場に倒たおれた。

　当然の帰結。

　握にぎりしめたはずの拳に力が入らない。足が動かない。視界がぼやける。

「な、にを……し…………」

　ろれつも回らない。信じられないものを見るかのように、エリカを痙けい攣れんしながら見上げ、涎よだれを垂らす。

　エリカは山吹を一いち瞥べつさえしない。

　きっとエリカは、山吹を敵てきだとも障害だとも思っていない。彼女が発した煽あおりの言葉通りに、憐あわれなピエロとしか思っていないのだろう。

　エリカは変わらず椅子に座ったまま、右手を他の女たちへと向かって差し出し、無言で指示を出す。佐さ里りがテーブルを元に戻もどし、他の女が割れていない別のカップに紅茶を入れ、エリカが宙に差し伸のべていた手に渡わたす。

　紅茶を一口含ふくむと、エリカは素足になった左ひだり脚あしを下したに、足を組んだ。

「純じゆん粋すいに驚おどろきです。てっきり冗じよう談だんなのかと思いましたが、これほど学園のルールに対して無知な人間がいるだなんて」

　言って、また紅茶を口に含む。

　五感すべてでお茶を楽しむ、という言葉が事実なら、エリカはここに魅み力りよく的てきなものがなければ紅茶を飲みはしないはずだ。だからきっと、エリカは目の前に転がる、無力な狼おおかみの醜みにくい結果を、庭園の風景と同じく楽しんで、よく味わっている。

「ＣＣＣシートリプルモバイルには麻ま酔すい剤ざいが装置してあります。即そつ効こう性せいが高く、副作用がほぼない新しん薬やくです。上位ランクの人間のインストラクトに従わなければ、麻酔薬が注入され、懲ちよう罰ばつ処分Ｃとなります。入学した際に行われるオリエンテーションで、重大事じ項こうとして説明をされたはずですが、それさえ憶おぼえる知能もないようですね」

「ふ……ざける、な……ここは、強者が……何をしても、いい学園……だ、と……」

「ですから」

　エリカはなんの感情も込こめず、ただただ事務的に事実を告げる。

「知能ゼロのあなたは弱者です」

　その絶望的な事実を、山やま吹ぶきが聞き届けられたかは分からない。山吹はそのときには、完全に意い識しきを失っていた。

　倒たおれ伏ふす山やま吹ぶきを、エリカはようやく見た。見み下おろすその視し線せんには冷つめたささえなく、ただ割れた風船を眺ながめているような無む機き質しつなものだ。
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「器き物ぶつ破は損そん、脅きよう迫はく、暴ぼう行こう未み遂すい。これは明らかな校則違反です。証しよう拠こを提出すればインストラクトを無視した以上の懲ちよう罰ばつ対象になります。佐さ里り、撮さつ影えいしていたわね？」

「はい。この劣れつ等とう種しゆが現れたときから、ずっと」

　山吹が、「隣となりの女も結構タイプ」だとかなんとか言っていたときに、エリカは目配せをしていた。それは、脅おどされた佐里を慮おもんぱかったわけでもなんでもなく、ただ山吹を陥おとしいれるためにちゃんと動いているか、アイコンタクトで確かく認にんしただけだった。

　エリカは佐里がちゃんと作業をしていたことに対して満足そうに頷うなずいて、ＣＣＣシートリプルモバイルの第四ボタンを押おす。

「懲罰審しん査さをお願ねがいします」

　佐里も、ＣＣＣシートリプルモバイルの第四ボタンを押す。

「映像資料を提出します」

　エリカと佐里は、互いのＣＣＣシートリプルモバイル同士を近づけ、合わせる。軽やかな電子音が鳴り、データの受け渡わたしに成功したことを、二人のＣＣＣシートリプルモバイルが告げる。審査はすぐに終わり、懲罰審査用サーバーから送られた音声が流れる。

『懲罰処分が決定しました。────山吹憲けん悟ご、生徒番号2809310、一年、Ｆランク……は、懲罰処分Ｓとなります。……繰くり返します。山吹憲悟、生徒番号2809310──』

「懲罰処分Ｓ、今後優ゆう秀しゆうな成せい績せきを挙げても、Ｆランクから上あがることもなく、卒業までの三年間、第四十四校舎──通つう称しよう監かん獄ごく棟とうから出られない処分ですね。厳きびしい処分です。進路も進学がままならないほど限定されるでしょうし、この学校にいる間は、全体の90％いるＥランク以上の生徒の命令に従い続けなければなりません。私だったら屈くつ辱じよくに耐たえられませんが、ピエロのあなたには、自分の立場を自覚し、お笑いの才能を伸のばせる良い機会です。いいことだと思いますよ」

　淡たん々たんと、ただ残ざん酷こくな事実を告げるエリカ。

「さて、まだ約束を果たしてもらってなかったですね」

　エリカは濡ぬれた靴くつ下したを手に取り、涎よだれを垂らし、口を開けたまま眠ねむっている、山吹の眼前にしゃがみ込こんだ。かがむ際に、中が見えないようスカートを折り込んだ仕草は、エリカに似合わない普ふ通つうの女子高生らしい態度だった。

　だが、やる行こう為いは、普通からかけ離はなれていた。

　エリカは靴下を絞しぼった。

　口元に液体を零こぼしていく。

　山吹の顔がん面めんに、紅茶を含ふくんだ液体が垂れる。口元に靴下からの液体を流し込まれた山吹は、無む意い識しきに咳せき込み、唾だ液えきと共に零こぼす。

「飲んでくださると約束してくれたのに、酷ひどいですね」

　冗じよう談だんとは思えないほど心底悲しそうな口く調ちようで、タチの悪い冗談を言う。……いや、本当にそれは冗談なのだろうか？　エリカには、エリカ自身の感情があまりに窺うかがえない。

「飲んでいただけないなら、交際の約束はなかったことにしてくださいね。ごめんなさい」

　──クスクスクスクス。

　また上あがる、女たちの上品で下品なあざ笑い。

　それだけに留とどまらず、そのうちの一人はＣＣＣシートリプルモバイルで山やま吹ぶきの様子を撮さつ影えいしている。おそらく動画を見せつけることで報復の防止をする意味もあるのだろうが、それにしても靴くつ下したから垂れる液体を流し込こまれる図を撮影するとは趣しゆ味みが悪い。

　そうしてエリカは次に、山吹の取り巻き二人に視し線せんを向けた。




　カンナは、もう集中して見る必要はないと、小窓から目を逸そらした。

（本当に、目を覆おおいたくなる結果だ）

　それでも横目で庭園の光景を見ると、エリカに果たしてどんな命令をされたのかは分からないが、山吹の取り巻き二人が顔がん面めん蒼そう白はくで地面に濡ぬれた紅茶を舐なめていた。

　思わず溜ため息いきを吐つく。

（途と中ちゆうからこの結果は分かりきってはいたが、だからといってＦランクの俺おれに、三人を助ける方法なんてない。……ま、助ける気もないが）

　インストラクトでは、人の尊そん厳げんを奪うばうような指示はできない。土下座より屈くつ辱じよく的てきな指示はできない。それ以上の無茶なインストラクトはエラーとなり、ＣＣＣシートリプルモバイルはその指示を受け付けない。

　それどころか、地面を舐めろ、というインストラクトは、指示した時点で精神的苦痛を与あたえるものだと、懲ちよう戒かい処分を受けてもおかしくない校則違い反はんだ。だからエリカは、インストラクトを使わず、彼らを自発的に促うながしたのだろう。彼らにとってのカリスマである、山吹がああもやられたら無理もないのかもしれない。

　幻げん想そう的てきなおとぎ話を壊こわそうとした狼おおかみたちは、反はん撃げきに遭あい、今や人間らしく二本の脚あしで立ってさえいない。畜ちく生しようがごとく、一人は唾だ液えきを垂らして倒たおれ、残りは地面の液体を舐めている。

（まったく……バカだから利用したが、バカすぎたな。ここまでなんの役にも立たないとは。こうして得られた情報は今まで俺が知っていることの再さい確かく認にんにすぎない）

　カンナは側にいる七なな海みへの笑え顔がおは忘れないまま、だが苛いら立だちに溜息を吐く。

（せっかく俺が山吹をけしかけたというのに、この成果）

　そう。

　そもそもなぜ、カンナがエリカを観かん察さつするために放送室で待たい機きをしていたか？

　なんてことはない。他でもないカンナが、山吹を（他の二人は勝手に付いてきた）けしかけていたので、事件が起こることを知っていたからだ。

　つまり仕し掛かけ人にん。黒幕。犯人。

　あの三人がエリカに食らった私し刑けいは、本来はカンナも受けるべきもの。

　さて、どうしてカンナが、山やま吹ぶきをけしかける真ま似ねをしたのか？

　それは──【七君主】の一人であるエリカを倒たおすためだ。

【七君主】とは、七なな星ほし学園に存在する七つの派閥セブンクリークの、リーダーに与あたえられる呼こ称しようだ。【七君主】は、それぞれ、七つの大たい罪ざいにまつわる称号が与えられる。

【傲ごう慢まん】、率いるクリークは【アーバンライオン】。

【嫉しつ妬と】、率いるクリークは【サイケデリックスネイク】。

【憤ふん怒ぬ】、率いるクリークは【トラッドウルフ】。

【怠たい惰だ】、率いるクリークは【ストライプベア】。

【強欲】、率いるクリークは【ネイビーフォックス】。

【暴ぼう食しよく】、率いるクリークは【千ち鳥どり格ごう子しの蠅はえ】。

【色欲】、率いるクリークは【ローデンスコーピオン】。

【七君主】の正体を知る生徒はほぼいない。おそらく【七君主】のそれぞれの側近程度しか、その正体を知りはしないだろう。なぜなら【七君主】にとって、正体を知られることは、その座を欲ほつする輩やからに狙ねらわれたりと、デメリットが大きすぎるからだ。だから、【七君主】が自ら正体を明かすことはないと言ってもいい。

　しかしそういう情勢の中で、最大勢力である【アーバンライオン】の長おさ、【傲慢】の神楽かぐら坂ざかエリカは、全校集会において自ら正体を明かした。

　そんな勇断ができたのは、エリカにとって、正体を明かすことがあまりデメリットにならないからだろう。正体を明かしても手出しができないほどに、【アーバンライオン】は巨きよ大だいだった。【アーバンライオン】はそれだけ勢力が飛び抜ぬけているのだ。

　神楽坂エリカは、弱肉強食学園で、一いつ線せんを画する存在。

　そんな彼女は、こう呼ばれている。

『絶対的君主』

　だが、その地位を築きずいていても、彼女は満足しない。そのことを、エリカをよく知っているカンナは断言できる。彼女はこれから他クリークを殲せん滅めつ、吸収し、勢力を拡大する気だ。ただでさえ強力な【アーバンライオン】を、さらに大きくする。そうなれば誰だれにも付けいる隙すきはなくなるだろう。

（そうなっては遅おそい。俺おれはその前にどうにかしなければならない）

　カンナは銃じゆう口こうに見立てた人差し指を、こめかみに突つき付ける。

（俺が、それをさせない。猶ゆう予よはあまりないが、俺の目的のために、神楽坂エリカを、絶対的君主を打ち倒さなければならない。そうしなければ──）

　こめかみに立てた、人差し指を、抉えぐり、回す。

（学園の頂点には立てない）

　それが入学してから絶えず、願ねがい続けているカンナの野望。

　そのためには神楽かぐら坂ざかエリカを倒たおさなくてはならない。

　方法は学園側に用意されている。

　七なな星ほし学園には、【七君主】の座を奪うばうシステムがある。それは【七君主】と直接対決レイティングバトルをし、勝利すること。

　レイティングバトルは、生徒の能力を学園側が見極めるためのシステムの一つだ。七星学園の生徒は入学時に、全部で七十七あるレイティングバトルの種しゆ類るいを選えらぶ。途と中ちゆうで変へん更こうすることはできず、生徒は三年間、そのバトルで戦わなければならない。

　戦う場合、ランクが上うえの生徒が選んだ、レイティングバトルの種類で戦うことになる。同ランクの場合は、どちらの種類で戦うかはランダムに（ただし次に戦う場合は前回のバトルでない方に）なる。

　勝者は、単純な勝率だけでなく、その戦い方も加味されて、成せい績せきが上じよう昇しようする。相手のランクが高ければ高いほど、成績により反映される。敗北はその逆であり、ランクが低い相手に負ければ、かなりの減点となる。よって高ランクの生徒が、低ランクの生徒と戦うメリットは少ない。そういうこともあってか、相手より高ランクの生徒は、レイティングバトルを拒きよ否ひすることができる。ただし、あまりに拒否しすぎると、それもまた成績の低下に繫つながる。

　レイティングバトルを行える回数に制限はないが、同じ相手の場合は、一月に三度までと決められている。

　そして問もん題だいの【七君主】の場合だ。【七君主】に勝利した場合、相手の称しよう号ごうを奪うことができる。例えば今、エリカにレイティングバトルで勝てば、エリカの持つ【傲ごう慢まん】の称号を得られることになる。

　相手の称号をレイティングバトルで奪えるシステムがあるのは、七星学園が常に競きよう争そうを煽あおっているからだろう。【七君主】の称号を得、それでもう安あん泰たいとなれば、どうしても競争は停てい滞たいしてしまう。【七君主】本人だけでなく、率いるクリークまで堕だ落らくしてしまうこともあり得る。それを防ぐ意味でも、レイティングバトルは存在しているのだ。この学園は、常に競争相手を用意している。

（俺おれは近いうちにエリカにレイティングバトルを挑いどむ。そのためにエリカのレイティングバトルの情報を必要としていた。だから山やま吹ぶきを使った）

　山吹はエリカのことが気に入ったと、カンナも属している『Ｆ１２８』教室で、誰だれもが聞こえるほどの大声で話していた。それを聞き、カンナはエリカと同じ中学だったということを餌えさに、山吹に接せつ触しよくし、けしかけたのだ。

　せめて、全部で七十七あるレイティングバトルの種類の、どれをエリカが選んでいるかを知りたかったのだが……。

（だが結果はこのざまだ。山やま吹ぶきめ、エリカを惚ほれさせるには、Ｆランクの立場からじゃ力を見せつけるしかないと言ったら、当然レイティングバトルで、力を見せつけろという意味だと取るはずだろう？　何を七なな星ほし学園で通じるはずもない暴ぼう力りよくで力を見せつけようとしてるんだ。阿あ呆ほうにもほどがある）

　カンナはまた、最近癖くせになっている溜ため息いきを吐つく。

（そりゃ目も覆おおいたくなる）

　もちろんカンナは、頭ず脳のうを使うレイティングバトルで、山吹がエリカに勝てるとは思っていない。どうせエリカに敗れ、それだけでなく報復として最終的に嵌はめられ、監かん獄ごく棟とうにぶち込こまれると考えていた。カンナは山吹を元々踏ふみ台……いや、捨て石ぐらいにしか思っていない。

　そう、捨て石。だから今回のことは、カンナにとって痛手というわけでもない。いけ好かない鴨かもがネギを背負ってやってきたから、利用できるならしてみようと試してみただけの話だ。それにカンナは、実際にこうして捨てた石が、また使えるかもしれないとも考えている。

　落らく胆たんする必要はない。成果無しの結果も、すぐに切り替かえて、次の作戦を考えなければいけない。

　称しよう号ごう持ちを倒たおすための次の作戦に、さっさと移らなければいけない。




　　　　　　　　　■




「さて、七なな海みさん」

　そろそろ、こちらもけりを付けなければならないだろう。

　カンナは改めて、七海と向き合う。本ほん質しつを隠かくすいつもの優ゆう等とう生せい然ぜんとした表情を作る。

「いや、こう言うべきかな？」

　七海が告白する気でいたならば、それでいい。適当に対応するだけだ。だが、もしそうでないとするならば、敵てき対たいすることもあり得る。

　カンナは七海の顔かおを見み据すえ、彼女のフルネームを口にする。




「七星七海、学園長の娘」




　七星学園の生徒ならば、誰だれもが気に掛かけている存在である七海は、カンナの言葉にも変わらず、ヘラヘラと気の抜ぬけた笑みを浮うかべている。

「それにしても酷ひどいよね。エリカ様」

　自分が学園長の娘むすめであることを指し摘てきされたことは、カンナでなくても誰でも知る事実だからかまったく気にせず、自分の話を進める。

「あそこまでしなくてもいいのにね。エリカ様ったら性格が悪いし」

　ロリポップキャンディーをくわえながら、パイプ椅い子すからジャンプして下おりる。

「あれは、憂うさ晴らしでやっているわけじゃないよ」

「へ？」

「ああなった以上、反はん抗こうする意志を徹てつ底てい的てきに奪うばうべきだと、エリカは判断したんだ。中ちゆう途と半はん端ぱに屈くつ辱じよくを与あたえるだけだと、また狙ねらわれるかもしれないからね。別に楽しんでいるわけじゃない。感情で動いていたら、【七君主】が一人、【傲ごう慢まん】になることなどできないだろうしね」

　七なな海みは、「えー」と納得していないような声を上あげるが、図ず抜ぬけて強力なクリーク、【アーバンライオン】を率いているエリカの立場を知っているからか、それ以上は言わない。

「でも、エリカ様の周りの人たちは、性格が悪いだけの反応だよね？　あの見み下くだしつつの上品笑いだし」

「違ちがうよ。あれも演技だろうね」

「え？　…………いやいや、それはないっしょ。あれはマジ笑いだよ」

「そうかな？　全員が全員、同じような笑みを浮うかべていただろう？　ずいぶんわざとらしい笑みだと思わなかったかな？」

「確たしかにわざとらしかったけど……」

「エリカの周りにいる人たちは、あの『フレンズ７』だよ？　エリカが自分の権けん威いを一いつ般ぱん生徒に見せつけるために集めた、ランクの高い女子生徒たちだ。そんな人たちなんだから、すべて計算で動いていてもおかしくないだろう？」

「うーん……どうしてそんな演技をする必要があったの？」

「フレンズ７は優ゆう秀しゆうだ。エリカがいなければその座を奪っていてもおかしくない人材だよ。だからエリカは、常に裏切りを警けい戒かいしているし、フレンズ７の方もそのことを察している」

「…………あれ？　『反抗する意志を徹底的に奪う』ってさっきカナちゃんが言ってたけど、それってもしかして、あの不良たちだけじゃなくて、あのお嬢じよう様さま方がたにも必要ってこと？」

「そうだろうね。自分にたてついた奴やつらにああも酷ひどい屈辱を与えることで、フレンズ７に、刃は向むかったらこうなると見せつける意図もあったんだろう。警告が自分たちへ向けられているのを分かっているフレンズ７は、ああやって、わざとらしい笑い声を上げるしかなかった。本人たちが内心どう思っているかは関係ないんだ。謀む反ほんの意志がないと表現するためには、周りに合わせて笑うしかない。それができない人間は、側にいることさえ許されなくなる」

「……自然に出ちゃった行動じゃなく、全員やるべきことを把は握あくして、それをやってるだけってこと？」

「それがあの場所にいられる人間なんだろうね」

　あの場所──最大クリーク、【アーバンライオン】の幹部が集まっているあの場所は、間違いなく、現時点で頂上。

　この誰だれもが上うえを目指している弱肉強食学園で、頂上にいる人間ならば、一つ一つの行動にはいちいち意図、思おも惑わくを込こめているのは当然のこと。弱肉強食学園では、備えず、考えず、漠ばく然ぜんと日々を過ごしているだけで、肉にく食しよく獣じゆう共どもに簡かん単たんに食われる。隙すきを見せてはいけないし、能力がなくてもいけない。この環かん境きように適応できなければ、踏ふみ台になり、捨て石になり、糧かてになり、肉になる。

　これが弱肉強食学園の世界。

　自然に拳こぶしに力を入れていたことに気付き、カンナは小さく息を吐はく。

（感情的になったのか、七なな海みに語りすぎたな。まあ、今後の展開のために、意図的にやってるところもあるんだが）

　カンナは腕うでを組みながら、音声調ちよう整せい卓たくに乱らん暴ぼうに腰こし掛かける。その態度は尊大で、演じている優ゆう等とう生せい像ぞうからはかけ離はなれているが、カンナはもう気にしていない。

　カンナは改めて、七なな星ほし七海を見る。

　正直、幼い顔かお立だちで、感情も隠かくせない七海は、一見人じん畜ちく無む害がいにしか見えない。

「……なんか急に態度が偉えらそうになったねカナちゃん？　どうかしたの？」

「そうだな。学園長の娘むすめが、なかなか目的を話してくれないなあ、とは思っているよ」

　かなり直接的に尋たずねたつもりだが、七海は相変わらず緊きん張ちよう感かんのないヘラヘラした笑みを浮うかべている。

「うーん、学園長の娘って憶おぼえられ方、不本意だし。あたしはあたし一個人として憶えて欲しいよ、うん。他にすごいとこぐらい、いっぱいあるはずだし！」

　そんなことを言いながら七海は、鞄かばんの中から手て鏡かがみを取りだして前まえ髪がみを整ととのえ始める。わざとなのか、恐おそろしいほどに緊張感がない。

「あ、早速、他のすごいところ思い付いたし！」

　七海はニコニコしながら、自分の顔かおをカンナに近づける。

「例えばね、ほら、あたしこんなに美少女！」

　カンナは反応しない。

　もういい加減、彼女のわけの分からない行動に振ふり回される気はなかった。

「あ、あれ……笑っていいんだよ？　それか冗じよう談だんでも同意してくれたりすれば、うれしいよ？」

「他には？」

「へ？」

「うん。七海さんはかわいいよ。そのことは分かった。でも、すごいところはいっぱいある、って言ったよね？　だから他のすごいところも言ってみてよ」

「え？　……なにその反応……恐こわいし……。も、もしかして、カナちゃん怒おこってるの？　王子のふりして、ドＳだったりするの……？」

　七なな海みは鞄かばんに付けた猫ねこのぬいぐるみに向かって、「助けてー、エネコのん！」なんて言っている。でも、カンナは七海を見つめ続けている。

「う……。あたしのすごいところを言わなきゃダメ？」

「そうだね。知りたいなあ」

「わ、分かったよ……。あるし！　現にいっぱいあるし！　そうそう、あたし、七なな星ほし七海のすごいところは──」




「【七君主】が一人、【ネイビーフォックス】の長、【強欲】であるところ」




　衝しよう撃げき的てき発言。

【七君主】はその正体を知られてはならない。エリカ以外の【七君主】にとって、自分が【七君主】であることは、守らなければいけない最大の秘密だ。

「────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────」

　だから絶句する。

「というのをどうして言わないのかな？　七海さん」

　その最大の秘密を言い当てられた、七海は絶句する。

　カンナの表情から欺ぎ瞞まんの微笑ほほえみが消える。代わりに浮うかぶのは不ふ敵てきな笑み。こんな発言をした以上、本ほん質しつを隠かくすことにもう意味はない。すでにやめかけていた優ゆう等とう生せいの演技を、カンナは完全にやめる。

　カンナはまだ持っていたロリポップキャンディーを、音声調ちよう整せい卓たくに座りながら、七海の心しん臓ぞうに向かって突つき付ける。

「狐きつねだから、馴なれ馴れしい偽いつわりの姿すがたを作っていた、そうだろう？」

　七海は絶句したまま、まともな反応ができない。

　その表情を見て、カンナは内心安あん堵どする。

（牽けん制せいは成功したようだな）

　実はカンナは、この場での最さい善ぜん策さくは、逃にげることだと判断していた。七海の目的は分からないが、目的が愛の告白なんて生なまぬるいことではなく、自分と戦うことだとしたら、それを避さけたいと考えていた。

　本音を言えば、カンナはすぐにでも七海とレイティングバトルをしたい。これは【強欲】の称しよう号ごうを奪うばえる数少ない機き会かいだ。だがカンナは、同じ中学だったエリカと違ちがい、七海のことを知らない。当然レイティングバトルに七海が何を選えらんでいるのかも知らない。人じん畜ちく無む害がいそうな態度も、油断させるための演技かもしれない。

　Ｆランクのカンナは、相手のレイティングバトルで戦わなければならない。何も知らない状じよう況きようでは、どうしても敗北する可能性が高いのだ。

　しかし、失うものが大きいのは、負けたら【七君主】の座を手放すことになる七なな海みの方だ。だから【強欲】であることさえも知っていると情報を明かし、警けい戒かいさせ、ここは一いつ旦たん立ち去らせようとしている。そうして次の機き会かいまでに、さらに情報を握にぎる。そのアテもある。しっかり情報を摑つかんでから、七海を倒たおすのがベストなのだ。

　それがこの場でのカンナの判断。

（さて、どう動いてくる？）

　カンナは内心の緊きん張ちようを隠かくし、薄うすら笑いを浮うかべつつ、次の七海の動向を窺うかがっていた。

「うう……」

　そうして七海は動いた。

　七海は、カンナが突つき出していたロリポップキャンディーの袋ふくろを破いて、口にくわえた。

　カンナは思わずキャンディーの棒を離はなす。

「むぐ」

　白い棒が二つ出ている口をもごもごさせ、カンナを睨にらみ付ける。行動の意味が分からなかったが、その目を見る限り、どうやら飴あめを突とつ然ぜんくわえたのは、【強欲】であることを見み抜ぬいたカンナへのささやかな抵てい抗こうのようだ。……まあ、睨み付けていると言っても、幼い顔かお立だちのせいでただ目を細めているだけの、人じん畜ちく無む害がいなものに見えるのだが。

　そうして、呟つぶやく。

「…………めんどくさい」

　そう言ったかと思うと、わなわな震ふるえだして、掃そう除じが行き届いていない放送室の床ゆかに、勢いよく仰あお向むけで倒れ込こむ。

　すっかり様子がおかしい……というより変わった。七海はキャンディーをガリガリ囓かじりながら、虚うつろな目で天てん井じようを眺ながめている。音を立てて一本の飴を嚙かみ終えると、白い棒を手に取り、ぼうっとした顔でそれを見ている。

「親おやのすねだし……」

　ぼそっと呟く。

「ああもう！　飴じゃないし！　どうせなら親のすねを囓りたいし！」

　とんでもないことを口走って、手足を「うーうー」うめきながらバタバタさせる。

「あーん！　こんな頭あたまのいい相手に頑がん張ばるのもう無理！　めんどくさいめんどくさいめんどくさいめんどくさいめんどくさい！　どーして、あたしが頑張らないといけないんだし！　あたしはすやすや寝ねていたいし！　いらんし【強欲】とか！　贔ひい屓き込みで【七君主】にさせてくれるぐらいなら、コネでテレビに出てちやほやされた方がいいし！　毎日おいしいもの食べて、アーティスト気取りで金にならない絵を描かいて、自じ意い識しき満たされてたいし！　すねを囓らせろ！　もっと親のすねを囓らせろ！　弱肉強食学園とか勘かん弁べんだし！　なのになんであたし【強欲】に選えらばれて、戦場のド真ん中にポンと放り込こまれてるの！　いやああああああああもうめんどくさいいいいいいいいいい」

　床ゆかの上うえで暴あばれまくる七なな海み。

「でもあまりにふがいなければ勘かん当どうしてくる親おやだし！　【強欲】になった以上、譲ゆずるわけにはいかないし！　戦場にいる以上、勝手に巻き込まれるし！　攻こう撃げきしてくる奴やつには対応しなくちゃだし！　あああああもうううううめんどくさいよおおおおおおおお！」

（なんなんだこいつ……。ドン引きだ。『強欲』というより『怠たい惰だ』だなこれじゃあ）

　スカートがめくれているのも気にせず、駄だ々だっ子このごとく暴れている七海を、カンナは冷ひややかな目で見ている。

「でも……めんどくさくても動くしかないし……。火の粉がふりかかってくるなら払はらうしかないわけだし。こんなん強制だよ強制……あたしは学園のシステムに動かされてるよ……。でも、そうだとしても動くしかない。分かっちゃうから、動くしかない……」

　暴れていた手足の動きが止まる。

　そして、首だけ動かし、カンナを見る。




「カナちゃんを潰つぶさなくちゃ、あたしはいずれ【強欲】の座を奪うばわれるって」




「なんだと？」

　その発言は無視できない。

　それは、敵てき意いを表す発言だ。戦いになるかもしれない発言だ。

　しかしカンナには、そのこと以上に引っかかった点があった。

「どうしてＦランクの俺おれが、お前の座を脅おびやかすと思うんだ？」

　七海が【強欲】である以上、狙ねらってくる人間はカンナ以外にもいくらでもいる。カンナは自分が優ゆう秀しゆうである自覚はあるが、それだけではここまで警けい戒かいする理由として弱い。客きやつ観かん的てきに見て、他にマークすべき人間はいくらでもいるだろう。

　それなのに、カンナを特別警戒している理由は？

「答えろ」

　むくりと上半身を起こし、七海は言う。

「乙女おとめの勘だし」

「ふざけてるのか？」

　しかし、七海の顔かおは真しん剣けんだった。

「あたしね、何しろ学園長の娘むすめだからね。偉えらい人とか偉くなった人とか、すごい人とかすごくなった人とか、やばい人とかやばくなった人とか見てるの、小さいときから散々。もう偉い人を見る英才教育でも受けてるんじゃないかってレベルで」

　ずれたことを言い出した七なな海みに、カンナは顔かおをしかめる。

「そうしたら、そのうち勘かんで分かるようになった。この人は将来偉えらくなるとか、すごくなるとか、やばくなるとか。かなり正せい確かくにね」

　七海は勢いよく立ち上あがる。

「そのあたしの勘が言ってる」

　そうして、カンナの顔を真っ直すぐ見つめる。

「あたしの【強欲】の座を奪うばう可能性が高いのは、カナちゃんとエリカ様」

「……俺おれと、エリカ……？」

　勘に根こん拠きよもないし、七海が本当のことを言っているとは限らない。

　しかし、カンナはその発言を少し信じそうになる。

　それはそこに自分の名前ではなく、エリカの名前があったからだ。七海がどういう視点でエリカを評価しているかは知らないが、カンナには確信がある。このまま七海が手をこまねいていれば、エリカは確実に七海を潰つぶす。

「つまり危険だと判断したうちの一人である俺を、Ｆランクで力のないうちに潰しておく、ということか？　ランクの高い人間はレイティングバトルを強制でき、自分のバトル内容で勝負できる。しかも勝利し、相手をブロック登とう録ろくすれば、二度とバトルをけしかけられることもない」

　それはカンナには避さけたい展開だ。

　だが、自然な展開だ。だからこそ七海は、カンナを観かん察さつしにやってきたのだろう。

　こうなった以上、覚かく悟ごを決めなければいけない。カンナはこめかみに指を当て考える。七海のレイティングバトルはどういったバトルなのか？　勝しよう機きはあるのか？　七海の意図を、思考を、すべて理解するつもりでいなければ、おそらく敗北するだろう。

　カンナは七海が発する、次の言葉を聞き逃のがすまいと集中する。

　敵てき──完全にそう認にん識しきをした、七海の口が動いた。

「やだよ。めんどくさい」

「は？」

　こめかみを押おしていた指から力が抜ぬける。

「じゃあどうするつもりだ？　いつ俺を倒たおす？」

「倒す？　何言ってんの？」

　七海は目を丸くする。

「そんなめんどくさいことしたくないよ！　あたしは！　楽して！　【強欲】のままでいたいの！」

　目を丸くしたいのは自分の方だと、カンナは思う。

「そんなことはこの弱肉強食学園では不可能だ」

「可能なの！　なんのためにあたしがいちゃついてきたと思ってるの？　あたしの努力を無む駄だにしないで欲しいんだけど！」

「なんのためにそんなことをしてきたか、お前は理由を言っていない」

「え？　……いや、言ったし！」

　言っていない──が、カンナは七なな海みが言ったセリフをすべて思い返して、該がい当とうするかもしれない発言を思い出す。

（…………まさか）

　それが当たっていれば、なぜあんな風に馴なれ馴れしくしてきたのか、その理由が思い当たる。納得はできないが、予行演習みたいなものだったと思えば、理解はできる。

　だって、七海はこんな単語を言っていた。

（──未来彼女）




「ねえ、質しつ問もん」

　その問いを発したのは、カンナではなく七海。

　その表情は、ずっとへらへらしていた彼女らしからぬ、真しん剣けんなもの。

「カナちゃんは、エリカ様をストーキングしていたのはなんのため？　付き合いたいから？　それとも倒たおしたいから？」

　模も範はん解かい答とうは分かる。後者だ。自分を倒すかもしれない奴やつらが、結けつ託たくするのを望んでいるわけがない。

　そして、そう答えなければ、おそらく七海は俺おれに牙きばを剝むく。

　だが、どうして望み通りに答えてやる必要がある？

「どちらでもないな」

「え？」

　カンナは、腰こし掛かけていた音声調ちよう整せい卓たくから下おりる。

　背の低い七海を見下ろし、正直な本音を口にする。

「俺はエリカを倒したいのではなく、倒すのだから」

　目を丸くして、カンナを見み上あげる七海。

　ただでさえ危険視されているのだ。こんなことを言えば、今すぐ敵てき対たいすべきだと判断されても仕方ない。

　しかし、これだけは、噓うそを吐つけなかった。

　それがカンナの、プライドだった。

「ふふ」

　だけど、七海は頰ほおを緩ゆるめた。

「なにそれ不ふ遜そんすぎ！　それに自じ信しん過か剰じようすぎだし！　でも──」

　七なな海みは途と切ぎれさせると、カンナの身体からだに手を回し、抱だきしめた。マリン系の香水の匂においがすぐ側で漂ただよっている。

「──よかった。やっぱりカナちゃんは、思ってたとおりの人だった」

　意味が分からない。

　だが、次に七海に言われることは分かっている。

　何せ『未来彼女』だ。

　七海がするのは、勝負の申し込こみではなく、もちろん。

「カナちゃん、あたしと恋人同士になってください」

　──愛の告白だ。

「そしたら、ならせてあげる」

　幼い顔かおとは不ふ釣つり合いな、蠱こ惑わく的てきな微び笑しようで、答える。




「Ｆランクの君主に」
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『学園長挨あい拶さつ』







　生徒諸しよ君くんよ、群衆を率いる君主たれ！




　七なな星ほし学園は生徒数、敷しき地ちの面めん積せき共に、日本最大規模の学園です。地域一帯を特区と認定されて以降、学生諸君にとっては何不自由ない環かん境きようになったと、自負しております。

　我が校は、創立二十八年の歴史の間に、間ま違ちがいなく世界でその存在感を見せてきました。我が校から輩はい出しゆつした人材は、あらゆる分野の中ちゆう核かくを担い、欠くことのできない人物へとなっております。リーダー不足と長らく言われてきた日本に、風穴を開あける役割を本校が果たしていることは、周知の事実でしょう。

　その群を抜ぬいた実じつ績せきを生うみ出す手段は、指し導どう者しや、リーダーとなり得る人材の育成方法にあると言えるでしょう。その指導法は、競きよう争そう主義、実力主義を徹てつ底てい的てきに取り入れること。そして生徒の自主性に任せることにあります。余計な指導をせず、純じゆん粋すいに、平等に実力のみを評価する。それだけで若者は自ら成長するのです。

　また、生徒を個ではなく、群として向き合うのも、我が校の特色です。社会で、個としてできることは限られています。個ではなく群の力が社会を動かします。であれば、群を導みちびく力こそが、その人物の能力であると言えます。よって七星学園は、個より群を尊重します。群を動かす個性が機き能のうするよう管理し、教育をしています。

　現在は生いきにくい時代だと言われています。言われ続けて、何十年経たったでしょうか？　ならば現実と向き合いましょう。生きにくいと言われる時代に終わりは来ません。これからいつまでもそのような時代が続くのです。その社会に、どうして宝とも言える若者たちを、現実にそぐわない理想を教え込こみ、放り出せるでしょうか？　我が校の指導は、それを良しとしません。生徒たちが現実に直面したときに、受け入れ、戦えるように育成しなければなりません。

　我が校を卒業した者は、そのすべてが、社会を受け入れる準備ができている、というのは大げさではない表現でしょう。

　その中には間違いなく、群衆を正しく導ける、君主が存在するでしょう。そういった、光り輝かがやく星となれるよう生徒を育成することが、七星学園の責務であり使命であります。








学園長　七星一かず夜や


















　寮りようから校舎までの、やけにうるさい音がする砂じや利り道みちには、まだこの地域で咲さいているはずの、桜の花びらは落ちていない。

　ワイヤレスヘッドホンから流れるつまらないＰＯＰミュージックを聴きいて、「つまらない」とわざわざ悪態を吐つきながら、歩道としての最低限の体裁だけ整ととのえたその坂道をカンナは歩く。左を向くと、自然豊かというより自然そのものと言うべき、鬱うつ蒼そうとした濃こい緑色の木々。自動車の半分が自動操そう縦じゆうになっているこの時代に、イタチはしょっちゅう出るし、タヌキさえ出しゆつ没ぼつする。

　七なな星ほし学園特区は、どこもそんなほとんど山道のような道ばかりではない。むしろこんな道は、Ｆランク生徒用の寮から、Ｆランクの生徒のみが授業を受ける第三十五、三十六校舎まで繫つながっているこの道ぐらいだ。その道を歩くのは当然最低ランクの落ちこぼれたちだけだからと、山を整せい備びさえしなくても構わないという、実にお優やさしい七なな星ほし学園側のメッセージが伝わってきそうだ。

「……はあ」

　カンナは思わず、最近癖くせになっている溜ため息いきを吐つく。

　深緑の合間に、自動販はん売ばい機きが並んでいる。カンナはこの位置から七星学園の全容が見み渡わたせることを、この道を何度と歩いて知っている。

　七星学園特区の真ん中にそびえる七星学園は、他の学校とは比ひ較かくできないほど、広大な敷しき地ちを誇ほこる。秩ちつ序じよ立てて並んでいる校舎の数だけでも実に七十七、体育館も十七、野球場に、サッカーグラウンド、屋外プール、屋内プール、テニスコート、陸上用のグラウンド、ランニングコース等々、あらゆる設備が整っている。バスターミナルには絶えず生徒が行き来していて、駐ちゆう車しや場じようにはＡランクの生徒のみ利用する、タクシー代わりのリムジンが何台も止まっている。

　カンナは呆あきれ顔がおで校舎を眺ながめる。

（傍はた目めから見てこうも、それがどのランクの校舎なのか分かるぐらい差があるのはどうなんだ？）

　例えばエリカが紅茶を飲んでいた庭園があるのは、Ａランクの生徒のみが授業を受ける第二校舎だ。味気ない灰色のコンクリートのＦランク校舎とは違ちがい、西洋のお屋敷かと見間違う洒落しやれたものとなっている。他にも高ランクの校舎は、レトロな木造校舎風だったり、近代的なデザインのものだったりと、変わっている。

　しかし、そんな煌きらびやかな景色や洒落た校舎よりも、何より目立つものが、七星学園特区のど真ん中にそびえ立っている。

　それは無む駄だに高い時と計けい塔とう。『クロック・スター』。七星学園の象しよう徴ちよう的てき建物だ。

　クロック・スターは、Ｓランクの生徒であっても入ることは許されない聖域だ。パンフレットによるとそこには学園長室があるらしいが、実際カンナは時計台を維い持じするための業者以外、入るのを見たことがない。観かん光こう名所にする気はないだろうに、その高さは有名な時計台、イギリスのビッグベンを超こえる１１７メートルだという。

　七なな星ほし学園特区は、夜になると、中心部分にある学校の明かりはほとんどがなくなるので、光のドーナツ化現象が起こる。しかしそんな中でも、クロック・スターだけは不気味に光り輝かがやき続けている。まるで強い雨が降る夜でも、尊大な態度で居座り続ける星だ。

　視し線せんをもう少し南に移せば、Ａランクの寮りようが入っている、超ちよう高層ビル、サウスモノポリータワーが目に映るのだが、カンナはそれらを見ることなく視線を落とした。

（どうせそんなものは、いつでも見られる光景だ）

　七星学園特区の街並みを見る代わりに、カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、左目眼前に、眼鏡めがねのレンズ程度の大きさのエアリアルを出現させる。眼前に表示された、パーソナルモードのエアリアルの映像は、カンナ自身にしか見えない。

　他の生徒の背中を眺ながめながら、早歩きで進んでいく。生徒を追い抜ぬくその度に、パーソナルモードのエアリアルに記号が表示される。その記号は、他の生徒のＣＣＣシートリプルモバイルが自分のそれの半径一メートル以内に近づき、顔かおを認にん識しきすると見ることができる。

　記号を頭あたまの中で読む。

（『Ｅ、Ｆ、Ｅ、Ｅ、Ｆ、Ｅ、Ｃ』──『Ｅ、Ｅ、Ｆ、Ｆ、Ｅ、Ｄ、Ｄ』──『Ｆ、Ｄ、Ｆ、Ｅ、Ｃ、Ｅ、Ｅ』……か、やはりＦランク。利用できそうな人間はなかなかいないな）

　記号が表示されるその度に、カンナはそれを記き憶おくする。

　先ほどからエアリアルに表示されているアルファベットの意味を改めて考えて、苦笑する。

（ああ、まったく嫌いやになるな。俺おれたち七星学園の生徒は、学園が割り振ふるその数値によって、絶対的に支配されている）

　このアルファベットは、『ステータスデータ』と呼ばれるものだ。

　アルファベットは上から、頭ず脳のう、知識、体力、カリスマ性、統率力、容姿、素す姓じよう、のステータス数値となる。ステータスランクの幅はばは、ランク制度と同じＳ～Ｆの七段階になる。その割合は、Ｓがトップの一人のみ、Ａが生徒全体の５％、Ｂが10％、Ｃが15％、Ｄが20％、Ｅが40％、Ｆが10％となっている。

　これはランク制度の人数の割合と同じだ。Ｓが例外的な扱あつかいであるのもまたそうだ。

　テストの順位が貼はり出されることにだって賛さん否ぴ両りよう論ろんあるというのに、七星学園では容姿までランク付けされるのだ。アイドルの公開人気投票だって、ここまでシビアではないだろう。

　だが、ただ細かく成せい績せき付けされている、それだけならば、生徒を絶対的に支配するところまでいかない。

　ステータスデータがまるで、心しん臓ぞうに棲すみ着いた毒どく蜘ぐ蛛ものように、生徒たちの生せい殺さつ与よ奪だつの権けんを握にぎっている理由は、その数値の正せい確かくさと将来への影えい響きよう力りよくにある。

　リアルタイムで更こう新しんされるステータスデータ。それはもう、誰だれもが納得せざるを得ないほど、正確なものだ。カンナ自身も実感として、誰それのこの数値はおかしいと感じたことはない。その上うえ過去の実例が、正確さに根こん拠きよを与あたえる。様々な分野で有名になった七なな星ほし学園の卒業生のステータスデータは、その推移と共にネットに公開されているのだが、それを見ると、結果を出した卒業生のステータスデータは、ただ一つの例外もなく見栄えのする数値なのだ。

　また実際、ステータスデータの正確さを見せつけられた出来事もある。カンナが入学して一週間後の四月十二日、計四時限分を掛かける長い数学のテストが行われた。次の日は英語のテストだ。二日にわたるテストは長さだけでも特とく殊しゆだが、そのテストにおける最も特殊な点は、その生徒が出すであろう結果が、試験前に公開されていたことだ。

　おかしなことだ。数学、英語の中でも通常得意不得意の部分があるし、生徒自身のコンディションの問もん題だいもある。テストの結果を予想するのは至し難なんの業のはずだ。であるのに、まさに公開された通りの結果を生徒たちは出してしまった。順位、点数は、事前に公開されていたものから、誤差程度の違ちがいしか出なかった。このテストならば何点取れるかを、生徒のコンディションも含ふくめ、学園側は完全に把は握あくしているのだ。

　そのシステムがステータスデータに使われているとなっては、生徒たちはその正確性を認めるしかない。

　鵜う吞のみにするしかない。

　ステータスデータの数値付けの方法は、明らかになっていない。噂うわさでは脳を流れる電気信号や、筋肉の動きなど、数値付けに必要なデータをＣＣＣシートリプルモバイルがキャッチすることで、かなり正確な能力が分かると言われているが、真実かどうかは定かではない。

　そうでなくとも、定期的に行われる学力テストやＩＱテストに、性格診しん断だんテスト、脳波チェック、頻ひん繁ぱんに行われるカウンセリングと、七星学園の生徒は、あまりにたくさんの検査を受けている。そして生徒たちの行動は、学校中に設置されたカメラと、常に装着しているＣＣＣシートリプルモバイルによって監かん視しされている。それだけの情報があれば、今までに蓄ちく積せきされた生徒たちのデータと照らし合わせて、その信じられないほどの正確な数値が導みちびき出せるのかもしれない。

　さらにやっかいなのは、そこまで正確ともなれば、企き業ぎようや進学先がそのデータを参考にしないはずがないということだ。ステータスデータは、どんな入社、入学試し験けんより、参考になるデータだ。そうなる以上、当然ステータスデータは、今後の人生に大きく影響を及およぼす。

　誰もがそのステータスデータをどうにかしようと、躍やつ起きになるのが普ふ通つうだ。

　そうなればもう学園側の思おも惑わく通りだ。

　ステータスデータの数値に、生徒たちは支配される。

　ランクとステータスデータのみに囚とらわれ、他のことを蔑ないがしろにする生徒は多い。それだけのために、学園生活をなげうつ生徒も多々いる。

　しかし、ステータスデータは、そう楽々といい数値を取ることはできない。努力だけでどうにかできるものでもない。脳開発プログラムに取り組んでも『頭ず脳のう』の数値はなかなか上あがらないし、ジム通いをしても『体力』の数値はやはりあまり変わらない。『素す姓じよう』のように、生うまれ持った環かん境きようがほとんどを占しめるものもある。ステータスデータは努力でどうにかできるものというより、持って生まれた才能や環境の方が大きいのが現実だ。

　ステータスデータに絶望し、何もかもを諦あきらめ、無気力になる生徒も少なくない。それが原因で精神を壊こわし、病びよう棟とうに隔かく離りされた生徒もいると聞く。

　しかし、そんな問もん題だいは取るに足りないと思わせるほど、成果があるのも現実だ。生徒たちはランク制度とステータスデータ制度により、努力を強しいられ、確かく実じつにその資し質しつを伸のばし、成長する。

（とはいえ、強者の方が圧あつ倒とう的てきに少ないのが現実だ。この制度は、ほとんどの生徒が、強者に食い物にされてしまうもの。学園は、一部の先せん導どう者しやになりえる強者に、弱者とは違ちがうと意い識しきさせ、自信と自負を植え付けさせているのだろう。それが弱肉強食学園のやり方だ）

　しかしカンナはそのシステムを歓かん迎げいする。

　この学園で頂点に立つ目もく標ひようを持つカンナにとっては、利用しがいのある制度だ。

（これだけ正確な数値なのだ。ステータスデータを把は握あくすることは、その人間を理解することに繫つながる）

　だから、カンナはかなりの数のステータスデータを把握していた。ステータスデータの推移もまた目安になる。学園の頂点に立つには、他人を利用しなければどうしようもない。つつがなく他人を利用するためには、この調ちよう査さを疎おろそかにしてはならない。

『Ｄ、Ｅ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｄ』

　新たにパーソナルモードにしているエアリアルに、ステータスデータが表示された。

　その瞬しゆん間かん、カンナは肩かたを叩たたかれる。

（『Ｄ、Ｅ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｄ』、か。このステータスデータに該がい当とうするのは、平へい凡ぼんな数値だけに偶ぐう然ぜんにも知り合いに二人いる。新あら井い場ば柚ゆず子こと幡はた山やま親しん司じ。二人のうち、こうやって俺おれの肩に手を触ふれてくるのは──）

「やあ、親司」

　カンナはエアリアルを消しながら、声を掛かける。

　顔かおを見る前に誰だれだか分かったが、カンナは振ふり返り、顔を確認してからその名を呼んだ。クラスメイトのステータスデータを把握している不気味な奴やつだと認識されても、何も得がないからだ。

　もちろん振り返るときに、親したしみのある優ゆう等とう生せいの顔を作るのも忘れていない。

「うっす、おはようカンナ」

　肩に触ふれた手を上げて、微笑ほほえみかける幡山親司。小こ柄がらで、顔立ちも取り立ててかっこいいわけではない親しん司じは、容姿ランクＤだ。でも、笑え顔がおの絶えない表情には愛あい嬌きようがあり、好感が持てる。着ている制服には、【色欲】率いる【ローデンスコーピオン】に入っている証明となる、サソリのイラストが描かかれたバッジを着けていた。

　ちなみに親司のステータス数値はＦランクにしては悪くない。『Ｄ、Ｅ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｄ』という数値は、一見低そうに見えるがそうではない。ステータスはＤ以上ならば七なな星ほし学園で平均以上ということになる。レベルの高い七星学園において、Ｄ以上であれば、世間的には優ゆう秀しゆうと言えるレベルだ。おそらくこの頭ず脳のうＤ、知ち識しきＥのステータスなら、中学時代は成せい績せきトップは無理でも、上位にはいたはずだ。体力Ｃに関していえば、体育の時間、クラスのスターになれるレベルだろう。

　だが決して低くはないステータスデータを持ちながら、親司はＦランクだ。

　Ｆランクの生徒の数は、一年から三年まで合わせて、２８５５人。全生徒数は２８１８７人なのだから、全体のおよそ10％しかいない。一年の前期では、Ａランクに生徒は配属されないこともあって、Ｆランクの一年生の人数は１１３８人と多めになっている。にしても、Ｆランクが落ちこぼれであることには違ちがいない。

　おそらく親司がこのステータスでも、Ｆにランク付けされてしまっているのは。

「ああ、今日も授業たるいなあ。さぼりてー。……なあ、カンナ。授業サボってかわいい子探しでもしねえか？」

　弱肉強食学園において、あまりにも危き機き感かんのないこの性格のせいだろう。

　この学園では常に気を張り詰つめ、相手を制することを考え続けなければいけないのに、まったくその意識がない。

　カンナは親司のそんな性格を見て、こう称しようする。

　典型的Ｆランク。

　とはいえ、親司は格段にやる気がない生徒、というわけではない。弱肉強食学園の実体を理解できていないだけだ。そして、いつまでもその本ほん質しつを理解できない生徒の方が、『普ふ通つう』なのだ。

　だが、カンナはその『普通』に、付き合う気はない。

「授業をサボってかわいい子探し、ねえ。……うーん、悪いけど、気が進まないなあ」

「うわあ、つれねえー。一人じゃ寂さびしいんだよ、付き合ってくれよ！」

「うーん……いや、やっぱり無理だよ。ボクは早くランクを上あげたいんだ。少しでもサボって、学園側の印象を悪くするのは避さけたい」

　こうカンナが答えるのは、『普通』の生徒でもランクを上げたいと誰だれもが考えていて、これぐらいの真ま面じ目めさを見せても、悪印象にならないことが分かっているからだ。

「かぁー、真面目だなあカンナは！　俺おれはともかくカンナは頭あたまがいいんだから、ちょっとサボったところでランクは上がれるって」

「『俺おれはともかく』だって？　勘かん弁べんしてくれよ。ボクはただ闇やみ雲くもに上うえを目指したいわけじゃない。できれば友達の親しん司じと一いつ緒しよに、ランクを上あがりたいと思ってるんだ」

　呼吸をするように、好感度の上がる噓うそを吐つくカンナ。

（友達ね。俺のランクが上がれば、当然典型的Ｆランクのこいつとは離はなれることになる。そのような刹せつ那なの関係を友達とは言わない。そんな人間と仲良くやるのは今だけだ）

「……うう、カンナ、前から思ってたけど、お前いい奴やつだよなあ！」

　しかし親司は、カンナの適当な噓にすっかり騙だまされる。

（きっとこいつ、小学校の頃ころのマラソン大会で、一緒に走ろうと誘さそわれて、裏切られたことあるんだろうな）

　並走などごめんだ。

　カンナは一刻も早く、Ｆランクから抜ぬけ出したい。

　Ｆランクに在ざい籍せきし続けていいことなど何一つない。校舎などの施し設せつもそうだが、Ｆランクが冷れい遇ぐうされている部分は、それだけではないのだ。

　例えば学費にしても、Ｆランクの生徒はＣランクに比べ倍近い学費を払はらっている。Ａランクに至っては、あれだけの設備であるにも関わらず学費も寮りよう費も無料だ。Ａランクの生徒がそれだけの待遇を受けられるのは、普通の高校並みの環かん境きようなのに高い学費を払っているＥ、Ｆランクの生徒が、その生活を支えているからだ。

　Ｆランクの人間は高ランクの奴ど隷れいでしかない。

　しかし、その奴隷が口走る。

「ああ、やっぱり最高だよな、七なな星ほし学園」

（自分がＦランクだと自覚してて言ってるのかこいつ？　そうだとしたら現状把は握あく能力に欠けているとして、さらに俺の中で評価を下さげるな）

「何かそう思う出来事でもあったのかな？」

　カンナは呆あきれた様子などおくびにも出さず、微笑ほほえみ、尋たずねる。

「おう、そうだよ！　……ええとカンナ、アイドルグループの『たいようシスターズ』って知ってっか？　ぶっ倒たおれるほどの全力パフォーマンスで有名な」

「ああ、うん」

　知ってるも何も、親司が前にその話わ題だいで盛り上がっていたから知っているだけだ。でも、親司はそんなカンナの微び妙みような反応などお構いなしに、「当然だよな」と頷うなずいて、話を続ける。

「七人のトップアイドルグループ『たいようシスターズ』、そん中でも人気ナンバー１の、有あり栖す川がわ日向ひなた。どの曲のプロモでも中心だから、あまりタレントに興きよう味みがなさそうなカンナでも顔かおは分かるだろ？」

「もちろん」

（分からないし、興きよう味みない。そんなことわざわざ口にしないが）

「それで、その有あり栖す川がわさんがどうかしたのかい？」

「それがなんと！　七なな星ほし学園の生徒らしいぜ!!」

「へえ！」

　驚おどろいたリアクションをしたが、オチは読めていたし、関心もなかった。七星学園において、芸能人が在ざい籍せきしていることは、珍めずらしいことでもなんでもない。評価向上に貢こう献けんしているのならば、出席日数が足りなくても高ランクになれる、利益を素直に評価してくれるのが七星学園だ。それを知る芸能人は、全ぜん寮りよう制せいでプライベートが隠かくしやすいこともあって、七星学園に入学することが多いのだ。

「でさ、それを泰たい平へいと話していたら、『妹の中の妹』として一部熱ねつ狂きよう的てきな支持を受けてる坂さか崎ざき月つく夜よも七星学園だって言うじゃん！　俺おれ、全然知らなかった！　でもさ、別にたいようシスターズに限らず、ファッションモデルの種足たなだれクリスに、ドラマにも出てるグラビアアイドルの森もり内うち唯ゆいもうちの学校だろ？　クリスさんは実際見たけどさ、マジでタレントってさ、顔かおと身体からだの作りが一いつ般ぱん人じんと違ちがうのな、びっくりした！　タレントを見た奴やつが、『頭あたまちっちゃい！』ってまず言うのがすげー分かる。なるほどあれが容姿ＳとＡの領域だって思うぜ！」

（まあ俺も容姿Ａなんだが）

「でさ、それだけタレントがいるなら、たぶん俺や泰平が把は握あくしてない芸能人もいるだろ？　だからさ、今日授業をサボってでも、探そうとしてたわけさ！」

「はは、前の会話と繫つながったね。だから七星学園は最高だって？」

　そう問うと、親しん司じは「ちっちっ」と舌を鳴らす。

「甘あまいなカンナ。俺は、ヒナたんと同級生ってだけで、『最高』とまでは言わないぜ？　最高だって思うのはさ、七星学園でうまくやれば、その芸能人と実際にお付き合いできるからなんだよ！」

「それは高望みしすぎじゃないのかな？」

「いや、それがそうでもないんだな！　カンナ、考えてみろよ？　Ａランクならそれだけで女にモテモテなんだぜ？　だからさ、思ったわけよ？『あれ？　じゃあ実際にタレントと付き合えた男がいるんじゃね？』って。それで昨日ネットで調しらべてみたら、案の定いるいる！　高校時代に七星学園で知り合ったんじゃないかと思われる、タレントとのカップルがさ！　……つまりな？　俺がＡランクになれば、ヒナたんをゲットして、あれやこれやするのも夢じゃないわけだよ！」

（親司の言うことは間ま違ちがってはいないな。Ａランクの将来性を考こう慮りよすれば、タレントとも釣つり合いは取れている。付き合うことができるというのも夢物語ではない）

「ああ……いや、あれやこれやしたいけど、学生のうちはデートするだけでもいいかな！　やっぱりそういう純じゆん粋すいな付き合いが、清せい廉れん潔けつ白ぱくなヒナたんには似合うもんなあ……。彼女の特技のテニスに付き合ってさあ、Ａランクだけが使える娯ご楽らく棟とうで、ヴァーチャルスキーの点数を競きそい合って、バトル棟とうのヴァーチャルリアリティ機き能のうに卒業生が組み込こんだって噂うわさの、非公式の結けつ婚こん式しきプログラムで将来を誓ちかい合って……。くぅ！　ヒナたんと疑似結婚式とか……ああ、もう想像だけで胸の高鳴りがやばい！」

　ごちゃごちゃ言っている親しん司じだったが、もうカンナは会話を成立するために必要な内容は含ふくまれないとして、ほとんど聞いていなかった。

（ま、でも親司が有あり栖す川がわ日向ひなたと付き合うことは高望みで、夢物語だ）

　タレントとの甘い青春を想像して、目め尻じりが垂れ下さがった情けない親司の顔かおを見て、カンナは思う。

（何せお前がＡランクに上あがることがまず夢物語だからな）

　その親司への評価は、シビアすぎるとも言えない。ランクは基本的には一期に１ランクしか上がらない。例外的に大きな結果を出した場合は２ランク上がること（陸上競きよう技ぎで記き録ろくを出す、甲こう子し園えんで人気が出る、全国模試トップなどの場合）もあるが、あくまでそれはご褒ほう美び的な意味合いで、例外的なものであり、なかなか狙ねらってできるものではない。つまり、前後期制である七なな星ほし学園では、順じゆん調ちようにぬかりなくランクを上がり続けることができたとしても、Ｆランクからでは、三年の後期にＡランクにやっとなれるという計算になる。

　最底辺から最上層に上がるには、三年間少しも油断せず、間ま違ちがえず、結果を出し続けないといけない。

（だっていうのに親司がＡランクだと？　ふん、寝ね言ごとは不快だから寝ても言うな）

　だがカンナが目指しているのは、Ａランクですらない。Ａランクで、かつ【七君主】になれば上がることができる、Ｓランクさえ通過点だと考えている。

　カンナはかつてＦランクからＳランクになった例を調しらべたことがある。その結果分かったのは、それが想像以上に過か酷こくなことだった。何せ、そのケースは過去に二件しかない。しかもそのうちの一人は、ＣＣＣシートリプルモバイルの半はん導どう体たいも作っているＨＨＰ社のＣＥＯ三み上かみ悟さとる、世間でカリスマ経営者の名を欲しいままにしている天才だ。

　それぐらいの能力がなければ、通過点にさえたどり着けない。

　その事実を知っていれば、溜ため息いきが癖くせにもなる。

　ここからの浮ふ上じようはもはや伝説クラスの偉い業ぎようとなる。伝説的な結果を成し遂とげるには、実力だけではなく、運も必要だということを、カンナはちゃんと分かっている。

（運。……運ね。入試であいつに嵌はめられ、Ｆランクになった時点で、そんなものは俺おれにないと思っていたが──）

　そこまで考えて、カンナはふと、自分の襟えり元もとに着けているバッジを見る。その狐きつねのイラストが描かかれたバッジは、カンナが【強欲】率いる【ネイビーフォックス】であることを表している。

　このバッジは、昨日の七なな海みとのやり取りの後に、受け取ったものだ。

（──そうでもないかもしれないな。何せ俺おれは、七なな海みと恋人同士になったんだから）

　それまでカンナはどこのバッジも着けていなかった。クリークを選えらべなかったからだが、それは時折、何者でもないことを突つき付けられている気がしていた。

　しかし、もうそんなことはない。

「ところでカンナ、【ネイビーフォックス】に入ったのか？」

　カンナが狐きつねのバッジを見ていたからか、親しん司じが尋たずねてくる。

「そうだね」

「どうしてだ？　あそこって人数も少ないし、活動実体もほとんどないだろ？　てっきり上うえを狙ねらってるカンナは、無ぶ難なんに【アーバンライオン】を選ぶと思ってたんだけど……。あれか？　エリカ様だけ正体が分かってることに不安でもあんのか？」

　追つい及きゆうされても面めん倒どうなので、カンナは適当にごまかす。

「それは関係ないよ。ただでさえボクはＦランクで、不利な状じよう況きようにいるんだから、無難な選せん択たくをしてはダメだと思ってね」

「ふーん？」

　カンナの計算通りに、それで親司は追及をやめた。この手の話に、親司は興きよう味みがないことは分かっていた。

　会話が一区切り付いたところで、適当な整せい備びしかされていない簡かん素そな道を歩き終わり、校門へとたどり着いた。Ｆランクしか利用しないこの校門からの風景はどこか冴さえず、特長がない。目の前に広がる光景にも、没ぼつ個性の校舎があるだけで、エリカが昨日いたような庭園などない。

　それでも親司は言うのだ。

「やっぱ七なな星ほし学園は最高だな。校門をくぐる度に誇ほこらしい気分になるよ」

　カンナは何も言わずに、親司を見み据すえる。

　親司はその視し線せんにも気付かず、頰ほおを上あげて続ける。

「滅め茶ちや苦く茶ちや自由だしさ。服装で文句を言われることもないし。懲ちよう罰ばつ処分はあっても、先生に叱しかられることはないし。超ちよう気楽だよな」

（…………自由、ね）

　確たしかに七星学園の自主性は、かなりの部分で生徒に委ねられていると言っていい。生徒の自主性を重んじるがために、教師を初めとした大人は存在感を消しているほどだ。しかもそれは徹てつ底ていしている。七星学園は生徒が主役であり、大人たちは学園の部品の一つでしかないと言わんばかりのやり方だ。

　その側面だけ見れば、生徒にとって七星学園は自由だろう。

　しかしカンナは、この学園に自由を感じたことはない。

（それどころかむしろ、学園のシステムに取り込こまれているとさえ思う）

　ランク制度、ステータスデータ、セブンクリーク、【七君主】、レイティングバトル、インストラクト、あらゆる七なな星ほし学園のシステムは、生徒たちへ踊おどれ踊れと命令している。そう感じている。

（まるでルールを決められた競きよう技ぎをやっているような感じだ。そこからはみ出してしまえば、学園が敷しいているレールから脱だつ輪りんし、落ちこぼれてしまう。そして二度と這はい上あがれない。それなのに自由？　強制労働の間ま違ちがいだろう？）

　そう思うと、外すことのできないＣＣＣシートリプルモバイルが、学園から課かせられた手て錠じようにすら思えてくる。自由を奪うばっている象しよう徴ちように見えてくる。

（だが、構わない）

　カンナは親しん司じの気の抜ぬけた笑え顔がおを見ながら思う。

（ならば誰だれよりもうまく踊るだけの話だ。そうして俺おれは頂点に立つ）

　校門をくぐり、辺あたりを見み渡わたすと、同じＦランクの生徒が十数人いるのが目に入った。眠ねむそうな顔かお。楽しそうに級友と笑い合っている顔。自分の力が認められていないと、不満そうな顔。カンナはそこにいる全員の表情を見る。

　そして思う。

（常に弱肉強食の舞ぶ台たいに立たされていることが、分かっていないこいつらとは俺は違う）




『私も、あなたも、一人でしょう？』




　不意に思い出す、誰かの声。

　カンナは口元を歪ゆがませる。

（ああ、その通りだ。この舞台には、本当の意味での味方など誰もいない。そういう意味で俺は最悪だった。Ｆランクに配属され、いきなり脱落するところだった。俺は、絶望的状じよう況きようにいたのだ）

　カンナはブレザーの裏ポケットに入れている、ゴーストをモチーフにした人形、ゴーぽんを触さわる。

（だが絶望の淵ふちから出て、戦える手段を、俺は得た）

　その硬かたい感かん触しよくを確たしかめながら、カンナは昨日、七なな海みとカラオケルームで交わしたやり取りを思い出した。




　　　　　　　　　■




　七星学園はその名の通り、『七』という数字がキーワードになっている。

【七君主】、セブンクリーク、七段階のランク、七つにカテゴライズされた七段階のステータスデータ、七十七種しゆ類るいのレイティングバトル、七段階の懲ちよう罰ばつ処分、七十七の校舎など、学校側が用意したものには大たい抵てい『七』の数字が入っている。

　そうなると彼女はどうなるだろう？

　ステータス数値『Ｄ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ｓ』。

　七なな星ほし七なな海み。

　ご丁てい寧ねいに『七』が二つも入っている名前。

「さて、問もん題だいです」

　カンナと七海は、白を基き調ちようとしたシンプルなカラオケルームにいた。先ほどまで気持ちよく一人で歌っていた七海は、歌うのをやめた今も、マイクをなぜか握にぎったままだ。合皮の赤いソファーには、それなりのスペースがあるのに、七海はわざわざカンナの隣となりに座っている。二人で利用するには少し大きすぎる部屋の中で、浮うかんでいるエアリアルには、タレントがアーティストにインタビューしている映像が映し出されていた。

　放送室での出来事があった、すぐ後の放ほう課か後ご。カンナは通信ＩＤを交こう換かんしたことで連れん絡らく可能になったＣＣＣシートリプルモバイルで、さっそく七海に呼び出された。カンナが普ふ段だん利用していない南門に呼び出され、連れてこられたのは、カラオケ店『Ｍ』。七星学園特区の市街にある十一のカラオケ店の中でも、Ａランクの寮りようが入っているサウスモノポリータワーに最も近い、少し料金が高めのカラオケ店だ。

「自分が全然努力をしないで、成果を上あげるにはどうすればいいでしょうか？　はい、カナちゃん！」

　七海はマイクをカンナに向ける。昼間、放送室で会ったときと同じツインテールだが、わずかに髪かみを結んでいる位置が高くなっていた。わざわざ気分によって結んでいる位置を上げ下さげしているのだろうか？

　それはともかく、カンナは七海の質しつ問もんに答える。

「努力せずに、ね」

　今、こうして自分がここに連れてこられた意味を考えれば、答えは一つしかない。

「他人を使う」

「正解！」

　近くにあったタンバリンを、シャンシャン鳴らす。

　そんな楽しげな態度にごまかされそうになるが、つまり、七海はこんな自分本位なことを言っている。

「【強欲】の座を守りきるために俺おれを使う、と？」

「自分の力だけで守りきるなんてめんどくさいからね！　でも、誤解して欲しくないのは、カナちゃんにもメリットがあるってことだよ」

　七海は顔かおを近づけ力説する。昼休みと同じマリン系の香水の匂においがした。

「メリットとはどんなことだ？」

　七なな海みはへらへらした表情で、とんでもないことを言い放つ。

「実じつ質しつ的てきに【強欲】の座は譲ゆずってあげるし」

　それは、カンナが喉のどから手が出るほど、欲しかった立場。

　あまりに僥ぎよう倖こう。あり得ない条件。

　だがカンナは驚おどろきはしなかった。予想できたことではあるからだ。放送室で君主にならせてあげると言われた時点で、そういう話になるのではないかと思っていた。

　だが、当然疑念はある。

「本当にそうしてくれるんだろうな？　【強欲】の地位を維い持じしたまま、俺おれに作戦を考えさせ、行動させるって意味じゃないのか？　それなら、【強欲】を譲ったことにはならないが」

「そうだね。それについて詳くわしく説明しないと、納得してくれないだろうね」

　七海はカンナの返答をあらかた予想していたようだ。

「【七君主】には称しよう号ごうによってそれぞれ、特とく殊しゆスキルがあるの。【七君主】だけが使える力がね」

「七なな星ほし学園のルールをかなり熟じゆく知ちしているはずの俺でも知らない情報だが、本当にそんなものがあるのか？」

「学校側からは特に開示されてない情報だからね。【七君主】になれば当然特殊スキルのことを知るけど、わざわざその情報を当人が明かすメリットもないし。【七君主】の特殊スキルを全部把は握あくしてるのは、あたしぐらいじゃないかな？」

「それで？【強欲】の特殊スキルというのはなんだ？」

　七海は口の端はしを上あげて、言う。

「《絶対契けい約やく》」

　不ふ穏おんな単語。

　カンナは腕うでを組んで、七海に話の先を促うながす。

「《絶対契約》は、お互いの交こう渉しようがまとまれば、法律や校則に違い反はんしてさえいなければ、どんな取り決めも有効にする力。これはもし、あたしやカナちゃんが【強欲】を失っても、卒業するまで消えることがない契約ね。例えば、お互い毎日電話をしなきゃいけないっていう《絶対契約》をしたら、今後はずっとそれをしなきゃいけないの」

「その《絶対契約》を破ったらどうなるんだ？」

「罰ばつ則そくを契約内容に取り込こむこともできるけど、何も決めなければ、破った方が懲ちよう罰ばつ処分Ａに相当する罰を受けることになるよ」

　懲罰処分Ａ。監かん獄ごく棟とうに一ヶ月間入れられ、例えＡランクでもＦランクにまで落ちる、懲罰処分Ｓに次ぐかなり重い罰ばつ。頂点を目指すカンナは、受けるわけにはいかない罰だ。

「『絶対』という単語を使うだけあって厳きびしいな。懲罰処分Ａは、普ふ通つうなら暴ぼう力りよく、恐きよう喝かつ、窃せつ盗とう等、軽犯罪レベルの行こう為いをすると受ける罰だものな」

「あと不純異性交遊とかかな。あたしとカナちゃんが学校内でベロちゅーして、それをカメラで撮さつ影えいされてたりしたら、懲ちよう罰ばつ処分Ａ」

「なんだそのあり得なさすぎる例は？」

「なんでよ！　あり得すぎだし！　恋人であるかわゆいあたしにカナちゃんが欲情する可能性ありありだし！」

　カンナはどうでもいい会話を切り上あげて、話を進める。

「とにかくその《絶対契けい約やく》で、俺おれに【強欲】の座を譲ゆずるということか。当然、【七君主】の力はもちろん、《絶対契約》自体も使えるようになるんだよな？」

「もちろんだし」

【七君主】の力。それは自分の率いているクリークを使う力だ。【ローデンスコーピオン】のように合コンまがいの大規模交流会の機き会かいを設けることも、【ストライプベア】のように『ポイント制導どう入にゆう』など独自のルールを作ることもできる。うまく使えば、クリーク内の人間をうまく扇せん動どうすることができる。

　七なな海みの【ネイビーフォックス】は、人数も少なく、ほとんど力のないクリークではあるが、それでも無条件でその力を得られることはかなりおいしい。

　しかし、そんな一方的においしい話があるものなのか？

「お前のメリットは？　お前の目的は？」

「あたしは【七君主】の【強欲】としての力をすべて失うけど、立場的には貸してるってことにする。カナちゃんが【強欲】の座を守ってくれれば、学校側の記き録ろくにはあたしが【強欲】を守ったことになってる。【七君主】で卒業したとなると、もうあたしの将来超ちよう安あん泰たいだね！」

「どうせお前は親おやの七光りで、将来安泰だろうが」

「そうでもない！　あの親は鬼おにだから！」

「その鬼親は、こんなやり方で【七君主】を守り通したことで納得するのか？」

「どうせ記録でしか評価しないよ、あの親は」

　その口く調ちようは寂さびしげでカンナは引っかかったが、やぶ蛇へびかもしれないと、特にそこに触ふれることはせず、話を続けた。

「例えば俺がレイティングバトルで負けたら【強欲】は奪うばわれるのか？」

「うん。当然あたしも、記録上【強欲】じゃなくなる」

「なら、七海がレイティングバトルで負けた場合はどうだ？」

「奪われない。あたしは本当に、学園側の記録上だけの【強欲】だからね。でももう分かったでしょ？　あたしとカナちゃんと一いち蓮れん托たく生しようってわけだよ！　ね、だからこうやってくっついておかないと！」

　七海は馴なれ馴れしくカンナの肩かたに額ひたいを当ててくる。くっつく理り屈くつはまるで分からない。

「学園側の評価、という意味では、俺は他の【七君主】の称しよう号ごうを手にしないと、普ふ通つうの一いつ般ぱん生徒と見なされているということだな？」

「う、余計なことに気が付いたし。でも本当に成せい績せき上じようの評価だけだよ！　それ以外は全部【強欲】はカナちゃんのものだよ！」

「なら問もん題だいないな」

　学校側の評価がどうでもいいということはない。だが、カンナはどうせ他の【七君主】の座も手に入れるつもりなのだ。【七君主】の称号が一つでも二つでも、学園側の評価は変わらない。ならば、さっさと他の【七君主】の称しよう号ごうを手にしてしまえばいいだけの話だ。

「大体分かった。だがお前、いつか【強欲】を返せだなんて言わないだろうな？」

「言わないよー。ただ、《絶対契けい約やく》を違い反はんしたら、当然懲ちよう罰ばつ処分Ａだけどね」

「となると、問題はその内容か」

「ふふん、ちゃんと草案を作ってきたよー」

　言って、七なな海みはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、エアリアルを表示させる。そこには文字データが表示されていた。





《絶対契約》


１．七なな星ほし七海（以下甲こう）は、藤ふじ白しろカンナ（以下乙おつ）に、【強欲】としての力をすべて貸たい与よする。ただし学園側には甲が【強欲】を保持していることにする。

２．乙は甲に危害を加えることができない。

３．乙は甲に従っているという姿勢を示すために、ぬいぐるみ（ゴーぽん）を常に携けい帯たいしなければならない。紛ふん失しつ、盗とう難なん等の場合は、一週間以内に代わりのぬいぐるみを用意して、甲に了りよう承しようを得なければならない。

４．乙に状じよう況きようが変わるほどの重大な事じ項こうがあった場合、ただちに甲へ報告しなければならない。重大な事項とは、クリークの新ルール設定、新しい【七君主】の称号を獲かく得とくした場合などである。

５．甲と乙は、お互たがい同意した場合、契約を破は棄きすることができる。契約を破棄した場合、【強欲】は本来の持ち主である甲に戻もどる。

６．甲と乙はレイティングバトルをしてはならない。








「まず言っていいか？」

　呆あきれ顔がおをしたカンナは言う。

「何かな？」

「なぜ真しん剣けんな内容の文書であるのに、周りに花はな柄がらをレイアウトしているんだ？」

　カンナの言葉通り、仰ぎよう々ぎようしい文面が書かれた周りには、ピンク色の花の模様があしらわれている。

「かわいいっしょ？　緊きん張ちよう感かんほぐれるっしょ？」

　疲ひ労ろう感かんが増すだけ、と答えたいが、カンナはこんなことで労力を使いたくないので、これ以上突つっ込こむのをやめる。

　頭あたまを抱かかえるのをやめ、問もん題だい点てんがないか真しん剣けんに文面を確かく認にんする。

　すぐに引っかかる点が出てくる。

「『２』はなんだ？」

「本来の【強欲】であるあたしに媚こびへつらえってことだね」

「却きやつ下かだな」

「わわ、冗じよう談だん！　冗談だから！　ただほら、か弱くてかわゆいあたしに、色々と強制されたら大変だからね。ってかあれなの？　初めから危害加える気満々なの？」

「そうではなく、具体性に欠けていると言っている。これではお前と意見が対立しただけで、それが危害と見なされ、契けい約やく破は棄きと見なされることもあり得る」

「なるほどー。じゃあどうしよう？」

「校則に反する行こう為いは証人がいなくてもできない、ぐらいにすればいいだろう」

「それだと不純異性交遊も駄だ目めだから、あたしと卒業までちゅーできなくなるけどいいの？」

「滑すべったボケを二度言うのはかなりしつこいぞ？」

「ってかそもそもボケじゃないし！　もういいし！　カナちゃんがそんな態度なら事実そうするし！　あとそうだ。ついでにあたしに《絶対契約》使うのも禁止にしてやる！」





２改．乙おつは甲こうに危害を加えることができない。危害とは、校則に反する行為、ならびに甲に《絶対契約》を使うことである。






「まあいい。さて、これで『２』はいいとして、もう一つ聞いておくか。『３』の意図はなんだ？」

　カンナとしてはあんな変なぬいぐるみは持ち歩きたくないし、そもそも無駄な制約を増やしたくない。

　どうせ七なな海みのことだから、その方が面おも白しろいから、という適当な理由で付けたものだろう。

　そうカンナは思ったが、しかし、七海の表情は真剣だった。

「実際にこうやってあたしたちが契約したことを、形にしたいの。絶対に」

「それはどうしてだ？」

「こうやって見える形にすれば、カナちゃんはこの契約のことを絶対に忘れないよね？　頂点を目指す気持ちを忘れないよね。それってすごく大切なことだと思うの」

「あんな変な人形を持ち歩く気は起きない。撤てつ回かいしてくれ」

「…………」

　目を細めて睨にらみ付けてきた七なな海みは、黄色い猫ねこのぬいぐるみを取り出し、手に押おし当ててきた。

　静電気程度だが、電気的刺し激げきが走る。

「──っ！　何をする！」

「必要なの！　ゴーぽんを持ってくれれば、頂点を目指す気持ちを忘れないの！」

　納得いかないが、七海が適当に言っているわけじゃないのも分かった。この様子だと、契けい約やく内容を撤てつ回かいする気もないだろう。

　ならば、話は終わりだ、これ以上話をこじらせてもしょうがない。

（破格の条件なんだ。これぐらいのことは我が慢まんしてやるか）

「納得してくれた？　初心を忘れないために、必要だって分かってくれた？」

「ああ」

「じゃあこれでいい？」

　カンナは用心のためにもう一度文面に目を通し、頷うなずく。

「そいじゃあいくよ！」

　七海は左手を突つき上あげる。

「カナちゃんも上げて！」

　そんな必要あるのかは知らないが、しぶしぶ従い、左こぶしを上げる。

「せーの！」

「──《絶対契約》」

「──《絶対契約》!!」

　七海とカンナのＣＣＣシートリプルモバイルが輝かがやく。流動的に流れている緑色の光が、黄金色に変わり、大きな光を放つ。祝福の光──には思えなかった。そのまぶしさはどこか、まがまがしさが宿っているように見えた。

　その光は否いや応おうなしに、カンナに実感させる。




　──これで藤ふじ白しろカンナは、【七君主】が一人【強欲】。




　同時にＣＣＣシートリプルモバイルが振しん動どうした。この振動はメールが届いたものだと分かったカンナは、ＣＣＣシートリプルモバイルを立ち上げる。

　カンナはすぐに気付いた。

　立ち上げる際に画面の左上に表示されている、七なな星ほし学園の校章の横よこに、一つ『☆』のマークが付いている。

　それが、【七君主】の一人であることの記号。

　メールをすぐに確かく認にんする。学校側から自動で送られてきたメールは二件あった。一つは『あなたは【強欲】になりました』という短いメッセージが書かれたメールだ。そしてもう一つのメールには、【ネイビーフォックス】の現在の決まり事と、メンバーの名前が全員分書かれていた。

　そこにある名前は計三十三人。クリークとしてあまり機き能のうしていない【ネイビーフォックス】の人数は、七つしかないクリークの一つにしては人数が極きよく端たんに少ない。しかも、特に理由もなく入った戦力外のメンバーがほとんどだろう。

　だが、それでも三十三人のフルネームと、ステータスデータ、リンク先にある簡かん単たんな略歴とプロフィールが書かれた画面を見ていると、否いや応おうなしに今後の展望への想像力が湧わき上あがる。

　実感する。

（ああ……俺おれは【七君主】の力を得た）

　カンナは、自分のこめかみに、左手で形作ったピストルの先を押おし当てる。

　頂点を目指すと、常々思っていた。それは間ま違ちがえようのない本心だった。だが、Ｆランクの自分にはその道のりは途と方ほうもなく、どこか不ふ明めい瞭りような目もく標ひようになってしまっていたことは否いなめない。

　だがこれで、その道は具体的になる。

　頂点までの道筋が見える。

　それは多くの餌え食じきを喰くい荒あらす、猛もう獣じゆうへの道だ。血ち塗ぬられた道だ。

　多くの人間を敵てきに回し、騙だまし、憎にくまれる。その覚かく悟ごがなければ、目指せない場所へ向かう。

　そして、その道は引き返せない。逃にげ道はない。喰われるのは自分かもしれないし、むしろその可能性の方が高いだろう。

　待っているのは安らぎのない過か酷こくな世界。その世界に立たされた。

　そのことを思い知らされ、カンナは──

「ふふ……これでＦランクの君主、か」

　──もちろん不敵に笑う。




　ＣＣＣシートリプルモバイルの光は収まり、緑色の小さな光が静かに動く、元の状態に落ち着く。

　カンナはそれを見届けると、こめかみから指を離はなし、小さく息を吐はいた。

「はい、契けい約やくしゅーりょー」

　カンナが高こう揚ようしているのをよそに、脳天気な声を張り上げる七なな海み。

　それどころか、笑え顔がおを見せて腕うでを組んでくる。

「これで恋人同士だね！」

　柔やわらかい髪かみがカンナの顔かおをくすぐる。

「……今いま更さらだが、恋人同士のふりをするのはなぜだ？」

「はいまた問もん題だいです！　あたしはＣランク、カナちゃんはＦランク。普ふ段だん使ってる校舎も別々だし、接点もないわけです。それなのに年とし頃ごろの男女が一いつ緒しよにいる一番自然な理由は？」

　七海はまたマイクをカンナに向ける。

「恋人か」

「はい正解」

「そもそも一緒に居ないといけない理由は？」

「やー、さすがにカナちゃんが自由に動くのはまずいし。カナちゃんはこれからエリカ様を倒たおすんしょ？　あたしの知らないところで勝手に動いて、あたしの【強欲】を奪うばわれても困るし。めんどうだけど、協力し合わないと、あの人は倒せないと思うしね。あとやっぱ、カナちゃんが本当に活かつ躍やくできるか、今後もパートナーを続けるんであれば見ないとだし」

（俺おれの行動を見張る、という意図もあるか。さすがに七なな海みでも分かっているのだろう。俺から目を離はなしたら、貸たい与よしている状態でなく、名実共に【強欲】を奪う工作をするってことは）

　なんだかんだで抜ぬかりがないな、と七海を見つめる。

　しかし抜かりないはずの七海は、緊きん張ちよう感かんなく鼻歌を歌いながら、デンモクで曲を探していた。

（……分かってるんだよな？）

　わけの分からない七海に顔かおをしかめる。それから七海に組まれた腕うでを、乱らん暴ぼうに離した。

「あ」

　離されたことに、七海は不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「なんだそのリアクションは？　恋人同士のふりをすれば自然だってことは分かった。だが、誰だれも見てないカラオケの個室でまで、恋人を演出する必要はないだろう」

「表面だけ取り繕つくろって、ごまかせると思ってるなんて甘あまいし！　そうやって適当に恋人のふりしてたらすぐバレちゃうんだよ」

「表面を取り繕うのは慣れてるさ。だからくっつくな」

「うー。うー。…………やだ！」

「……なに？」

「やだ！　もっと恋人らしくしてよ！　あたしこれでも、恋人できたの初めてだし！」

　これではもはや駄だ々だをこねているだけだ。

「おいおい、仮かり初そめの恋人だろ？」

「それでも！」

　両こぶしを胸の前で握にぎりしめて、上うわ目め遣づかい。

「それでもカナちゃんはあたしにとって特別になったの！　だから恋人っぽいこともちゃんとしてもらうし！」

（特別、ね。ぬいぐるみの契けい約やくといい、やけにこういう形式にこだわるな。確たしかに特別な関係だろう。そうだな、近いところで言えば、昔のマンガで見た関係だろう。名前を書いた人物を殺せる死神のノートを渡わたされた青年と、林りん檎ごが好きな死神。あの関係に似ている）

　失礼なカンナだった。

「よし、そうだ。早速行動で示してもらうし」

　七なな海みはやけにぬいぐるみがくっついた、自分のバッグを漁あさり始める。ピンク色の櫛くしを取り出し、カンナの手に持たせる。

「髪かみとかして！」

　それが恋人らしい行動なのか？　と思ったが、ごちゃごちゃ言われるのもめんどうなので、カンナは渡された櫛で、七海の髪をとかした。七海の髪は、ゆるいパーマが掛かかっているのにも関わらず、引っかからずにすっと櫛が通った。カンナに髪をとかされている七海は、どういうわけだか満足げだ。

「むふ、どう？　誘さそう？　保ほ護ご欲よく誘う？　所有してる感ある？」

「ああ」

　適当に答えるカンナ。

「カナちゃん好みの髪型にアレンジしてもいいんだぜ？　ほら、ポニテか？　男子がやけに好きなポニテにしちゃうのか？」

「じゃあ黒く染めてストレートにしろ」

「出たー！　絶対黒髪ロング主義者！」

　騒さわいでいる七海をよそに、カンナはふとゴーぽんを見る。

（繫つながり、ねえ）

　やはりカンナにそれはしっくりこなかった。

　ただともかく、決定事じ項こうとして、もうこの幽ゆう霊れいのぬいぐるみを捨てることがカンナにはできない。




　　　　　　　　　■




　それが昨日の出来事。こうしてカンナは【強欲】になった。

【強欲】になったカンナは、【傲ごう慢まん】のエリカの攻こう略りやく方法を考えながら、自分のクラスである『Ｆ１２８』教室で、四時限目の授業を受けていた。授業科目は『帝てい王おう学がく』で、内容は『人じん心しん掌しよう握あく術じゆつ』についてだった。

（俺おれにとっては今いま更さら、という内容だな）

　カンナは電子黒板に書かれた内容を、コピー＆ペーストし、内容の端はしに自分の解かい釈しやくを書き連ねる。ＣＣＣシートリプルモバイルにこうやって書かれた内容も、ステータスデータに影えい響きようするのであまり手て抜ぬきはできないが、カンナはほとんどそれを片手間でやっていた。この時間は、エリカを倒たおすための方法を練ねるのに使いたい。

　Ｆランクの授業方法は、今行われている『帝王学』のように、七なな星ほし学園特有の授業はあるものの、いたって平へい凡ぼんだ。授業風景は一いつ般ぱん的てきな他の学校と変わらない。基本科目に至っては、平凡な進学校レベルの授業内容で、特に他の学校より進んでいたり専門的な内容ですらない。

　もちろんランクが変われば授業内容も変わる。生徒は対応しなければならないのだが、学園側はそれぐらい自分で対応しろと言わんばかりのスタンスで、希望者の補習制度でしか対応しない。七なな星ほし学園の授業数は、特有の科目がある分、他の学校よりも多く、そのため土ど曜よう日びもびっしりとフルで授業が入っている。であるにも関わらず、自主的に勉強しなければ授業にもついていけないのが、七星学園のシステムだ。しかも、高ランクになると少人数制となり、授業も選せん択たくでき、さらに複雑なシステムとなる。七星学園の生徒に休む余よ裕ゆうはほとんどない。

　なので親しん司じのように、サボりたくなる気持ちは分からないでもないのだ。しかもそれを学校側は口こう頭とうで咎とがめることもないし、テストで結果を残せれば成せい績せきにもあまり影えい響きようしない。ただデータとして授業不参加の痕こん跡せきが残るだけだ。生徒の自主性に任せている七星学園では、授業の参加、不参加までも、自己責任なのだ。

　前の席に座る親司の背中が、カンナの目に入る。朝にはかわいい子探しをするだなんて言っていたが、親司は結局サボったりしなかった。親司には一人でサボるほどの度胸はない。そのぬるさが、親司の親司たる所以ゆえんだ。

　カンナが視し線せんを横よこに向けると、空席が目に入った。あそこは山やま吹ぶきの席だったが、もう懲ちよう罰ばつ処分Ｓを受けた山吹が戻もどってくることはない。そのことにカンナはなんの感傷もない。わずらわしい人間を追い出せたことへの達成感がわずかにあるだけ。そのうち懲罰処分を受けた元上位ランクの生徒が、山吹の席に座ることになるだろう。

　不意に、カンナのＣＣＣシートリプルモバイルが震ふるえる。メールの着信の合図だ。カンナはエアリアルをタッチし、メールを開ひらく。

『ごめんカンナくん！　ちょっち今日の帝てい王おう学がくの授業が不安だから、放ほう課か後ご教えてくれない♡　柚ゆず子こも一いつ緒しよに！♡』

　カンナはメールをよこした相手を見る。『Ｅ、Ｆ、Ｆ、Ｄ、Ｅ、Ｂ、Ｄ』のステータスデータを持つ関せき口ぐち玲れい乃のが、カンナに向かって両手を合わせていた。容姿Ｂの自分が割とかわいいことを自覚している玲乃は、こうやって笑え顔がおを見せていれば、気軽に頼たのみ事をしていいと思っている節がある。

（昨日までだったら、クラスメイトのポイント稼かせぎとして付き合ってもよかったが……）

　外そと面づらは優ゆう等とう生せいであるカンナに、この手の頼み事は多い。だが、今まで通り適当に受けるわけにはいかない。【強欲】になり、エリカを倒たおすのに一刻を争う状じよう況きようになった以上、貴重な放課後の時間を浪ろう費ひできないからだ。

『悪いね、最近ちょっと忙しくて、教える余よ裕ゆうがないよ。本当にごめんね』

　カンナは申し訳なさそうな顔かおを玲乃に向かって作り、メールを送る。

『ええー、分かったぁ、残念[image: かおもじ]』

　と玲乃はメールでは書きつつ、実際は唇くちびるを尖とがらせて、すねたような態度を取っている。その態度が自分でかわいいと知っているのだろう。

（勉強を教えてもらうだけでなく、俺おれと仲良くなる意図もあるのだろうな。バカバカしい。多少かわいかろうと、頭あたまの中身が低レベルなお前に、俺が興きよう味みを持つはずないだろう？）

　カンナは内心酷ひどい悪態を吐つきながら、メール画面を消す。

　チャイムの代わりに、それぞれのＣＣＣシートリプルモバイルが赤く発光し、授業の終わりを告げる。それからわずかに遅おくれ、教師が授業の終わりを告げると、学級委員長──つまりカンナが起立、礼、着席の号令を告げた。

　これがカンナの、ごく平均的授業風景。




「うっしゃー、昼休みだ！」

　親しん司じが破は顔がんして、カンナの肩かたを叩たたく。馴なれ馴れしいとは思っているが、もちろんカンナはそんな感情をおくびにも出さず、にこやかな表情だ。

「親司くん、カンナくん」

　それからすぐに、カンナたちのところへ、親司と仲の良い大おお原はら泰たい平へいがやってきた。ステータスは『Ｄ、Ｄ、Ｆ、Ｆ、Ｅ、Ｅ、Ｂ』。特とく徴ちようは太い眉まゆ毛げで、体型は少し小太り。素す姓じようＢが示すとおり、結構なお坊ぼつちゃんらしく、甘あまやかされてきたせいか、穏おだやかな性格をしている。

（相変わらず懐なついた犬みたいな表情だ。その穏やかな性格は好ましい部分でもあるが、弱肉強食学園に不適合だと言わざるを得ない。こいつも親司と同じく、Ｆランクから抜ぬけ出すことはないだろうな）

「今日も学食に行くよね？」

　泰平はそれがデフォルトの表情である、半笑いのような気の抜けた顔かおでカンナたちに確かく認にんする。

　三人は、昼休みは学生食堂に行くのが習慣になっていた。

　Ｆランクの生徒が利用できる学生食堂は決まっていて、Ｅランクの生徒と同じ、十七あるううちの五つの学生食堂棟とうになる。Ｅランクの生徒と同じせいで学生食堂は、Ｆランクの生徒にとって、居心地がいいとは言えない場所だ。Ｅランクの生徒の中には、Ｆランクの生徒をインストラクトを使ってまでどかし、座席を確保する者がいるほどだと聞けば、推して知るべしというところだろう。だからＦランクの生徒は、購こう買ばい部ぶのパンや、学校の外に出てコンビニなどで購入する生徒が多い。

　しかし脳天気な親司と、穏やかな泰平は、あまりそういったことを気にしないし、カンナは居心地の悪さに耐たえてでも、学食に行く意味があると思っていた。あれだけ生徒が集まる場所だ。少し聞き耳を立てるだけで思わぬ情報が得られることもある。

　そんなこともあって、学食に行くのが三人の習慣になっていたのだが。

「ええと、今日はさ、ちょっと学食には行けないんだ」

　カンナは申し訳なさそうに誘さそいを断る。

「へ？　なんでだ？　女か？　……はは、なんてな。いかにも堅かた物ぶつのカンナが、突とつ然ぜん彼女を作るわけな──」

「そうだよ」

「────へ？」

　親しん司じは目を丸くする。

　そんな親司へとたたみ掛かけるように、カンナは微笑ほほえんで言う。

「彼女に付き合わないといけないから、親司たちに付き合えないんだ」

　親司と泰たい平へいは、目を見み開ひらいた。

　偶ぐう然ぜん会話が耳に入ってきた他のクラスメイトたちも、優ゆう等とう生せいの突然のスキャンダルにざわめき始める。

「……え？　か、彼女ができたってことか、カンナ！」

「だからそうだって言ってるよ」

　さらにざわめく教室。よくよく見ると、玲れい乃のがうっすら涙なみだを浮うかべていた。

（やれやれ、多少騒さわぎになることは予測していたが、やはりめんどうくさいな。だが、噓うそを吐つくわけにもいかない。七なな海みはこれから教室にやってくる。俺おれたちが協力し合っていることを隠かくすためには、恋人であることをむしろアピールしなくてはならない）

　カンナは密ひそかに溜ため息いきを吐くと、説明を続ける。

「大切な人だ。これから来るだろうから、紹しよう介かいするよ」

（真ま面じ目めな優等生を演じて、これからもそれを保ちたいと思っている以上、健全な付き合いをしているとアピールしなければならない。そのためには自分から恋人の存在を明かした方がいいだろう）

「だ、誰だれなんだよカンナ！」

　親司が唾つばを飛ばしながら、聞いてくる。

「それは──」

「カナちゃん」

　昨日一日ですっかり聞き慣れた声がする。

　親司と泰平は、声がした教室の入り口に、同時に目を向ける。

　そこにいるのは七なな星ほし七海。今日は髪かみを結う位置をかなり高めにしていた。

「え？　まさか恋人って、あの人かよ！」

「う、噓！　カンナくん、まさか！」

　Ｆランクのクラスメイトたちは、学園長の娘むすめとして有名な七海が、わざわざＦランクの教室に入ってきたことにまず驚おどろいている。

　ほとんどのクラスメイトが、カンナの恋人ができたという告白に聞き耳を立てていて、「噓、学園長の娘と付き合ったのかよ！」「藤ふじ白しろくんの彼女って七星さん！」「すげえ逆タマ！」などと騒さわいでいる。

「カ、カンナ……お前、ロリコンだったのか！」

　親しん司じだけ驚おどろくポイントが少しずれていた。

　と思ったが、「王子って小さい子が好みだったんだ……ショック……」「完かん璧ぺき超ちよう人じんだと思っていたのに、ロリか……」「委員長がＦランクっておかしいと思ってたんだけど、どうやら性せい癖へきのせいだった」などと言われているから、ずれてもいなかった。

（ふん、想定内の反応だ）

　ロリコンと呼ばれてもまるで動じないカンナ。

　優ゆう等とう生せいであればロリコン扱あつかいされても構わないという覚かく悟ご。堂々たる態度。カンナは無む駄だに腕うでを組んでさえいた。

「カナちゃん、お昼食べに行こー」

　側にやってきた七なな海みは、カンナに向かって右手を差し出す。カンナはその手に自分の左手を重ねて、お互いの指を絡からめる。

　一いつ緒しよにいることを不自然に思われないためには、他の生徒に恋人であると広く認知されなければならない。そのため、昨日、カラオケルームで、次に教室で会ったときにこの行こう為いをすると、七海と約束していたのだ。

　なまめかしく絡み合う指と指を見て、親司と泰たい平へいは呟つぶやく。

「ラ、ラブラブだ」

「ラブラブだよお。すごいよお」

　二人、そしてクラスメイトたちが狼ろう狽ばいする様子を目の端はしで見て、カンナは思う。

（ふ、どうやら効果はてきめんのようだな）

　満足げに、絡めていた七海の手を離はなす。

　同じくなぜか満足そうな笑え顔がおの七海は、親司と泰平に目を向ける。

「この人たちはカナちゃんの友達？　ごめんね、カナちゃんを借りてくよ」

　話しかけられ、目を丸くして戸と惑まどう、親司と泰平。

「え、えと、ど、どうぞご自由にお使いください、七なな星ほしさん！」

　親司は七海のことをロリ扱いしていたくせに、やはりいざ話しかけられると、学園長の娘むすめであることで緊きん張ちようしているようだった。

　そんな親司に不ふ機き嫌げんそうに七海は頰ほおを膨ふくらます。

「七海で」

「へ？」

「苗みよう字じの七星の方を言われると、学園長の娘って呼ばれてる気がするの！　だから名前で七海って呼んで欲しいし」

「え、あ、じゃあ……七海……さん？」

　恐おそる恐る尋たずねた親しん司じに、七なな海みは満足そうに頷うなずく。親司はほっとした様子で息を吐はく。

「いやあ、しかしお似合いの二人っすねえ。美男美女のカップルっすもんねえ」

　学園長の娘むすめというステータスを結局無視できないのか、おべっかを言う親司。

　だけどその言葉に、七海は今度こそ不ふ機き嫌げんになった。

「あ、あれ？」

「あたし容姿Ｂ……カナちゃん容姿Ａ……それ知ってて言ってるの!?」

「え？　そ、そうなんすか？」

「そうだよ！　うう……おかしいし！　なんでこんなにかわいいあたしが容姿Ｂ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんとかわいいっすよ七海さん！　ただの学園側の好みの問もん題だいです！　ロリ──じゃなくて、かわいい系にはステータス評価が厳きびしいって噂うわさがあるじゃないっすか！」

「うう……そうなの？」

「そうです！　顔かおは問題ないので、ちょっと問題があるのは身長と、あと──」

　親司はフォローしようと、必死に言葉を続け、

「膨ふくらみがまるで見えない胸部だけですって！」

　地じ雷らいを踏ふんだ。

　いつもにへらにへら笑っている七海の顔から、笑みが消えた。

「あ、あれ？　なんですかその間ま違ちがって踏み付けてしまったセミを見るような目は？」

「あたしの胸はまな板鍋なべぶた関東平野胸のみ二次元……そう言いたいわけだね……」

「え！　いや！　そんなこと…………言ったかなあ」

　残念ながら言っていた。

　七海は笑みを消したまま、口角だけ上あげる。親司はその明らかに笑顔でない笑顔に、ガクガク震ふるえる。

「あたしね、普ふ通つうの人は親おやの力を借りることに抵てい抗こうがあるんだろうと思うけど、ないんだ。全然親のすねをかじりたいし、贔ひい屓き歓かん迎げいだし」

「え、えっとお……」

「だからあ、全然、親の権けん力りよくとか使えるものは使っちゃうのね」

「…………」

「あなたに貧乳扱あつかいされたこと、パパに口くち添ぞえしておくね☆」

「ひぃ！　噓うそです！　噓です！　七海さん巨きよ乳にゆうです！」

　バカらしいやり取りに加わりたくなかったカンナは、視し線せんを宙に浮うかせた。七海の胸が洗せん濯たく板いただろうが、カンナにはどうでもいい話だ。

　しかし、視線を浮かせた先、教室の扉とびらの前に、隠かくれるように立っている女生徒に気付いて、カンナは顔をしかめる。

「芽め依い？」

　カンナに呼ばれた大人しそうな女の子は、照れくさそうに手を上あげる。

「あ、芽め依いちゃん、まだそんなところいたの？　入ってきなよ」

「う、うん」

　七なな海みに呼ばれ、芽依は姿を見せる。七海とは違ちがい、他のランクの教室に入って注目されることに居たたまれない気持ちがあるのか、身体からだを縮ちぢませながらこちらにやってくる。

　カンナは七海の肩かたを叩たたく。

「……七海、どうして芽依を？」

「ん？　カナちゃんに会いに行くって言ったら、なぜか来るって」

（……この感じだと、七海は俺おれと芽依の関係は知らないのか？）

「こ、こんにちはカンナくん」

「ああ、うん。こんにちは」

　乙おと坂さか芽依。ステータス『Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｅ、Ａ、Ｂ』、七海と同じクラスのＣランクの生徒だ。

　華はなやかな印象はないが、容姿Ａが表すとおり、その顔かお立だちはかなり整ととのっていて、スタイルもいい。目め尻じりの下さがった瞳ひとみが優やさしそうな印象を与あたえる顔と、色素の薄うすくきれいなセミロングの髪かみは、男子の人気を集めるに十分な魅み力りよくを持っている。けれど、その魅力をひけらかすタイプではない。制服を着き崩くずしている七海とは違ちがい、きちっとシャツの第一ボタンを閉め、リボンタイも弛ゆるめていないところからも、控ひかえめな彼女の性格が見える。密ひそかに男子生徒の人気を集める、隠かくれファンの多いタイプだ。

　そして、襟えり元もとに着けているバッジは【ネイビーフォックス】のものだった。そこから、七海と芽依の関係が親しん密みつであることが分かる。

　芽依はカンナの目の前に立つと、じっとその顔を見つめる。自然とではなく意い識しき的てきにカンナを見つめている視し線せんだ。必然的にカンナと目が合って、見つめ合う形になる。

「あ」

　小さく口を開ひらくと、口元をわずかに上げて、カンナが意図的に弛めていたネクタイを、きゅっと締しめてきた。

「…………弛んで、たよ……」

　小声で言うと、カンナと視線を合わさない。自分からそんな行こう為いをしてきたくせに、真っ赤になってうつむいている。

　その妙みような親密さを目の当たりにして、親しん司じが眉まゆをひそめた。

「あの、そちらはカンナとはどんな関係で？」

「あ、わ、わたしですか……？　その……」

　芽依はカンナの顔を確かく認にんするように覗のぞく。

（やめろ、言うな）

　しかしそのカンナの内心の声は届かない。

「その……おこがましいんですが」

　また真っ赤になってうつむいて、芽め依いは小さな声で言う。




「彼女です……」




「ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!」

　親しん司じ、泰たい平へい、ついでに七なな海みが、驚きよう愕がくの声を上あげる。
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「え？　え？　カンナは七海さんと付き合ってるんじゃないのかよ？　え？　彼女？」

　親司の戸と惑まどって発した言葉の意味が分かっていないのか、芽依はキョトンと首を傾かしげている。

　クラスが驚愕の渦うずに包まれる中、カンナは穏おだやかな表情をしていたが、内心は苦く渋じゆうを覚えていた。

（さて、まいったな）

　乙おと坂さか芽依がした、この状じよう況きようでは妄もう言げんとしか思えない発言。

　妄言なら、訂てい正せいすればいい。

（問もん題だいは──）

　問題はそれが正しよう真しん正しよう銘めい、事実であることだ。

　つまり、七なな星ほし七なな海みは仮かり初そめの彼女だが、乙おと坂さか芽め依いは本物の彼女だった。

　下へ手たなことを言って、芽依がこの場でムキになって収拾が付かなくなっては困る。恋人がいるのに恋人を作ったなどと広まれば、カンナが苦労して作り上あげている誠せい実じつな優ゆう等とう生せいという設定なんて、簡かん単たんに消え失うせる。

「カ、カンナ、ど、どういうことなんだよ？」

　混乱している親しん司じが詰つめ寄る。

　頭あたまを抱かかえたいカンナだったが、ある事実に気付く。

（そういえば俺おれは、誰だれが恋人であるかまだ明言していなかったな。ならば……）

　カンナは目を大きく開ひらいて、なぜみんなが驚おどろいているのかまったく分かっていないような顔かおを、白々しくも作り上げる。

「どういうこともなにも」

　赤くなってうつむいている芽依の肩かたを抱だき寄せる。

　先ほど七海と指を絡からめていたことなど、まったくなかったかのように、ごく平然と口にする。

「彼女がボクが大切に想おもっている恋人、乙坂芽依だよ」




　　　　　　　　　■




「どういうことなの！　どうしてカナちゃんが芽依ちゃんと付き合ってるの！　聞いてないし！」

　王子とまで呼ばれる優等生の思いがけぬ恋人発覚により、興こう奮ふん冷さめやらぬ教室を抜ぬけて、カンナは七海の手を引き、昨日もきた放送室にやってきた。

　大切に想っている、と言われ、ますます真っ赤になって、ゆでだこ状態になっていた芽依を、このまま『Ｆ１２８』教室に放っておくわけにはいかない。七海に用件だけ話したらさっさと教室に戻もどるつもりだ。

　カンナは放送室の小窓の側によりかかり、大げさな身み振ぶり手振りで訴うつたえる七海を見ながら、耳を搔かいていた。

「裏切り！　これは裏切りだし！　もう契けい約やくは解消だよ！」

「ちょっと待て。俺は裏切ってなどいない」

　カンナは本心からそう言っている。

「芽依ちゃんが噓うそを吐ついてるとでも!?」

「いや本当だが。それは裏切りには繫つながらない。そもそも俺が了りよう承しようしたのは恋人のふりをするということだけだ。本物の恋人がいたところで、お前への裏切りにはならないだろう」

「ぐぬぬ……なにその理り屈くつ！　……うう、でもあたしも、カナちゃんに恋人がいるか確かく認にんしなかった……」

「とはいっても、これからお前と恋人のふりをするために、別れ話を切り出すつもりだったんだが」

「軽っ！　そんな簡かん単たんに別れられるものなの!?」

「ふん。弱肉強食学園で、恋愛なんてする余よ裕ゆうがあるものか。俺おれは付き合った方が都合がいいから、付き合っただけだ。芽め依いは容姿Ａだし、少しぐらい遊んでやってもいいという気持ちはあったがな」

「サイテーだし！　カナちゃんサイテーだし！」

　カンナは七なな海みが浴びせてくる至極真っ当な罵ば声せいを無視して、考える。

（しかし、辻つじ褄つまを合わせるために芽依が彼女だと公言してしまった。あそこまで堂々と交際宣言をした以上、誠せい実じつさを示すために別れづらくなってしまったな）

「……駄だ目めだ。すぐには対策が浮うかばないな。七海、とにかくしばらくは俺の話に合わせてくれ」

「はあ？　サイテーカナちゃんにどうして協力してあげなくちゃならないんだし！」

「そうすると、お前と一いつ緒しよにいる自然な理由が消しよう滅めつしてしまうが、いいのか？」

「うぐ」

「もちろん俺も困る。お前は目立つから、理由なくずっと一緒にいるのは無理だろう。なんとか恋人同士に戻もどれるよう調ちよう整せいしたいと思っている」

「こんなに心ない、恋人同士に戻りたいって言葉を、生うまれて初めて聞いた……」

　七海はがっくりと頭あたまを垂らす。

「気合い入れて恋人みたいに甘あまえようとした、あたしの心のやり場が……うう……。……やっぱり対策を今すぐ考えて！　早く！　ぱっと思い付いたことでいいから！」

　言われ、カンナはこめかみに人差し指を押おし当て、考える。

「そうだな……こうなったら俺の誠実なキャラは崩くずれてしまうが、二ふた股またってことにするか」

「あ、あたしは愛人のふりをしろってこと？　絶対嫌いやだし！」

「駄だ目めか？　……あとは、そうだな。お前が、親しん司じと付き合うっていうのはどうだ？」

「はあ？」

「俺じゃなくて、親司と恋人ごっこをするということだ。戦力としては心こころ許もとないが、あいつなら確実に仲間にはなる。俺と芽依、親司とお前のダブルカップルで常に四人でいる。それならば一緒にいても不自然ではないだろう？」

「こ、この男……本当に心がない……ヘモグロビンが赤じゃなくて緑色かなんかじゃないかと疑うし……。あたしは、誰だれにでも髪かみをとかさせる軽い女の子じゃないの！　バカ！」

　本当の恋人ならともかく、恋人のふりをする相手を変えろと言っただけで、怒おこる理由がカンナには分からないのだが、とりあえず七なな海みが提案を吞のむつもりがないことは分かった。

「……まあすぐには解決策は出ないか」

　ふと、小窓の外そとを見る。

　この時間、偶ぐう然ぜんにも昨日と同じぐらいの時間だ。

（やはり、今日もいるか）

　そこには昨日と同じく、仲間を引き連れた神楽かぐら坂ざかエリカの姿があった。それは後ろ姿ではあったが、やはり他にはない存在感と美しさをカンナは感じた。

　……感じてしまっていた。カンナにとって、エリカが特別だった頃ころから一年以上経たっても、いまだに。

（俺おれはエリカのように、人の気持ちを無む碍げに利用しない。そうだ。芽め依いとこうなったのは、事故みたいなものだ。意い識しき的てきに利用しようとしたわけではない）

　カンナは、エリカから視し線せんを外はずす。

（できれば芽依が、あまり傷付かないようにしたいと思っている。これ以上、好意を利用するのは気が引ける。……そう、気が引けるという感情が実際にあるのは、俺にとってよくないことだ）

　カンナはそんなことを考え、黙だまっていた。

　その様を、もう案が出ないから黙っていると解かい釈しやくしたのか、七海はがっくりと肩かたを落とす。

「分かった。しばらくはカナちゃんに合わせる。……不本意だけど……不本意すぎだけど」

「それがお互たがいのためだな」

　まるで自分の責任がないような物言いに、七海は目を細めることで不満を訴うつたえるが、カンナはどこ吹ふく風だ。七海は大きく息を吐はいて、会話を続ける。

「……うう、もういいよ。芽依ちゃんたちのところに戻もどろう。……あ、でもその前に一つだけ聞かせて」

「なんだ？」

「芽依ちゃんと都合がいいから付き合った、って言ったけど、何が都合が良かったの？」

　カンナは正直に答えるか迷った。今後の七海と芽依の関係に間ま違ちがいなく影えい響きようが出ることだ。そうでなくても、入り組んでいて、長くなる話だ。

　しかしカンナは迷った末、答えることにした。どうせこれは、いずれ話さなくてはならない話だ。

「そもそもどうして俺が、お前が【強欲】だと知っていたか考えれば、分かるんじゃないのか？」

「え？」

　しばらくは目を丸くしていた七海だったが、それがどういったことなのか気付き、顔かおを青ざめさせる。

「噓うそ……あ、そんな……」

　どうやらその事実に気付いたようだ。

【ネイビーフォックス】の実じつ質しつ的てきな中ちゆう核かくメンバー、乙おと坂さか芽め依いが、恋人である藤ふじ白しろカンナに【強欲】の正体を漏ろう洩えいしたことに。




　　　　　　　　　■




『28組の教室から移動しました。カンナくんのお友達二人と、グラウンド前広場に行きますので、そちらに来てください。実は今日、お弁当を作ってきたので、お渡わたししたいです』

　放送室から出ると、すぐにカンナのＣＣＣシートリプルモバイルに芽依からメールが届いた。恋人同士なのだから、当然通信ＩＤは交こう換かんしている。

（付き合うことを了りよう承しようして一週間だが、メールではいまだに敬語だな）

　カンナは一人、メールにあったグラウンド前広場に向かった。パンを買いに行くと言った七なな海みとは一いつ旦たん別れた。

　別れる直前に、「芽依ちゃんには事情があるんだよね？」と七海が尋たずねてきたので、カンナは「そうだ」と簡かん潔けつに答えた。それだけで、七海はある程度、青ざめていた顔かおを元に戻もどした。

　七海だって、すでにある程度分かっているだろう。

　カンナが芽依を騙だまし込こんで、【強欲】の正体を話させたことなど。




「さて」

　グラウンド前広場に着いたが、人が多くて三人はすぐには見当たらない。ここは日当たりが良く、景色も開放感があるため、軽い人気昼食スポットになっていた。晴れている今日は、Ｆランクの生徒が溢あふれている。

「おーい、カンナ！」

　親しん司じが立ち上あがって大きく手を振ふり、ようやく見つける。

　三人はグラウンドと広場の間にある段差に腰こし掛かけていた。

（とりあえず今は、教室での流れ通り、芽依を大切な彼女として扱あつかっている設定のままいくしかないな）

　そういうわけで、カンナは当然のように芽依の隣となりを位置取る。すぐに芽依が、七海のことを聞いてきたので、パンを買いに行ったと答えた。

　親司は、まあそうだろうと思っていたが、カンナが座った途と端たん、芽依の話わ題だいを振ってきた。

「カンナ、聞いてくれよ！　芽依ちゃん、カンナとのなれそめとか、恥はずかしがって全然話してくれないんだぜ？」

「なれそめを話すだなんて……そんな……」

　芽め依いは困ったように、赤く染めた頰ほおを手で覆おおっている。

「あまり芽依を困らせないでくれよ、親しん司じ。……まったく、泰たい平へいが親司を止めてくれなくてどうするんだよ」

「ふふ、ごめんごめん。でも僕ぼくも気になるからね、つい」

「しょうがないなあ」とカンナが苦笑していると、隣となりにいた芽依が弁べん当とう箱ばこをカンナに差し出してきた。メールに書いてあった手作り弁当だろう。

「あの……あまり期待しないでね。料理、得意ってわけじゃないから」

（めんどくさいな。この後の展開なんて予定調ちよう和わしかないじゃないか）

　そして実際、カンナのそれはもう予想通りに事は進んだ。親司が手作り弁当にはやし立て、泰平はにやつくような顔かおで見守り、芽依はいちいち照れた。カンナは受け取って「ありがとう」、弁当箱を開ひらき「おいしそう」、一口卵焼きを口に運んで「うん、おいしい」と、台本通りの言葉を口にして、めんどうなイベントを乗り切った。ただ状じよう況きようを乗り切るだけの冷さめたカンナのやり方に、恋人に手作り弁当を作ってもらったうれしさや、相手への誠せい実じつさは一切ない。

　だが、カンナの本心は誰だれにも見み透すかされなかった。ここにいる全員が、仲むつまじいカップルのやり取りだと認めていた。

（これでよし、と）

「やっほー、七なな海みちゃんが来ったよー」

　そうこうしてるうちに、七海がパンを持ってやってきた。芽依のことは離はなれている間に割り切ったのか、にこやかな表情をしていた。

「あ！」

　でもすぐに、カンナが芽依の手作り弁当を食べていることに気付いて仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「うー……ぐぬぬ」

　だけどそんな表情をしながらも、そのことには特に触ふれない。この場の主役が誰であるか、七海もちゃんと分かっている。

「本来、あたしがその主役ポジションだったのに……シミュレートも完かん璧ぺきだったのに……」

「七海ちゃん、何か言った？」

「う、ううん、何も言ってないよ、芽依ちゃん」

「なーなー、芽依ちゃんは、カンナのどこが好きなの？」

（予想通りだが、やっぱりこの流れが続くのか）

　親司の冷ひやかしに、芽依はうつむき加減に、頰を両手で押おさえる。

「そ、そんなすぐに思い付きませんが……尊敬できるところ。自分の意志を強く持ってるところ。価か値ち観かんが近いところ」

「ええ！　そんなすぐにいくつも思い付いてる！　どんだけカンナのことが好きなんだよ！　……じゃあカンナ！　カンナの芽め依いちゃんの好きなところは？」

「Ｃランクなのにボクらにも接し方が変わらないところ。控ひかえめそうに見えて、自分を曲げないところ。育ちが見える上品な仕草。それから笑え顔がおがかわいいところだね」

　臆おく面めんもなく言い放つカンナ。

「こっちもすらすら出てきたぞ！　なんだこのカップル！」

（大切な彼女設定が継けい続ぞく中ちゆうである以上、この程度を乗り切ることなど楽勝なことだ。ついでだ。もっと芽依を想おもってる体ていを装うか）

「ちなみに短所は、たまにボクしか見えなくなるところかな」

　言い放って、ちょっといじわるな視し線せんを芽依に向ける。

「な、直した方がいいの？」

　芽依はそんなことを言ってきた。

「ボクとしては、直さなくてもいいかな、と思ってしまうけどね」

「う、うん。わたしも、そのままでも、いいかなって」

　二人で見つめ合って、微笑ほほえみ合う。

　どこからどう見ても、付き合いたてのバカップルだった。二人の空間ができあがっているように見えた。

「あのさ、僕ぼく、このラブラブっぷりにそろそろ腹が立ってきたよ」

「安心しろ泰たい平へい、俺おれもだ」

　二人以上に恐こわい顔かおでこちらを睨にらみ付けている七なな海みの存在にカンナは気付いていたが、特にできることもないので放っておく。

　ちなみに芽依はその視し線せんには気付いていない。どうやらカンナが指し摘てきした欠点は、あながち冗じよう談だんでもないらしい。

「あ、卵焼きを食べ終わったんだね」

「うん、おいしかったよ」

「わたしのまだ残ってるからあげるね」

　芽依は、卵焼きをカンナの口元へと差し出す。

「あ、あーん」

（芽依め、舞まい上あがって……。ここで乗るのは違ちがうな。このまま口を開あけては、ただ恋愛感情に振ふり回されている、堕だ落らくしたカップルだ。俺おれが演じたい優ゆう等とう生せいとはほど遠い存在になる。自制心をきちんと持っていることを、俺は示さなければいけない）

「あの芽依、そういうのはさ、人前ではちょっと」

「あ！　そ、そうだよね！　ご、ごめんなさい」

　しゅんと落ち込こむ芽依。

（しかしこのままでは、冷つめたい印象を与あたえかねない。大切に想っている、という部分への説得力に欠けてしまう。それを防ぐには──ここだ！）

　カンナはまだ芽め依いが箸はしで摑つかんだままの卵焼きを、身を乗り出して食べる。

「あ……」

　赤面する芽依。

「次からは付き合わないからね」

　そうしてカンナは、微笑ほほえむ。

「う、うん。ごめんね。……ありがとう」

　目の中にハートマークでも浮うかんでいそうな熱ねつ視し線せんで、カンナを見つめる芽依。

（ふふ。これであくまで俺おれが主しゆ導どう権けんを握にぎったまま、大切に想おもっている様を表現できたな）

　しかし、上う手まくやれたと悦えつに浸ひたっていたのもつかの間。

　──バン!!

「いい加減にして！」

　地面を叩たたいて、七なな海みが立ち上あがる。

「あ、あたしにはちっとも優やさしくしてくれないくせに芽依ちゃんにはなんでそんな優しいの！　差別にも程があるし！」

　カンナは内心めんどくさいと思いつつも、鉄てつ壁ぺきの微笑みで対応する。

「何を言ってるのかな？　恋人なんだから特別扱あつかいするのは当然じゃないかな？」

　突とつ然ぜん叫さけんだ七海を、不安そうに芽依は見つめる。

「あ、あの……七海ちゃんどうしたの？」

　芽依のうろたえた目に、七海はうろたえる。

　その上うえ七海は、話を合わせないとお前も困ることになるんだぞ、と訴うつたえかけるカンナの視線まで浴びせられる。

「う、ううう……なんでもないし！」

　勢いよく座る。でもまたすぐ立ち上がり、手が汚よごれるのを気にせず、そこら辺へんの雑草をむしり始める。

「おかしいし！　おかしいし！　この状じよう況きよう絶対おかしいし！」

　むしりながら、ぶつぶつと愚ぐ痴ちを吐はく。

　しばらくそうしていたが、それでも収まりがつかなかったようで、雑草を放り投げて、カンナに詰つめ寄る。つかつか詰め寄り、その顔がん面めんの位置はおでこがぶつかりそうなほどの近きん距きよ離りだ。

「何かな？」

（まさか、自分の方が恋人だとか主張するんじゃないだろうな？）

　だが、それぐらいのことを今にもしでかしそうな雰ふん囲い気きだ。

　目を細めてカンナを睨にらみ付けていた七海の口が、ついに動く。

「飴あめちょうだい！」

「…………」

　なぜか今日も持っていたロリポップキャンディーを、七なな海みに差し出す。七海は奪うばうようにロリポップキャンディーを取って、口にくわえる。

「にひ」

　ちょっと満足そうになった。

（まったくわけの分からん女だ。恋人役にのめり込こみすぎて、俺おれに惚ほれてしまったんじゃないか？　勘かん弁べんしてくれ）

　いい加減このやり取りに面めん倒どうくさくなり、カンナは遠くに目を向ける。しかし、遠くを見ることはできなかった。

　目の前に、視界を塞ふさぐようにプリントを差し出されたからだ。

　──【アンチリヴァイアサン】。

　その文字が目に入る。

「よろしくお願ねがいしまーす」

　私服の女子生徒二人組が、カンナに──正せい確かくにはカンナたちに笑え顔がおを作っていた。カンナはいぶかしげにプリントを受け取る。

　二人組の一人、眼鏡めがねを掛かけた二年生が、笑顔のまま続ける。

「あの、ご興きよう味みありましたら、説明いたしますのでお声掛けを」

　そう言うと、女子生徒は立ち去っていく。すぐに近くにいた別の生徒に声を掛け、プリントを渡わたしている。ここに集まっている生徒に、できる限り配布するつもりなのだろう。

「カンナ、何それ？」

　親しん司じが覗のぞき込こんでくる。

　カンナはプリントに目を落とす。

　まず、文ぶん頭とうに書かれている、他の文字より大きなその一文に、カンナは目がいった。




私たち【アンチリヴァイアサン】は、七星学園のランク制度、セブンクリーク制度に反対しています。




　カンナはまだ近くにいる眼鏡を掛けた女子生徒の胸元を見る。そこにはファンタジーに出てくるような水すい龍りゆうに、バッテンが入ったデザインのバッジがあった。【アンチリヴァイアサン】に属している生徒は、このバッジを身に着けている。

「ああ、なんだ……アンチリのプリントか」

　親司は、興味なさそうにプリントから目を離はなす。アンチリというのは【アンチリヴァイアサン】を若干小こ馬ば鹿かにした略名だ。

　カンナは何も言わず、プリントの続きに目を通す。





弱者を虐しいたげ、強者がすべてを奪うばう。そんな図式を肯こう定ていする七なな星ほし学園の現行制度を、認めるわけにはいきません。

七星学園が現代社会において成果を上あげ始めたとき、これは新しい制度だと絶ぜつ賛さんされましたが、その評価は間ま違ちがっていると言わざるを得ません。むしろこれは最も古い、原始的な制度であると私は唱えます。個々の人じん権けんを無視した、暴ぼう力りよく的てきな制度です。七星学園によって広がった弱肉強食の思想は、福ふく祉しなどの社会的制度と対立し、社会の質しつを落としていると感じたことがありませんか？

そして何より、この思想の歪ゆがみは、弱肉強食学園と揶や揄ゆされる我らが学園に通う、私たちこそが最も感じているのではないでしょうか？

あなたは本当に、七星学園に通っていて、この制度が正しいと感じていますか？

おそらくそうではないと思います。大半の生徒は現行制度に歪みを感じているのではないでしょうか？　対人関係が疑ぎ心しん暗あん鬼きから始まる、この息いき苦ぐるしい学園の在り方に、違い和わ感かんを覚えているのではないでしょうか？

そういった考えを持つ生徒たちへの受け皿として、非公式でありますが、第八のクリーク【アンチリヴァイアサン】を立ち上あげました。

賛さん同どう者しや、支持者を募ぼ集しゆうしております。





アンチリヴァイアサン代表、【虚きよ構こう】のエフ








　エフの名前の横よこには、バッジと同じ、水すい龍りゆうにバッテンが付けられたモチーフが印刷されている。

「カンナは、アンチリに興きよう味みあるのか？」

　あまりにも真しん剣けんに見ていたからだろう。親しん司じがそんなことを聞いてきた。

（興味？　それ以上の関心があるに決まっている）

「いや、ないよ」

　しかしカンナが答えるのはまったく逆の言葉。

「ボクはこの学園の弱肉強食とも言われる制度を知った上うえで入学したんだ。それなのに、それを否定するような活動には賛成はできないよ」

「ま、そうだよな」

「入学してから、ここが思っていた以上にシビアだって分かった人もいるとは思う。でも、だったらその制度を否定するんじゃなくて、その制度に合わせられるよう頑がん張ばらないといけない。ボクはそう思う」

　真ま面じ目めな会話になってしまったからか、親しん司じは苦笑して、話わ題だいを軽くしようとする。

「それよりこの代表のエフって人、ウケるよな。なんつっても仮面を着けてるんだぜ？　なんで正体を隠かくしてるんだよ？　もしかして、本人もＦランクで、自分が冷れい遇ぐうされてるのが嫌いやでこんなことしてたりしてな」

「うーん、Ｆランクっていうのはどうかなあ？　志には疑問があるとしても、あの行動力はすごいよ。噂うわさによると、【アンチリヴァイアサン】が活動を始めたのは、ボクらの入学式かららしいじゃないか。活動してから一ヶ月を経たたずして、あんなプリントを配ってくれる仲間まで集められてるってことだよね。これだけの活動をできる人が、Ｆランクに配属されるとは、ボクは思えないな」

「そりゃあれだろ。優ゆう秀しゆうだけど入試のとき泊とまりがけでやった適合試し験けんでやらかして、Ｆランクになったパターンだろ。カンナだってそうだろ？」

「ん？」

「いやいや隠してるけど分かるって。カンナほど優秀な奴やつが、事情もなくＦランクにはならないってさ。カンナも入試のときにとちった口だろ？」

　カンナは押おし黙だまる。それが事実だったからだ。隠し通せるものではないにしろ、まさか親司にまで見み透すかされているとは思っていなかった。

（それにしてもこの会話の流れは、芽め依いが黙ってはいられないだろうな）

　カンナは芽依に視し線せんを向ける。案の定彼女は、今にも口を開ひらこうとしていた。カンナは彼女にだけ分かるよう、小さく首を振ふって、何も言うなと暗に伝える。

　芽依は困ったかのように軽くうつむくが、カンナの指示通りに口を閉ざす。

　黙っている芽依の代わりに話し始めたのは、泰たい平へいだ。

「でも、意外と人数は伸のびてるらしいね。定期的な会合もあるらしいけど、参加はしなくてもいいんだってさ。ただバッジを着けて、現行制度に反対って表明してるだけで【アンチリヴァイアサン】としてはいいみたい。その気軽さが人数が増えてる原因かな？」

「泰平、やけに詳くわしいな。もしやアンチリに興きよう味みあんの？」

「実は少し……。だって僕ぼく、Ｆランクだから冷遇されてるし。それに、親おやに無理矢理この学校に入れられただけで、競きそい合うのは元々そんなに好きじゃないんだ。まあでも、すごい不満があるってわけでもないし、積せつ極きよく的てきに制度に刃は向むかうのもちょっと……って感じかなあ」

「なるほどなー」

「Ｆランクだと僕みたいな感じの人が多いみたいだよ。参加するほど積極的にはならないけど、エフの言ってることは正しいと思うって人」

「ふーん」

　聞いた親司は、手を頭あたまの後ろで組む。

「親司は関心がなさそうだね」

　カンナは苦笑して言う。

「んなこともないけどよー。Ｆランクだからって差別しすぎだろ、って思うときやっぱりあるし。でも俺おれ基本、七なな星ほし学園好きだからさ、アンチリに入ってる人を見ると、ちょっとだけあーあ、って思うんだよね。やっぱ、仮面を着けてる代表からして、うさんくさいと思っちゃうしよ」

「でも」

　うさんくさい。

　おそらくその言葉に耐たえきれなくなったのだろう。芽め依いは口を開いてしまう。

「二週間前、クロック・スターの下したでやっていたエフの演説に、わたしは心を打たれました。この短期間で、これだけの人数を動かせるのは、それだけ彼の言葉に力があるってことだと思います」

　芽依は拳こぶしを胸に当て、少し興こう奮ふん気味に、言う。

「わたしは、エフを、尊敬してます」

　はっきりと対立意見を言われたことに驚おどろいた親しん司じは、ようやく彼女の胸元に着いているものに気付いたようだ。

　芽依は、襟えり元もとの狐きつねのバッジ以外に、【アンチリヴァイアサン】のバッジを着けていた。

「あ、えっとー。べ、別にさ、エフをバカにしたわけじゃなくてさ！　俺もエフがやってることはすげーと思うし、尊敬してるぜ！」

「親司……本当に適当だね」

「カンナ！　いじわるなこと言うなよ！　適当じゃねーって！　俺は常に、美少女に嫌きらわれたくないという想おもいで、一いつ貫かんしているって！」

「……さすがだよ」

　割と本気でそう思うカンナだった。

　カンナはまた、プリントに視し線せんを落とす。

（【虚きよ構こう】のエフ。『虚構』は八つの枢すう要よう罪ざいから七つの大罪に改められたとき、『傲ごう慢まん』に含ふくまれたものだな）

「……あの」

　プリントを見ていたカンナは、芽依に肩かたを指で突つかれ、視線を上あげる。

　芽依は自分の口元を手で覆おおい隠かくして、カンナの耳に軽くキスをする──ほどの距きよ離りで、耳打ちする。

「ごめんなさい。黙だまっていて欲しいって意向を無視してしまって。だけど──」

　芽依は小声だが、はっきりと強い口く調ちようで、言う。

「カンナくんをバカにされたのが、許せなくて」

　一体いつカンナがバカにされたのか？

　親しん司じがバカにしたのは、カンナではなくエフだ。

　つまり、その意味は──

「────」

　カンナは芽め依いを見ていなかった。息が吹ふき掛かかりくすぐったいほどの距きよ離りにいる芽依ではなく、カンナが見ていたのは、さっきからやけに大人しい七なな海みだった。

　そうして確かく信しんする。

（やはり、か）

　正直、自分に【強欲】を引き渡わたそうとする時点で、そうではないかと思っていたが、会話に入ってこない白々しさを考えるに、間ま違ちがいない。

　七海は芽依と同じ結けつ論ろんにたどり着いている。




　藤ふじ白しろカンナがエフであるという、結論に。




　　　　　　　　　■




　昼休みも、午後の授業も終わり、Ｃランク以下に課かせられている清せい掃そう活動も終え、カンナは一人、第三十五校舎の生徒会室に来ていた。

　巨きよ大だいな七なな星ほし学園だ。そこにはどうしても使われない部屋もできてしまう。それはあの放送室であり、この第三十五校舎の生徒会室であったりする。Ｆランクからは生徒会役員はまず選えらばれないこともあって、この生徒会室はその本来の意味を失っていた。よって、どこから持ち込こまれたのか分からない荷物が集まり、実じつ質しつ倉庫の扱あつかいになっていた。

　秩ちつ序じよなく詰つまれた荷物の中に、カンナは目的のものを見つける。木を隠かくすには森の中というが、その荷物の山の中に、アナログなダイヤルロックが付いたスチールケースが違い和わ感かんなくあった。

　四よん桁けたの番号を合わせ、鍵かぎを開あける。

　開ひらくと、そこにエフの仮面があった。




　二週間前にここで、エフの仮面を脱ぬぐ姿を、カンナが芽依に目もく撃げきさせたのはわざとだ。

　芽依が【アンチリヴァイアサン】の活動内容に、いやそれ以上にエフに、心しん酔すいに近い感情を持っていることは知っていた。

　だからカンナは、自分がエフであると告げることで、味方に引き入れようとしたのだ。

　どうして芽依を味方に引き入れようとしたか？

　それは【強欲】の称しよう号ごうを手に入れるため。

　カンナは入学してすぐにセブンクリークの情勢を調ちよう査さした。その結果、一番倒たおさねばならないのが【傲ごう慢まん】のエリカであり、一番与くみしやすいのが【強欲】の【七君主】だと結けつ論ろん付けていた。カンナが見る限り【強欲】は、おそらく新米で、うまく組そ織しきも作れていないからだ。

【七君主】になるための方法は、三つある。





１．【七君主】が卒業し、後こう継けい者しやを在校生に指名した場合、その者に称しよう号ごうが与あたえられる。

２．【七君主】が卒業し、後継者を指名しなかった場合、あるいは称号を剝はく奪だつする処分を受けた場合、ふさわしい人物を学校側が選せん出しゆつし、その者に称号が与えられる。

３．【七君主】とレイティングバトルをし、勝利した場合、その者に称号は移る。






　例えばエリカは『１』であり、先代が維い持じしていた【アーバンライオン】を、ほぼそのまま受け取っている。所属人数を減らさずに済んだ現在の【アーバンライオン】は、だから巨きよ大だいで強力な組織になり得た。

　しかし【ネイビーフォックス】は、その小さな規模を考えるに『１』ではない。

　カンナはあらゆる側面から判断し、【強欲】は『２』であると踏ふんでいた。

　なぜなら、準備のなさ、未み熟じゆくさが、【ネイビーフォックス】のメンバー分布を見れば透すけて見えるからだ。それは、二、三年生には規則性なく【ネイビーフォックス】のメンバーがいるのに対し、一年はそうでないことにも表れている。一年のメンバーはＣランクに六人、他はＥランク、Ｆランクに一人ずつ。その人数は明らかに偏かたよっていた。

　そうなると、こう考えるのが自然だ。

　一年生のＣランクの生徒が、学校側により指名され、【強欲】に突とつ然ぜん選えらばれた。慌あわてた【強欲】は体裁だけでも整ととのえようと、親したしい人のみにそのことを明かし、仲間に引き入れた。

　その時点で、正体を探るのはそう難むずかしくなくなる。

　そして乙おと坂さか芽め依いは、一年生、しかもＣランクの【ネイビーフォックス】だった。

　つまり、【強欲】に直接、メンバーに誘さそわれた一人である可能性が高いということだ。それだけでカンナが探りを入れるには、十分な材料だった。

　だから、鎌かまを掛かけることにした。

「君は【強欲】の正体を知っているね？」

　しかもその発言を、心しん酔すいするエフの仮面を脱ぬぐ姿を見せつけながら言った。

　ここまでされれば、芽依が動どう揺ようしてしまうのは当然だろう。そして、動揺したその態度は、鎌を掛けた内容が事実であることをカンナに悟さとらせた。

　分かった以上、【強欲】の正体を明かすよう説得するのが、自然な流れだ。

　他の人とは違ちがい、芽依相手には説得ができる。

　芽依の、エフへの心酔を利用できる。

　心を揺ゆさぶるためのうわっつらの言葉を並べて、芽依の信しん仰こう心しんをくすぐった。カンナが説得の言葉に使ったのは、芽め依いから【強欲】の正体を引き出すための、心ない言葉だった。そもそもカンナは、【アンチリヴァイアサン】の思想には否定的だ。その言葉はどうしても、うわべだけのものになる。

　だが説得しても、芽依はなかなか口を割らなかった。芽依は【強欲】を他人に知られることがどれだけ危険か分かっている。そう簡かん単たんに友人である七なな海みを裏切れない。

　なので、カンナは最終手段に出ることにした。

（そうして交際を申し込こんだんだったな。君の力が【アンチリヴァイアサン】のためにどうしても必要だ、そんなことを言って）

　心しん酔すいする相手にそこまで言われた結果、芽依はカンナが正しい行動を取ってくれることに賭かけてくれた。裏切り者になる罪を背負ってまで、【強欲】の正体を明かしてくれた。

　それは気の小さい芽依にとって、大きな決断だっただろう。本当に、エフにすべてを賭けてくれたから、それだけのことができたのだ。

　だがもちろんカンナは、芽依の一大決心をしたほどの想おもいには応えられない。

　その想いを、無む碍げにする。

（当然だ。【アンチリヴァイアサン】など、俺おれの野望を成し遂とげるための踏ふみ台に過ぎないのだからな。エフの理想を信じる芽依の期待には、一切俺は応えられない）

　カンナは口の端はしを上あげながら、昼休みに芽依が締しめ直してくれたネクタイを弛ゆるめる。




　　　　　　　　　■




　乙おと坂さか芽依は放ほう課か後ご、予習復習を自分の机でこなしていた。普ふ通つうの学校では真ま面じ目め過ぎと揶や揄ゆされてしまいそうな行動だが、七なな星ほし学園ではありふれた行こう為いだ。授業内容を理解することは基本中の基本。それが疎おろそかになってしまえば、確かく実じつに下したのランクに落とされてしまう。

　でも、今日に限っては集中しきれない。

（あーもう……うれしすぎだよう）

　にやけた顔かおを両手で覆おおい隠かくす。なんとか普通の表情に戻もどそうとするけれど、空からになった弁べん当とう箱ばこが視界に入ってしまってはもう駄だ目めだ。卵焼きを食べてくれた、優やさしいカンナの顔が思い浮うかんで、エアリアルに表示されている英単語がちっとも頭あたまの中に入ってこない。

（こんなのが続いたら、下のランクに落ちちゃう……。それは避さけたいけど……でも、そのためにカンナくんと別れるなんてそんなことできるわけないよ。本ほん末まつ転てん倒とうだよ。そんなことするぐらいなら、わたしはこの学園にいる意味がない）

　芽依は唇くちびるを嚙かむ。

（わたしがここにいる意味は、カンナくんをサポートして、【アンチリヴァイアサン】を大きくすることなんだから。それ以外はもう、どうでもいいって、そう決めたんだから）

　ふう、と息を吐はいて、教室を見み渡わたす。

　クラスメイトたちは机にかじりつき、必死に他の生徒を出し抜ぬこうと努力をしている。Ｆランクと違ちがい、Ｃランクの教室は殺気立っている。いつでも他人を足あし蹴げに上のぼり詰つめてやるという、野心に満ちあふれた生徒ばかりだ。

（ああ……やっぱり恐こわいなあ）

　弱肉強食学園が、芽め依いには徹てつ底てい的てきに肌はだに合わなかった。受じゆ験けん前まえから合わないと思っていたが、やはり想像通りだった。芽依が七なな星ほし学園に入学したのは、親おやや中学の先生の意向を無視するだけの勇気がなかったからだ。

　芽依は敏びん感かんに弱肉強食の本ほん質しつを理解していた。今日、喰くわれる？　明日、喰われる？　明後日あさつて、喰われる？　そんな風にいつ自分が犠ぎ牲せいになるか、常に怯おびえて過ごしていた。自分が喰う側になることなど、想像もできない。ただ、自分はいつか喰われる餌えさなのだ。そう思って、弱肉強食学園を過ごしていた。

　入学してすぐ、精神は消しよう耗もうしきってしまった。常に身体からだが重く、頭あたまが痛い。自分のベッドで涙なみだを流すだけならともかく、授業中でも涙が止まらない日が何回かあった。考えることは、ここから抜け出したいということばかり。なのに七星学園には退学の道はなく、逃にげることさえ許されない。

　芽依は、追いつめられていた。

　いっそ重い病気にでもなって、学園病びよう棟とうに逃げ込こみたいと本気で思う程度には、追いつめられていた。




　そんなときに、芽依はエフ、【アンチリヴァイアサン】に出会った。




（なんていうか、ここにいることを、許された気がした）

　それまで芽依は自分を責め続けていた。弱肉強食学園を受け入れられない、自分の弱さを責め続けていた。

　でも、エフはこの学校は歪ゆがんでいると言う。そう捉とらえるのが当然だと言う。もやもやと頭にあった弱肉強食学園への疑問を、エフははっきり言葉にして、形にしてくれる。

　芽依が抱かかえ込んだ自責の念を、エフは言葉だけで、解放した。

　──そうか。学園の方を否定しても、いいんだ。

　そう思えただけで、芽依は信じられないほど救われた。自分を救ってくれたエフに、芽依はごく自然に好意を抱いだいた。尊敬。憧しよう憬けい。すぐにそれは恋心に変へん換かんされた。仮面の男に芽依は恋をしてしまった。

　いくらでも自分を捧ささげていいと思った。

（そして、エフは──カンナくんだった）

　その藤ふじ白しろカンナは、【アンチリヴァイアサン】のために、【七君主】の座を求めていた。【強欲】を求めていた。もちろん戸と惑まどったが、芽め依いが納得するまで、語り合ってくれた。

　それだけで芽依はうれしかった。自分が秘密を独どく占せんし、求められている事実が、芽依の心を満たしてくれた。

　それなのに、カンナはさらに芽依を喜ばすことを言うのだ。




『これだけ志が同じ人と初めて会った。ああ……こんなことをいきなり言うと、君はボクを軽けい蔑べつするかもしれないけれど、ボクは君に、恋心に近いだけの親しん愛あいをすでに抱いだいてしまっている』

『君と常に一いつ緒しよにいたい。この言葉だけで、意味を分かってくれるかな？』

『これから、一緒に戦ってくれないか？』




　迷いはなかった。

　芽依は一緒に戦うことを決めた。

　元々逃にげ出すことしか考えていなかった自分だ。カンナの理想のために何をしてあげても構わない。

（わたしは、カンナくんと一緒に弱肉強食学園を否定するんだ）

　そう決めた以上、芽依には【強欲】の正体を明かす以外の選せん択たくはなかった。




「芽依ちゃん」

　芽依は驚おどろいて顔かおを上あげる。そこにはにへらと笑った七なな海みが、芽依の机に顎あごを付けていた。

「七海ちゃん」

　顔を見る度、罪悪感は芽め生ばえる。

　七海は、芽依が弱っていることに気付いて、優やさしくしてくれた友人だった。【ネイビーフォックス】に誘さそってくれたのも、自分を見失っている芽依に、少しでも目的を与あたえてくれようとしたからだと知っている。

　そんな友人を芽依は裏切った。七海にカンナがエフであることを言ったことで、その事実がなくなるわけではない。七海にカンナがエフであることを明かしたのは、【アンチリヴァイアサン】のためだ。そのことを教えれば、七海なら【強欲】をエフに譲ゆずってくれると、そう思えたからだ。そして、実際に説得したら、そうしてくれた。

　でも、【強欲】の正体を相談せずに明かしてしまった事実には変わりない。後ろめたさから自分が漏もらしたことは隠かくしてしまっていた。

　謝あやまりたい。

　でも、謝って楽になることにはなんの意味もない。芽依は選えらんだのだ。カンナのために弱肉強食学園を生いきることを選んだのだ。

　だからそのことは、何も言わない。七なな海みが裏切りを知り、友人関係を終わらせる気になったら、それはもうしょうがない。

「七海ちゃん……」

　もちろん、友達を失いたくないけれど。

　七海は机に顎あごを付けたまま、首を傾かしげて、こんなことを聞いてくる。

「芽め依いちゃんって、どれくらいカナちゃんのこと好きなの？」

「なんでもしてあげるぐらい」

　即そく答とうだった。

「うがー」

　七海は芽依の両りよう頰ほおを引っ張る。

「いひゃいいひゃい！　な、なに？」

「好きにさせるかあ！　本当はその座はあたしのものだったのに！　てえい」

「？？？　いひゃい、いひゃいって！」

　自分が正体を漏もらしたことを知って、怒おこっているのかもしれない、とも思ったが、それにしては七海は笑え顔がおだった。ますます芽依は、頰を引っ張られた意味が分からない。

「ほい」

　ようやく頰を解放してくれる。

「うう……」

　芽依は頰を押おさえる。

（七海ちゃんって……正直、ちょっとよく分からないところあるよね）

　七海は笑顔のまま尋たずねる。

「芽依ちゃんまだ勉強？」

「うん」

「そっか、それじゃあ安心して、日につ課かをこなしてこようっと」

　芽依は小首を傾げる。

「日課って？」

　七海はニヤッと口の端はしを上あげて言う。

「愛しい人のストーキングだし」
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　藤ふじ白しろカンナは、第三十五校舎生徒会室で、ネクタイを弛ゆるめながら思う。

（【虚きよ構こう】のエフとはよく言ったものだな）

　芽依の好意が、カンナには煩わずらわしかった。その好意が、自分に向けられたものではなく、エフに向けられたものだということが、さらに煩わずらわしさに拍はく車しやを掛かける。

　エフとカンナの考えは、ほとんど正反対だ。だから、エフの考えに同どう調ちようし、好意を向けられることは、カンナに否定的な目を向けていることに等しい。その本来行き場のない芽め依いの好意は、まさに『虚きよ構こう』だ。

　しかし、その『虚構』のために、芽依はカンナにすべてを捧ささげている。

（乙おと坂さか芽依。憐あわれな女だ）

「さて、そろそろ出てきてもいいぞ」

　生徒会室の出入り口に向かって言う。

「…………っ!!」

　驚おどろき息を吞のむ声。

　隠かくし通せないと悟さとったか、しばらくして、声があった。

「付けていたの、ばれてたの？」

「ああ」

　生徒会室の扉とびらから、七なな海みが舌を出して登場する。ばれたというのに、相変わらずお気楽な反応だ。また髪かみの結ぶ高さが変わって、かなり下したの方で結んでいることも気に障る。

　七海は、すぐにカンナが手に持つ仮面に目を向ける。

「やっぱりエフはカナちゃんだったんだ。芽依ちゃんの言うとおり」

「芽依はやはり、七海に俺おれがエフだと告げていたんだな」

「え？　あ、うん」

　簡かん単たんに白状する七海。隠しごとというほどでもないのだろう。

　おかしいと思っていた。どうしてカンナを、【強欲】を奪うばうほどの敵てきになり得ると考えたのか？

　カンナがエフであるから、と聞いていたのなら、納得ができる発想だ。

「でもさ、カナちゃんに注目したのは、カナちゃんがカナちゃんだからだよやっぱり。だって、【アンチリヴァイアサン】は本当のクリークじゃないもん。エフにはまだ力は全然ないじゃん」

「……そうだな」

　まだ、ない。

　しかし、このまま力が無いままだとカンナが思っているのならば、わざわざエフの仮面をかぶるわけがない。

　カンナは今後、【アンチリヴァイアサン】が巨きよ大だいな組そ織しきになると踏ふんでいた。今こそセブンクリークは小康状態にあり、動きがないが、その状態は長く続かないと読んでいた。

　なぜなら彼女がいる。

【アーバンライオン】を率いる、【傲ごう慢まん】の神楽かぐら坂ざかエリカ。

　彼女は他のクリークを蹂じゆう躙りんし始めるだろう。彼女は自分と同じく、【七君主】すべての称しよう号ごうを手にしようとする人間だ。そうして他のクリークの人間は、拠より所どころを失う。弱肉強食の構図に嫌いや気けがさす人間も大量に出てくるだろう。そのときに、【アンチリヴァイアサン】に多くの人間、特に下位ランクの人間が流れ込こんでくる。人数が集まれば、いくら公式のクリークではないと言っても、十分な力を持つことができる。

　その未来がカンナには見えている。だからこそのエフの仮面だ。

（いや、違ちがう。俺おれはまだそんなことを言っているのか）

　カンナは苦笑し、自分の思考を訂てい正せいする。

　こめかみに左手の人差し指を突つき刺さし、口元を上あげる。

（小康状態を壊こわすのはエリカではない。自分だ。エリカを倒たおすことで、小康状態をぶち壊す）

　カンナは、七なな海みへと視し線せんを向ける。

「七海。せっかく二人きりになれたんだ。状じよう況きようを整せい理りして、エリカを倒す方法を考えよう」

「二人きり……」

　なぜかその単語を繰くり返した七海は、カンナに近寄って、にへらとした顔かおで頭あたまを突き出す。相変わらず、マリン系の香水の匂においがした。

「なんだ？　芽め依いといちゃついていた俺に、頭ず突つきでもするつもりか？」

「違うよ！」

　もう一度ぐいっと頭を突き出す。

「頭撫なでて！」

　意味が分からないが、会話をスムーズに進めるためにカンナは七海の頭を撫でる。七海はくすぐったそうに目を細める。

「さて質しつ問もんだ。俺はレイティングバトルでエリカを倒そうとしている。だが、【強欲】の力を手に入れたとはいえ、俺はＦランクで【ネイビーフォックス】の人数も少ない。互ご角かくには戦えない。ならばどうすればいい？」

　頭を撫でられながら、七海は答える。

「うーん、まずはエリカ様のレイティングバトルが何かを知らないとね」

「そうだ。知らないとまず何も始まらない。勝つための戦略を考えるのはそれからだ」

「エリカ様のレイティングバトルの内容をどうやって調しらべるかを、今話すべき？」

「そうなるな」

「誰だれかに戦いを挑いどませる、とか？　でもどうやったらエリカ様はレイティングバトルに挑んでくれるんだろう？」

　それも山やま吹ぶきを使って調べたかったことだが、あれはそれ以前の問もん題だいだった。

　エリカが勝っても特にメリットがない相手に、レイティングバトルをしてくれるのならば、誰かをけしかけるのはありだ。だが、負けたら【七君主】の立場を失うエリカが、そうそうレイティングバトルに挑むわけがない。ＳランクとＡランクはレイティングバトルの際、実質同じランクに属するので、Ａランクの駒こまがいればバトルを挑いどむことはできるが、カンナには思い当たる人物はいない。

　ならば、それ相応のメリットを作らなければ、エリカは戦いに挑んではくれないと考えるべきだろう。

　仮に、戦わせるための手段を用意できたとして、誰だれを使うかも問もん題だいだ。

　レイティングバトルでの勝敗は成せい績せきに影えい響きようする。負けるのを承知で挑み、なおかつエリカに目を付けられる危険まで冒おかしてくれる人なんて、なかなかいるわけがない。

　それをしてくれる人間。カンナがとっさに思い付いたのは──

（乙おと坂さか芽め依い）

　彼女ならばカンナの頼たのみを断ることはないだろう。

（だが、俺おれはこれまでも散々芽依を利用している。ただでさえ気持ちを蔑ないがしろにしている。それなのにあの憐あわれな女を利用するのは避さけたい。……良心？　そんなものは無視してもいい。しかし、現にこうして引っかかっている自分がいる。引っかかっている以上、実際芽依を利用すれば、俺は罪悪感を抱いだいてしまう）

　しかしどうしてこんなに、このことに心を痛めそうなのか？

（俺がしようとしていることは、絶対の信しん頼らいを利用する行こう為い。それは何かに似ている。……ああ、そうか。それはエリカが俺に以前したことと同じだからか）

　そう考え、カンナは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような気分になる。

「ってかそうだ。そもそも準備をしたところで、エリカ様はカナちゃんと戦ってくれるの？」

　いいタイミングで七なな海みが質しつ問もんをしてくれたので、カンナはうまく頭あたまを切り換かえることができた。

「なかなかいい質問だな、七海」

「でへへ、また頭撫なでて」

　撫でる。

　七海は目を細めて喜ぶ。

「だが、その点は問題ない。なぜなら俺が【強欲】だからだ。エリカは【七君主】全部の称しよう号ごうを集め、クリークを統一しようとしている。そのチャンスを逃のがす手はないだろう」

「なるほどー。……って本当に？」

「何がだ？」

「エリカ様って本当にそういう人なの？　最大クリークの【アーバンライオン】を率いていれば普ふ通つうの人は満足しない？　その時点で将来は約束されているみたいなもんだしさ。それなのにどうして、カナちゃんはエリカ様について断言できるの？」

　七海の指し摘てきは正しい。

　だがカンナは、エリカがそういう人間であることを、確かく信しんしている。

　しかし、それを伝えるには、どうしてその確かく信しんを得ているかを説明しなければならない。

「それにカナちゃん、エリカ様に異様なまでに執しゆう着ちやくしてるよね。同じ中学校だったってだけじゃ説明できないぐらいに。まー、だから味方に付けようと思ったんだけど」

　執着。

　嫌いやな言葉だ。

　しかし否定はできない。

　藤ふじ白しろカンナにとって、神楽かぐら坂ざかエリカは、特別だ。

　どうやら、あまり気が進まないが、エリカの人間性と、カンナとの関係性について話すしかなさそうだ。

「俺おれたちが通っていた京けい峰ほう中学の話をする」

　カンナは、ただ、あのときの事実を伝える。

「京峰中学は神楽坂エリカによって支配されていた」

　目を見み開ひらく七なな海み。

「し、支配？　それって大げさな表現とかじゃなくて？」

「そのままの意味だ。エリカは京峰中学の女王として君くん臨りんしていて、逆らうことは許されなかった。そして──」

　一度、言葉を句切り、言う。

「俺はエリカの、右みぎ腕うでだった」
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　──引きずり込こまれる。

　それが、カンナの、神楽坂エリカと初めて遭そう遇ぐうしたときの印象。

　そのとき中学二年のカンナは、鍵かぎを壊こわして居座っていた屋上で、寝ね転ころがっていた。京峰中学にはびこっていた階級制度にカンナは辟へき易えきしていて、休み時間には屋上に逃にげ込んでいるのが常だった。

　成せい績せきは良かったがトップと言うほどでもなく、階級はＢ層。特に目的も持てず、何も考えずに学園生活を送っていたカンナにとって、これから先人生が何十年も続くことは、考えるだけで信じがたい苦痛だった。すべての日々は退たい屈くつで、無価値で、色がない。

　その日もカンナは、特に意味もなく、空そらを眺ながめていた。

　ただただ潰つぶしていた。時間を。未来を。自分の価値を。

　だが、そんなカンナの視界は、突とつ然ぜん影かげに覆おおわれた。

　そうして現れたのは、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　それだけで、カンナは『やばい』と思った。根こん拠きよはない。ただ顔かおを覗のぞき込んできた相手に、本能的に感じた。

　引きずり込こまれる、と。

　セミロングの髪かみを自分に向かって垂らしたエリカの背後には、青い空そらが依い然ぜん広がっていたはずだが、カンナの視界にはもう彼女の瞳ひとみしか映らなかった。まるで瞳の闇やみに吞のみ込まれてしまったかのように、他に何も映らない。どうしようもなくなったカンナは、漆しつ黒こくの瞳に映る自分の姿をただただ見続けた。

　そのとき驚おどろいたのか、慌あわてたのか、恐おそれたのか、自分の反応を憶おぼえていない。

　しかし彼女の反応は憶えている。

　彼女はカンナになんの感情も示さずに、ただ淡たん々たんと形の整ととのった唇くちびるを動かした。

「あなた、私に心を預けられますか？」

　そうして色のない、カンナの学園生活は終わりを告げた。




　都内にある京けい峰ほう中学は、まるで七なな星ほし学園の縮しゆく小しよう型がたのような、階級制度ができあがっていた。Ａ層からＤ層まである、ピラミッド型組そ織しきの階級制度だ。生徒たちは完全に分ぶん類るいされ、上位層に刃は向むかうことは許されない。刃向かえば厳きびしい制裁が待ち受けていた。

　最大の高等学校として成功した、七星学園をサンプルに、近い制度を作る学校はそれなりに存在する。問もん題だいは、京峰中学の場合、それを作り上あげたのは学校側ではなく、一生徒だということだ。

　支配制度を作り上げ、トップに君くん臨りんするのは、神楽かぐら坂ざかエリカだった。

　カンナの入学時、京峰中学には暴ぼう力りよくがはびこっていた。エリカがまずしたのは、暴力での支配だったからだ。エリカがシステムを作るために、手始めに行ったことは、教師たちにも手が余る、札付きの不良を懐かい柔じゆうし、自分の側近──【調ちよう整せい部ぶ隊たい】とすることだった。エリカは暴力によって、独断で生徒たちの階級を決め、押おし付けた。反はん抗こうする者は【調整部隊】、あるいはその制度を歓かん迎げいする上位層によって暴力を振ふるわれ、しかもエリカによって階級を最下層のＤ層にされた。Ｄ層になれば、あからさまな冷れい遇ぐうを受けた。みな、制度に反発するよりも、下位層になることを恐れ、制度に従った。恐きよう怖ふを前に、目に見える反抗はすぐに消えた。

　そうしてできあがったのは、搾さく取しゆの構図だった。層の分類をするのは、エリカの一任だったが、【調整部隊】の連中に媚こびを売れば上位層に上がれることは明らかだった。【調整部隊】へのご機き嫌げん取とりが横おう行こうし、やがてそれは、上位層が下位層を搾取することに繫つながった。たまに上がる下位層の不満は、【調整部隊】が見せしめで行った制裁によってかき消された。

　エリカはこの時期について、カンナにこう説明している。

「暴力による支配は不本意でした。搾取が横行するのも、私が望んだものではありません。しかし、新しい秩ちつ序じよを作るためには、まず破は壊かいが必要なのです」

　このシステムは、エリカにとって満足するものではなかった。

　だから、ある時期を迎むかえて、改変された。

　暴ぼう力りよくによる支配では、いくら制裁によって不満をはねのけても、いずれそれは膨ふくれあがり、抑おさえきれなくなって、支配構造を壊こわす。暴力による支配が始まり一年。いつシステムが瓦が解かいしてもおかしくないところまで来ていた。

　だが、エリカにとって、そんなことは百も承知だった。

　むしろ初めから、その膨れあがる不満を利用し、新しいシステムに移行するのがエリカの計画だったのだ。

　そのやり方は──公開処しよ刑けい。

【調ちよう整せい部ぶ隊たい】の中でも、最もやり口が残ざん忍にんだった石いし田だという男を、エリカはつるし上あげた。味方したものも同じく処刑すると宣言すると、誰だれも石田の味方はいなくなった。他の【調整部隊】のメンバーが、石田へ暴力を振ふるい、見せつけ、その動画を全校生徒に配信した。しまいには学校外での犯罪をエリカが突つき詰つめて、石田を少年院に送り込こんだ。また同じく【調整部隊】の中で暴力的だった光みつ屋や、斉さい藤とうをＤ層に落とし、Ｃ層以上の不満のはけ口にした。今まで【調整部隊】に虐しいたげられてきた奴やつらは、光屋、斉藤を、これ見よがしに虐げた。

　エリカは主張した。暴力が横おう行こうしていた今までの構図は、自分の本意ではない。これからは平和的な学園にし、それを維い持じするために全力を尽つくすと。

　悪漢を処理したエリカは英えい雄ゆうとなった。

　その悪漢を作ったのが誰なのかは、追つい及きゆうできないようにうまくごまかした。

　エリカは革命が起こってもトップの地位を維持した。そのことに異い論ろんを持つ生徒はいたが、エリカが追放されるほど大きなものにはならなかった。秩ちつ序じよを作っているエリカをその座から降ろしてしまえば、また暴力がはびこる状態に戻もどってしまうかもしれない。それは誰も歓かん迎げいしなかった。エリカを追放しなくても、努力し、自分の資し質しつを伸のばせば上位層に上がれるのだ。それを分かっている生徒たちは、エリカに刃は向むかうより、システム内で努力する方向に走った。

　そうして京けい峰ほう中学の、七なな星ほし学園顔かお負まけのシステムは作られた。

　もちろんそれでも、何事もなく、平へい穏おんにシステムを維持できるわけがない。問もん題だいが起こる度に、新しい【調整部隊】が、エリカが頂点に立ったままでいられるよう維持した。旧【調整部隊】と違ちがい恐きよう怖ふを与あたえるのではなく、一見正義のために動くように見える新【調整部隊】は、全校生徒の憧あこがれの的にさえなった。

　その【調整部隊】のリーダーこそ、藤ふじ白しろカンナだった。

　エリカの卒業後、エリカの地位に座ったのも、カンナだった。




　カンナに訪れたのは、刺し激げき的てきな日々だった。今までの退たい屈くつが噓うそのような、血が沸わく、充じゆう実じつした日々だった。色のなかった日常は極ごく彩さい色しきに変わった。あまりの刺激に、油断すれば酔よいそうになる回転する世界。毎日脳みそから音がしそうなほどに、カンナは思考し続けた。自らが焦こげるような感覚に襲おそわれ、身体からだの内側から痛みさえも感じた。しかし、それは快感だった。歓かん喜きに震ふるえるほどの快感だった。

　引きずり込こまれた。

　彼女と会ったときに感じたその印象は、なんら間ま違ちがっていなかった。

　確たしかにあのとき、カンナはエリカによって漆しつ黒こくの瞳ひとみに捕とらわれたのだ。

　そのことに嫌けん悪お感かんはない。しかし、感かん謝しやや好意という感情もない。彼女へ対してどんな感情を抱いだいているのか、カンナは自身でも分からなかった。

　ただ事実として、彼女は自分自身と切り離はなせない存在であり、他人ではなかった。同じ世界を共有する半身だった。

　自分以外の人間が、半身になること。

　それはやはりわずらわしい。

　でも、そのわずらわしさが、カンナは嫌いやではなかった。




　カンナはただ単純に【調ちよう整せい部ぶ隊たい】のリーダーになり、後こう継けい者しやになったわけではない。右みぎ腕うで、という表現は、まさにその通りで、カンナはエリカの身体からだの一部になったかのように、かなりの時間、行動を共にした。学校にいる間はもちろん、学校外でもそうだ。エリカは何度もカンナの家に来ているし、カンナもエリカの豪ごう邸ていに何度も上あがり込んでいる。多くの時間を共に過ごし、お互たがいの認にん識しきのズレをできる限りなくした。お互いのすべてを晒さらし、見せ合った。理解し合った。それは一いつ般ぱん的てきな中学生とはほど遠い異常なことだが、カンナは当時、そのことになんの疑問も抱かなかった。

　二人で出かけることも多かった。その日も渋しぶ谷やのファッションビルで、お互いがお互いの服を選えらんでいた。その日着ていた服も、お互いが選んだもので、それはもう二人にとって自然なことだった。

　どうしてだろうか、カンナはワンピースを選びながら、エリカにこんなことを尋たずねた。

「なぜ俺おれだったんだ？」

　別に知り合いでもなんでもなかったカンナを、突とつ然ぜん右腕に指名した理由。ずっと疑問には思っていたが、このタイミングで聞いたのはなぜか、カンナはよく思い出せない。おそらく、タイミングに意味はなかったのだろう。

　エリカはいつもの無表情で、カンナを見つめた。そうして右手でピストルの形を作り、自分のこめかみに人差し指を押おし当てた。それは、エリカの考えるときの癖くせだ。

　彼女は指を当て、表情を変えないまま言った。

「私は誰だれにも心を許しません」

「じゃあ──」

　自分じゃなくてもよかったのか？　カンナはそう考え、しかし彼女はカンナの思考を察して、首を横よこに振ふった。

「あなたは私と初めて会った、と言いましたよね。けれど、私はあるときから、あなたのことをずっと見てきました」

「どうしてだ？」

「あなたがあまりに、孤こ独どくに愛されているからです」

　エリカの言葉の意図なら、ある程度分かるはずのカンナでも、その意味はすぐには分からなかった。

「孤独に好まれ、愛される。それこそが君主の本ほん質しつであり、才能です。資質と言い換かえましょうか？　ですが、気を付けてください」

　エリカはこめかみに押おし当てていた指を、カンナへと伸のばした。

「あなたの、君主としての資質は、あなたを解放しない」

　カンナのこめかみに人差し指を押し当てる。

「さて、私は誰だれにも心を許さない。ならば何を信じるか？」

　エリカはカンナが持っていたワンピースを受け取り、答える。

「解放してはくれない、逃のがれられない、あなたが持つ、私と同じ君主の資質を、私は何よりも信じます」

　エリカはカンナの背中を押し、試着室へとカンナを引きずり込こんだ。狭せまい試着室の中で、エリカは服を脱ぬぎ始める。

「私と近い存在であるあなたを、私は理解し、制せい御ぎよできる──所有できる」

　下着姿になることになんの躊ちゆう躇ちよもしない。カンナもその姿に視し線せんを逸そらしたりしない。

　目を逸らさず、その白く細い肢し体たいを見ているカンナの頰ほおを、エリカは撫なでる。

　そのまま特に何も言うことなく、カンナが選えらんだ黒のワンピースへと着き替がえる。

　カンナはその黒のワンピースを着た彼女を見て思う。当たり前の思考。いつも彼女に抱いだいている当たり前の思考。

　──きれいだ。

　自分の姿をずっと眺ながめているカンナを、エリカは抱だき寄せた。

「ん」

　そうして口内に自分の舌を入れる。カンナはそのことに疑問を抱いだかず、彼女の肩かたに手を回し、舌を吸い、転がす。

　今している自分の行こう為いに、カンナは不ふ思し議ぎなくらいなんの感かん慨がいもなかった。エリカが与あたえてくれるものを、ただただ受け入れた。

　エリカは唇くちびるを離はなす。

「私は、自分の所有物以外に、こんなことはしません」

　納得した。

　ああ、確たしかに、自分はエリカに所有されているのだと。

「そのことを、あなたは努ゆめ々ゆめ忘れないでください」

　そうしてエリカは、口元をわずかに上あげた。

　カンナは知っていた。

　この微笑ほほえみに分ぶん類るいされるかも分からない彼女の表情は、最上級の喜びの表現であることを。
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「右みぎ腕うでだった俺おれが、エリカの君主としての動きを理解しているのは当然だろう？」

　余計なことを話す必要はないので、カンナはエリカと相当の時間一いつ緒しよにいたことと、エリカの後こう継けい者しやになったことを伝えただけだった。しかしそれだけの内容でも七なな海みは刺し激げき的てきだったのか、荷物だらけの生徒会室で七海は目を見み開ひらいていた。

「どうして？」

　七海はなぜか少し涙なみだぐんで、疑問を続ける。

「どうしてカナちゃんとエリカ様は敵てき同士になったの？」

　それは当然の疑問だろう。

　実際にカンナが七なな星ほし学園に入学したのは、エリカがいたからだった。京けい峰ほう中学で、エリカの後を見事なまでに支障なく引き継ついだカンナは、また右腕として働くつもりだった。

　それが、当たり前の行動だと思ったし、疑問も挟はさまなかった。

「拒きよ絶ぜつされたからだ」

　しかしエリカは、カンナを受け入れなかった。

「だからどうして!?」

「俺おれの能力が足りない、と見なされたからに決まっている。言っただろう。神楽かぐら坂ざかエリカは誰だれにも心を許さない。信じるのは、その人間の才能と本ほん質しつだけだと」




　　　　　　　　　■




　あのときのエリカの一言一句をカンナは憶おぼえている。

　忘れるはずもない。

　あのおとぎ話でも始まりそうな庭園に、入学した初日にカンナは向かった。卒業し、七星学園の寮りように入ったエリカに、カンナは電話の一本もすることはなかった。それがごく自然なことだと思った。例外は、ただ一通エリカから来た、庭園で待つというメールだけ。

　背もたれの高いガーテンチェアに、神楽坂エリカは座って待っていた。

　一年ぶりの再会。彼女はカンナが知っている頃ころよりも妖よう艶えんになり、迫はく力りよくを増していた。その姿を見て、カンナは再び、彼女の漆しつ黒こくの闇やみに囚とらわれるのだろうと覚かく悟ごした。

　エリカも、あのわずかに口元だけ上あげる笑みで、迎むかえてくれた。

　しかし、カンナがエリカ卒業後の京けい峰ほう中学のこと、入学試し験けんのことなどを報告しているうちに、徐々にエリカの様子は変わっていった。そして、避さけられない事態があり、Ｆランクになってしまったと告げたあたりから、露ろ骨こつに態度は変わった。

　そうしてエリカは言った。

「終わりですね」

　黙だまったままのカンナに、エリカは続ける。

「京峰中学ではあなた以外に私の右腕として素そ養ようのある人間はいませんでした。しかし、七星学園ではあなた以上に、わたしの右腕としてふさわしい人間が数名います」

　しかしカンナは、自分以上にエリカの右腕になれる人間はいないという自負があった。

　だからカンナはそれをそのまま伝えた。

「勘かん違ちがいしていませんか？」

　淡たん々たんと言う。

「私も、あなたも、一人でしょう？」

　その言葉を言われた瞬しゆん間かんだ。

　それまでエリカの右みぎ腕うでとして働くこと以外の選せん択たくを思い描えがいていなかったカンナは、すぐにエリカと戦う覚悟を決めた。カンナ自身も信じられないほどの切り替かえの早さだった。

「ああ、あなたは私と戦う気持ちになったのでしょう。ですがやめておいた方が賢けん明めいです。私はあなたの思考をすべて理解しています。なぜならあなたの思考は、私が教え込こんだものだからです。あなたのどんな行動も、すべて私は読み切ってしまうでしょう。残念でしょうが、私相手にあなたは無力なのです」

　エリカは吐はき捨てる。

「あなたは君主になることを諦あきらめ、その本ほん質しつ通り、一人でいればいい」

　それで終わりだった。

　それだけで、エリカはカンナを簡かん単たんに切り捨てたのだ。

　エリカはいつも通りの無表情で、カンナの元を去った。

　あまりにあっけない幕まく切ぎれ。

　カンナにとってエリカはすべてだった。つまりすべてが終わった。そのすべての終わりを、しかしカンナは、あっさり受け入れた。闇やみに囚とらわれていた視界が戻もどり、極ごく彩さい色しきに染まっていた風景は戻り、その物足りなくなった外部からの刺し激げきに、すぐに順応した。

　カンナは確たしかに彼女に囚われていた。自然と彼女のためにすべてを捧ささげようとした。

　しかし彼女は違ちがった。他人に囚われたのはカンナだけであって、エリカは孤こ独どくであり続けた。

　藤ふじ白しろカンナにとって、神楽かぐら坂ざかエリカは特別だった。

　神楽かぐら坂ざかエリカにとって、藤ふじ白しろカンナは特別ではなかった。

　ただ、それだけの話だ。




　それを理解しただけで、藤白カンナは、漆しつ黒こくの闇から解放された。
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（しかし、エリカは正しい。エリカの言うことは、すべて正しい）

　静まりかえっている生徒会室で、カンナは考える。

（俺おれが、俺のままでいたのでは、エリカを超こえられない。エリカの予想の範はん囲い内ないの行動しかできず、敗北するだろう。それを忘れていた。俺は慢まん心しんしていた）

　最善の策を分かっているのに、使わないことはできない。

（エリカが自分にしたような、信しん頼らいを利用することはしない？　エリカと同じことはしない？　何を甘あまいことを抜ぬかしている？）

　カンナは左手でピストルの形を作る。

（エリカと同じこともできずに、エリカを超えることはできない）

　こめかみに左手の人差し指を押おし付ける。

　そうして決意する。自分の心を痛めても、最善の手を打つことを決意する。

「七なな海み。俺おれは決めた」

「……なにを？」

「乙おと坂さか芽め依いを、エリカのレイティングバトルを知るために、犠ぎ牲せいにする」

「……え？」

（ああ、これで俺は、罪悪感に苦くるしみ続けることになるのだろう。だが、これがベストの選せん択たくだ）

　苦しもうが、カンナは頂上の座を求める。

　常に自分の先を行き、かつて自分を支配していた神楽坂エリカを倒たおし、超こえる。

　カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、自分だけが見えるよう、パーソナルモードでエアリアルを開ひらく。そこに『ライオン』と赤い文字で落書きした、中学時代のエリカの写真を表示させる。

　それを見、改めて思うのだ。

　神楽坂エリカは孤こ高こうのライオンであり。

　藤白カンナが目指すものもまた、孤高のライオンだ。

　そして、ライオンは二に匹ひきもいらない。
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　カンナが芽め依いを利用することを決意した、一週間後の午後六時前。

　礼らい羽は佐さ里り──神楽かぐら坂ざかエリカが率いるフレンズ７の中で序列一位であり、実じつ質しつ的てきな右みぎ腕うででである彼女──は、エリカが住んでいる洋よう館かんの前にいた。

　思わず、と言った具合に、形のいい唇くちびるを開ひらく。

「ふ……まったく、いつ来ても」

　圧あつ倒とうされる。

　Ｓランクの人間は、超ちよう高層ビルのサウスモノポリータワーだけでなく、一いつ軒けん家や住まいを選せん択たくすることができる。つまり、七なな星ほし学園から提供されるこの洋館に住むことができるのは、Ｓランクの人間だけ。エリカ以外の人間は【七君主】であることを隠かくしているので、住むことができるのは実質エリカだけとなる。

　まさに、神楽坂エリカの館やかた。

　まるでヨーロッパからそのまま運んできたような、レンガ色の、一人で住むにはあまりに大きすぎる館。単独でも異質な建物であるのに、七星学園特区は未来的な雰ふん囲い気きがあるため、高台の上にある旧世代的な館はなおのこと目立つ。ささやかだが見事に整ととのえられている庭は、第二校舎のあの庭園を彷ほう彿ふつさせ、美しい。

　駐ちゆう車しやスペースには、リムジンが止まっている。学園からこの館が少し遠いこともあって、学園側からエリカ専用の車が用意されているのだ。リムジンの運転手に、数人の給仕が館に配置されているのもＳランクの特とつ権けんだ。

（しかし、【傲ごう慢まん】の称しよう号ごうを奪うばわれるようなことがあれば、次の日にはここにはいられなくなるのだな）

　そう考えると、ここが砂上の城のようにも思えてくる。ただ触ふれるだけで崩くずれる、脆もろく美しい館。

　だが佐里は首を振ふって、その考えを払はらう。

（【傲慢】を奪われる？　エリカさんには万が一にも起きないことだ）

　佐里は理解している。

　神楽坂エリカは、特別だ。

　丸みを帯びたステンドガラスからは、オレンジ色の柔やわらかい光が漏もれている。

　そこにエリカがいると思うと、佐里はわずかに身体からだが強こわばってしまう。序列一位になってからは、毎日顔かおを合わせているというのに、いまだ彼女への緊きん張ちようが消えることはない。

　かつては佐里も、【七君主】になることを目指していた。しかし、あれだけの人間を近くで見続けていることで、そんな意い識しきは自動的に消えていた。自分とは、あまりに君主としての素そ養ようが違ちがいすぎる。

（わたしの価値は、エリカさんをどれだけ支えられるかになった。【傲ごう慢まん】の座をあの人から奪うばうなどと、それこそ傲慢な考え。……まったく他の【七君主】もそのことに早く気付くべきだ。あの人の圧あつ倒とう的てきな君主の才にひれ伏ふし、その称しよう号ごうを差し出すべきだ）

　佐さ里りは玄げん関かんの大きな扉とびらの前にたどり着く。館やかたにはいささか無ぶ粋すいな監かん視しカメラを睨にらみ上あげ、チャイムは鳴らさずに、ＣＣＣシートリプルモバイルを使いエリカの通信ＩＤに連れん絡らくする。

「佐里です。館に到とう着ちやくしました」

『分かりました。どうぞ入ってください』

　言われ、佐里は館の大きな扉を開あける。玄関に備え付けてあるＣＣＣシートリプルモバイルの解除装置の機き械かい的てきで仰ぎよう々ぎようしい様は、監視カメラ同様この館には不ふ釣つり合いだ。

　すでに勝手知ったる館。佐里はシャンデリアが待ち受ける広いリビングに、迷わず真っ直すぐに向かう。

　ノックをし、扉を開ける。

　神楽かぐら坂ざかエリカは、黒革のソファーの上うえに座っていた。

「────」

　いつもの定位置だ。いつもの光景だ。佐里がいる間は、糸で縫ぬい付けられているように、エリカはそこを動かない。しかし、どんなに見慣れていても、緊きん張ちようが生うまれるのだけは避さけられない。その美しさに感かん嘆たんしてしまうのも避けられない。

　無む意い識しきに止めてしまっていた息を吐はき出す。

　気持ちを落ち着けてエリカを見ると、家の中だが、ＣＣＣシートリプルモバイルを外さず付けていた。エリカは、インテリアショップに売っていてもおかしくなさそうな、趣おもむきのある洋書に目を落としている。

「お茶を淹いれましょうか？」

　エリカは洋書を閉じ、佐里の顔かおをそこでようやく初めて見る。

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです、エリカさん」

　これもいつものやり取り。佐里からすれば、エリカにそんな手を煩わずらわすわけにはいかない。かといって佐里が淹れようとすると、エリカは客人にお茶を淹れさせるのを嫌いやがる。

「どうぞ座ってください」と促うながされ、佐里はソファーの向かいにある、背もたれが高い椅い子すに座った。

　そこで柱時計の音が洋館に響ひびいた。午後六時になったのだろう。佐里の時間通りの到着に、エリカは少し満足そうに、口を開ひらく。

「さて、報告を聞きましょう」

　週二回の定期報告。一番初めに話す内容は決まっている。

　──藤ふじ白しろカンナのことだ。

「……あの……差し出がましいでしょうが、よろしいですか？」

「なんでしょう？」

「わたしはエリカさんが、藤ふじ白しろカンナをそこまで気にする理由が分かりません。確たしかに彼のステータスデータは高いですが、所しよ詮せんＦランクの一学生です。何かできるとは思えません。エリカさんが最さい優ゆう先せんで聞く理由はどこにあるのでしょうか？」

「ふむ」

　エリカは指を唇くちびるに触ふれ、考える。なんてことのない仕草だが、佐さ里りにはその行こう為いさえ優ゆう雅がに見える。

「少なくとも私は、確かく信しんしていることがあります」

　微び笑しようを浮うかべて、エリカは言う。

「彼は私に牙きばを剝むきます」

　それはいつも通りの淡たん々たんとした口く調ちよう。

「その牙が私に届くかどうかはともかく、牙を剝くことがはっきりしている相手を無視はできません」

　牙を剝くとエリカが言うのなら、それは事実だろう。

　しかし、それでも佐里は納得できない。

「エリカさんに牙を向ける愚おろかな人間は他にいくらでもいます。それだけではやはり、藤白カンナの優先順位が過分に高いと思わざるを得ません」

　エリカは納得しない佐里に、微笑ほほえみかける。

「これだけ言えば、あなたには分かるでしょう。中学時代に、彼は、私の右みぎ腕うででした」

「な──」

　確かにそれは、それだけで彼の危険性を表すに十分な事実だ。エリカの右腕を務められていたのなら、その能力は申し分がない。

　しかし同時に、彼への侮ぶ蔑べつも湧わく。

（……だとしたら、なんて愚かな男だ、藤白カンナ。それだけ近くにいた身でありながら、エリカさんに牙を向けようとしているだと？　過信にもほどがある。反はん抗こうしたところで、ただただ喰くわれると理解できもしないだなんて）

「佐里、そろそろ報告を」

「はい。すみません」

（自分の考えはいい。ただわたしはわたしの役目を果たそう）

　佐里はＣＣＣシートリプルモバイルのキーボードに触ふれ、テキストデータを表示させる。

「藤白カンナはここ三日、恋人の乙おと坂さか芽め依いと、その友人の七なな星ほし七なな海みと多くの時間を過ごしていたようです。前回もお知らせしたように、どうも七星七海との関係に違い和わ感かんはありますが、しかしこれといった変化はありません。友人関係も以前のまま変わりありません。藤白カンナは相変わらずＦランクには似つかわしくない優ゆう等とう生せいとして過ごしていて、特別におかしな行動は見られなかったようです」

「おかしな行動が見られなかった？　本当でしょうか？」

「はい？」

　それは普ふ段だん通りのエリカの反応ではない。報告自体を疑うなど、今までのエリカにはなかったことだ。

「……すみません。わたしが直接、藤ふじ白しろカンナを見ているわけではないので、報告通りお伝えすることしかできません。彼を監かん視ししているのは同じＦランクの生徒になっていますし、あまり優ゆう秀しゆうな監視員とは言えません」

「そうですか。……彼が、【アーバンライオン】の生徒の前では、尻尾しつぽを出さないでいると考えるのが自然でしょうね」

　エリカは右手の人差し指で、軽くこめかみを突ついた。こめかみを押おすのは、彼女の考えるときの癖くせだ。

（異変がなかったことに引っかかっているというのは、藤白カンナが何か行動に出ていると感じたからか？）

　疑問はあるが、それは尋たずねず、佐さ里りは自分の義務を果たすために他の報告を続ける。他のクリークの動きはないか、【アーバンライオン】内での不ふ穏おんな気配はないか、Ａ、Ｂランクの生徒の中で危険な人物はいないかなどの、定期報告をした。

　聞き終え、エリカは言う。

「すべて、私の想定内ですね」

　しかしエリカはこめかみから指を離はなさず、こんなことを佐里に尋ねる。

「【アンチリヴァイアサン】の情勢はどうですか？」

「ゆるやかに人数を増やしているようですが、それだけです。特に脅きよう威いに思う点はありません」

「それはあなたの意見ですか？」

「はい。……何か【アンチリヴァイアサン】に引っかかる点でも？」

　佐里としては、セブンクリークですらない【アンチリヴァイアサン】は、エリカが気にするようなものではないと思っている。

「そうですね。エフという男の行動理念が気になります。目的が公表しているとおりの、七なな星ほし学園への反対活動ならまだいいのですが、もし──」

　そう口にしたとき、チャイムが鳴った。

　エリカは素早く目の前にエアリアルを表示させる。パーソナルモードになっているエアリアルの形態だと佐里からは見えないが、おそらく玄げん関かんの監視カメラの映像──チャイムを鳴らした相手を見ているのだろう。

　エリカは珍めずらしく、口を開ひらいて笑みを浮うかべる。

「客人です」

　エリカは立ち上あがる。お茶を淹いれるとき以外に、黒革のソファーから動かないエリカが立ち上がることは、事態の異常さを示している。

　佐さ里りはこれから起こることを察し、わずかに口元を強こわばらせた。

「佐里」

　それを見み透すかしたかのように、エリカは言う。

「逃にげてもいいのですよ」

　冗じよう談だんだか分からない、真ま顔がおでの冗談。

「…………」

　佐里は先ほどエリカが浮うかべていた口を開ひらいた笑顔を見て、こんなことを考えていた。

（肉食動物にとって笑いに見える表情は、自分の牙きばを見せて、威い嚇かくする行こう為いだと聞いたことがある。だとすると先ほどのエリカさんの表情は──）

　相手を喰くらうための、ライオンの顔だ。




　　　　　　　　　■




　礼らい羽は佐里は、エリカがその地位を引きずり下おろされることなど万が一にもないと思っている。しかしそれでもその地位を脅おびやかす存在を挙げるとすれば、真っ先に彼女の名前を出す。

「辛しん気きくさい屋や敷しきに辛気くさい無表情の人形二つ。まったく、不ふ愉ゆ快かいというのはこういうことを言うのよね」

　明あき山やま桜おう華か。

　エリカと佐里ほどの人物を、辛気くさい人形だと不ふ遜そんにも言う、彼女の名前を。

　佐里は思わず、彼女から放たれるエネルギーに、目を細める。

　桜華の存在感は、彼女の身長が１８０センチあり、グラマラスな身体からだをしていることを差し引いても、他の人と群を抜ぬいて違ちがう。彼女が通り過ぎれば、つぼみも花開くのではないかと思うほど、華はなやかな女性だ。その美び貌ぼうと能力を自覚し、溢あふれ出る自分への自信が、彼女を輝かがやかせているのだろう。

　実際、そのステータスデータも『Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ａ、Ｃ、Ａ、Ｂ』と、かなりのものだ。フレンズ７で序列一位に上のぼり詰つめた佐里の、『Ｂ、Ｂ、Ｅ、Ｃ、Ｃ、Ａ、Ｃ』よりも総合的に高い。

「佐里。まさかあなたが序列一位になるとは考えもしなかったわ。あなた、そもそも初めはユリア派だったじゃない。鞍くら替がえしたかと思えば、まんまと隣となりに居座るなんて、本当にうまくやったのね。一体どうやったのかしら？　大好きなエリカ様の脚あしでも舐なめたのかしら？」

「…………」

　他の人が相手だったら、「舐めていませんが、命令でしたら舐めます」ぐらいのことは言っただろうが、相手が相手だ、佐さ里りは押おし黙だまった。この前まで従っていた相手に、どう切り返していいのか分からない。

　明あき山やま桜おう華かは去年まで【アーバンライオン】で、エリカを差し置き、実じつ質しつ[image: ]２だった女性だ。

　当時の【アーバンライオン】は先代【傲ごう慢まん】の下したに三つの派は閥ばつ──桜華派、エリカ派、ユリア派──と分かれており、最大の派閥はエリカ派ではなく桜華派の方だった。彼女が三年（当時二年）であることもあり、桜華が先代に後こう継けい者しやとして指名されると見られていた。

　だが、実際に先代が選えらんだのは、エリカだった。

「本当に居心地が悪いわここ。監かん獄ごく棟とうの方がいささかマシってぐらいにね」

　その桜華は、今やＦランクの学生だ。

　そうなるよう仕向けたのは、他でもないエリカである。

　なれると思っていた【傲慢】に先代から指名されず、当然面おも白しろくなかった桜華は、エリカがスムーズに組そ織しきを運営するのを邪じや魔ましようとした。

　が、そんなことをエリカが野放しにするはずもなかった。

　エリカは迅じん速そくに桜華をおとしめる罠わなを張り、懲ちよう罰ばつ処分Ａをくらわせ、Ｆランクに落とした。そうして桜華の求心力を失わせた。さらに【七君主】の権けん限げんを使い、クリーク内のルールによって、残っている桜華派を追いつめた。次々に桜華派は罰を受け、派閥は維い持じできなくなり、壊かい滅めつした。その容よう赦しやないやり口に、桜華派だけでなく、ユリア派や、それどころかエリカ派である佐里たちも恐きよう怖ふしたものだ。

　今だからこそ佐里は思うが、それは元々エリカのプランだったのだろう。桜華派を徹てつ底てい的てきに弾だん圧あつすることで、ユリア派を吸収し、派閥を一元化して、すべて自分の下に置くように調ちよう整せいしたのだ。実際そうすることで、【アーバンライオン】は先代の頃ころよりまとまりを見せている。

　つまりエリカは、自分の反はん抗こう分子にしかなり得ない桜華を、虐しいたげることで利用したのだ。

　計画的に自分が追いつめた相手に、エリカは言う。

「桜華さん、しばらくぶりですね。お茶でもいかがですか？」

　いつも通り表情を変えずに。

「いただくわ。ちゃんと人数分用意しなさいよ。七人分ね」

　七人。

　彼女は、そう言った。

　それを合図に、リビングの前に待たい機きしていた六人が、この場に乗り込こんでくる。二人では十分過ぎる広さがある洋よう館かんのリビングも、これだけの人数が集まれば、さすがに少し窮きゆう屈くつに感じる。

　佐里が見たことのある顔かおぶれがほとんどだった。消滅した桜華派の残党だろう。佐里は顔を見ると同時にステータスデータを見たが、その数値はいずれも高い。

　いつか報復に来るとは思っていた。

　そしてそれが今だ。

　桜おう華かはクーデターにやってきたのだ。

「────！」

　だが、それよりも驚おどろいた事実がある。

「エリカさん」

　佐さ里りは呼ぶが、エリカは視し線せんをよこしもしない。わざわざ言わなくても分かっている、ということだろう。

（どうして彼女が……？）

　ここにいるのはこれからエリカと戦う人たち。しかしなぜかその中に、本来無関係のはずの、知った顔かおがいる。

　それは──乙おと坂さか芽め依い。

　藤ふじ白しろカンナの恋人としてマークしていた人間。その人物がいることを当然エリカも疑問に思っているだろうが、そのことはおくびにも出さず、桜華に話しかける。

「……桜華さん、お尋たずねしますが、あなたがレイティングバトルを私に挑いどみ、【強欲】の座を奪うばおうとしているのは分かります」

「奪うだなんて失礼ね。それは本来あたしのものよ！」

　どうやらそれは本気で言っていた。

　佐里はその傲ごう慢まんさに呆あきれる。桜華はエリカが卑ひ怯きような手段で、【傲慢】を横よこからかっさらったと本気で思っているのだろうが、ただ才覚の差を先代が評価しただけだ。

　エリカも呆れているだろうが、その感情は出さず、会話を続ける。

「ＡランクならばＳランクと同列と見なされ、バトルを挑むことは可能ですが、あなたは現在Ｆランクです。私がレイティングバトルに応じなければ、バトルをすることはできません。では、あなたはどうして、私がレイティングバトルに臨のぞむと思っているのですか？」

「確たしかにそうね。あたしがあなただったら、メリットもなく、しかも負けるかもしれない勝負にわざわざ挑んだりしないわ」

　桜華は髪かみをかき上あげながら、続ける。

「しかし、あなたはこの戦いに臨むのよ」

　不ふ敵てきに微笑ほほえみ、言う。

「この子がいるから」

　そう言って桜華が肩かたを引っ張り、前に出したのは、乙坂芽依。

　佐里は怪け訝げんに思う感情を隠かくしきれず、眉まゆをしかめる。

（藤白カンナの恋人が、どうしてエリカさんの戦う理由に？）

　芽依は腹を据すえてやってきたのだろう。しっかりとエリカを見据えて、言い放つ。

「神楽かぐら坂ざかさんが明あき山やまさんにレイティングバトルをし、勝利したのならば、わたしが【強欲】の正体と、エフの正体を明かします」

　佐さ里りは眉をしかめたままだ。

（それが交こう換かん条件？）

　佐里にはそれがそこまで魅み力りよく的てきな話には思えなかった。【強欲】の正体はある程度は絞しぼれているし、エフの正体などどうでもいいことに思えたからだ。

　だが、エリカは即そく答とうする。

「いいでしょう。それが事実ならば、私はバトルに臨のぞみます」

「ふ、あなたならそう言うと思っていたわ、エリカ」

　佐里はどうして桜おう華かがそこまで自信満々なのか分からず、エリカを見る。

　桜華はそんな佐里を、バカにするように見み下おろす。

「佐里、あなたは愚おろかにも分からないようね。いいわ、あたしが直々に説明してあげる。エリカはもちろん【強欲】の正体も知りたいけれど、それ以上にエフの正体を知りたいのよ。今後のためにね」

「エフが今後、エリカさんの行く手を阻はばむとでも？」

「少なくともエリカはそう考えているようね」

　エリカは佐里を一いち瞥べつする。それだけでその答えが肯こう定ていであることが、右みぎ腕うでである佐里には分かった。

（そういえば先ほども、エフの行動理念が気になると言っていた。エリカさんはエフを警けい戒かいしているのだ）

　エリカは芽め依いに目を向ける。

「あなたに聞いてもいいでしょうか？　どうしてあなたは桜華さんに協力をしているのです？　ましてや自分の君主である【強欲】の危険を晒さらしてまで」

　それには、芽依ではなく桜華が代わりに答えた。

「簡かん単たんな話ね。利害の一いつ致ちというやつよ。エリカ、あなたは【強欲】の座も狙ねらっているわね？　それを【強欲】の側も察しているのよ。あなたに対して身の危険を感じているわけ」

「そうなります」

　芽依は無表情でこくんと頷うなずく。

「一方あたしは、【傲ごう慢まん】以外の称しよう号ごうはいらないわ。ただただ称号をたくさん集めたところでなんの意味もないもの。この先あたしが輝かがやかしい未来を歩むためには、【傲慢】があれば十分。つまり、あたしは【強欲】に危害を加えない。【強欲】にとっては、あたしが【傲慢】の方が、都合がいいというわけ」

　エリカはその説明を聞いて、右手でピストルの形を作り、自分のこめかみに押おし当てる。

（エリカさんは考えている。わたしはそこまで彼のことを評価していないが、きっとそうだ。エリカさんは、この事態に藤白カンナの意図がどれだけ食い込んでいるか、考えている）

「そんなことより、お茶はまだかしら？　おしゃべりさせるもんだから喉のどが渇かわいたわ」

　桜おう華かはそんなことを言って、髪かみをかき上あげる。

「そうですね。では、ここにいる人数分、お茶をご用意いたしますね」

　エリカは紅茶を淹いれにキッチンへと赴おもむいた。その前に佐さ里りに視し線せんをよこす。それだけで佐里は、命令をくみ取る。

　キッチンに消えたエリカの代わりに、佐里は桜華に質しつ問もんをした。

「桜華さん、聞いてもいいですか？」

「何かしら？」

「あなたは藤ふじ白しろカンナという男をご存じですか？」

　よっぽど質問が意外だったのだろう。桜華はこの緊きん張ちよう感かんのある場に似つかわしくないほど、かわいらしく目を丸くした。

「藤白カンナ？　…………誰だれかしら？　……ああ、思い出したわ。あたしのファンの男ね」

「ファン……ですか？」

「ふん、【傲ごう慢まん】はあたしにこそふさわしいって、監かん獄ごく棟とうにいるときに近寄ってきたのよ。そんなのは当たり前のことだけど、言われて悪い気はしないわね。いつかチャンスを作りますって言ってたけど、ま、そんな戯ざれ言ごとには耳を貸さないわ。実際ここまで何かしてくれたわけじゃないし」

　そんなことはないだろう。なぜならここにカンナの恋人である芽め依いがいるのだ。

　どうやら桜華は、ここにカンナの意図が入っていることにさえ気付いていないらしい。

（最近の行動を追いかけても、引っかからないわけだ。桜華さんが監獄棟にいた時期と言えば、四月の初めだ。その時期は、【アーバンライオン】をまとめるのに手て一いつ杯ぱいで、藤白カンナの動向を追いかけることはしていない）

　ここまで材料があれば、佐里は推理できる。

　おそらく藤白カンナは、【傲慢】の後こう継けい者しや争いがあり、そこに揉もめごとがあったことを早くから予測していた。エリカの手口を知る彼は、エリカによって潰つぶされた人間がいると予測していて、現に桜華を見つけた。そして、そこから起こる火種に目を付けていた。

　そうして今、乙おと坂さか芽依を使い、その火種に燃料を注つぎ込こんだ。

　佐里は、ようやくここに来て、藤白カンナの不気味さを理解し始める。

（こんなことエリカさんと同じ発想ができなければ、起こせるはずのない行動だ。彼にはそれができるというのか）

「さて、もう質問はいいわよね？」

　キッチンの奥で作業をしているエリカに向かって、桜華は声を張り上げる。

「条件は吞のんだわね？　明日の放ほう課か後ご、バトル棟で勝負を決するわよ。……はあ、にしても本当に喉が渇いたわ。早くお茶を用意しなさいよ、エリカ」

　佐さ里りはその言葉に引っかかり、つい口を開ひらく。

「一つ、忠告があります、桜おう華かさん」

「あなたごときから受ける忠告なんてないでしょうが、言ってみなさい？」

「わたしはあなたが今日、この洋よう館かんに来ることをエリカさんに報告していました」

「は？」

「それに対してエリカさんはこう言いました。『すべて、私の想定内ですね』と」

　桜華がその言葉の意味を理解する前に、エリカが現れる。人数分の紅茶をのせた台車を押おしながら、彼女は言う。

「この館やかたにいる人数分。十五人分の紅茶が淹いれ終わりましたよ」

　そうしてリビングに現れる。

　このために洋館の他の部屋に控ひかえていた、フレンズ７、全員が。

　序列二位、持もち田だユリア、ステータスデータ『Ｂ、Ｂ、Ｄ、Ｂ、Ａ、Ｄ、Ｂ』

　序列三位、須す影かげ莉り々り、ステータスデータ『Ａ、Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ａ、Ａ』

　序列四位、星ほし宮みや詠えい子こ、ステータスデータ『Ｃ、Ａ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｃ、Ｂ』

　序列五位、鴻こうの巣す桃もも、ステータスデータ『Ｂ、Ｃ、Ｆ、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｃ』

　序列六位、種足たなだれクリス、ステータスデータ『Ｄ、Ｄ、Ｅ、Ａ、Ｂ、Ａ、Ａ』

　序列七位、高たか柳やなぎ舞まい耶や、ステータスデータ『Ｃ、Ｃ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｃ、Ｅ』

　彼女たちは優ゆう雅がな笑みを携たずさえて広がり、桜華たちを取り囲む。まるで逃にげ道を塞ふさぐように。

　エリカは狼ろう狽ばいを隠かくせない桜華たちを見ながら、自分のティーカップを手に取り、黒革のソファーに腰こし掛かける。まるですべてを見通すようにリビング全体を一望すると、優ゆう美びなる仕草で紅茶を口に含ふくむ。

「明日の放ほう課か後ご、バトル棟とうで──と桜華さんは言いましたが、せっかく人数が揃そろっているのです。今日、この場で結構ですよ、桜華さん」

　エリカはＣＣＣシートリプルモバイルを掲かかげる。

「さて、始めましょう」

　エリカはそう言って、ＣＣＣシートリプルモバイルの、第七ボタンを押す。




「レイティングバトル[image: ]27、《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》」




　エリカの言葉に呼応するように、巨きよ大だいなエアリアルがリビングに表示される。画面に映るのは、ピエロの格好をしたＳＤキャラが、フルフェイスの兜かぶとを着けたＳＤキャラの騎き士しに、一人ずつ首を刎はねられていく映像だ。映像はかなりコミカルに演出されているが、だからといってその行こう為いの残ざん虐ぎやく性せいが消えるわけではない。次々に、機き械かい的てきに刎ねられる、ピエロの首。

　レイティングバトルはランクの高い人間のもので戦わなければならず、しかも上うえのランクから挑いどまれたバトルは拒きよ否ひができない。Ｓ、Ａランクでなく、Ｆランクの桜おう華かは、バトルを了りよう承しようするかどうかさえ尋たずねられることなく、バトル相手として決定する。

　この戦いから逃のがれられない。

『神楽かぐら坂ざかエリカに使われたい方は第一ボタンを、明あき山やま桜華に使われたい方は第七ボタンを押おしてください』

　ＣＣＣシートリプルモバイルから発せられた音声は、洋よう館かんの中で反はん響きようし、独特の不気味さを醸かもし出している。

《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》は、簡かん単たんに言えば、七人同士でステータスデータを争うバトルだ。こちらは人数が余計に一人多い。エリカに押さなくてもいいと指示された高たか柳やなぎ舞まい耶や以外が、参加するために第一ボタンを押す。

　血を流した七つのピエロの首の映像が切り替かわり、十四人の名前とステータスデータが画面に表示される。それぞれのステータスデータの横よこには、本人にそっくりな、剣けんを持ち、鎧よろいを着込こんだ、ＳＤキャラが表示されている。それぞれのＣＣＣシートリプルモバイルから出現しているエアリアルにも、本人に似たＳＤキャラが表示されていた。

　大画面の映像がまた切り替かわる。

　首を斬きられたピエロがアップで映し出され、喋しやべる。

『斬首されるのは誰だれかな？』

　機き械かい的てきなピエロの笑い声。

　チャキ──という効果音と共に、すべてのキャラクターが、剣けんを構えた。




　そうして。

　レイティングバトル、《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》は始まった。




「…………くっ！」

　フレンズ７に取り囲まれ、思おも惑わくを見破られ、すっかり自分のペースを乱された桜おう華かは、焦あせっている様子を隠かくし切れていない。

[image: ]

　佐さ里りは確かく信しんする。

（わたしは、何をこんな女に警けい戒かいしていたのだろう？）

　この女、明あき山やま桜華は──

　神楽かぐら坂ざかエリカの餌えさだ。




　　　　　　　　　■




　果たして十五分後、そこには愕がく然ぜんと膝ひざを突つく桜華がいた。彼女のすぐ近くにあるエアリアルには、首と胴どう体たいが離はなれ、血で溢あふれかえる死体となった、桜華に似たキャラクターが表示されている。

「────ぁ」

　青ざめた顔かおの桜華は、うめき声を上あげる。

　突き付けられた結果に目を見み開ひらき、愕然としている。

「噓うそ……なんでこんなに簡かん単たんに……」

　佐里はそんな桜華を見み下おろす。エリカの餌となった桜華にはもう、憐あわれみしか感じない。

（ああ、そうだ。エリカさんに勝てると思っていたこと自体が、この人の愚おろかなところだ）

　君主としての資し質しつが桁けた違ちがいであることに気付いていない。その時点でもう、勝ち目なんてなかったのだ。

「……な、何か卑ひ怯きような手を使ったに違いないわ。そうじゃないとこれだけ一方的にやられるなんて腑ふに落ちない！　そ、そうよ。さてはＣＣＣシートリプルモバイルを違い法ほう改造して、相手の心しん拍ぱく数すうや発はつ汗かん量りようを調しらべられるようにしたのね！　それであたしの心を読んだに違いないわ！」

　見み苦ぐるしい。佐里は少し前まで恐おそれまで抱いだいていた相手に、そう思う。

（レイティングバトル前に、フレンズ７を登場させ、動どう揺ようを誘さそったことで、バトルにおける思考を単純化させたことにも気付いていない。本当にこの人はこの程度だったわけね。……いえ、相手がエリカさんだからそう見えてしまうのかもしれないけれど）

「何か言いなさいよ、エリカ！」

　膝ひざを突ついたままの桜おう華かを、エリカは見み下おろす。その目には感情が見えない。おそらく、負け犬と会話をする必要性を感じていないのだ。

　エリカは決められた作業のように、ＣＣＣシートリプルモバイルの第一ボタンを押おす。

「《Ｓインストラクト》、私と口を利くことを許さない」

「な──」

　こうされてしまえば、桜華はもう押し黙だまることしかできない。

　エリカはＣＣＣシートリプルモバイルに触ふれ、桜華と今後レイティングバトルができないようにするため、ブロック登とう録ろくをした。桜華を一いち瞥べつさえすることなく、そのすぐ横よこを通り過ぎる。桜華は惨みじめにも顔かおをうつむかせて、拳こぶしを握にぎりしめ、エリカの態度に耐たえている。

　もうエリカは桜華に用はない。

　この場でエリカのするべきことは一つ。

「さて」

　エリカが近寄り、正面に見み据すえたのは、乙おと坂さか芽め依い。

　佐さ里りは芽依を見て思う。

（藤ふじ白しろカンナは乙坂芽依に演技指し導どうもしておくべきだった）

　芽依は、桜華が連れてきた他の者とは違ちがい、桜華の敗北に顔色を変えていない。初めからエリカしか意い識しきしていない。これでは桜華が負ける想定でいたことが丸わかりだ。

「教えてもらいましょう」

　エリカはすべてを見み透すかすようなその視し線せんを向け、言う。

「【強欲】並びに、エフの正体を」

　芽依がエリカの強い視線に、息を吞のんだのが分かった。本来は気弱な人間なのだろう。エリカを前にして、その性格がにじみ出てしまっている。芽依はかなり無理をして、『誰だれか』のためにこの場にいるのだ。

　その『誰か』への気持ちは相当強いのだろう。芽依は唇くちびるを震ふるわせながらも、意思をしっかり持った目で、エリカを見つめ返す。

「はい、ちゃんと言います。【強欲】の正体は、七なな星ほし七なな海み──」

　そこに意外性はなかった。佐里とエリカの間でも、出ていた名前だ。

　しかし、芽依の言葉は続く。

「ではなくなって」

　そうして佐里にとって、驚おどろくべきことを言った。

「藤白カンナ、です」

（──なんだって？）

　しかし、まだ芽依の言葉は続く。

「そして、エフの正体もまた、藤ふじ白しろカンナです」

　その驚おどろくべき言葉の連続に、佐さ里りは思わずエリカの顔かおを窺うかがった。

　エリカの表情は相変わらず無表情だったが、右手でピストルのような形を作り、こめかみを押おす、いつものあの癖くせを見せていた。

　このことは、エリカも予想していなかったのだ。

「……それは事実なのでしょうか？　証明できますか？」

「はい。わたしは《絶対契けい約やく》により、事実を話すことしかできません。明あき山やま桜おう華かが負けた場合、【強欲】、エフの正体について、自分の知る事実を話さないといけません」

　芽め依いはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、《絶対契約》についての画面を見せる。どうやら《絶対契約》とは、破れない取り決めを作る、【強欲】の特とく殊しゆスキルのようだ。そうなれば間ま違ちがいなく、芽依は噓うそを吐ついていない。

（乙おと坂さか芽依は藤白カンナの恋人だ。その正体について知っていてもおかしくない。だが、問もん題だいはそこではない）

　佐里は顎あごに手をやり、考える。

（おそらく藤白カンナの目的は、乙坂芽依を通じて、エリカさんのレイティングバトルの種しゆ類るいを知ることだ。そして同時にエリカさんがどう戦うか、それも知ろうとしている。それは間違いない。しかし、どうもそれだけではない。なぜなら芽依は──つまり芽依に指示したであろう藤白カンナは、桜華さんの敗北をきちんと予想していた。なのに【強欲】と、エフの正体を明かすよう芽依に仕向けている。つまりこれはこうならないか？）

　佐里は、こう結けつ論ろんを出す。

（藤白カンナは、自身の正体について、敢えて明かすつもりでいたということに）

　だが、どうしてそんなことをする必要があるのか？　どう考えたって、隠かくした方が都合がいいだろう。これではまるで、自分を攻せめてくださいと言わんばかりだ。

　しかし、佐里が悩なやんでいるのをよそに、エリカの表情は変わる。

「なるほど、そういうことですか」

　そしてエリカは──ああ、機き嫌げんがいいときにだけ見せる、微笑ほほえみを見せるのだ。

（なんだ？　どうしてエリカさんはあんな顔をしている？）

　ふとよぎる。藤白カンナが、エリカの右みぎ腕うでであったこと。

（エリカさんが私情に流されるところなんて見たことはない。けれど、この様子はまるで、藤白カンナが仕し掛かけてきたことを楽しんでいるみたいだ）

　だけどすぐに佐里は首を振ふって、その考えを否ひ定ていする。エリカに限って、楽しむなんてことはあり得ない。

「……エリカさん、すみませんが、どういうことか教えていただけませんか？」

「佐里。あなたは理解していないようですが、【七君主】の一つと、【アンチリヴァイアサン】を押おさえられることは、私たちにとってかなり不都合なことです」

「そう……なんですか？」

　あまり佐さ里りにはしっくりこないが、エリカが言うのならばそれは真実なのだろう。

「それらを同時に押さえてしまった人間を知ってしまった。そうなれば、私の次の行動は決まります」

　エリカはまた微笑ほほえみ、言い放つ。

「どうやら藤ふじ白しろカンナは、早期対決を望んでいるようですね」

　つまり、こういうことだ。

　藤白カンナは、自らエリカに挑いどみ掛かかったのだ。

　なんて無む謀ぼう。

　なんて愚おろか。

　普ふ段だんの佐里ならば、そう考えただろう。そんなことは自殺志し願がんと同じだ。

　しかし──

　佐里はこのリビングを見み渡わたす。

　そこには敗者として膝ひざを突つく、明あき山やま桜おう華かがいる。かつて【アーバンライオン】で実じつ質しつ[image: ]２だった彼女が情けなく膝を突いているのは、もちろんエリカが倒たおしたからだ。

　だが、それだけではない。

　その状じよう況きようを作り上あげたのは、藤白カンナでもある。

　ある意味、エリカと藤白カンナの二人が、この状況を作り上げたとも言えるのだ。

　藤白カンナは恋人の乙おと坂さか芽め依いを道具のように使い、かつて【傲ごう慢まん】に最も近かった桜華をよりにもよって利用し、自分が【強欲】であり、エフであることを伝えた。自分の能力を見せつけた。

「藤白カンナを、本格的に潰つぶしにかかります」

　この一連の動きは、すべて──

　神楽坂エリカへの宣戦布告をするため。




　この計画性、行動力を見て、無謀だと、愚かだと笑えない。

　その執しゆう着ちやくは、ほとんど狂きよう気きだ。

　だから佐里は、エリカがその狂気に絡からめ取られる可能性を、完全に否ひ定ていすることがどうしてもできなかった。




　　　　　　　　　■




　明山桜華を芽依越ごしにそそのかし、エリカに襲しゆう撃げきさせた次の日の放ほう課か後ご、カンナはサウスモノポリータワーⅢの最上階、つまり四十五階の部屋にいた。カンナからしてみれば悪あく趣しゆ味みにしか思えない、ピンク色のソファーに腰こし掛かけながら、考えを整せい理りする。

（これでエリカは、俺おれのことを無視できない。俺がレイティングバトルを望めば、応じるしかない）

　カンナは、左のこめかみに突つき刺さしていた、人差し指を離はなす。

（決戦の日はすぐだ）

　芽め依いを使い、明あき山やま桜おう華かを動かす策は、カンナの予想以上に都合良く事が運んだ。

　少し前までただのＦランクだったカンナには、エリカの視界に入ることさえできなかった。

　しかし今や、エリカを戦い、倒たおすチャンスを得ている。

【強欲】の称しよう号ごうを得てから、状じよう況きようは劇げき的てきに変わったのだ。

（順じゆん調ちよう。まさに順調だ）

　だが──

「カンナくん、わたし、頑がん張ばったよ」

　カンナの隣となりに座る芽依の顔かおを、カンナはできる限り見たくない。自覚はしている。カンナはかつて、エリカが自分にしたことと同じ行こう為いをしてしまった。自分への絶対の信しん頼らいを利用し、道具のように扱あつかってしまった。しかもその信頼は、本来はエフに抱いだいている『虚きよ構こう』の信頼だ。

（自分の良心には従う……つもりだった）

　だが、カンナはその一いつ線せんを越こえた。

　カンナの葛かつ藤とうを知らない芽依は、無む邪じや気きに頭あたまをカンナに差し出してくる。カンナは芽依の意図通りにその頭を撫なでる。欺ぎ瞞まんだらけのカンナが頭を撫でても、芽依は愛いとおしそうに目を細める。

（なんだこれは？　どうして騙だましている俺に、芽依は好意を向けてくれる？　本来なら俺を批ひ難なんし、糾きゆう弾だんするのが正しいというのに）

　好意を向けられれば向けられるほど、罪悪感は増す。カンナは芽依との距きよ離りが離はなれていくのを感じる。噓うそで塗ぬり固めた壁かべは高くなって、カンナと芽依の間を塞ふさいでいく。

「…………」

　しかし罪悪感などに浸ひたっている暇ひまはない。エリカが戦いを挑いどんでくるまでに、すべての準備を終えなければいけない。

（芽依のことなどどうでもいい。そう思わなければならない。……そうだ。適当に頭を撫でてやればこいつは満足するんだ。なんならそれ以上のご褒ほう美びをやってもいい）

「芽依」

「なあに？」

「頑張ってくれたね。ありがとう。キスしようか？」

　メデューサに睨にらみ付けられたかのように、硬こう直ちよくする芽依。

　呼吸さえ止めて微び動どうだにしていない。

「芽め依い？」

　かと思うと、一いつ瞬しゆんで沸ふつ騰とうしたように真っ赤になる。

「ままま、まだお付き合いして二週間ぐらいだから、は、早いと思うの！　ま、まずはそ、その……一いつ緒しよに二人でお出かけでもして、手を繫つないで歩くことから始めるべきだとお、思うの！　あ……て、手を繫ぐってはしたないかな？　ひぃ、はしたないよね！　わたしやらしいことを言ってるよね！　バカバカわたしのバカ！　わたしのエロ！」

「エロくはないよ？」

「そ、そうだ！　交こう換かん日記をす、するとかどうかな！」

（なぜ俺おれが交換日記なんてめんどうくさいことを、芽依としなければいけないんだ。せめてスポーツ新聞の記事より面おも白しろいことを書き連ねてくれるんだろうな？　いっそのことさっさと最後までさせてくれないだろうか？　そうすれば楽そうだ）

　相変わらず最低のカンナだった。

「ていうかあたしがいるのにそんな話しないで欲しいんだし！」

　七なな海みから横よこ槍やりが入り、とりあえずキスをするのは諦あきらめる。

　カンナは小さく息を吐はいて、自分がいるベッドルームを見み渡わたした。

（……それにしても、この部屋に来たのはもう五度目になるが、相変わらずだな。完全に家主はこの部屋を持て余している）

　寮りようとして提供されているわけではないこの３ＬＤＫの物件は、階級を上あげただけで住めるわけではなく、膨ぼう大だいな家賃を払はらって借りるしかない。

　それなのに部屋の一部屋をまったく使っていなかったりと、うまく活用できていない。おそらく備え付けであろう高級家具と、安っぽい装そう飾しよく品ひんが一いつ緒しよに並んでいる。全体の色合いも高級感からは似つかない、ピンクの多い配色だ。部屋に散らばっているものも、ギャル系寄りの服や、景品のぬいぐるみに、駄だ菓が子しなど、この部屋の本来のイメージからはかけ離はなれている。

　これは、明らかにこの一室に不ふ釣つり合いな人間が住んでいるということだ。

「七海。七海の親おやは厳きびしいって前に言っていなかったかい？」

　カンナの隣となりには芽依が座っているので、カンナは地を出さずにそのまま優ゆう等とう生せいモードで、家主に尋たずねた。

　やけにつやつやした真っ白なベッドに転がっている七海は、枕まくらに顎あごを付けながら「そうだよ」と返事をする。今日は二つ結びの髪かみを編あんでいる。後、どうでもいいことだが、スカートがめくれていて、パンツが見えそうだ。

「マンションの一室を与あたえられてるからって、甘あまやかされてるわけじゃないよ。これも親の方針だし。学園に寄付すればランクを上げてくれるような、七なな星ほし学園のやり方を考えてもらえば分かるだろうけど、うちの親は、家いえ柄がらや経済力もその人の能力の一部だって考えてるからね」

「コネ入社なんていくらでもある、実際の社会に合わせてるってことかな」

「そんな感じ。甘やかされているっていうかむしろ、こういう部屋に住むことで、自分が特別で、他の生徒とは違ちがう人間だと常に意い識しきできるようになれってさ。その方が、他の生徒と同じように学園の寮りように住むより重要だって。なんじゃいそりゃ、あたしの性格悪くなっちゃうし」

　確たしかにここからの光景を見れば、特とつ権けん意識が芽め生ばえそうだ。学校を見み下おろせて、そこには豆まめ粒つぶのような生徒たちがいる。クロック・スターが正面に見え、時刻が読めることもどこか優ゆう越えつ感かんを抱いだかせる。カンナが住んでいる、森に囲まれた、惨みじめったらしいＦランク寮も見えるのがまた憎にくたらしい。

「こんなところに住んでいることが知られたら、他の生徒に嫉しつ妬とされそうだね」

「嫉妬なんて上うえの立場になればどうせされるから、慣れておけってさ。なんじゃいそりゃ、あたしの性格悪くなっちゃうし」

　確かに七なな海みの親おやの教育方針は、普ふ通つうではなさそうだ。こんな学園を作るのだから、当たり前と言えば当たり前だが。

　七海が面おも白しろくなさそうなのを察して、カンナはその話わ題だいを切り上あげることにする。

「さて、じゃあそろそろ本題に入ろうか。まずはエリカのレイティングバトル、《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》のルールについて確かく認にんをしよう。七海は学園のルールは完全に近いほど把は握あくしているんだったね」

「うん、七十七種しゆ類るいのレイティングバトルについても完かん璧ぺきだし」

「なら、説明してもらおうかな」

　もちろんカンナは、エリカのレイティングバトルが、[image: ]27《七人の愚者にお似合いの斬首》であると判明した時点でルールを調しらべているし、元々概がい要ようは知っている。こうしてわざわざ話させるのは、実際にバトルを体たい験けんした芽め依いに、バトルの印象やエリカの戦い方を聞くためだ。

　七海はベッドから半身を起こして、説明を始める。

「《七人の愚者にお似合いの斬首》はプレイヤー二人が、ステータスデータを使って戦うバトルだよ。二人のステータスデータだけで戦うこともできるけど、基本的には自分の味方をしてくれる人──《キャラクター》になってくれる人を見つけて、その人のステータスデータも使って戦うものだね。《キャラクター》にできる人数は、自分も含ふくめて最大七人。自分は絶対に入れなきゃダメ。七人に足りないと、足りない人数分、ステータスがすべて『Ｇ』の《ピエロ》が割り振ふられて、それで戦わなきゃいけないの。だから、基本的には全部で十四人必要なゲーム。それだけの人数が集まったら、狭せまい部屋だといっぱいになっちゃうね」

「エリカさんにはフレンズ７がいるから、仲間を集めるのに困ることはないよね？」

　カンナの目を覗のぞき込こんで言う芽依に、いまだ優等生モードのカンナはにこりと微笑ほほえみ頷うなずく。

「うん。その通りだね」

「説明を続けるよ。プレイヤーはランダムで先せん攻こう後こう攻こうが決められるの。先攻になったプレイヤーは、七つの《項こう目もく》、頭ず脳のう、知ち識しき、体力、カリスマ性、統率力、容姿、素す姓じようのいずれかを選えらばないといけないの。ちなみに一度選んだ《項目》は、後こう攻こうのプレイヤーも含ふくめて選べなくなるのね。んで、プレイヤーがどの《項目》を選んだのかは明らかにされないまま、どの《キャラクター》で戦うか、プレイヤーの二人は決めるの。二人とも決まったら、《項目》と《キャラクター》がオープンになって、明らかになる。それで、選んだ《キャラクター》のステータスランクが、選んだ《項目》で高い方が勝ち。次に後攻が、一つ減って六つになった《項目》を選んで、同じことをする。それを続けて、先に四勝した方が勝利となるわけ」

「例えば《項目》に頭脳を選んで、お互いが選んだ《キャラクター》の頭脳ステータスランクが同じ『Ｃ』だった場合も、引き分けにはならないのだったよね？」

「うん。学園が便べん宜ぎ上じようステータスランクを七つに分けてるけど、実際はもっと詳しよう細さいに数値が付けられているからね。内部ステータスの数値が高い方の勝ちになるよ」

　つまりその場合、《キャラクター》のステータスランクだけ見ても、勝負は分からないということだ。例えばエリカとカンナは、現時点で二人とも頭脳が『Ａ』だが、バトル上で勝敗がはっきり出るまでは、どちらが勝者になるのかは分からない。

　芽め依いが口を開ひらく。

「エリカさんは桜おう華かさん相手に四勝一敗だったんだけど、同じステータスランク同士で衝しよう突とつしたことは二回あったよ。だけど二回ともエリカさんの勝ちだった」

「偶ぐう然ぜん……じゃないだろうね」

「偶然じゃない……そうかな？　だってそのときは、桜華さんが選んだ《項目》だったんだよ？　運良く勝てた、って考えた方が自然じゃないかな？」

「残念だけど、その考えは甘あまいよ。もしそうだとしたら、桜華さんは打ちひしがれたりしなかったんじゃないかな。エリカは観かん察さつ眼がんによって、どちらの内部ステータスが上うえかを見極めていた。そしてその上で、桜華がどの《項目》を選ぶのかも読んでいたんだよ。だからこそ、桜華は圧あつ倒とうされ、インチキまでも疑ったんだ」

　聞けば桜華が引き連れていた仲間は、芽依以外はすべて元桜華派だという。桜華派はエリカと同じ【アーバンライオン】だ。エリカとも、多少なりとも付き合いがあっただろう。エリカは普ふ段だんの様子を見て、同じステータスランクでも、フレンズ７とどちらが内部ステータスが上か、ある程度分ぶん析せきできていたのだ。

　それができるのが、神楽かぐら坂ざかエリカという女なのだ。

（観察眼に自信があるからこそ、エリカは自分のレイティングバトルにこれを、入学時に選んだのだろう）

　ルールを聞き終え、カンナはこのバトルの本ほん質しつを改めて考える。

　その考えは、事前に抱いだいていたものと、変わりなかった。

（とどのつまり、このバトルの肝きもは、相手がどの《項目》を選ぶかの読み合いだ）

　相手がどの《項こう目もく》を選えらんだかを読み、自分がどの《項目》を選んだかを読ませない。お互たがいの《キャラクター》のステータスが同程度なら、これはそういうバトルになる。

　そう、《キャラクター》が互ご角かくなら。

「……さて、《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》のルールも分かったところで、ボクたちが次にしなければならないことはなんだろう？」

　芽め依いに視し線せんを向ける。

　いきなり振ふられた芽依は、目を泳がせて答える。

「え、ええと……心の準備？」

　カンナは間ま抜ぬけな答えに、目を細めて芽依を見る。

「わー、噓うそだよ噓だよ！　嫌きらいにならないで！　交こう換かん日記もしてください！　じゃなくて！　ええと、その……な、仲間集めじゃないかな！」

　カンナは頷うなずいて微笑ほほえむ。芽依は、よかったあ、と言うようにカンナの肩かたにもたれかかる。

　それを見て、七なな海みが頰ほおを膨ふくらませる。

「またいちゃついて……うう、カナちゃん！　飴あめ！」

　もう持っていた方がいいんだろう、と思って常備しているロリポップキャンディーを、包みを開あけて七海に差し出す。七海はキャンディーにがっつくと、満足そうににへらと笑った。

　お決まりになりつつある儀ぎ式しきに溜ため息いきを吐ついて、カンナは改めて話を続ける。

「二人はもちろん、ボクの《キャラクター》になってくれるよね？」

　カンナが笑え顔がおで尋たずねると、芽依は大げさにこくこく頷うなずく。

「わ、わたしはもちろん協力するよ！」

　キャンディーを舐なめながら、七海も言う。

「あたしはどっちにしろ、カナちゃんと一いち蓮れん托たく生しようだし」

「うん」

（正直なところ、二人のステータスはなかなか頼たのもしい）

　ステータスデータは、七海が『Ｄ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ｓ』、芽依が『Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｅ、Ａ、Ｂ』だ。エリカやフレンズ７に比べると全体的には低いが、飛び抜ぬけた数値があることの方がこのバトルでは重要だ。七海の素す姓じよう『Ｓ』は確かく実じつに相手に勝てるものだし、芽依の容姿『Ａ』も強力な数値だ。

（《項目》の読みに成功すれば、俺おれと合わせて三勝できる。……他、勝てる《キャラクター》がエリカ相手ならば後二人は欲しい）

「ボクの《キャラクター》になってくれる人を捜さがさないといけない。だけど簡かん単たんではないだろうね。エリカと戦うなんて聞けば、大たい抵ていの人は怖おじ気けづいてしまうだろう。エリカに目を付けられるのは誰だれだって避さけたいはずだろうしね。せめてボクが勝つと信じてくれればメリットがあると思ってくれるだろうけど、そう信じさせるのは難むずかしい」

　七なな海みは顔かおをしかめる。

「じゃあどうやって捜すの？　【七君主】の力を使って、【ネイビーフォックス】の人たちを集める？」

　カンナは現【ネイビーフォックス】メンバーを把は握あくしているが、味方になって、かつ戦力になりそうな人は誰だれもいない。

　しかし、誰もアテがないわけではない。

「実のところ、一人だけアテはあるんだ。それもフレンズ７の弱点を突つくにちょうどいい人材がね」

「フレンズ７の欠点？　そんなのあんの？」

　七海が首をひねる。カンナは内心それぐらい分かれよと思いながらも、芽め依いの前だから笑え顔がおを崩くずさず説明する。

「これを見てくれないか？　これがエリカとフレンズ７のステータスデータだよ」

　カンナはＣＣＣシートリプルモバイルのワード機き能のうを起動させ、空そらで憶おぼえている彼女たちのフルネームと、ステータスデータを書き込こむ。

　エアリアルに羅ら列れつされている八人のステータスデータを見て、さすがに七海も気付く。

「あ、体力だけＡがいない！　しかも最高でもＣだ」

「そう。だから体力がＢ以上の人材を味方に付けられればいい。ボクが思い当たっている人物のステータスデータは『Ｆ、Ｆ、Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｅ、Ｆ』だよ」

「……なんか、言っちゃ悪いけど、体力以外結構酷ひどいステータスだね」

「ボクも同意だよ。悪いけれど、友達にもなりたくない相手だしね」

　芽依は優ゆう等とう生せいモードのカンナが珍めずらしく辛しん辣らつなことを言うので、怪け訝げんそうに尋たずねる。

「その人ってなんて名前なのかな？」

　無む駄だに心象を悪くするのを防ぐために、芽依の頭あたまを優やさしく撫なでながら、答える。

「山やま吹ぶき憲けん悟ごだよ」




　　　　　　　　　■




「え？　どうしてわたしは連れて行ってくれないの、カンナくん？」

「こんなことを言ったら山吹くんに悪いけれど、でも敢あえて言わせてもらうよ。彼は下品な男なんだ。協力を要よう請せいするときに芽依がいたら、代わりにその身体からだを提供しろ、なんてことも言いかねない。もちろんそんなこと絶対にさせないけど、そもそもそんな発言を君に聞かせたくない。そんなボクの気持ちを、分かってくれるかい？」

　というのはもちろん噓うそ八百で、芽依を第四十四校舎──通つう称しよう監かん獄ごく棟とうに連れて行かない本当の理由は、カンナがこれまた別の噓八百を用いて、山吹を味方に引き入れる自分の様を見せたくなかったからだ。

　盲もう目もく的てきにカンナを信じる芽め依いに、利用価値があることは、桜おう華かの一件で証明された。その道具を手放さないためには、芽依の理想的彼氏でいなければならない。

　幸い、芽依は目を輝かがやかせて、自分は大切に想おもわれていると勘かん違ちがいしてくれた。

「外道カナちゃんは、ちっとも芽依ちゃんと別れるつもりないね。それどころか芽依ちゃんのプルプル唇くちびるを狙ねらってたし。えっちなカナちゃん」

　七なな海みは監かん獄ごく棟とうの前で、軽けい蔑べつの意を込めてカンナを見つめる。

「黙だまってろ七光り」

「芽依ちゃんがいなくなった途と端たんこの毒舌だし！　わあい、心に言葉が刺ささるのがちょっと気持ちよくなってきた！」

　変態的発言をする七海を無視して、無骨な鉄製の扉とびらの横よこに設置されたＣＣＣシートリプルモバイル認証機き器きに、カンナは左ひだり腕うでを伸のばした。

「山やま吹ぶき憲けん悟ごの面会許可をお願ねがいします」

『────藤ふじ白しろカンナ、生徒番号2806996、一年、Ｆランク────入所許可』

　扉が開ひらく。監獄棟に入るには、認証機器にＣＣＣシートリプルモバイルを向け、理由を音声入力しなければいけない。生徒が入所を拒きよ否ひされることはないと言ってもいいが、入所記き録ろくは保存され、誰だれにでも閲えつ覧らんできるようになる。わざわざ入所記録を見るような生徒はいないだろうが、そこまでチェックする人がいたら、カンナがやけに監獄棟に行き来していることは分かってしまう。

（入学して一ヶ月程度だというのに、もう五度目か。ここに収しゆう監かんされた人間以外で、俺おれぐらい頻ひん繁ぱんに監獄棟に来てる奴やつはいないだろうな）

　そこまで行き来していたのは、もちろん明あき山やま桜華と接せつ触しよくするためだった。

（エリカに宣戦布告をするためだけに使ってしまったのは、その苦労の割にもったいなかった気もするな）

　そんなことを考えながら、認証を済ませた七海と一いつ緒しよに監獄棟に入る。

　監獄棟と言われてはいるが、さすがにその見た目は本物の監獄とは違ちがう。むしろ印象は、監獄というより、新しい病院のようだ。不自然なほど全体的に白く、余計な物が置かれていない。処分中の生徒が入っている個室も、狭せまくはあるが、もちろん鉄格子などはなく、窓もあり、そこまで酷ひどい設備ではない。教室も、やけに簡かん素そではあるが普ふ通つうだ。

「うわあ、やっぱりここに入れられたくないなあ」

　七海が顔かおをしかめて、そんなことを言う。

「三人一部屋のＦランクの寮りようよりマシかもしれないぞ。外出ができないわけでもない。他の寮より門限は早いがな」

「本気で言ってんの？」

　言っていない。他とは比ひ較かくできないほどに、そこら中に張り巡めぐらされている監視カメラを見て、本気でそんなことを言えるはずがない。

　ここでの生活は、放ほう課か後ごから門限までの時間以外の自由はない。体たい調ちよう不良のとき以外、欠席が許されない。反はん抗こう的てき態度や、脱だつ出しゆつを試みたりすれば、すぐにＣＣＣシートリプルモバイルに装置されている麻ま酔すい剤ざいが注入されると聞く。

（鉄格子がないのは、必要がないだけかもな）

　そう。そんなものがなくても、ＣＣＣシートリプルモバイルという絶対的な手て錠じようがある。

「山やま吹ぶきの部屋は……２３６号室か」

　監かん獄ごく棟とうの何号室に誰だれが入っているかも、全校生徒に公開されている。そうやって監獄棟に入れられていることを知らしめるのも、罰ばつの一つなのだろう。

　階段を上のぼり、二階へと上あがる。

「ここか」

　部屋の前に立つと、ＣＣＣシートリプルモバイルのエアリアルに、山吹の名前と写真が自動的に映る。全ての部屋で、扉とびらから一メートル以内に入ると、プロフィールが出る仕様になっているのだ。

「七なな海み。話しているときにお前がいるとややこしいことになるから、山吹から見えないところに行ってくれないか？」

「連れてきといてなんなん！　ってあたしが勝手に付いてきただけでした、てへっ」

　舌を出す七海に、ロリポップキャンディーを渡わたして、押おしのける。

　白い扉の横よこに、チャイムはない。カンナはノックをし、優ゆう等とう生せいの顔かおに戻もどした。

　すぐに扉は開ひらき、中から顔をしかめた山吹が現れた。

「藤ふじ白しろか」

　顔を見て、山吹はますます不ふ機き嫌げんになる。

「何しにやってきた？　テメエのせいで俺おれは臭くさい飯を食う生活だ。……ま、別に臭かねえんだがよ」

「ボクのせい、とは？」

「お前がエリカに力を見せればいい、と言いやがったから、このざまだって言ってんだよ！　わざわざ俺に殴なぐられにでもきたのか、テメエは！」

　山吹は叫さけび、カンナの顔に唾つばが飛ぶ。

　カンナは飛んできた唾をさりげなく拭ぬぐいつつ、申し訳なさそうに目を伏ふせる。

「それはすまなかったね。ボクの意図通り進まなかったようで、申し訳ない。そういうつもりじゃなかったけれどボクのせいだ。すまない。この通りだ」

　カンナは頭を下さげる。

　山吹もカンナの素直な態度に少しは溜りゆう飲いんを下げたようだ。

「なんだ？　わざわざ謝あやまりにこんなところに来たってのか」

「違ちがうよ」

「違ちがう？　じゃあなんだ？」

　カンナは間かん髪ぱつ入れずに続ける。

「君の力が借りたい」

「……どういうことだ？」

　カンナは微笑ほほえみ、少し大げさになるのを覚かく悟ごで、両手を広げてその言葉を口にする。

「一いつ緒しよに協力して、神楽かぐら坂ざかエリカを倒たおさないか？」

　自分にあれだけの屈くつ辱じよくを与えたエリカを倒す。

（分かりきっている。それは山やま吹ぶきにとって魅み力りよく的てきな言葉だ）

　山吹はまんまと引っかかり、表情を好こう奇きの色に変える。

「は！　俺おれもあのアマとは、付き合うよりもぶっ壊こわしてやりたい、って思ってたところだ。あの余よ裕ゆう扱こいた面つらを、屈辱で歪ゆがませてやりてえ」

　言って、下げ卑びた笑みを見せる。カンナは湧わき上あがった嫌けん悪お感かんをなんとか出さないように、山吹の顔かおを見つめ直す。

「俺はいいが、どうしてお前はエリカを倒したいわけだ？」

「彼女は中学時代も、支配階級を作っていて、頂点に立っていたんだ。ボクは中学時代に散々そのせいで虐しいたげられていてね。どうしても一度は、彼女を跪ひざまずかせてやりたいんだ」

　もちろんエリカの右みぎ腕うでで、後に支配者の座を継ついだカンナに、虐げられた事実はない。

「あ、そ。まあ、とにかくお前にも動どう機きがあるわけだな。……だが、あれだ。あいつはＳランクで、【七君主】だとかなんだろ？　お前に勝機があんのか？」

「ある」

　カンナは力強く断言する。

　山吹は怪け訝げんそうに顔をしかめる。

「根こん拠きよは？　それと方法は？」

「もちろん根拠も方法もあるよ。でも、それを言うにはボクの秘密を話さなくてはならない。黙だまっていられるかい？」

「どうせ言いふらしたところでなんの得もしねえだろ？　言わねえよ」

　山吹は即そく答とうするが、だからこそカンナは信用できない。内容も聞かずにそう答えるのは、秘密を漏もらそうが漏らすまいが関係ないと思っているからだ。

（山吹は底なしのバカだ。自分の損得に繫つながらなければ、何も考えず周りに秘密を漏らすこともあり得る）

「そうか、じゃあ悪いけれど、言げん質ちを取らせて欲しい。《絶対契けい約やく》を──」

　そこまで言いかけて、カンナは気付く。

　カンナは《絶対契約》で山吹の口くち封ふうじをするはずだった。しかしよくよく考えてみれば、懲ちよう罰ばつ処分Ｓを受け、三年間ここから出られない山吹に、《絶対契約》は意味がない。破った場合の懲ちよう罰ばつ処分Ａが、さして罰にならないからだ。

（元々カス以下の奴やつに、約束を破るとカスになると言ったところでなんの意味もない。《絶対契けい約やく》にこんな弱点があったとは）

「どうした？　絶対ケーヤクってのはなんだ？」

「いや…………」

　しかしカンナはすぐに新しい策を思い付く。

（ふん、そうだな。カスには元々この程度の脅きよう迫はくでいい）

「聞いた話だけど、山やま吹ぶきくんは、エリカに酷ひどい目に遭あわされたらしいね」

「あ？」

　思い出したくもないであろう事を言われ、すごむ山吹。

「当然撮さつ影えいされていたことも知っているだろう？」

　山吹は顔かおを怒いかりで真っ赤にした。

　カンナは申し訳なさそうに、手を合わせて言った。

「公言した場合、その動画を広めさせてもらう」

　目を見み開ひらく山吹。

「な、なんでテメエがそんな動画を持ってるんだ！」

「それは提供者が割れてしまうから秘密だよ。でも、ボクがその動画の存在を知っていることが、動画を所有していることの証明にならないかな？」

（本当は放送室から見ていただけで、動画なんて持ってはいないが、そんなことはこのバカには分かりはしない）

　山吹はカンナの胸ぐらを摑つかんだ。

「テメエ、ふざけんなよ！」

　怯おびえた態度を取った方が山吹の機き嫌げんを良くできるだろうかと迷ったが、そんなことを考えている時点でそれはできなかった。

　カンナは冷静に見つめ返す。

「気にいらねえ。俺おれを脅きよう迫はくしようとする奴やつに誰だれが従うかよ！」

　だが、こういう感情的な反応に出るところまで、カンナの想定通り。

　問もん題だいはこの後の言葉に、乗ってくれるかどうか。

　カンナは、わずかに頰ほおを上あげて、口を開く。

「……本当にそれでいいのかい？　監かん獄ごく棟とうを出たくはないのかい？」

　山吹は眉まゆをしかめる。

「エリカは【七君主】だ。それをレイティングバトルで倒たおしたとなれば、当然評価も上がる。監獄棟どころかＥランクに上がることもあり得る」

「…………それは本当か？」

「ああ」

（噓うそだ）

　確たしかに大きな成果を出せば、懲ちよう罰ばつ処分Ｓを受けていても、監かん獄ごく棟とうを出られることはある。【七君主】をレイティングバトルで倒たおせば、その条件は満たしているだろう。

　だが今回の場合、あくまで倒すのはカンナであり、山やま吹ぶきは《プレイヤー》として力を貸すだけ。それで監獄棟を抜ぬけられるほど評価を稼かせげることはない。

　それを理解しつつも、胸ぐらを摑つかまれたままのカンナは、いけしゃあしゃあと続ける。

「勘かん違ちがいして欲しくない。ボクは公言されたら困るから、動画という材料を用意せざるを得なかっただけだよ。ボクだってそうしなければいけないのは心こころ苦ぐるしい。けれど、最低限の保証がどうしても欲しいのを分かって欲しい。ボクは本ほん質しつ的てきに君の味方だ。それなのに少しボクに気に入らない点があるってだけで、エリカに屈くつ辱じよくを浴びせるチャンスを失っていいのか？　監獄棟を出るチャンスを逃のがしていいのか？」

「…………」

「エリカを一いつ緒しよに倒してはくれないのかい？」

「…………ち」

　胸ぐらから手を離はなす。カンナは安あん堵どしたように微笑ほほえみ、しかし思う。

（ゴミが。俺おれに気安く手を触ふれやがって）

　もちろんそんな心境は表には出さない。

「ボクの提案に乗ってくれる、そう考えてもいいね」

「……ああ。だけどよ、もちろん俺が納得できる提案をすればの話だ」

（余計な心配をするな。ちゃんとゴミであるお前にも魅み力りよく的てきな話に聞こえるよう、話してやるよ）

　カンナはそうして、自分が【強欲】であることと、エリカとレイティングバトルで戦うことと、その戦略を話し始める。山吹にとって魅力的な話に聞こえるように、そのためには山吹の力が必要なことと、成功すればいかにエリカに屈辱を浴びせられるかということを強きよう調ちようして。

　その話に山吹が乗らないわけがない。

「……仕方ねえな」

　山吹は自分が上うえの立場に立ちたいのか、さんざんもったいぶって、しかし協力を約束した。

　味方に付けることに成功し、カンナは思う。

（当初の計画通り、山吹を味方に付けることに成功したな）

　当初とはいつか？

　それは、ちょっかいを掛けるよう、山吹にエリカを差し向けたときからだ。

　ステータスデータを見るのを習慣としているカンナは、山吹がボクシングで鍛きたえ、体力Ａの評価を受けていることに元より着目していた。レイティングバトル対策に、使える人材だと入学してすぐに判断していた。

　あとは山やま吹ぶきをどう味方に付けるか？

　山吹を観かん察さつし、カンナは結けつ論ろんを出した。あの性格を考こう慮りよするに、エリカに屈くつ辱じよくを浴びせさせればいい。そうすれば、エリカに復ふく讐しゆうするチャンスがあれば必ず山吹は乗る。

　そうしてまさに、その通りになった。

　とはいえ、必ずしも山吹が役に立つと思っていたわけではない。そもそもエリカのレイティングバトルがなんなのかを知らなかったのだから、そこまで計算できるわけもない。基本的にはけしかけたときは捨て駒ごまで構わないという考えだった。

　しかしエリカのレイティングバトルが[image: ]27、《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》と判明したことで、放り投げてもいい伏ふく線せんを回収し、山吹を味方に付けることにしたのだ。

（山吹は《プレイヤー》にできた。さて、次の標的のところに行くか）

　カンナは密かに入学時から、エリカ対策として目を付けていた、ある一人の人物を思い浮うかべる。

（フレンズ７序列四位、星ほし宮みや詠えい子こ）

　フレンズ７の中でも、最もエリカを信しん仰こうしていると言われる星宮詠子。しかし、カンナはだからこそ、そこに隙すきを見出している。

　監かん獄ごく棟とうでの用事を済ませたカンナは、ここから立ち去ろうと、山吹に言葉を掛かける。

「山吹くん。後で連れん絡らくするから、通信ＩＤを教えてくれないかい？」

「あ？　監獄棟にぶっ込こまれた生徒は通信禁止だって知んねーのか？」

「ああ、そうだったね。ならエリカと戦う日が分かったら、またここに来るよ」

　そう言って、カンナが手を上あげたときだった。




「その必要はないな」




　凛りんとした声を掛けられる。

　カンナは背後を振ふり返る。

「今日だ」

　おろおろと慌あわてている七なな海みの横よこで、毅き然ぜんとして立っているショートカットの女がいた。

　カンナは顔かおをしかめ、思わずそいつを睨にらみ付ける。

　女は気にせず、言葉を続ける。

「レイティングバトルでお前がエリカさんと戦うのは、今日だ」

　カンナはその女の名前を呟つぶやく。

「礼らい羽は佐さ里り」

　言うまでもなく、彼女はエリカの右みぎ腕うで。

　重要な案件以外で動かないと言われている彼女が、ここに来たのはどういうことか？　たまたまここに寄って、俺おれに会ったなどとは考えられない。

　つまり、カンナが監かん獄ごく棟とうに来ることをエリカは読んでいた。ひいては、カンナが山やま吹ぶきを味方に付けようとすることまで読んでいた。

（じゃあなんだ？　山吹が自分に絡からんできたのが、俺の仕業だったことも、エリカは理解していたのか？　その上うえで、山吹の体力ステータスがＡであることに俺が着目し、利用するのも、分かっていたのか？　なんだそのデタラメは）

　しかし、そこまで手の内を読まれていなければ、佐さ里りがここに現れた理由を説明できない。

（……いや、不ふ思し議ぎなことじゃない。俺がエリカの手口をある程度分かるように、エリカも俺の手口を分かる。元々俺のやり方は、中学時代エリカから学び、盗ぬすんだものだ）

　だが、その相手に、これから読み合いで勝たなければいけない。

　改めてその難なん易い度どを思い知らされただけの話だ。

「おい、テメエ、エリカの隣となりにいやがった奴やつだな」

　そんなカンナの心境も知らず、山吹は佐里にわめく。

　佐里はどうでもよさそうに一いち瞥べつし、一いつ瞬しゆんで黙だまらせる。

「《Ａインストラクト》、喋しやべるな」

　山吹はインストラクトに悪い記き憶おくがあるせいか、表情まで面おも白しろいほど固まった。

「藤ふじ白しろカンナは付いてこい」

　言い放って歩き出した佐里に、カンナは立ち止まったまま、付いていかない。

　このままレイティングバトルに挑いどむわけにはいかない。他の《プレイヤー》を見つけなければ、勝しよう機きは薄うすくなるのだ。

　一向に歩き出さないカンナに気付き、佐里は振ふり返る。

「早く来い」

　しかし、従わざるを得ない。【強欲】であると言っても、カンナはＦランク。Ａランクの佐里にインストラクトで命令をされれば、逆らうことはできないのだ。

「カナちゃん……」

　七なな海みは心配そうにカンナを見み上あげて、手を摑つかむ。

「それからわたしにはいまいち意図が分からないのだが、エリカさんから伝言だ」

　佐里は口にする。

「『星ほし宮みや詠えい子こを味方に付けるのは諦あきらめろ』」

　そこまで。

　そこまで読まれているのか。

「『その代わり、山吹憲けん悟ごを《プレイヤー》に加えることを見み逃のがす』、だそうだ」

　これは交こう換かん条件だ。

　正直カンナにはまだ、詠えい子こを味方に付けられる確かく信しんはない。いや、こうやって読まれている以上、対策され、味方に付けられる可能性は低いだろう。しかしエリカとしては、万が一でもフレンズ７から裏切り者が出るのを避さけたい。側近であるフレンズ７の中から裏切り者が出たことは、今後の【アーバンライオン】の活動に支障をきたすからだ。

　一方、山やま吹ぶきにカンナの味方をさせないのはたやすい。《インストラクト》を使い、レイティングバトルの場まで現れないように命令すればいい。

　山吹を味方に付けることを見み逃のがす代わりに、余計な行動に出るなと釘くぎを刺さしている。

（いや……違ちがうな）

　詠子をそそのかさせないためだけなら、カンナに余計な行動をしないよう《インストラクト》で命令すればいいだけだ。

（じゃあ、わざわざ交こう換かん条件としたのは何のためだ？）

「分かるか、エリカさんのお前への慈じ悲ひが」

「……慈悲だと？」

「それ以外に理由があるか？　エリカさんはＳランク。お前を連れてきさえすれば、レイティングバトルを強制することもできる。私が今ここで『藤ふじ白しろカンナ一人だけ付いてこい』と《インストラクト》で命令すれば、確実にレイティングバトルで勝利することができる。しかしエリカさんは敢あえて、お前が戦える舞ぶ台たいを整ととのえてやっているのだ。おそらくかつて右みぎ腕うでだったお前への、最後の情けだろう」

　多くのことを見逃してもらっているのは事実だろう。

　だが、慈悲という言葉は、あまりにエリカに似合わない。カンナは確信している。エリカが無意味に慈悲を掛かけるなんてことはない。

　だからエリカは、見逃しているのではなく、戦う舞台を整えざるを得ないのではないか？

　しかしそれがなぜなのか、どうしてもカンナは分からなかった。




　　　　　　　　　■




　結局、カンナが集められた《プレイヤー》は四人だけ。

　七なな星ほし七なな海み、『Ｄ、Ｃ、Ｅ、Ｄ、Ｃ、Ｂ、Ｓ』。

　乙おと坂さか芽め依い、『Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｅ、Ａ、Ｂ』。

　山吹憲けん悟ご、『Ｆ、Ｆ、Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｅ、Ｆ』。

　そして、藤白カンナ、『Ａ、Ｂ、Ｄ、Ａ、Ｃ、Ａ、Ｅ』。

　他はすべてのステータスがＧの《ピエロ》で戦わなければいけない。《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》で勝つためには、どの《項こう目もく》で勝負してくるかを読み、この四つのカードで確実に勝利しなければいけないのだ。一敗もしてはならない。

　しかもそれは神楽かぐら坂ざかエリカ相手だ。

（だがこれでもベストに近い布ふ陣じんだ。元より俺おれは、不利な状じよう況きようでしかエリカとは戦えない）

　宣戦布告をした時点で、味方を集める時間がないのは端はなっから分かっていた。初めからカンナの頼たよりは、エリカの思考形態を誰だれよりも、それこそ現右みぎ腕うでの佐さ里りより知っているという自信だけだ。




　佐里に連れられカンナたちがやってきたのは、第七十七校舎、通つう称しようバトル棟とうの前だった。どこかＣＣＣシートリプルモバイルにも通じるデザインの黒い校舎は、電脳的な印象を抱いだかせるもの。映画ならこの建物の中で、不条理な脱だつ出しゆつゲームでも行われていそうな外がい観かんだ。

　そんな第七十七校舎がバトル棟と呼ばれる所以ゆえんは、シミュレーションルームのヴァーチャルリアリティ機き能のうを使って、臨りん場じよう感かん溢あふれる演出でレイティングバトルを行うことができるからだ。ヴァーチャルリアリティ機能のプログラムは生徒でもいじることが可能で、プログラムに詳しい生徒が作ったソフトを使い、休み時間には遊技場代わりにもなっている。

「カ、カンナくん！」

　ＣＣＣシートリプルモバイルの通信機能を使って呼び出した芽め依いが、走ってやってきた。

「い、いきなりレイティングバトルになっちゃって、大丈夫なの？」

　息を切らせながら、芽依は心配そうに言う。

「うん。大丈夫だよ」

　芽依の髪かみを撫なでる。走って頰ほおを赤くしていた芽依の頰が、さらに真っ赤になる。

　いちゃついているようにしか見えない二人に、山やま吹ぶきは何か言いたそうだが、インストラクトで黙だまっていろと言われたのをまだ律りち儀ぎに守っているのか、何も言えないでいる。ちなみにインストラクトの効力は三分間。対象と十メートル以上離はなれても効力を失う。生徒なら誰でも知っていることだが、インストラクト自体知らなかった山吹のことだから、それさえ把は握あくしていないのだろう。この様子じゃ、カンナが大だい丈じよう夫ぶだと言うまで話し出さないかもしれない。

「ふうん、あんたが藤ふじ白しろカンナ？」

　女性にしては少し低く、落ち着きある声がしたそちらに、カンナは顔かおを向ける。

　第七十七校舎の入り口の扉とびらは、ＣＣＣシートリプルモバイルの認証機き器きでしか開ひらかないため、摑つかむ部分もなく平面だ。その扉に寄りかかっている、やけにスタイルのいい女が、こちらを見ていた。

　彼女は長い髪かみをたなびかせ、堂々たる態度でこちらに近づいてきて、カンナを覗のぞき込こむように見つめる。

「ふうん……へえ……」

　長いまつげを携たずさえた切れ長の目で、カンナは観かん察さつされる。日本人離れした高い鼻をすんすんと鳴らす。やけに整ととのった顔立ちのこの女は、フレンズ７序列六位、二年の種足たなだれクリスだ。スカートからすらりと伸のびる細い脚あしの長さは、それだけで彼女が一いつ般ぱん人じんではないことを主張している。国際的に活かつ躍やくしているモデルだけあって、溢あふれ出る自信が彼女を包んでいた。
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「あなたはこんなところで何をしてる？」

　佐さ里りが呆あきれたように言う。

「べっつにー。エリカさんが気に掛かけてる、藤ふじ白しろってのがどんな人か気になっただけよ。ふうん、かっこいいじゃん彼。タイプタイプ」

「くだらないことを言わない」

「くだらなくないわよ。あたし、今フリーなんですけど」

「どこがくだらなくないのかが分からない」

　腕うでを組んだ佐里はクリスに尋たずねる。

「それで、藤白カンナの印象はどう？」

　どこか高こう慢まんな性格を感じさせる堂々たる態度のまま、クリスは言う。

「エリカさんと同じ匂においがする」

　佐里の顔かおが、わずかに強こわばった。

　カンナは聞いたことがあった。種足たなだれクリスがフレンズ７に選えらばれた理由の一つ。

　──種足クリスは異常に鼻が利く。

「クリス、行くわよ」

　佐里は認証機き器きにＣＣＣシートリプルモバイルを近づけ、上うえに開ひらいた扉とびらの中に入っていく。

「はいはい。じゃあね、カンナ。また第一シミュレーションルームで」

　背中越ごしに手を振ふって、校舎の中に消えるクリス。行動の一つ一つがいちいち様になっていた。

　クリスの存在感に圧あつ倒とうされてか、目を丸くして押おし黙だまっていた芽め依いが口を開ひらく。

「……あの、カンナくん。同じＡとはいえ、容姿の《項こう目もく》であの人とぶつけるのは、やめてね」

「芽依は自分に自信を持った方がいいよ。少なくともボクにとって、芽依より美しい人はいないからね」

「う…………えへへへへ、んふぅ」

　デレデレしすぎて変な声を漏もらす芽依。

（ま、でもクリスに容姿で勝つのは難むずかしいというのが、実際のところだろう。クリスが容姿ステータスＡの中でも、上位にいることは間ま違ちがいない。エリカ相手にも同じことが言えるだろう）

　口とは裏腹にそんなことを考えていたカンナの袖そでを、七なな海みが引っ張る。

「カナちゃんカナちゃん。あたしも容姿の《項目》でぶつけるのはやめてね！」

「七海はそもそも容姿ステータスがＢだろ。それに元より素す姓じようの《項目》で使わないと七海は意味がないよ」

「違うし！」

「ん？」

「そんな解答は求めてないし！　なんであたしには自分に自信を持った方がいいって言わないんだし！　あたしにかわいいって言って！　ほら、言って！」

　うるさいのでカンナは制服のポケットから、ロリポップキャンディーをあげた。

「さて、ボクたちも行くよ」

　カンナは認証機き器きにＣＣＣシートリプルモバイルを近づけ、扉とびらを開あける。

　待ち受けているのは、最大派は閥ばつ【アーバンライオン】の精せい鋭えい部隊フレンズ７。そこにいる人数は八人でも、その背景には約九千人のメンバーがいる。

　対してカンナたちはたった四人だ。あまりに絶望的な戦力差。

　しかしそれでもカンナは、バトル棟とうの中に入るしかない。




　第一シミュレーションルームは一階の一番奥にある。

　耳が凍こおりそうな静せい寂じやく。黒で囲まれた廊ろう下かは、距きよ離りにして百メートルもないはずだが、先が見えないため、永遠に続くような気さえする。

　──カツン。

　足を振ふり下おろす度にする足音。黒光りする床ゆかは、大げさに音を鳴らし、反はん響きようさせる。カンナはそれがやけにうるさく感じて、不ふ愉ゆ快かいだった。

「カナちゃん……あたし、緊きん張ちようしてきたし！」

　七なな海みがカンナの右みぎ腕うでにしがみつく。

「だってこれですべて決まるんしょ？　カナちゃんが負けちゃったら、【強欲】も奪うばわれちゃうし。もうエリカ様に勝つ手立てがなくなっちゃうよね」

「エフの計画も崩くずれちゃう……」

　今度は芽め依いがカンナの左腕にしがみつく。

「でも、うん……あたしはカンナくんのこと信じているから」

　と言っているが、左腕にしがみつく芽依の身体からだは震ふるえている。

（二人に指し摘てきされるまでもなく分かっている）

　カンナは足音を立てながら、考える。

（この勝負の行方ゆくえで俺おれの運命は決まる）

　足音はやけに響ひびき渡わたる。

（敗北すれば、学園を統治するチャンスは二度と訪れないだろう。エリカがこの学園を支配するのを指をくわえて見ているだけになる）

　カンナは自分にしがみついている二人を交こう互ごに見る。

（このしがみついている二人も、俺おれが負ければ離はなれていく。二人と繫つながっているのは、あくまで頂点に立つ目的があるからだ）

　そう、エリカに負ければ、何もかも失う。

　この学園にいる意味さえ、失う。




　そうして、第一シミュレーションルームの前にたどり着く。




　扉とびらの前には認証機き器きがある。そこにＣＣＣシートリプルモバイルを近づければ、扉が開ひらき、もう引き返すことはできない。

　カンナは腕を伸のばす前に、考えてしまう。

　──いきなりエリカを相手にするのは早まったのではないか？　もっと御ぎよしやすい相手を倒たおし、力を付けてからエリカを倒した方が良かったのではないか？

　だが──

（ここから立ち去れば、引き返せる？　あり得ない。引き返すことはとっくにできない）

　そう、カンナが宣戦布告をしたときから。

　いや、それより前、七なな星ほし学園に入学し、エリカと決別したときから。

　あるいは、京けい峰ほう中学時代に、エリカの右腕になったときから。

（引き返せないんだよ）

　カンナは第一シミュレーションルームの認証機器に、手を伸ばした。

　電子音が鳴り、扉とびらが開ひらく。

　そこまで広い部屋ではない。この人数が入れば狭せまいと感じるほどの部屋だ。黒で囲まれた部屋は、その黒の中を走っている緑色の光に包まれている。部屋の中心には、ヴァーチャルリアリティを制せい御ぎよしているコンピューターがそびえ立っている。

　その背後。

　フレンズ７は、序列順に秩ちつ序じよだって右から並んでいる。

　序列七位、高たか柳やなぎ舞まい耶や、ステータスデータ『Ｃ、Ｃ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｃ、Ｅ』

　序列六位、種足たなだれクリス、ステータスデータ『Ｄ、Ｄ、Ｅ、Ａ、Ｂ、Ａ、Ａ』

　序列五位、鴻こうの巣す桃もも、ステータスデータ『Ｂ、Ｃ、Ｆ、Ｂ、Ｂ、Ｂ、Ｃ』

　序列四位、星ほし宮みや詠えい子こ、ステータスデータ『Ｂ、Ａ、Ｅ、Ｄ、Ｄ、Ｃ、Ｂ』

　序列三位、須す影かげ莉り々り、ステータスデータ『Ａ、Ａ、Ｃ、Ｅ、Ｆ、Ａ、Ａ』

　序列二位、持もち田だユリア、ステータスデータ『Ｂ、Ｂ、Ｄ、Ｂ、Ａ、Ｄ、Ｂ』

　序列一位、礼らい羽は佐さ里り、ステータスデータ『Ｂ、Ｂ、Ｅ、Ｃ、Ｂ、Ａ、Ｃ』

　桜おう華かとのレイティングバトルのときと、わずかにステータスデータの数値が変わっていることにカンナは気付いた。学園側は本当に事細かく自分たちを見ている。改めて学園側に管理されていることを感じさせる。

　しかし、この数値の変動は、カンナの作戦に影えい響きようはない。

　カンナは、フレンズ７の中心にいる人物の、ステータスデータを見る。




【傲ごう慢まん】、神楽かぐら坂ざかエリカ、ステータスデータ『Ａ、Ａ、Ｃ、Ａ、Ａ、Ａ、Ａ』




「計算違ちがいがあるとすれば」

　エリカはカンナの姿を確かく認にんし、口を開いた。

　それは入学初日に、あの庭園でした以来の会話だった。

「あなたがこうも早く、【七君主】になり、【アンチリヴァイアサン】なる組そ織しきを立ち上あげるほど、力を付けたことです。特に【アンチリヴァイアサン】があなたの発想だとはまったく思いませんでした。いずれにせよ、私はもっと【アーバンライオン】を強固なものにしてから、あなたと戦うことになると思っていたのです」

　それは、こうも言っているように見える。

　それ以外は、計算通りだと。

「…………」

　エリカにぶつけたい言葉はいくつもあった。でも、それをカンナは口にできない。どれもこれも、口に出してしまえば安っぽく感じてしまうからだ。

　ただ、自分が勝つ結果だけを見せつける。それでいい。

「藤ふじ白しろ、カンナ」

　黙だまっているカンナに、エリカはゆっくりと近寄る。真っ直すぐカンナを見つめて、逸そらさない。

　カンナはその漆しつ黒こくの瞳ひとみの中に、自分の姿を見る。自分が彼女に囚とらわれていた頃ころを否いや応おうなしに思い出してしまい、唇くちびるを結ぶ。

　エリカはその様子に構わず、口を開ひらく。

「心を預けられますか？」

　それは、エリカが初めてカンナに声を掛かけたときと、同じ言葉。

「私は誰だれにも心を許しませんが、その私に心を預けられますか？」

　意図が分からない。

　今、こんなことを言う意図が分からない。

「……そんなことできるわけないだろう？」

　カンナはそう答えるしかないし、それ以外の解答はないだろう。

「そうでしょうね」

　言って、エリカはカンナの背後を見み渡わたす。そこにいる人たち──特に芽め依いを見つめ、わずかに微笑ほほえむ。

「孤独が板に付きましたね」

　エリカはＣＣＣシートリプルモバイルの第七ボタンを押おす。黒い部屋の中でエリカのＣＣＣシートリプルモバイルが青く発光する。

「さあ、始めましょう」

　青白く照らされた、エリカの唇くちびるが動く。

　まるで踊おどるようにいくつものエアリアルが飛び交う。そこにはここにいる人間の、それぞれの顔かおが浮うかんでいる。

　部屋の中心、エリカの上うえには、巨きよ大だいなエアリアルが現れる。そのモニターの中で、七人のピエロが次々に騎き士しに首を刎はねられていく。

　エリカは右手でピストルの形を作る。

　人差し指をこめかみに押し付けて、口を開く。




「《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》」
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　七なな星ほし七なな海みは外がい壁へきが様変わりするのを、落ち着きなく眺ながめていた。

　真っ黒だった第一シミュレーションルームの外壁は、まったく別の色になる。見み上あげれば、青い空そらのグラフィックが広がり、けして広くなかった部屋が、解放感溢あふれるものになっている。

　形成されたグラフィックは、まるで古代ローマのコロッセウム。

　コロッセウムを形成している石の質しつ感かんまで見事に表現しているばかりか、飛び交う土つち埃ぼこりの感じまでリアルで、七海は思わずクシャミをしてしまった。カンナたちに向かって熱ねつ狂きようする観かん客きやくは、音声まで本物同然に表現されており、本当にそこに人々がいるようにしか思えない。

　だが、この【七君主】同士のレイティングバトルをもし公開するとしたら、この偽にせ物ものの熱狂以上のものになるかもしれない。ネットで公開すれば、ほぼ間ま違ちがいなく、今ヴァーチャルリアリティ機き能のうによって表現されている観客以上の視し聴ちよう者しやが出るだろう。

　それもそのはず、【七君主】同士がレイティングバトルをすることなど、年に一度あるかどうかだ。これは七星学園の生徒──いや、七星学園に関係のあるすべての人にとって、誰だれもが注目しなければいけない決けつ闘とうだ。

（そうだよ。学園にとっても、それだけ大きな戦いなんだ）

　七海は唾つばを吞のむ。

（当然、カナちゃんやあたしにとっても、運命を分ける戦い）

　七なな海みは対面している人たちを眺ながめる。

　フレンズ７。

　名実共に、この学園を牛耳るメンバーだ。自分たちが弱肉強食学園の中で上うえに立っているという自負からか、彼女たちは落ち着き払はらって、七海たちと対面している。家庭の事情で政界、財界の重じゆう鎮ちんを幼い頃ころから見ている七海は、フレンズ７から溢あふれているオーラが、その人たちに遜そん色しよくないものだと分かる。

　その中心にいる神楽かぐら坂ざかエリカに至っては、恐きよう怖ふすら感じるほどの、超ちよう然ぜん的てきな存在感だ。

（こうやって近くで見ると、やっぱり確かく信しんする。カナちゃんに【強欲】を譲ゆずることがなければ、この人にあたしはその座を奪うばわれてた。それぐらい、この人は飛び抜ぬけてる）

　エリカの瞳ひとみを見る。その漆しつ黒こくから放たれる引力に、七海は引きずり込こまれそうになる。

　まさに──

（──絶対的君主！）

　七海は、その存在感に抵てい抗こうするように、視し線せんを逸そらした。

　空中には、趣おもむきのあるコロッセウムには似合わない、最新機き器きのエアリアルがいくつも飛び交っている。そこに映っているのは、今回《プレイヤー》から外れた序列五位、鴻こうの巣す桃もも以外の、それぞれを模した騎き士しのＳＤキャラだ。

　めまぐるしくエアリアルが飛び交う様は、まるで早く戦えと煽あおっているようだ。七海は否いや応おうなく焦しよう燥そう感かんに襲おそわれてしまう。

（落ち着こう……。落ち着いて確認しよう）

　七海は頭あたまの中で、カンナが置かれている状じよう況きようを整せい理りする。

（あたしたちが勝つには《プレイヤー》四人で全勝しなければいけない。一敗もできない。まず確実に勝てる《項こう目もく》二つから確認しよう。それはあたしの『素す姓じよう』と山やま吹ぶきの『体力』だ。その《項目》をどちらが選えらんでも、カナちゃんはあたし、山吹の《プレイヤー》をそれぞれ出さないといけない。間ま違ちがって別の《プレイヤー》を出したら、それだけで全勝はできなくなるから敗北決定。うん、ここまではオッケー）

　七海は「ふぅ」と息を吐はいて、芽め依いを見る。芽依の頭の上で表示されているＳＤキャラは、この殺さつ伐ばつとした場にそぐわずかわいくて、思わずにんまりしてしまう。

（それから『容姿』の《項目》も同じだね。どちらが『容姿』の《項目》を選んだ場合でも、カナちゃんは芽依ちゃんの《プレイヤー》を選ばないと負け。しかも『素姓』、『体力』と違って、『容姿』は勝てるとは限らない。だって相手も『容姿』ステータスＡが四人いるから。これは芽依ちゃんが学校側に評価されてると願ねがうしかない。とにかくここでも一勝する。『素姓』、『体力』、『容姿』の《項目》で三勝しなきゃいけない）

　七海は今度は視し線せんをカンナの頭の上に動かす。もちろんそこにも、カンナのＳＤキャラが浮うかんでいる。

（そして最後の一勝。それは《プレイヤー》カナちゃんでもぎ取る。カナちゃんがＡなのは、芽め依いちゃんとかぶる『容姿』を除くと、『頭ず脳のう』と『カリスマ性』だ。そのどちらかの《項こう目もく》で勝利する。これで四勝。あたしたちの勝利）

　そこまで考えて、七なな海みは溜ため息いきを吐つく。

（なんて、これだけ言うとまだ簡かん単たんそうに聞こえるけど、絶対的に不利だよ。カナちゃんは一回でも出す《プレイヤー》を間ま違ちがえちゃいけないってことだ。しかも間違えなかったとしても、カナちゃんと芽依ちゃんが、相手の内部ステータスを上うわ回まわっているとは限らない）

　床ゆかに転がるように表示されている《ピエロ》のグラフィックを七海は見る。すべてのステータスデータがＧの《ピエロ》は、相手に首を斬きられるだけのかわいそうなキャラクターだ。

（そうだよ、《ピエロ》を出すタイミングも間違えちゃいけない。こちらの《プレイヤー》にＡがいない『知ち識しき』、『統率力』の《項目》では絶対勝てないから、そこは《ピエロ》をぶつけるしかない。エリカ様がその二つの《項目》のどちらかを出したときに、間違って《ピエロ》以外を出してしまうと、こちらが四勝することはできなくなり、それでも敗北確かく定ていだ）

　七海はエリカを見つめる。

　その表情は相変わらず、無表情だった。緊きん張ちようはおろか、なんの感情さえも感じ取れない。変化がない、まったくの平常心。

（カナちゃんは、エリカ様の考えすべてを読むぐらいじゃないと勝てないんだ）

　だけど、そんなことが、この絶対的君主を相手に可能なのだろうか？　普ふ通つうに考えれば不可能に思える。

　でも、カンナとエリカの間には、他者からは伺うかがい知れないほどの深い関係性がある。異常とも言える執しゆう着ちやくをカンナは抱いだき、だからこそこうやってエリカと対立することができた。

　それが不可能を可能にするかもしれない。

　あるいは、不可能をより不可能にするのかもしれない。

（考えてもしょうがない。あたしは、カナちゃんと《絶対契けい約やく》をしたときに、運命を預けたんだ。あたしの直感が、カナちゃんならあたしを【強欲】のままでいさせてくれるって、そう言っているんだ。あたしの直感は外れたことがない。あたしはあたしの直感を信じてる。だから、あたしが信じてるカナちゃんを信じてる）

　だから、言葉にする。

「信じてるよ、カナちゃん」

　カンナは呟つぶやいた七海を一いつ瞬しゆんだけ見て、だけどすぐに視し線せんを戻もどした。

　騎き士しに首を斬られたピエロが大画面にアップで映し出され、喋しやる。

『斬ざん首しゆされるのは誰だれかな？』

　そのメッセージと共に、レイティングバトル《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬首》は始まる。

『完全ランダムにより、先せん攻こう、後攻を決めます』

　女性の合成音声が流れ、画面に喋しやべった言葉と同じ文字が表示されている。

（先せん攻こうを取りたいな。何もヒント無しで《項こう目もく》を予測しないといけないのは厳きびしいよ。せめて、先攻で相手の選せん択たく肢しを減らしたい）

　果たして、ランダムでの結果は？

『先攻は……藤ふじ白しろカンナです。《項目》を選えらんでください』

　合成音声は、カンナが先攻になったことを告げる。

「やった！」

　七なな海みは小さくガッツポーズをする。

　はしゃいでいる七海をカンナは呆あきれ顔がおで見つめる。

「え？　なに？　後攻がよかったの？」

　カンナは何も答えずに、床ゆかに置いていた鞄かばんを漁あさり出す。

　そして、説明もせずに、七海の頭あたまに何かをかぶせた。

「わ、何これ！」

「さっきから考えていることが顔に出てるからね。これをかぶって表情を隠かくしてもらうことにしたよ。間ま違ちがってもガッツポーズなんてもうしないでね」

　芽め依いの前だからか、相変わらずの優ゆう等とう生せい口く調ちようで、カンナは忠告する。確たしかに、カンナが選んだ《プレイヤー》や《項目》が、七海の表情で分かってしまっては元も子もない。

「う、うん。気を付けるし。……でもこれ、何？」

　七海は頭にかぶせられたものをペタペタ触さわる。硬かたい材ざい質しつで、頭の小さい七海には大きく、かなり緩ゆるい。

「……フルフェイスのヘルメット？」

「エフの仮面だよ」

　少しだけ感かん激げきした。

「おー！　じゃああたしもこれかぶって演説したら、エフになれる？」

「音声は変声できるからともかくとして、体格が違いすぎるね」

　冗じよう談だんなのに真ま面じ目めに返された。

（意地悪されないのはいいけど、優等生モードも本性を知ってからだと、まどろっこしいときがあるよね）

「それから芽依、山やま吹ぶきくんは、ボクが何を選んだのかも見ないでもらえるかな？」

「うん、分かった」

「…………」

　山吹はまだ黙だまっている。どうやらインストラクトの効果が続いていると、まだ思っているらしい。山吹の喋りを好ましく思っていない七海にはありがたい。

（でも、あたしにも見ないよう命令すればいいのに。……あ、《絶対契けい約やく》にある、重要事項はただちに報告しなければいけない、って事こと柄がらに違い反はんするかもしれないから、できないのかな？　まあいいや、なら、遠えん慮りよなく見よっと）

　七なな海みはカンナの手元を覗のぞき込こむ。カンナのエアリアルには《項こう目もく》が表示されている。『頭ず脳のう』、『知ち識しき』、『体力』、『カリスマ性』、『統率力』、『容姿』、『素す姓じよう』のボタンが見える。

　七海は腕うでを組み、予想する。

（カナちゃんが選えらぶのはたぶん、確かく実じつに勝てる『素姓』か、『体力』だ。《プレイヤー》カナちゃんと、芽め依いちゃんは、相手の動向を見極めてから使いたいだろうし、まだ使いたくない。それから、わざわざこちらのターンで自分が負ける《項目》を出す意味もない。……うーん、たぶん選ぶのは『体力』だね。《プレイヤー》としての山やま吹ぶきは、万が一にも他の《項目》で勝てることがないだろうし、早く使ってしまいたいはず。エリカさんもそれを読んでくるかもしれないけど、だからって向こうに勝てる《プレイヤー》はいないし、どうしようもないもんね）

　カンナはエアリアルに触ふれる。それは七海の予想通り『体力』だった。

（お、読み通り。ふふん、あたしの考えもなかなかじゃん）
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　一方、カンナはこう考えていた。

（おそらくエリカは、俺おれが『容姿』の《項目》を選ぶと思っている）

　カンナは左手でピストルの形を作る。

（芽依は容姿Ａだが、おそらく容姿Ａ四人のうちの二人、エリカとクリスには負けるだろう。逆に、佐さ里りと莉り々りならば勝てる可能性が高いというのが俺の見込みだ。それを考慮すると、早く『容姿』で勝負した方がいい。なぜか？　それは『体力』、『素姓』の、こちらが確実に勝てる《項目》で戦うとき、向こうの《プレイヤー》が、捨て《プレイヤー》になることに関係がある。全員のステータスデータを見る限り、エリカ、クリス、莉々を捨て《プレイヤー》として使うことはあり得ない。おそらく『容姿』で負けるであろう、エリカとクリスのカードを早めに使う可能性は薄うすいのだ。となると、選せん択たく肢しが狭せばまったときに《プレイヤー》芽依が残っていればいるほど、こちらの勝率は当然下さがる。『体力』を選ぶのが常じよう套とう手段であることがお互たがい分かっている今こそ、さっさと《プレイヤー》芽依を通してしまうのがベスト）

　カンナはピストルの先に見立てた、人差し指をこめかみに押おし当てる。

（──と読むであろうから、『容姿』は出せない）

　小さく息を吐はき、思考を続ける。

（当然、その思考を、エリカは読んでいる）

　カンナはエリカの顔かおを見る。

　その表情はいつも通り無表情。平常心。

　確かく信しんする。

（エリカは俺おれをどうすれば倒たおせるか、そういう思考は終わっている。シミュレートし終え、勝利を確信し、すでにどのようにして倒したいかというところまで考えている。だからこそ、あの平常心なのだ。しかし、そこが隙すきになり得る。どうやって倒したいかなどという思考は、勝つためには余計な思考だ。余計なものが紛まぎれ込こむほど、相手の思考を読む余地が生うまれる。エリカは考えているはずだ。どうするのが俺に最もダメージを与あたえられるかを。

　分かるぞ。そのやり方は、レイティングバトルがこの一回の選せん択たくで終わることだ。あっけなく何もかもが、俺のただ一回の選択で終わることだ。それが俺に最もダメージを与える勝ち方だとエリカは思っている。つまり俺が《項こう目もく》は『容姿』、《プレイヤー》は芽め依いを選えらび、そこで勝負が決することを望んでいる。つまりエリカが出すであろう《プレイヤー》は──）

　心を決める。

（──『種足たなだれクリス』）

　カンナは『体力』の《項目》を選ぶ。

（来い、種足クリス！　彼女を潰つぶせれば、容姿で芽依が確実に負けるのがエリカだけになる。カリスマ性の《項目》で俺に勝てるのも、エリカだけになる。それはアドバンテージになる！）




『《項目》が選ばれました。続けて、両者《プレイヤー》をお選びください』

　当然カンナが選ぶのは、山やま吹ぶき憲けん悟ご。

　エリカは特に迷うことなく、ノータイムで《プレイヤー》を選んだ。

（さて、そうだな。次のために仕し掛かけでも貼はっておくか）

「ボクは中学時代、エリカの右みぎ腕うでだった。エリカの思考を理解するために、できる限り、一いつ緒しよの時間を過ごしたよ。お互たがいの家に赴おもむき、お互いの服を選んだ。相そう互ご理解のためにはなんでもした。裸はだかを見せ合うことさえ、疑問を抱いだかずにやったよ」

　淡たん々たんとカンナは過去のことを口にする。

「それがどうした？　自分が現右腕であるわたしよりも特別だと言いたいのか？」

　佐さ里りが、少し不快そうに言い返す。

　カンナはそんな佐里に微笑ほほえみを返す。

「『種足クリス』」

　佐里から表情が消えた。

「エリカが選んだのは、『種足クリス』」

　その断言に、誰だれもが押おし黙だまった。

『《プレイヤー》が選ばれました。勝者を発表します』

　そこにいる全員が、コロッセウムの真ん中にある、巨きよ大だいなエアリアルに注目する。

　そうして文字が表示された。





《項こう目もく》──『体力』

　藤ふじ白しろカンナ───《プレイヤー》山やま吹ぶき憲けん悟ご、体力ステータス《Ａ》

　神楽かぐら坂ざかエリカ──《プレイヤー》種足たなだれクリス、体力ステータス《Ｅ》






　画面が白くフェードアウトし、切り替かわる。山吹のＳＤキャラが剣けんを構え、クリスのＳＤキャラに向かっていく。クリスを模したキャラクターは、為なすすべなく斬きられ、首を刎はねられる。

　転がる首と、溢あふれる血液。そのグラフィックと共に、流れる合成音声。

『神楽坂エリカ、０勝。藤白カンナ、一勝です』
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（カ、カナちゃんすごすぎだし。相手が出す《プレイヤー》さえ分かってるなんて！　……でも『体力』ってあたしの読み通りではあるよね？　……なんでエリカ様はステータスにＡが三つもある『種足クリス』を、捨て《プレイヤー》にしたんだろう？　エリカ様は別の《項目》だと読んでいたってこと？）

　今のやり取りの裏に、どんな読み合いがあったか分からない七なな海みは、ピンとこない。

　それよりも今いま更さら、カンナが言っていたことを思い出し顔かおを熱くする。

（っていうか中学生同士で裸はだかを見せ合うって……ふ、不ふ潔けつだし！　大人の階段早く上のぼりすぎだし！　この前そんな話はしなかったじゃん！）

　余計なことを考えている自分に気付き、自重する。

（……ま、まあ、それはすべてが終わってから追つい及きゆうするとして……。そんなことより今は、エリカ様の次の選せん択たくを考えよう。自分のターンで確かく実じつに勝つことが常じよう套とう手段だから、向こうは『知ち識しき』か、『統率力』の《項目》を選えらぶのが基本だよね。その場合、カナちゃんが《ピエロ》を出さなければ、こっちの勝ち目はなくなる。あ、でも『素す姓じよう』、『容姿』の《項目》の方が向こうの勝率は高い？　だってここで間ま違ちがえて《ピエロ》を出しても、勝ち目はなくなる。こっちはピンポイントであたしか芽め依いちゃんの《キャラクター》を出して、当てにいかないといけない。そっちの方がカナちゃんからしてみれば難むずかしそう）

　仮面の中で口を真一文字に結ぶ。

（うう……ここの難なん易い度どは高すぎるよ……。まだ《項目》が六つもあるのに、何を出すのか当てなきゃいけない。こんなのどうすればいいんだし……）

　七海はカンナの顔かおを見る。

　カンナの表情は、味方の七海から見ても、恐おそろしいほどに冷静だ。

（それともカナちゃんにとっては、どうってことないの？　もしかして本当に、エリカ様の考えが読めるの？　全部分かってるの？　もし、そうだとしたら──）

　本来は、安心すべきところだろう。頼たのもしいと思うべきところだろう。

　でも七なな海みは、こういう風に思ってしまう。

（そうだとしたら──カナちゃんは、エリカ様を倒たおしたいの？　倒していいの？）
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　冷静な表情をしているカンナだったが、答えは出ていなかった。

（普ふ通つうに考えれば『頭ず脳のう』、『カリスマ性』はない。こちらが選せん択たくを間ま違ちがえ、《ピエロ》を出しても、まだこちらに勝ち目が残るからだ。俺おれの裏をかくにしても、さすがにそれは選えらばないだろう。……もっと簡かん略りやく化かして考えよう。こちら側から考えればここは六ろく択たくではなく実は三択だ。七海、芽め依い、《ピエロ》のどれを出すかの選択に過ぎない。一番確かく率りつが高い《項こう目もく》は、『容姿』か？　仮にこちらが読みを当てても、ステータスＡ同士でぶつければ、向こうは勝てる可能性がある。しかし、エリカがそんな勝ちを良しとするか？）

　すでにこめかみに押おし付けていた指を、さらに強くねじり込こむ。

（しかし、そこを裏をかいて……と、その裏をかいて、と考えてもきりがない。普通に考えたら、ここはもう運に任せるしかない）

　カンナはねじり込んでいた指を止める。

（だが、運に任すなんて選択を、俺はしない）

『《項目》が選ばれました。続けて、両者《プレイヤー》をお選びください』

　エリカは迷うことなく、《プレイヤー》を選択する。

（さて、ここでさっきの仕し掛かけを使わせてもらおう。一回しか使えないだろうが、もったいぶっている場合ではない）

　カンナはなんでもないことのように、言い放つ。

「選んだのは『素す姓じよう』だね」

　また断言する。

　しかし、先ほどと違い、カンナはそこに確信を持っていない。これは、カンナが探りを入れるための発言だった。

「違います」

　エリカは即そく答とうした。その表情に乱れはない。

「おかしいな？　なら『容姿』かな？」

「違います」

　もちろんカンナは十分すぎるほどに分かっている。こんなことでボロを出すようなエリカではない。

　だから、ターゲットは──

（ふ、『容姿』か？　と尋たずねたときに、瞳ひとみが左へと不自然に動いたぞ、序列七位、高たか柳やなぎ舞まい耶や）

　フレンズ７の方だ。

　カンナが七なな海みに仮面をかぶらせたのと違ちがい、エリカは信しん頼らいを表すために、フレンズ７に何も制約をしなかった。それは能力の高い彼女たちを信頼しているから──ではなく、今後も味方に繫つなぎ止めておくために、彼女たちには信頼をしているポーズを取らなければいけないからだ。

（知っているぞ、高柳舞耶。実直な性格のお前は、他のフレンズ７と比べ、騙だまし合いは決して得意ではない）

　舞耶の反応は、決して分かりやすい反応ではなかった。注意して見なければ分からない、ほんのわずかな変化だ。しかしカンナは、彼女の瞳の動きを見み逃のがさない。

　そうなると、答えは簡かん単たんだった。
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（エリカ様が選えらんだ《項こう目もく》は『容姿』だ！）

　七海はそう叫さけびそうになるのを、ギリギリのところで耐たえた。

　そう答えを出したのは、七海も舞耶の不自然な目の動きを見逃さなかったからだ。

（超ちようファインプレーだしあたし！　自分の観かん察さつ眼がんに震ふるえたし！　どうしよう？　カナちゃんに教えないと！）

　七海はカンナの背中に指を押おし付ける。

（わ。カナちゃんすごい迷めい惑わくそうにこっちを睨にらんでるし。……でも後で感かん謝しやすることになるんだからね！）

　七海はそのまま背中に文字を書く。

『よ』、『う』、『し』。

　カンナはなんの反応もしない。しかしカンナが気付かないわけがないだろう、と七海は一安心する。

　七海は期待して、カンナの手元を覗のぞき込こむ。カンナが選ぶ《プレイヤー》は、当然容姿ステータスＡの『乙おと坂さか芽め依い』になる。

　そうしてカンナがエアリアルの名前を押すところを見届け──

「ぎゃあああああああ！」

　今度こそ本当に叫んだ。
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　七なな海みが背中に書いている文字を無視して、カンナは考えをまとめる。

（さて、ここで考えるのは、あのバレバレの演技がどういう意味を持っているかだ）

　そう、カンナはあの、注意深く見なければ分からない瞳ひとみの動きを、演技だと結けつ論ろんづけていた。

（困ったら鎌かまを掛かけてフレンズ７の反応を試す。そんなのはあまりにごく自然な発想で、想定できることだ。ましてや先ほど、答えが出た後ではあったが、俺おれは似たようなことをした。俺はまた断言的な物言いをして揺さぶりを掛けるぞと、フレンズ７に準備をさせていた。そこまでしたのだ。直接的な質しつ問もんをしてくることに対し、フレンズ７の全員が準備を終えていただろう。それなのに動どう揺ようするなどあり得ない。つまり高たか柳やなぎ舞まい耶やの目の動きは、俺に見つかることを前提とした行動だ）

　ある意味カンナは、彼女たちの能力を信しん頼らいしている。ここで、愚おろかしくも動揺したりする、初歩的なミスをするはずがないと、信頼している。

（問もん題だいは、今の演技が前もってエリカの指し導どうの下もとで行われたか、それとも高柳舞耶が自主的に俺を嵌はめるためにしたのか、どちらなのかということだ。エリカの指導だとしたら、狙ねらいが読めなくなる。だが俺はここは確かく信しんを持って言える。後者だ）

　カンナはまた、こめかみを人差し指で押おす。

（なぜなら、余計な引っかけをすることで俺に考えるヒントを与あたえてしまった。『容姿』か『容姿以外』かの二に択たくにすることで、考えやすくしてしまった。そんなことをエリカが指導するはずがない。高柳舞耶が自主的に事を行ったのだ。そうなると単純に、演技で引っかけ、『容姿』だと俺に早合点させようとしたと考えるべきだ。つまり、二択の答えは、『容姿以外』が正解になる）

　カンナは舞耶を見つめる。舞耶はこちらに視し線せんを合わせようとはしない。

（そして、騙だますのが下へ手たな高柳舞耶は致ち命めい的てきなミスを犯した。それは、よりにもよって『容姿』かと尋たずねたそのタイミングで、演技をしたことだ）

　カンナは口元を押さえ、口角が上あがったことを隠かくす。

（本来なら高柳舞耶は、『素す姓じよう』かどうか聞いたときに反応すべきだった。なぜなら、いきなり問われて思わず動揺してしまうのが、自然な反応だからだ。それなのにわざわざ二回目の質問、『容姿』かどうか尋ねたときに驚おどろいて見せた。そんなもの、そっちで騙されてくれた方が都合がいいからだと分からせるようなもの。そう、『素姓』のときに反応をしなかったのは、そこで俺が引っかかってはまずいからだ。実際のエリカの選せん択たくが『素姓』であったから、『素姓』だと導みちびいてしまう演技はできなかった）

　結論は出た。

（そう、ここでエリカが選えらんだ《項こう目もく》は『素す姓じよう』）

　だから、カンナが選ぶ《プレイヤー》は、当然『七なな星ほし七なな海み』になる。カンナはそのボタンを押おす。

「ぎゃああああああ！」

　エアリアルの画面を押すと、七海が悲鳴を上あげた。

（まったく……いつもいつもうるさいやつだ）

『《プレイヤー》が選ばれました。勝者を発表します』

　カンナは、巨きよ大だいなエアリアルを見上げる。

「うう……カナちゃんのバカ。にぶちん。心がないから、あたしが密ひそかに伝えたメッセージを感じ取れないんだし！　うわああああん」

　そうして文字が表示された。





《項目》──『素姓』

　藤ふじ白しろカンナ───《プレイヤー》七星七海、素姓ステータス《Ｓ》

　神楽かぐら坂ざかエリカ──《プレイヤー》須す影かげ莉り々り、素姓ステータス《Ａ》






「って、えええええええ!?」

　またうるさく叫さけぶ七海。

　画面が白くフェードアウトし、切り替かわる。七海と莉々のＳＤキャラが剣けんを構え、お互いの剣を合わせる。先ほどと違ちがい、ステータスに差がないからか、莉々を模したＳＤキャラは健けん闘とうするが、当然最終的には七海に敗れ、その首が刎はねられる。

　転がる首と、溢あふれる血液。そのグラフィックと共に、流れる合成音声。

『神楽坂エリカ、０勝。藤白カンナ、二勝です』

（これまでは順じゆん調ちようだ）

　カンナはそう思い、舞まい耶やを見る。彼女は悔くやしそうに歯を食いしばっていた。自分のミスを思い知ったのだろう。

　おそらく舞耶は、カンナが『種足たなだれクリス』を読み当てたことで、本当にカンナがエリカの思考を理解しているのではないかと、少なからず思ったのではないだろうか？　それで別の判断材料を用意し、カンナを混乱させようとしたのだろう。

　しかし、それこそまさにカンナが敷しいた罠わな。

　エリカ以外の人間が余計なことをすればするほど、カンナの判断材料は増えるのだ。判断材料が増えれば当然、相手の手を読みやすくなる。

「え、ええと……カナちゃん、信じてたし！」

　七海が都合のいいことを言って、カンナに抱だきついてくる。

「あ、七なな海みちゃんずるい…………わ、わたしも信じてたよカンナくん！」

　たどたどしく言って、芽め依いも抱だきついてくる。

（まったく……モテモテだな俺おれは。実にわずらわしい。……そんなことより、次にどうするかを考えなくては。次に選えらぶ《項こう目もく》は、当然俺が勝利する可能性がある『容姿』か『頭ず脳のう』か『カリスマ性』かだが…………）

　カンナは抱きついている二人を払はらいのけ、エリカを見つめる。

　エリカは、ほんのわずかに微笑んでいた。

　知っている。

　あれはエリカが本当に機嫌がいいときにする笑みだ。




　そうしてカンナは気付いた。

　気付いてしまった。




『《項目》を選んでください』

　カンナは動どう揺ようが顔かおに出ないよう、唇くちびるを結ぶ。他の人たちには動揺は伝わっていないが、しかしおそらく、エリカだけは分かってしまっただろう。その自覚がある。

　あの微笑ほほえみの解かい釈しやくが間ま違ちがっているわずかな可能性に賭かけて、カンナは『知ち識しき』を押おす。

『《項目》が選ばれました。続けて、両者《プレイヤー》をお選びください』

　続けてカンナは《プレイヤー》に《ピエロ》を選ぶ。

　エリカはほぼノータイムで《プレイヤー》を選んだ。





《項目》──『知識』

　藤ふじ白しろカンナ───《プレイヤー》《ピエロ》、知識ステータス《Ｇ》

　神楽かぐら坂ざかエリカ──《プレイヤー》星ほし宮みや詠えい子こ、知識ステータス《Ａ》






　予想通りの結果。

《ピエロ》が首を刎はねられる映像が流れる。

『神楽坂エリカ、一勝。藤白カンナ、二勝です』

「……カナちゃん？　どうしてわざわざ負ける《項目》を自分のターンで選んだの？」

　七海の問いに、カンナは答えない。

「……でもあれだよね！　さっきみたいに考えがあるんだよね？」




　次はエリカが《項目》を選ぶターンだ。

　エリカはまたも、迷うことなく選び終える。

『《項こう目もく》が選えらばれました。続けて、両者《プレイヤー》をお選びください』

　その合成音声が終わるや否いなや、エリカは口を開ひらいた。

「宣告します」

　エリカは今日の天気を口にするように、淡たん々たんと口にする。

「私が選んだ《項目》は『統率力』です」

　その発言に呆あつ気けにとられていた七なな海みだったが、しばらくして口を開く。

「え？　え？　なんでわざわざそんなことを言う必要があるの？　あ、そうやってカナちゃんを騙だますつもり？」

「いえ、真実をお答えしているだけです。なんでしたら、《絶対契けい約やく》で噓うそを吐つけないようしていただいても構いませんよ」

「え？　な、何を言ってるの？　本当に？」

　しかし、そんなやり取りをしている間にも、カンナは無言で《ピエロ》を選んでいた。

「え？　い、いいの、カナちゃん？　そんな簡かん単たんに信じちゃって。ちゃんとこの発言の意図を考えないとダメじゃないの？」

　カンナは答えない。

　ただエアリアルを見つめて、分かりきっている結末を待つ。





《項目》──『統率力』

　藤ふじ白しろカンナ───《プレイヤー》《ピエロ》、統率力ステータス《Ｇ》

　神楽かぐら坂ざかエリカ──《プレイヤー》高たか柳やなぎ舞まい耶や、統率力ステータス《Ａ》






　また《ピエロ》の首が跳とぶ。

『神楽坂エリカ、二勝。藤白カンナ、二勝です』

「カ、カナちゃん？」

　正しい選せん択たくはしたものの、どこか投げやりに見えるカンナに、七海は心配そうに声を掛かける。

　しかし、カンナはやはり何も答えない。

　確かく信しんしてしまった。あの微笑ほほえみがどういう意味を持つか、その答えを先ほどのエリカの言葉で確信してしまった。

『《項目》を選んでください』

　合成音声が、カンナに選択を迫せまる。

　カンナは目の前に浮うかぶモニターの前で、何も押おせずに立ち尽つくしている。

「やはりいいものです。何も言わずとも、伝わるというのは」

　エリカは、微笑みにしても控ひかえめすぎる笑みを浮かべて、何もできずにいるカンナに言う。

「残っている《項目》は、『頭ず脳のう』、『カリスマ性』、『容姿』ですね。どれを選んでもいいでしょう。あなた自身を信じるのも、あなたの恋人を信じるのも、素す敵てきな選せん択たくです」

　エリカは歩き、カンナに迫せまる。

「どれを選えらぶのであっても、私が出す《プレイヤー》は変わりません」

　カンナの髪かみに触ふれ、撫なでる。

「私が選ぶ《プレイヤー》は、『神楽かぐら坂ざかエリカ』」

　今度は頰ほおを優やさしく撫でる。

　それでも動けずにいるカンナは、以前にした芽め依いとのやり取りを思い出していた。




　──だってそのときは、桜おう華かさんが選んだ《項こう目もく》だったんだよ？　運良く勝てた、って考えた方が自然じゃないかな？

　──残念だけど、その考えは甘あまいよ。もしそうだとしたら、桜華さんは打ちひしがれたりしなかったんじゃないかな。エリカは観かん察さつ眼がんによって、どちらの内部ステータスが上うえかを見極めていた。そしてその上で、桜華がどの《項目》を選ぶのかも読んでいたんだよ。だからこそ、桜華は圧あつ倒とうされ、インチキまでも疑ったんだ。




「『頭ず脳のう』、『カリスマ性』、『容姿』、どれを選んでも、あなたは勝てるというのか？」

　カンナはようやく口を開ひらく。

「はい、そうです」

　エリカは断言する。

「特に『カリスマ性』では負けることはないでしょうね。それは君主として最も必要な力。最も巨きよ大だいなクリーク、【アーバンライオン】を治めている私が、学園側に評価されていないはずがない」

　そう、エリカの観察眼をもってすれば、同じステータスＡでも、どちらが上かを見極められる。『容姿』については表面に現れているものなので、特に分かりやすいだろう。問もん題だいは『頭脳』と『カリスマ性』だが、エリカが見極めるべき相手は、かつて右みぎ腕うでであり、その価値観を理解し合ったカンナだった。

　故ゆえに確かく信しんしている。

　それだけ深い関係性を持った相手の能力を、見極められるに違ちがいないと。

　なら勝利を確信し、あの微笑ほほえみを見せたのか？

　いや、それは違う。その程度ではエリカは笑わない。

「賞しよう賛さんに値します」

　カンナから手を離はなし、エリカは拍はく手しゆをする。

「あなたは私の選択を、ただの一つも間違えなかった。そんなこと他の方にできますでしょうか？　おそらくできないでしょう。そんなことができるのは、あなただけです。あなたの能力は、間ま違ちがいなく素晴らしい」

　拍はく手しゆをやめる。

「しかし、あなたは負ける」

「……勝つ方法はあったのか？　俺おれは間違えなかったんだろう？　始めから勝つ手段のない戦いだったのだとしたら、この勝利に意味はない」

　カンナはふと、今までしていた優ゆう等とう生せいの演技を忘れていることに気付いたが、もうそんな些さ細さいなことはどうでもいい。

「勝つ方法はありました。あなたは間違えたのです」

（だろうな。そうでなければ舞ぶ台たいを整ととのえ、レイティングバトルをしない。エリカはわざわざ俺に勝しよう機きを残して、レイティングバトルに応じた。俺に絶望的な差を見せつけるために）

「もうすでにあなたなら分かっているでしょうが、今回の戦いの肝きもは、《プレイヤー》『神楽かぐら坂ざかエリカ』を倒たおすことでした。そのためには『体力』、『素す姓じよう』の《項こう目もく》で、『神楽坂エリカ』に戦いを挑いどむ必要がありました。そう導みちびくようにすれば、あなたに勝機はあったのです。その方法は、たった一つでした」

　エリカは答えを言う。

「初手で《プレイヤー》『藤ふじ白しろカンナ』を出すことです」

　言われ、カンナはそのケースをシミュレートしてみた。検討し、答えが出る。エリカが言っていることに間違いはない。初手で《プレイヤー》『藤白カンナ』を出し、それから一手も間違えなければ勝利することができた。

　カンナは確たしかに、失敗をしたのだ。

「しかし、あなたがそうしないことを、私は分かっていました」

　エリカはカンナに顔かおを近づける。

「あなたは《プレイヤー》『藤白カンナ』を出す、そのことはまったく考えなかった。そうではありませんか？」

　確かにカンナは考えなかった。

　不ふ思し議ぎなほどにまったく。

　まるでそれは、エリカにそう思考を操あやつられていたかのように。

「私は初めに言いましたね？　『孤こ独どくが板に付いた』と」

　そうしてエリカは、またあの言葉を言う。




「心を預けられますか？」




「私は誰だれにも心を許しませんが、その私に心を預けられますか？」

　エリカは髪かみをかき上あげ、言う。

「あなたも同じです。あなたの、君主としての資質は、あなたを解放しない」

　以前にも言われたその言葉は、カンナの心に突つき刺ささる。

「解放してはくれない、逃のがれられない、あなたが持つ、私と同じ君主の資し質しつを、私は何よりも信じます」

　エリカがヴァーチャルリアリティの設定を変えたのだろうか？　解放感に溢あふれていたグラフィックは消え、コロッセウムが消える。ここは元の黒く、狭せまい部屋だ。

　目の前には、エリカの漆しつ黒こくの瞳ひとみがある。

（────ぁ）

　景色が変わっている。

　あらゆる人物の顔かおに靄もやが掛かかっている。目の前のエリカ以外と焦しよう点てんが合わない。フレンズ７の顔が判別できないし、七なな海みと芽め依いの顔も分からない。狭い部屋なのに、すべての距きよ離りが遠い。

　エリカ以外の、すべてが遠い。

「信じていました、あなたが君主であると。孤こ独どくであると。だからあなたは、あなた以外の人間を信しん頼らいできない。そんなあなたはこんなステータスだけのバトルであろうと、唯一信頼している自分を一手目で消費することができない」

「…………デタラメだ。すべて後付けだろう」

　喉のどの奥おくから無理矢理絞しぼり出した言葉はしかし、自分自身さえも騙だませない痴しれ言ごとだった。
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　だがカンナはそう言うしかなかった。そうしなければ、この靄もやが掛かかった光景から逃のがれられない。再び、エリカの漆しつ黒こくに吞のみ込こまれてしまう。

　エリカは微笑ほほえみ、カンナのＣＣＣシートリプルモバイルにエリカのそれを近づける。

　ファイルが送りつけられていた。

　それを開ひらく。

　そこには、カンナがこのレイティングバトルでとるであろう行動が書かれていた。選えらぶ《項こう目もく》、《プレイヤー》だけでなく、カンナがエリカの出す《プレイヤー》を当て、発言することまで書かれていた。

　三パターンあるうちの一つが、完全にカンナの今回の行動と合がつ致ちしている。

　それはまるで予知能力。

　あり得ない能力。

　しかし、事実、エリカはそれをしたのだ。

　カンナはこう考えていた。エリカは俺おれをどうすれば倒たおせるか、そういう思考ではなく、すでに勝利を確かく信しんし、どのようにして倒したいかまで考えている──と。

　それは完全に正しかった。

（どうやったら……俺の心を最も効果的に粉ふん砕さいできるか？　初手で倒すのが俺の心を折る一番の方法だなんて、何を生なまぬるいことを考えていた？）

　エリカが見せつけたのは、その程度のことではない。

　カンナが出す《項目》を予想するなどエリカには簡かん単たんすぎた。エリカはこのレイティングバトルにおける、カンナの思考のすべてを予想し当てたのだ。




　エリカの微笑みの意味。

　カンナの心をいまだ支配できている、その確信が、エリカを笑わせていた。




　思考は奪うばわれた。

　カンナはエリカの漆黒の瞳ひとみに囚とらわれた。

　カンナは何も考えず、最後の作業を終わらせる。エアリアルに表示されている『頭ず脳のう』の《項目》を選えらぶ。

『《項目》が選ばれました。続けて、両者《プレイヤー》をお選びください』

　カンナはまたも何も考えずに、続けて選ぶ。

　巨きよ大だいなエアリアルに文字が表示される。





《項目》──『頭脳』

　藤ふじ白しろカンナ───《プレイヤー》藤白カンナ、頭脳ステータス《Ａ》

　神楽かぐら坂ざかエリカ──《プレイヤー》神楽坂エリカ、頭脳ステータス《Ａ》






　ステータスが同じＡ同士のせいか、ＳＤキャラのつばぜり合いは熾し烈れつを極めた。火花のエフェクトが飛び散り、互ご角かくの争いを見せている。

　しかし結果は分かりきっていた。

　エリカを模したキャラクターの剣けんが、魔ま法ほうを帯びたように輝かがやく。白銀の一いつ線せんがカンナの首をなぞる。

　そうして、カンナを模したキャラクターの首は飛んだ。

『神楽坂エリカ、三勝。藤ふじ白しろカンナ、二勝です』

「カナちゃん……」

　七なな海みが漏もらした言葉も、うまく聞き取れない。

　カンナはエリカ以外に焦しよう点てんを合わせられない瞳ひとみで、目の前のエアリアルを見る。

　そこには胴どうと首が離はなれ、血が溢あふれかえっている、カンナに似たキャラクターが死体となって表示されている。

　それは否いや応おうなしに、自覚させた。




　カンナは【強欲】の称しよう号ごうを失った。

　すべてを失った。
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　エリカに敗れた翌日。カンナはおとぎ話の中のような第二校舎の庭園にやってきた。

　ふと、カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さし、エアリアルを表示させる。【七君主】の証明である、校章の横よこにあった『☆』マークはそこにない。【強欲】の立場はもう、エリカによって奪うばわれている。

　エアリアルの表示を消し、目め線せんを上あげる。

　広がるのは、何もかもが夢む幻げんのような、幻想的な光景。

　あの戦いの後にカンナが奪われたものは、あらゆるすべてだったが、その中には現実感も含ふくまれていたのだろう。

　庭園の風景は、カンナからリアルを削けずり取るように奪い、地に足を付かせない。息を吸って自分を取り戻もどそうとしても、鼻び腔こうをくすぐる薔ば薇らの匂においが、元の世界に戻るのを防ごうとする。

　思考には靄もやが掛かかっている。

　しかし、カンナがどんな状態であっても、その視し線せんの先にはいる。

　神楽かぐら坂ざかエリカがいる。

「お待ちしておりました」

　カンナを呼び出したエリカは、今日も緑色のつるが巻かれている優ゆう美びなガーテンチェアに座っていた。カンナの姿を見ると、今まで口に運んでいたティーカップを、テーブルへと静かに置く。本来なら常にフレンズ７の誰だれかを連れているのに、今日はエリカ一人だけだ。

　これからどんな話をするのか、カンナは理解している。だが、カンナの表情はどこか呆ぼう然ぜんとしたまま変わらない。感情が付いてこない。

　エリカはいつもの無表情で、カンナに尋たずねる。

「どこまで理解をしていますか？」

　唐とう突とつな問い。

　しかしカンナは答えられる。

「今回の騒動はすべて、あなたが、俺を、好敵手に育てるために仕向けたこと」

　その答えに、どこか満足げに、エリカは紅茶を口に運ぶ。

「そうです。入学式の日に、ああやって突つき放せば、あなたは私に敵てき対たいしてくると分かっていました。あの日の私の言動は、すべてそのためです」

　そう、すべて、エリカの計画通りだったのだ。

　カンナがエリカに無視されないほど力を付け、エリカとレイティングバトルで対決し、そして敗北することまで──すべて。

「どうして、そんなことをする必要があったのかも分かりますね？」

　カンナはその言葉に反応しない。

　しかし、エリカは気にせず、答えを言った。

「あなたを側に置くためです」

　エリカは手で招き寄せ、カンナを近くへと呼ぶ。

　カンナは、指示されるがまま、彼女の隣となりへと歩み寄る。

「ああ……手間を掛かけさせてくれましたね」

　エリカはカンナの耳みみ朶たぶに指を触ふれる。

「私がこんなことをしなくてはならなかったのは、【アーバンライオン】内において、あなたを[image: ]２に置くことを、周りに納得させる必要があったからです。しかしあなたは、入試でなんのミスをしてしまったのか、Ｆランクに配属されてしまいました。いくらステータスデータが高いと言っても、Ｆランクの一年生を突とつ然ぜん[image: ]２に置くことに、誰だれも納得はしてくれないでしょう。ましてや【アーバンライオン】の上層部はフレンズ７を代表に、女性であることが伝統です。あなたを側に置く処しよ遇ぐうは例外にも程がある。ならば、あなたが、例外を認めさせるほどの実力者であると、どうしても周りに思わせる必要があったのです」

　エリカはカンナの耳の中に、小指を差し込こむ。

「あなたはその能力を、私の仲間たちに見せつける必要がありました。どうすれば、あなたはその能力を最大限に発はつ揮きするか？　それはあなたに私と敵てき対たいする意志を持たせることでした。私の思おも惑わく通り、あなたは力を付けました。あなたは一時【七君主】になり、【アンチリヴァイアサン】なる組そ織しきの長おさになりました。それは私にとっても想定外なほどの力の付け方です。そして今回の戦い。あなたの善戦をその目で見たフレンズ７は、あなたが[image: ]２になる能力を持っていることに、何も疑問を抱いだかないでしょう。フレンズ７が納得したとなれば、【アーバンライオン】内で異い論ろんを唱える人はいなくなります」

　カンナはエリカに触れられるがまま、口を開ひらかない。

「あなたはなんて、思惑通りに動いてくれるのでしょう」

　エリカはカンナの頰ほおを、両手で優やさしく包み込む。慈いつくしむように見つめ、言う。

「あなたは私の最高傑けつ作さくです」

　なんて誇ほこらしい言葉だろう。心が感動で震ふるえそうだ。

　その言葉だけで、カンナはこの先、すべてにおいて自信を持って生いきていけるだろう。

　だが、どうしてもカンナには聞かなければならないことがある。

「俺おれは──」

　口を開く。

　それだけでエリカは、意外そうに目を丸くする。まるでカンナがこれ以上の疑問を持つことさえ、想定外であるかのように。

「俺は、あなたから一度解放された。あなたが憎にくらしく思い、あなたから決別しようと思った。それさえもあなたの掌てのひらの上うえだったというのか？」

　エリカはわずかに、不満そうな表情を浮うかべる。

「……愚ぐ問もんですね。分かりきったことを聞くなど、あなたらしくもない。すでに答えは言っています。私と敵てき対たいをさせるために、そうしたのだと。あなたの心理さえも操そう作さしなければ、それはできないのですよ」

「俺おれはこの学園を制すると決めた。この学園の君主になると決めた」

「ですから」

　エリカは子供に諭さとすように言う。




「その目的も、私が作り上あげた、偽にせ物ものです」




　目め眩まい。

　カンナは立ちくらみをしそうになり、しかし倒たおれるまいと、その場に踏ふん張る。

　君主になる目的は、カンナを支えていた。この学園でのすべてだった。そのために良心さえも捨て、芽め依いを利用さえした。七なな星ほし学園に入学してから、すべてを自らの目的に捧ささげ、犠ぎ牲せいにしてきた。

　しかし、それさえ、エリカに作られた目的？

　だとすれば──

　エリカに出会ったそのときからずっと、支配され続けていた。

　その漆しつ黒こくの瞳ひとみに囚とらわれ続けていた。




　そうして顔かおを上げると、景色は変わっていた。

　エリカ以外に焦しよう点てんの合わない世界に。

　幻げん想そう的てきな光景は、より幻想的に変わっていた。この光景を形成しているのは、モザイクが掛かかった、あらゆる色の光。その光景こそ、この庭園の完成型だと思わせるほどに、それは美しかった。

　ただただ、完かん璧ぺきだった。

　薄うすらいでいく思考の中でカンナは考え、そして口にする。

「欲しい」

　漏もれるように口にする。

「だとしたら、もう、あなたが二度と離はなれないという証明が欲しい」

　エリカは口元を緩ゆるませる。

「なるほど、それが不安だったのですね」

　エリカは立ち上がる。

「ですが、そんなことは不可能です。そんな証明は、私たちが例え婚こん礼れいの儀ぎを交わしても不可能でしょう。……けれど、あなたの不安を鎮しずめることはできます」

　立ち上あがったエリカは、カンナと向かい合い、手を口元に押おし付ける。そのまま自分の指をカンナの口内に入れる。

　カンナは抵てい抗こうすることなく、エリカが押し付けた指を受け入れる。

「要は、理解させてあげればいいのでしょう？」

　エリカは舌を出す。赤く濡ぬれた、蠱こ惑わく的てきな舌。指をカンナの口から引き抜ぬき、その舌で付着した唾だ液えきを舐なめる。

「努ゆめ々ゆめ忘れないよう言いましたよね？」

　出していた舌を、カンナの口内に入れる。目を開あけたまま、確たしかめているように舌を絡からめる。カンナもその動きに逆らわず、その舌を味わう。カンナとエリカは見つめ合い、その行こう為いを確かく認にんし合っていた。

　しばらく舌を絡からませ続け、口を離はなした。

「あなたが私の所有物であることを」

　エリカは、口元をわずかに上げた。

　この微笑ほほえみに分ぶん類るいされるかも分からない彼女の表情は、最上級の喜びの表現だ。

　そして、カンナは理解した。

　カンナとエリカは一年以上もの間、ろくに会話をすることがなかった。敵てき対たいもした。しかし、そこにある関係性は、かつてエリカの漆しつ黒こくに囚とらわれていた頃ころとなんら変わりなかった。

　エリカはカンナを切り捨ててなどいなかった。エリカの自分への気持ちは何一つ変わっていなかった。

　ずっとエリカは、カンナへの変わらぬ想おもいを抱いだき続けてくれた。




　しかし、そんなことは、カンナの計画には影響がない。




　カンナは離すことができない、硬かたい幽ゆう霊れいのぬいぐるみを、壊こわしてしまうぐらいに強く握にぎりしめる。




　　　　　　　　　■




「──そういう手順で行くつもりだ。七なな海み、よろしく頼たのむ」

　エリカに会う三時間前の昼休み、カンナは人が寄りつかない第三十五校舎生徒会室で、七海に今回の計画を話していた。

　荷物が積つまれ、雑然としている生徒会室で、カンナはエフの仮面をかぶっていた。七海にはその理由は単なる戯たわむれだと説明したが、本当は違ちがう。

　カンナはレイティングバトルに敗れたことで、地に足が付いていない感覚を抱いだいたままだった。思考に靄もやが掛かかったままだった。

　不安定になっている自分のそんな有り様を、協力者である七なな海みに見せられなかったのだ。

「分かったよ、カナちゃん。でも──」

　しかし、仮面をかぶったことは、あまり意味がなかったかもしれない。

「本当に実行できるの？」

　どうにしろ七海には、カンナの変化を見み抜ぬかれていたからだ。

（七なな星ほし七海。頭あたまがいいとは思えないが、時折やけに鋭するどいところがある。もしや、学園側に【強欲】を割り振ふられたのは、ただの七光りではなく、その能力を買われてのことなのか？　……いや、さすがに考え過ぎか）

　これからカンナはエリカを欺あざむく。しかし、カンナを知り尽つくしているエリカを、普ふ通つうのやり方で騙だますことはできない。それは先のレイティングバトルで証明されている。

　ならどうやって、エリカを欺くのか？

　カンナの出した結けつ論ろんはこうだ。

（エリカを欺くには、自分さえも欺くしかない）

　カンナは今、レイティングバトルですべてを奪うばわれ、現実感を失っている。目的を失いそうになっている。それが演技でもなんでもない素の状態だ。そんな状態でエリカの呼び出しに応えれば、エリカの意のままの行動を取ってしまうかもしれない。

　しかし、敢あえて何も対策を講じないまま、エリカと対面する。

　つまりエリカを欺くために、カンナは現実感を喪失したまま呼び出しに応え、しかしそのままエリカを陥れる計画を実行する。

（かつてエリカにすべてを捧ささげた俺おれが、頂点を目指す気持ちを取り戻もどして、エリカを陥おとしいれる計画を実行できるか？　……分からない。それは、まるで分からない）

「カナちゃん」

　七海はカンナの名前を呼んで、ジャケットの内側に手を入れてくる。

　突とつ然ぜんの接せつ触しよくを鬱うつ陶とうしく思ったカンナは、七海を引き剝はがす。

「なんのつもりだ？」

　口を一文字に結んだ七海は、手にぬいぐるみを持っていた。どうやらカンナの裏ポケットに入っていたぬいぐるみを抜き取ったらしい。

「……ちゃんと持ってたね、ゴーぽん」

「《強欲》を失ったとき、《絶対契けい約やく》が解除されるなんて契約にはなかったからな。こうなっても、懲ちよう罰ばつ処分を受けないためには持ってなければいけない」

　七海は自分の鞄かばんを掲かかげて、そこにぶら下さがっている黄色い猫ねこのぬいぐるみを指さす。

「エネコのんとゴーぽんって実は同じシリーズなんだ」

「それがどうした？」

　七なな海みはそれには答えず、カンナに幽ゆう霊れいのぬいぐるみを返す。

「これ、手放さないでね。不安になったら、触さわってあげてね。自分を見失いそうになったら、壊こわれるぐらい強く握にぎってね」

「……は？」

「カナちゃん。大だい丈じよう夫ぶだよ、そうすれば思い出すよ」

　七海はエフの仮面を優やさしく撫なでた。

「頂点を目指そうとした、自分の想おもいを」




　　　　　　　　　■




　腕うでの中で電気的刺し激げきが起こる。

　カンナは驚おどろき、幽霊のぬいぐるみを確かく認にんする。口を開あけたぬいぐるみの、牙きばと牙の間に、電気が流れている。

（そうかこれも七海が持っていた猫ねこのぬいぐるみと同じ、護ご身しん用ようのスタンガン内ない蔵ぞうのぬいぐるみ……！）

　カンナはそれを理解し電流を自分の腕に押おし当てる。

「────っ！」

　電気的刺激は、靄もやの掛かかった思考を、強制的に跳とばす。

　代わりに、初めに電気的刺激を浴びせられたときの記き憶おくを思い起こす。




　──こうやって見える形にすれば、カナちゃんはこの契けい約やくのことを絶対に忘れないよね？　頂点を目指す気持ちを忘れないよね。それってすごく大切なことだと思うの。

　──必要なの！　ゴーぽんを持ってくれれば、頂点を目指す気持ちを忘れないの！




（──おいおい、七海はこれを計算尽づくで、このぬいぐるみを持たせることを《絶対契約》に含ふくめたってのか？　《絶対契約》をするときに、猫のぬいぐるみを押し当ててきたのも、電気的刺激と《絶対契約》をしたときの記憶を結び付け、そのときの気持ちを忘れさせないため!?）

　さすがに、今のような事態が起こることを予想していたわけじゃないだろう。

　しかし現実、この刺激が必要な事態が起こり、七海が準備していたことが役に立った。それは歴然とした事実だ。

「くくく…………」

　庭園に掛かっていたモザイクは消えた。焦しよう点てんもエリカ以外にきちんと合う。薔ば薇らの香りは、よくよく嗅かぐと、芳ほう香こう剤ざいの臭においとさして変わらない。幾き何か学がく模も様ようの緑は、元々趣しゆ味みでもなんでもなかった。

　何が幻げん想そう的てき光景だ。目を凝こらしてみれば、なんてことはない。

　ここはただ、弱肉強食の制度によって虐しいたげられている、生徒の学費を吸い上あげ作り出した、歪いびつな庭だ。

　戻もどる。

　靄もやの掛かかっていた思考が、元に戻る。

　君主になるための思考が、また動き始める。

「あはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは！」

　思わずこみ上げる笑い。こんなにも大声で笑ったのは、生うまれて初めてかもしれない。

　しかし、それぐらい愉ゆ快かいだった。

　七なな海みなんぞに、してやられてしまった自分が。

　そして、自分の君主への、異常なまでの執しゆう着ちやくが。

（……ああ、確たしかに思い出した）

　安らぎのない過か酷こくな道を進むのだとしても、頂点を目指すのだと決めた決意を。

　例え一人きりになっても、この道を突つき進むという決意を。

　その決意がカンナを、この計画に呼び戻すのだ。

　Ｆランクの君主にさせるのだ。

「…………ふぅ」

　カンナは笑うのをやめ、そして言う。

「エリカ、あなたの言うことはすべて正しい」

　エリカはカンナが笑っていた意味が分からないのか、目をわずかに見み開ひらいている。

　そんなエリカに言い放つ。

「俺の君主の本質は、俺を解放しない」

　そうしてＣＣＣシートリプルモバイルをエリカに見せつける。それは録ろく画が中ちゆうになっていた。

　実はカンナには分からない。君主としての執着を取り戻すか、エリカに吞のみ込こまれ右みぎ腕うでとして仕えるか、どちらが自分にとっていいのか、カンナには分からない。

　しかしカンナは今、迷うことなく前者を選えらんだ。どうしてそちらを選んだのか問われても、答えられない。電気的刺激を浴びなければ、そちらを選ばなかったのかもしれない。それだけの、取るに足らない差なのかもしれない。

　だが、差はほんのわずかでも、もう、カンナは揺ゆらぐことはない。

　エリカはカンナのＣＣＣシートリプルモバイルを凝ぎよう視しする。そして、ようやくその意味に気付いたのか、その目をさらに見開く。

「そうだ。撮さつ影えいしていた。俺おれたちのディープキスをな。分かっていた。俺が二度と離はなれない保証が欲しいと口にすれば、あなたは所有物だと知らしめるために、キスをしてくることを。ああ、確たしかにあなたは俺のことを理解している。思おも惑わく通りに動いてしまう。しかし、それはお互たがい様だ。俺もまたあなたの思考を理解しているし、あなたのことを深く把は握あくしている」

　カンナは口の端はしを上あげる。

「なんて思惑通りなんだ」

　その不ふ敵てきな笑いは、カンナの最上級の喜びの表現。

「ディープキスは不純異性交遊に当たる。そして、不純異性交遊は、懲ちよう罰ばつ処分Ａだ」

　懲罰処分Ａ。どのランクであってもＦランクに降格し、監かん禁きん棟とうに一ヶ月間入れられる重い処分。

「当然俺も罰を受けるが、元よりＦランクだからダメージは少ない。今回の処分で一年の後期もＦランクになってしまうかもしれないが、俺なら挽ばん回かい可能な位置だ。しかしエリカ。あなたはＳランクから一気にＦランクだ。二年のあなたは時間的に挽回も事実上不可能。【七君主】であることを公言している立場上、【アーバンライオン】のトップも辞任し、【七君主】の座を誰だれかに譲ゆずらなければいけなくなるだろう。……そう、あなたはすべてを失うんだ」

　カンナはエリカを見み据すえる。

「俺ではなくあなたが、すべてを失うんだ」

　エリカは、真っ直すぐにカンナを見つめ返す。

「あなたはＦランクの俺には無意味だから……いや、俺をどうせ支配できるからと、レイティングバトルのブロック登とう録ろくをしなかった。しかし、同じランク同士ならレイティングバトルを強要できる。つまりもう一度、戦えるってことだ」

　カンナは不敵な笑みを浮うかべたまま、言い放つ。

「あなたが持つ、【傲ごう慢まん】も【強欲】ももらう。そうして再びなる。今度はライオンも狐きつねも独どく占せんして、返り咲ざく」




「Ｆランクの君主に」




　後は粛しゆく々しゆくと事を行うだけ。

　懲罰処分を学園に求めるために、カンナはＣＣＣシートリプルモバイルの第四ボタンに手を伸のばす。

「《Ｓインストラクト》、手を動かさない」

　カンナはその言葉に、ＣＣＣシートリプルモバイルに伸ばしていた手を止める。

　エリカは続けて言う。

「《Ｓインストラクト》解除。続けて《Ｓインストラクト》、先ほど撮影した動画を削さく除じよ」

　カンナは指示通りＣＣＣシートリプルモバイルを操そう作さする。

　しかしその表情は冷静なまま変わらない。

「無む駄だだ。俺おれはその動画を撮さつ影えいし、保存したと同時に送信していた。元より映像を懲ちよう罰ばつ審しん査さ室しつに提出するのは俺の予定ではない。七なな海みだ」

　カンナはエアリアルに、自分とエリカがキスをしている映像を映し出す。抵てい抗こうなく、その映像を削さく除じよする。

　エリカはしばらくカンナの顔かおを見つめ、腕うでを組んだ。

「…………分かりません」

　それは、カンナにとって驚おどろくべき言葉だった。

　なぜならカンナは、エリカが「分からない」と口にしたのを聞いたことがなかったからだ。

「どうしてこんなことをあなたがするのか、私には分かりません。あなたは一体、何をしたいのですか？　私はあなたの感情を見み抜ぬいています。あなたは、私の右腕に戻もどりたいと思っていて、それは心からの感情です」

　カンナは答えない。

　それが事実だからだ。

「それとも私の言葉に縛しばられているのですか？　あなたは君主で、一人だ。誰だれも信しん頼らいすることがない──そう言った私の言葉に。確たしかにそれは私の心からの意見です。しかし、そんなことは関係ありません。私はあなたを後こう継けい者しやとして君主にするつもりです。あなたは京けい峰ほう中学の頃ころと同じように、私の卒業後に君主として君くん臨りんすればいいではないですか？　どうしてその選せん択たくをしないのですか？　その方がよほど賢かしこい選択ではないですか？」

　本当にその通りだ。それを選えらべばなんて楽だろう。

「あなたは自分の感情も、私の悲ひ願がんも、すべてを無視してあさっての方向に走っている。何を闇やみ雲くもに、敵てき対たいするために私が作り上あげた、偽にせ物ものの目的のために動いているのですか？」

「偽物じゃないからだ」

「はい？」

　まるで分からない、そんな顔でエリカはカンナを見つめた。

　その顔に、カンナは答える。

「抱いだいた俺の目的は、偽物なんかじゃないからだ」

　確かにエリカによって作られた目的だった。もし初めにこの庭園に訪れたときに、エリカがカンナを受け入れてくれたのならば、カンナは迷いなくエリカに従属したのだろう。

　だが、この一ヶ月の間に知ってしまった。

「俺は絶対的君主であるエリカを倒たおしたい。だってそうしなければ──」

　自分の中にある、逆らえない欲望を口にする。

「俺は頂点に立ったとはいえない」

　カンナの中にどうしてそんな欲求が生うまれたのか？　どうしてそれが撤てつ回かいできないのか？

　人間として上うえを目指すのは当然だ。テストの順位をより高くしたいのはごく自然な欲求だし、よりお金を稼かせごうとするのもごく自然な欲求だ。ましてや競きよう争そう意欲を煽あおる弱肉強食学園なら、より上を目指したいと思わない方がおかしい。

　だけど、そういうことじゃない。

　カンナには、あまりに明めい瞭りようなイメージがある。理想的な君主のイメージがある。どうしてもその姿に、カンナは自分の目指すべき道を引きずられてしまうのだ。だからそれ以外の道はどうしても選えらべない。

　そう、きっと──

　憧れている誰かのように、カンナはどうしてもなりたかった。




　エリカはずいぶんと長い間、カンナの顔かおを見つめ続け、そうしてようやく、元の落ち着きを取り戻もどした。

　それはカンナが見慣れた絶対的君主の顔だ。

　カンナが憧あこがれる、すべての人間を見み下おろすほどの傲ごう慢まんさで君くん臨りんする、神楽かぐら坂ざかエリカの顔だ。

「あなたという人間を、ようやく理解しました」

　無表情。

　しかし、カンナはこの表情が、侮ぶ蔑べつを抱いだいたものであることを知っている。

「あなたに、《絶対契けい約やく》を要求します」

　エリカは無表情で言い放つ。

「何を契約するつもりだ？」

「二度と私とあなたが口を利かない契約です」

　決別は覚かく悟ごしていた。しかしエリカは、覚悟だけではすませてはくれない。

「……了りよう承しようしよう。だが、最後のレイティングバトルが終わったらだ」

「いいでしょう。ですが、あなたの悪あがきが終われば、私たちは交わることのない他人であると、しっかりと認にん識しきしてください」

　エリカはＣＣＣシートリプルモバイルの操そう作さをし、カンナに文面を送る。




《絶対契約》


１．神楽坂エリカと藤ふじ白しろカンナは、レイティングバトル後、一切口を利かない。メール等による文書での会話、第三者を通じての会話も一切禁ずる。






　エリカは左手を掲かかげる。

　カンナもそれに倣ならい、手を上あげる。

「──《絶対契約》」

「──《絶対契けい約やく》」

　黄金のまがまがしい光が、二人のＣＣＣシートリプルモバイルから放たれる。

　これでもう、エリカと交わる道は見事なまでに完全に断たれた。京けい峰ほう中学時代から続いた、異常なまでに深く、歪ゆがんだ関係はこうして終わった。

（…………ああ）

　胸の奥おくに、すっぽり穴が開あいてしまったような感じだ。取り返しの付かないことをしてしまったという感覚が消えない。

　カンナは今後永遠に、その胸の虚こ空くうと付き合い続けなければいけない。

　しかし、心の底から思うのだ。

（そんなの、知ったことか）

　確かく信しんを持ち、言い切れる。

（これが俺おれの望みだ）

　溢あふれ出る愉ゆ悦えつを堪こらえながら、ずっと抱いだき続けていた想おもいを、ようやく本人に口にする。

「くたばれ、神楽かぐら坂ざかエリカ」




　黒いスーツに身を包み、サングラスを掛かけた、第四十四校舎連行部隊の人間がこちらに早足で向かってくるのが見えた。

　まもなくカンナたちは、監かん獄ごく棟とうに連れ込こまれるだろう。

　エリカはそれを尻しり目めで見ながら、カンナに言う。

「私は誤解をしていました。あなたは誇ほこり高き信念を持ち、孤こ独どくになろうとも、それを貫つらぬく君主であると。私と同じ志を持っていると」

　エリカは、カンナに侮ぶ蔑べつの視し線せんを向ける。

「しかし、それは違ちがったようですね。あなたには、君主になり、成し遂とげたいことなどありません。ただ頂上であるその地位に固こ執しつし、逃のがれられないだけです。そこに信念はない。誇りはない。あなたにあるのは、周りを不幸にし、自分を孤独にする、歪ゆがんだ強欲です」

　その瞳ひとみは、カンナでも見たことがないほどに、冷つめたいもの。

「あなたがなろうとしているものが、なんという名前か知っていますか？」

　エリカは言い放つ。




「──『暴ぼう君くん』と言います」




　　　　　　　　　■




　その呪のろいの言葉が今後どれだけカンナを苦くるしませることになろうとも、カンナのやるべきことは変わらない。

　監かん獄ごく棟とうの４１１号室に放り込こまれたカンナは、すぐに行動を起こした。これ見よがしに監視カメラが設置されている、これから一ヶ月間過ごす四よん畳じようほどの部屋をろくに見もせずに、廊ろう下かへと飛び出した。不気味なほどに白い廊下を早歩きで進み、居住域の終わりにあるエレベーターに乗り込む。

　押おしたボタンは七階。エリカが７３３号室に入れられたことはすでに調しらべている。

　七階に着き、エリカの部屋へ向かう。複数の監視カメラに睨にらまれながら、白い廊下を突つき進んでいく。誰だれともすれ違ちがうことなく、７３３号室にたどり着く。

　躊ちゆう躇ちよなく、扉とびらをノックする。

　返事はなかったが、それは了りよう解かいの意だと解かい釈しやくし、扉を開あける。

　神楽かぐら坂ざかエリカは、部屋の真ん中で、直立していた。

　カンナが来るのを待ち構えていた。

　絶対的君主の威い圧あつ感かんは、Ｆランクに堕おち、監獄棟の一室に閉じ込められたといっても、少しも薄うすれることはない。

　しかし、恐おそれはしない。

　この対決を、カンナは待ち望んでいた。

「さて、始めよう」

　余計なことはそれ以上言わない。対面している二人は沈ちん黙もくしたまま、自分のＣＣＣシートリプルモバイルの第七ボタンを押す。

　監獄棟の一室にはシミュレーションルームにあったような、巨きよ大だいなモニターはない。お互たがい、ＣＣＣシートリプルモバイルに付属しているエアリアルのみだ。二つのエアリアルに『Rating Battle Start』の文字が書かれている。

「断っておきましょう」

　エリカはカンナに目もくれず、どうでもいいことのように言う。

「先ほど申もうし上あげたとおり、あなたの行こう為いは悪あがきに過ぎません。あなたが勝つ可能性は万に一つもありません」

「俺おれのレイティングバトルの種しゆ類るいがなんであるかも知らずに、よく断言ができるな。一度バトルをしたもの同士のレイティングバトルは、同ランクの場合は、直前にやっていないものになる。つまり今回戦うのは、俺のレイティングバトルだ」

「いいえ違ちがいます」

　エリカは左手を掲かかげる。

「《強制首座》」

　エリカのＣＣＣシートリプルモバイルに帯びている光が、緑から紫むらさき色いろに変わり、強く輝かがやく。カンナはそのまぶしさに目を細める。

「【強欲】に《絶対契けい約やく》という特とく殊しゆスキルがあるように、【傲ごう慢まん】にもそれはあります。それが《強制首座》。レイティングバトルを必ずこちらの種しゆ類るい、つまり《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》で行う能力です」

　光が収まる。

　目を開ひらいたカンナは、自分のエアリアルの画面を見つめる。起動しかけていた、カンナのレイティングバトル[image: ]76《客きやつ観かん視しのできない魔ま道どう士し》の表示は消え、画面は突とつ然ぜん切り替かわる。

　そこにはもう二度目となる、首を斬きられるピエロが映っている。

「【七君主】はその立場を隠かくすのがセオリーです。それなのに私が【傲慢】であることを隠さなかったのは、《強制首座》という特殊スキルがあったことが理由の一つです。私をつけ狙ねらう人間が現れても、こちらの土俵である《七人の愚者にお似合いの斬首》で勝負ができるため、危険が少ないのです。こちらが常に上位に立ち、相手を圧あつ倒とうできる、それができる力がこの《強制首座》にはあります」

　エリカは、無表情のまま、カンナに言い放つ。

「さて、どうしますか？　あなたのステータスデータでは、私のステータスデータのどの《項こう目もく》にも勝てないと、この前のレイティングバトルで教えてあげましたよね？《ピエロ》を使い、私の《プレイヤー》との対立を免まぬがれても一勝一敗。《七人の愚者にお似合いの斬首》において引き分けは、同じ《プレイヤー》のままでの再バトルです。つまり『神楽かぐら坂ざかエリカ』と『藤ふじ白しろカンナ』の《プレイヤー》が対立するまで、このレイティングバトルは決着が付かない。そして私たちの《プレイヤー》が対立したとき、あなたはどの《項目》を出していても負ける」

　ＣＣＣシートリプルモバイルからは、『神楽坂エリカに使われたい方は第一ボタンを、藤白カンナに使われたい方は第七ボタンを押おしてください』という音声が発せられている。

「責は感じています。あなたを導みちびき、暴ぼう君くんへの執しゆう着ちやくを抱いだかせてしまったのは私でしょう。責任は、私が直接引いん導どうを渡わたすことで果たしましょう」

「意味が分からないな」

「自分の終わりを認められない、ということでしょうか？」

「違ちがう」

　カンナは口の端はしを上あげる。

「誰が《プレイヤー》が俺一人だと言ったんだ？」

　そう口にした途と端たん、部屋の扉とびらが開く。

「やっほー」

　そうして現れる、七なな星ほし七なな海み。

　今日の髪かみを結っている位置は、頭あたまの真ん中。初めて会話したときと同じ位置だ。

　エリカの表情はほとんど変わらなかったが、カンナには分かる。あれは意表を突つかれた顔かおだ。

「……ここに来るよう、示し合わせる余よ裕ゆうはなかったはずです。あなたは監かん禁きん棟とうに連れ込こまれてからすぐに、ここに現れました。呼び出すような時間はなかったですし、そもそも監かん禁きん棟とうに入れられた生徒は、通信が使用不可になります」

「懲ちよう罰ばつ審しん査さを申しん請せいしたのは、七なな海みだということを忘れたのか？　七海は俺おれたちがとっ捕つかまることを知っていた。だったら事前に、エリカの部屋に来いと命令しておけばいいだけのことだ」

「……それはおかしい。起動しかけたレイティングバトル[image: ]76《客きやつ観かん視しのできない魔ま道どう士し》は、七なな星ほし七海がいようと有利不利は変わらないレイティングバトルでしょう？　彼女を用意したということは、《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》でレイティングバトルをすること、つまりは《強制首座》のことを知っていたということです。しかし普ふ通つうの生徒は、【七君主】の特とく殊しゆスキルまでは知らないはずです」

「ごめんねエリカ様。あたし普通の生徒じゃないの。何せ学園長の娘むすめだからね、この学校のルールは全部把は握あくしてるの」

　ある意味エリカは、七星学園の平等性を信じていた。

　しかし何事も例外はある。それが七海だ。

「さすが七光りだな」

「それあだ名として定着しかねないからやめて！　……エリカ様、納得できない顔かおをしてるけど、納得できないのはあたしの方だよ。あたし、学園長の娘っていう最強の立場でありながら、それぐらいのメリットしかないんだよ？　あり得る？　本来あれだよ？　もっとコネで色々してもらってもいいところだよ。その学園のルールだって、別に教えてもらったわけじゃなく、実家に置いてあったパソコンのデータを隅すみ々ずみまで暗記しただけだし。憶おぼえるの超ちようめんどくさかったし」

　そんなことをぐだぐだ言っている七海をカンナは無視し、淡たん々たんと告げる。

「さて、解説するか。七海が《プレイヤー》として加わったら、引き分けになることはわずかにあり得ても、負けることはない。確かく実じつに俺が勝てる」

　形勢は逆転した。

「さて、七海。じゃあ俺がこれから君主になるために、命令する」

「うん」

　このままなら確実に勝てる。それをすべて分かった上うえで、カンナは言い放った。

「《プレイヤー》として参加するな」

　驚おどろいたのは、エリカよりも、七海だった。

「ど、どうしてカナちゃん！　そ、それじゃあ、あたしはなんのためにここに呼び出されたんだし！」

「何を言ってる？　お前との《絶対契けい約やく》の《取り切めの》二つ目にあっただろう？　状じよう況きようが変わるほどの重大な事じ項こうがあった場合、ただちにお前へ報告しなければならないと。【七君主】とレイティングバトルをすることなど、どう考えても重大事じ項こうだ。お前を呼び出したのはそのため。結果をその目で見せてやると言っているんだ」

　完全な詭き弁べんだった。《絶対契けい約やく》に従うというだけなら、事が済んだ後で、すぐに報告すればいいだけの話。

　カンナは初めから、七なな海みを《プレイヤー》として、このレイティングバトルに参加させるつもりがなかった。

　七海は目を見み開ひらいて、カンナに叫さけぶ。

「なんなんそれ！　意味分からんし！　カナちゃんはエリカ様に負けるために戦うの!?」

「なぜそういうことになる？」

「だってそういうことじゃん！　あたしの《プレイヤー》なしで戦うってことは、カナちゃんの勝ち目はゼロになるっしょ！」

「勝ち目がゼロ？　何を言っている？」

　カンナは不ふ敵てきに笑う。

「すべてのステータスで俺おれは勝てない。そんなものはエリカがただ言っているだけの妄もう言げんだ。確たしかにエリカは俺のことをよく知っている。隠かくれている内部ステータスを読み取るだけの観かん察さつ力りよくがある。だが、俺たちは丸一年会っていなかった。エリカの頭あたまの中にある俺のデータは、一年前のデータだ。ステータスデータによれば、同じＡランクは三つある。《七人の愚ぐ者しやにお似合いの斬ざん首しゆ》で『頭ず脳のう』は負けているが、残りの二つは分からない。『カリスマ性』、『容姿』が負けている証しよう拠こは何もない」

「な──」

　七海は絶句する。

「ああ、宣言してやろう」

　エリカは『カリスマ性』こそ、君主に必要な力だと、前のレイティングバトルで言っていた。最も自信があるとも言った。そこに噓うそはないだろう。

　しかしカンナは断言する。

「俺は、『カリスマ性』の《項目》でエリカに勝つ」

　エリカは驚おどろいていた。

　それはかつて右みぎ腕うでだったカンナでなくても分かるほどの、露ろ骨こつな表情の変化だった。

「バカバカバカバカカナちゃんバカ！　あたしが参加すれば確かく実じつに勝てるんだし！　どうしてそれをしないんだし！　絶対に勝てるのにその手段を選えらばないなんて、カナちゃんらしくない！　それとも『カリスマ性』で勝てる保証でもあるの!?」

「保証？　そんなものがあるわけないだろう」

「じゃあなんで！」

「前に、俺を信じると言ったな、七海」

　カンナは七なな海みに微笑ほほえむ。

　カンナに似つかわしくない優やさしい表情に、面めんを喰くらってトーンダウンする七海。

「い、言ったけど……それが……？」

「七海、お前の人を見る目は確たしかだ」

　七海の頭あたまにポンと手を乗せる。

「お前が信じると言った俺おれを、俺は信じている」

「……え？」

「それぐらいの信しん頼らいを、もうお前にはしている」

　そう言って、ロリポップキャンディーを七海に渡わたす。

「う──」

　七海は顔かおを赤くして、押おし黙だまった。奪うばうようにキャンディーを取り、口にくわえる。

「…………好きにすればいいし」

「ああ、ありがとう」

　本当にらしくないカンナの発言に、ますます赤くなる七海。

（予定通りだ）

　カンナは考える。

（こう言っておけば、うるさい七海でも、もう文句は言わない）

　なんてことはない。カンナらしくない発言は、打算だった。

（…………けれど）

　けれど、七海への言葉は、決して噓うそではなかった。

　カンナが無む謀ぼうとも言えるこの戦い方をすると決めたのは、やけに直感力がある七海が、自分をパートナーとして選えらんだことが、後押しになっている。

（こうなるのも仕方がない。ぬいぐるみの仕し掛かけに助けられた時点で、俺はこいつに自分の行動を支えられている）

　苦笑する。

（やはりこいつには、【強欲】に選ばれた確かな理由があるのかもしれない）

　しかしすぐに苦笑を殺し、エリカを睨にらみ上あげる。

「さて、エリカ。この言葉を知っているな。『そこで君主は、野や獣じゆうの気性を、適切に学ぶ必要があるのだが、このばあい、野獣のなかでも、狐きつねとライオンに学ぶようにしなければならない。理由は、ライオンは策略の罠わなから身を守れないし、狐は狼おおかみから身を守れないからである。罠を見み抜ぬくという意味では、狐でなくてはならないし、狼どものどぎもを抜くという面では、ライオンでなければならない』」

　エリカは退たい屈くつそうに答える。

「マキアヴェリの君くん主しゆ論ろんですね」

「そうだ。七つの大罪において、強欲は狐きつねで例えられ、傲ごう慢まんはライオンで例えられる。それに倣ならうと、【傲慢】であり【強欲】あるエリカは今、狐であり、ライオンであるとも言える」

「ええ」

「俺おれは君主になる。君主であり続ける。ならば、この瞬しゆん間かんの勝利だけを求めても意味がない。あなたよりも狐であり、ライオンであることを証明しなければいけない。そうなれないのならば、俺は他の誰だれかにこの座をすぐ奪うばわれるだけだ。そんな陽炎かげろうのような君主になる気はさらさらない。ここに七なな海みを呼び出す策は、言ってみれば狐としての策。しかし狐として騙だましているだけでは、君主として力不足だ。だから正面から、ライオンとしても迎むかえ撃うつ」

　ステータスデータは絶対に信しん頼らいがおけるシステムだ。それは学園に在ざい籍せきしているだけで実感できるし、実際に二日間に渡わたるテストでその信頼性を見せつけられたことがある。

　その数値がどちらが上うえかを判断してくれるというのなら、エリカに勝利したこれ以上ない証明になる。

「それがあなたが、七なな星ほし七なな海みを《プレイヤー》として参加させない理由ですか？　『カリスマ性』の《項こう目もく》で、あなたが私に勝つことが、ライオンとして勝つことだから」

「そうだ」

　そうして初めてエリカを上うわ回まわっているといえる。だからレイティングバトルで確かく実じつに勝てる道をみすみす捨てる。

　学園の頂点に立つ。その確かつ固こたる目的を持つカンナにはどうしても、エリカ相手に完勝する方法以外のやり方は選えらべない。

　エリカはじっとカンナを見つめ、言った。

「傲慢ですね」

　わずかにエリカは微笑ほほえむ。

「私相手に、勝利を得られるだけでも本来僥ぎよう倖こうというもの。ですのに、君主としての保証まで得ようだなんて、あまりに傲慢です。しかしその様が、あなたのライオンとしての資し質しつとも言えます」

　だが、その微笑みはすぐに消えた。

「ですがそれでも、私の『君主』としての資質が、『暴ぼう君くん』にしかなれないあなたに負けているとは思いません」

　あくまでエリカは、カンナを見み下くだしている。カンナに負ける気などさらさらない。

　ＣＣＣシートリプルモバイルから、機き械かい音声が再生される。

『斬ざん首しゆされるのは誰かな？』




「ライオンは二に匹ひきもいらない」

　カンナは左手でピストルの形を作り、人差し指をこめかみに押おし当てる。

「そう。ライオンは私です」

　エリカは右手でピストルの形を作り、人差し指をこめかみに押おし当てる。




『完全ランダムにより、先せん攻こう、後攻を決めます』

「エリカ、一発で決めよう。どちらが先行になっても、『カリスマ性』の《項こう目もく》を選えらぶ。そしてお互たがい、自身の《プレイヤー》を選ぶ」

「いいでしょう」

　先行になったのはエリカだった。エリカはすぐに《項目》を選ぶ。ここでエリカが裏切り、確かく実じつに勝てる《項目》を選べば、エリカはレイティングバトルで勝利する。

　しかしそれをエリカがすることはないだろう。

　騙だまし討うちのような形でレイティングバトルで勝利しても、それはもう君主とは言えない。そのエリカの誇ほこり高さを、カンナは愚ぐ直ちよくなまでに信じている。

『《項目》が選ばれました。続けて、両者《プレイヤー》をお選びください』

　カンナはもちろん『藤ふじ白しろカンナ』を選ぶ。

　エリカも『神楽かぐら坂ざかエリカ』を選ぶだろう。

　カンナとエリカは、まるで間に鏡かがみを挟はさんでいるかのように同じ格好で、向かい合う。

「私は誰だれにも心を許しませんが、その私に心を預けられますか？」

　あさってから掛かけられる言葉。

　向かい合っている二人に、七なな海みが口を開ひらいていた。

　それは、エリカが何度か言っている決まり文句だ。

「あたしね、その言葉が、全然分からなかった。心を許してくれない相手に、心を預けられるわけないって、そう思うじゃん」

　七海は拳こぶしを握にぎりしめて、震ふるえる。

「でも、違ちがうんだね。二人は違うんだね」

　喋しやべっている七海を、カンナとエリカは見ない。

「預けられるんだ。心を許さなくても、預けられるんだ。それだけ相手のことを理解しているから。それだけのものを築きずき上あげたから」

　ああ、確たしかにそうだ。

　カンナがエリカはここで小細工をしないと確信できるのも、そもそもこの状じよう況きようまでたどり着けたのも、エリカを完かん璧ぺきに理解していたため。

　エリカがカンナの行動をほぼ完璧に把は握あくし、所有物として支配しかけたのも、カンナを完璧に理解していたため。

　二人は、お互いを、絶対的に理解している。

「それが本当の信しん頼らい。それが本当の──」

　七なな海みは首を振ふって、続きの言葉を言うのをやめた。

　その代わりに、七海は涙なみだを流す。

「だけど、その関係を、カナちゃんは終わらせるんだね」




　かつてカンナはエリカに、その境きよう遇ぐうを教えてもらったことがある。

　それは世界でただ一人、自分だけに教えてくれたことだ。

　神楽かぐら坂ざかグループの中ちゆう核かくを占しめる、神楽坂製紙の会長、神楽坂徹とおるの孫まご娘むすめとして生うまれたエリカは、その長男幸こう一いちからスパルタというより虐ぎやく待たいに近い、厳きびしい教育を受けてきた。幼い頃ころから叩たたき込こまれた帝てい王おう学がくは、学べば学ぶほど、一いつ般ぱん的てきな幸せから遠ざかる異常なものだった。

　人の上うえに立てなければ、なんの価値もなく、それができないのならば恥はじを知って死ぬべき。

　他人は利用するものであり、決して心を許してはいけない。

　孤こ独どくは忌き避ひするものではなく、摑つかみ取るもの。

　敵てきは合法的に殺せ。身内や親おやでも殺せ。

　容姿も若さも権けん力りよくも金も暴ぼう力りよくも、力ならばなんでも利用しろ。

　自己に意味を持たせるな。感情は殺し、存在さえ許すな。自分が大だい目もく標ひようのための一部品であることを自覚しろ。

　神楽坂一族として生まれたからには人としてあってはならなかった。エリカが目指すべき場所は、光がなく、誰だれもいない、漆しつ黒こくの世界だった。

　だからエリカは、その魂たましいまで漆黒に蝕むしばまれている。

　神楽坂エリカは、君主になるための、素材でしかないのだ。

　カンナも元々はエリカに利用されただけだった。エリカがカンナとの関係を築きずいたきっかけは、学校を支配するのに右みぎ腕うでが必要だったからに過ぎない。カンナは、エリカにとって、今後も他人を所有物とするための試金石でもあった。それはエリカがカンナに公言していたのだから間ま違ちがいない。

　しかし実じつ験けんであっても、カンナの前でだけ、すべてを晒さらしてくれた。

　カンナは知っている。

　すべてを晒すことは、心を許すことに近い。誰にも心を許してはいけないエリカは、しかし、カンナを試金石にすることで、心を許す疑似行こう為いができた。カンナ相手にすべてを晒すことは、漆黒の世界に身を置かなければならない彼女が、他人という光を覗のぞける唯ゆい一いつの機き会かいだった。

　それは救いだった？

　そこまでは、カンナには分からない。




　カンナはＣＣＣシートリプルモバイルを開ひらき、画像を表示させる。

　ライオンと赤い文字で落書きした、微び笑しようしているエリカの写真。

　うまく笑えない笑え顔がお。そう、エリカには感情が明らかに足りない。自分の感情を持つことが許されない人生を歩んだ彼女は、多くの感情を持てない。

　きっと、君主であろうとする彼女は、涙なみだの流し方さえ知らない。

　しかしカンナは思う。

（そんなことは関係ない。俺おれはただ、エリカを超こえたいだけだ。あなたを犠ぎ牲せいにするんだ）

　カンナはこめかみに突つき付けている指に、力を入れる。

（誰だれよりも頂点の座が似合い、欲しているあなたにも、頂点の座を譲ゆずらない。あなたと俺のすべてを犠牲にしても譲らない。それが仮に──）




「──暴ぼう君くんの行いであっても」




　さあ、どうにしろこれで決まる。

　エアリアルには文字が表示されている。





《項こう目もく》──『カリスマ性』

　藤ふじ白しろカンナ───《プレイヤー》藤白カンナ、カリスマ性ステータス《Ａ》

　神楽かぐら坂ざかエリカ──《プレイヤー》神楽坂エリカ、カリスマ性ステータス《Ａ》






　エアリアルに、甲かつ冑ちゆうを着たカンナとエリカのＳＤキャラのグラフィックが表示される。二つの《キャラクター》は、剣けんをぶつけ合わせる。激はげしいつばぜり合いだ。

　互ご角かくの戦いも、しかし、決着が付く。

　君主の資し格かくを失う人物が決まる。

　首が刎はねられたのは────

　勝者は────
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　七なな星ほし学園の全校集会は、サッカーのワールドカップのときなどに行われる、パブリックビューイングに様子が似ている。

　七星学園の全校生徒数は２８１８７人。その人数を収容できるほど大きな施し設せつはないため、全部で十七ある体育館に集まり、壇だん上じように表示される巨きよ大だいなエアリアルを、生徒たちは眺ながめることになる。生徒たちは実際にそこにいない人間の言動を、モニターとスピーカー越ごしに見るのだ。

　全校集会は、校内の体育館だけでなく、校外にも放送される。未来的な都市である七星学園特区のあらゆる場所で、全校集会は放映される。七星学園の全校集会の内容は、生徒たちだけでなく、この特区に住む人間にとって、無関係な出来事ではない。教員をはじめとした七星学園特区で働く大人たちは、七星学園に通う生徒たちによって収入を得ている。その内容が自分の生活に影えい響きようすることもあるのだ。

　また、娯ご楽らくとして七星学園の動向を追いかけているマニアたちも、ネット動画で配信された全校集会の内容は、見み逃のがせないものだ。

　それだけの人間が注目する、全校集会を開ひらく権けん限げんを、【七君主】は与あたえられていた。

　緊きん急きゆうで、ゲリラ的に行われた全校集会は、【七君主】の誰だれかの仕業だ。

　集会をモニター越しに眺めている人間──生徒、特区の住民、七星学園マニアなど──は、そこに映る一人の人間を見ていた。ほとんどの者は、突とつ然ぜんの全校集会に怪け訝げんとした様子で、一人の男の動向を見守っている。

　眺めているモニターには、仮面の男が映っていた。




　　　　　　　　　■




　藤ふじ白しろカンナたち四人は、監かん獄ごく棟とうの７３３号室──エリカの部屋にいた。エフの仮面をかぶったカンナのＣＣＣシートリプルモバイルの光が、七色に代わる代わる変化しているのは、全校集会を開いているのがカンナである証しよう拠こだ。

【強欲】であり、【傲ごう慢まん】であるカンナが、この全校集会を開いたのだ。

　仮面をかぶったカンナを、正面から撮さつ影えいしているのは芽め依いだ。芽依はＣＣＣシートリプルモバイルのカメラのレンズを、エフの仮面へと向けている。芽依は、緊きん張ちようでどうしても震ふるえてしまう左ひだり腕うでを、必死に右手で強く摑つかんで固定していた。

　仮面の下したで、カンナは不ふ敵てきに笑う。

　これから自分の発言によって、カンナ自身を含ふくむ、七星学園の生徒２８１８７人の人生は、大きく左右される。将来有望な生徒も、そうでない生徒も、自分の手によって大きく状じよう況きようが変わる。間ま違ちがいなく自分が命運を握にぎっている。

　カンナはこれから発言する。どうして自分はこんな行動をするのか？　どうしてこれから七なな星ほし学園を混こん沌とんへと陥おとしいれるのか？　どうして自分は七星学園を制圧するつもりなのか？　その正当性について高こう尚しようなようで、もっともらしいことをつらつらと述べる。

　だが、その内容は本音ではどうでもいい。目的のために必要だから話すだけで、結局その内容は建前でしかない。

　七星学園を制圧する。

　それ自体が、カンナの目的。

　それだけが、カンナの望み。

　今この瞬しゆん間かんがまさに、カンナがこれから君主として生いきるための転てん換かん期きだ。

　それを自覚し、湧わき上あがる高こう揚ように、興こう奮ふんを抑おさえきれない。

（これが、君主が味わう感覚……！）

　頭あたまの中に瞬またたく光が、強きよう烈れつな刺し激げきを与あたえる。視界の中に紛まぎれ込こんだいくつものミラーボールが、カンナのアドレナリンを大量に分ぶん泌ぴつさせる。こんなものは麻ま薬やくだ。この味を知る前の自分にはもう二度と戻もどれない。この味をしゃぶり尽つくすためならば、どんなことでもする。この快楽のためになんでもできる。

　２８１８７人の人生を狂くるわせることすら。




　カンナは、よく通るその声を張り上あげる。

「私のことを知らない人間もいるだろう。私は非公式である第八のクリーク、【アンチリヴァイアサン】代表のエフだ」

　芽め依いの後ろに立っている七なな海みが、不安そうな顔かおでカンナを見つめている。

「私たち【アンチリヴァイアサン】は日々、七星学園の弱肉強食ともいえる制度に反対し、それを変えようと活動している。しかし所しよ詮せん、非公式のクリークであり、流れを変えるだけの力は持っていなかった。私たちについて、学園に適応できない滑こつ稽けいな存在だと揶や揄ゆする人たちが多いことも知っている。同士を思うと、非常に心こころ苦ぐるしい限りだ」

　感情をたっぷり込め、カンナは演説する。手を広げ、力強く拳こぶしを握にぎりしめる。

「だが、今日を以もつて、私たちが虐しいたげられる日々は終わりだ」

　強く断定する。

「私たちが強い信念を持ち、それを成し遂とげる集団であると証明したい」

　すでに全校集会を開ひらいていることで、仮面の男が【七君主】の一人であるという事実を、見ている者に知らしめている。

　しかし、それだけでは力を示すには足りない。

　仮面の男がどれだけのことを今後するか、分かりやすい絵を、カンナはちゃんと用意していた。

　カンナは芽め依いに顎あごで指示する。

　まだ緊きん張ちように顔かおを強こわばらせている芽依が、唾つばを吞のみ込こみ、カメラを下したに移した。




　　　　　　　　　■




「おいあれ！」

　Ｆランクの生徒が集まる、第十六体育館では、大きな声が上あがった。各体育館でもおそらく似たような反応があっただろう。生徒たちから起こったざわめきは瞬しゆん間かんで収まることなく、大きくなる一方だった。

　仮面の男の前に片かた膝ひざを突ついている髪かみの長い女がいる。

　カメラがその顔を映す。

　それは、神楽かぐら坂ざかエリカだった。

　エリカは仮面の男に忠誠を誓ちかうように、片膝を突いたまま手を伸のばした。その美しい顔は、相変わらずの無表情で、何を考えているかは分からない。

　これは、七なな海みによるインストラクトの命令だった。現にエリカのＣＣＣシートリプルモバイルは、インストラクトを受けている証明として、赤い光を放っている。

　しかし、例えそうであっても、体育館のざわめきは一向に収まらない。

「どういうことだ」「エリカ様はＳランクだから誰だれのインストラクトも受けないはずじゃないの！」「もしかしてあの男がやったのか？」「エフが神楽坂エリカに勝ったってこと？」

　仮面の男はエリカの手を取り、仮面越ごしにその手にキスをした。
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『かつて【傲ごう慢まん】であった神楽坂エリカは、私に忠誠を誓った』

　それは噓うそだ。しかし《絶対契けい約やく》でカンナと会話を封ふうじたエリカは、その言葉に反はん論ろんすることさえ許されない。

　それどころかエリカは笑顔を浮うかべる。それはインストラクトの命令でやらされていることであったが、しかしそれはモニター越しに見ている生徒たちには分からない。

　仮面の男の言葉通り、忠誠を誓ったようにしか見えない。

　生徒たちは混乱しながらも、思い知る。

　七なな星ほし学園に君くん臨りんしていた女王が、陥かん落らくしたことを。

　絶対的君主が学園を牛耳っていた、一つの時代が終わったことを。

『【傲慢】の名を持つ君主は、【アンチリヴァイアサン】の代表である私になった。ならば【アーバンライオン】の名は不要。【アンチリヴァイアサン】は第八の非公式クリークではなく、【アーバンライオン】を乗っ取り、正式なセブンクリークの一つとなった！』

　一人の支配により安定していた情勢は、これから変わる。これから訪れるのは混こん沌とんの時代。誰だれが本物の王か分からぬ時代。

「おいおい、これから七なな星ほし学園はどうなるんだよ？」

　生徒の誰かが上あげた疑問に答えるように、モニターに映る仮面の男は宣言した。

『私が君主になる』

　高らかに言い放つ。

『すべての【七君主】を倒たおし、私たち【アンチリヴァイアサン】が、弱肉強食学園を変える』

　力強い、仮面の男の言葉。

「いや……そんなの」「無理だろ、この学園を変えるとか」「頭あたまがおかしいとしか思えない」

　まず起こったのは、そんな反応。

　しかし、変わる。

「でも」

「でも」

「でも」

　戸と惑まどいしかなかった、Ｆランクが集まる第十六体育館の空気が変わり出す。

　あの絶対的君主に忠誠を誓ちかわせているのだ。今自分たちが見ている人間は、そんなことができる人物なのだ。

　そして混じり始める期待。

　新時代への期待。

　なぜなら第十六体育館に集まっている人たちは、虐しいたげられているＦランクだ。エフが現状を変えてくれるとしたら、それは望ましいことだ。革命が起こるのだとしたら、歓かん迎げいすることだ。そして革命の中ちゆう核かくは、ある意味Ｆランクである自分たちかもしれないのだ。

　到とう来らいした新時代、これから誰だれが主役になるのかは分からない。

　しかし、主役は分からないが、誰しもが、その中心にいる人物は分かっていた。

　その中心は──

【アンチリヴァイアサン】代表の、エフ。




　　　　　　　　　■




　そうして本物のエフは、この状況に当然戸惑いを抱いている。

（これはどういうことなんだ？）

　第二体育館でその男──茅ちヶが崎さきユキトは、困こん惑わくに顔かおを歪ゆがめていた。

（あのエフは偽にせ物ものだ。考えるまでもないよ。なぜって、僕ぼくが【アンチリヴァイアサン】を立ち上あげ、仮面をかぶり、演説を繰くり返してきたという歴然とした事実があるのだから）

　茅ヶ崎ユキト。一年前期の時点では最高ランクとなるＢランク。ステータスデータは『Ａ、Ａ、Ａ、Ａ、Ｓ、Ａ、Ｃ』と、学園側から文句の付けようのない評価を与あたえられている男。

【アンチリヴァイアサン】の代表であるエフ、その人だ。

（僕ぼくが正体を隠かくしたのは、僕個人のステータスデータが目立ちすぎてしまうからだ。統率力Ｓの評価は、否いや応おうなしに【アンチリヴァイアサン】の活動に、多くの支障をきたす。そのために顔を隠したというのに……！）

　ユキトは黒くろ髪かみをかきむしり、モニターに映る、偽にせエフを睨にらみ上げる。

（それを利用する奴やつがいるだなんて！　確たしかに正体が分からないということは、同時に、それは本物でなくても構わないということだ。エフの仮面をかぶるだけで、エフになることができる。でもそれは、あまりに恥はじ知らずの行こう為いじゃないのか？　虎とらの威いを借る狐きつねどころか、虎そのものだと吹ふい聴ちようする、噓うそで塗ぬり固めた誇ほこりも何もない狐の行為じゃないのか？　そんなことを平然とやってのける人間が、この学園にいたなんて）

　偽エフは、インストラクトを使い、神楽かぐら坂ざかエリカに忠誠を誓ちかわせているように見せている。ユキトはすぐにインストラクトを使ったものだと分かったが、おそらくそれを見み抜ぬけない人間も多いだろう。絶対的君主であったあの神楽坂エリカが、あんな態度を取ったという強きよう烈れつな印象にどうしても気を取られてしまうからだ。

　エリカにとっては、信じがたい屈くつ辱じよくのはずだ。ユキトならばこんなことは、絶対にやらない。

　それに、【アンチリヴァイアサン】は、こんな風に学園のシステムを利用し、力で自分たちの主義を押おし付けるやり方はしない。それをしてしまえば、むしろ弱肉強食のシステムに屈くつしたことになるというのが、ユキトの考えだ。

　そう、あまりに望まない形で、エフの名前を利用されている。

　本物のエフであるユキトにとって、あの偽にせエフは、どこまでも受け入れがたい人間だった。

　唇くちびるを嚙かみ締しめる。

　自分の立場を奪うばい、暴ぼう挙きよに出ている偽エフは、絶対に許せない。

（偽エフは、一体どういうつもりなんだ？　この演説、明らかに【アンチリヴァイアサン】を巨きよ大だいなクリークにする狙ねらいがある。このままエフになりきり、【アンチリヴァイアサン】を乗っ取り、利用するつもりなのか？）

　拳こぶしを握にぎりしめる。

（そんなことはさせない）

　強い敵てき意いを抱いだき、モニターを見つめる。

（あの偽エフの正体を暴あばき、すぐにその力を取り返さなきゃ）

　七なな星ほし学園は巨大な学校だ。入学して一ヶ月程度のユキトが知っている生徒の数など、たかが知れている。

　しかしユキトは、一人だけこの行こう為いに出てもおかしくない人間を思い浮うかべられる。

　それは入試の際に会った男だ。すぐに危険だと分かり、全力をもって打ち倒たおした。その男に最低評価を付けさせることに成功した。それで七星学園の入学を取りやめてくれればよかったが、Ｆランクに配属されても、その男が入学したことを知っている。

（まさか、闇やみ雲くもに力を求め続けている危険なあの男が、偽エフだとでも……？）

　そう考えると、モニターの仮面の男に、ユキトは強い危き機き感かんを抱いだいた。

　どうあっても受け入れられない男だった。七星学園に来れば、再び間ま違ちがいなく敵てき対たいすると確かく信しんしていた。

　その名前を、ユキトは思い浮かべる。

（──藤ふじ白しろカンナ）




　　　　　　　　　■




「七なな海み、お前に話がある」

　全校集会が始まる三十分前、監かん獄ごく棟とう４１１号室、つまりカンナの部屋で、カンナは七海に話しかけた。

「改まってどうしたの？」

　ベッドの上うえに置いてある、特注で作ったエフの仮面をカンナは横よこ目めで見る。クロック・スター前で行われていたエフの演説を聴きいてすぐ、こいつは利用できると考え、仮面を発注したことを思い起こす。

「俺おれはエフではない」

「え、ええ！」

　七なな海みはひとしきり驚おどろいたが、しかし困こん惑わくしている時間はカンナが想定していたほど長くなかった。意外とすぐに、カンナがエフである根こん拠きよが、仮面を持っていることだけだと気が付いたのだろう。

「ど、どうしてエフのふりなんて？」

　カンナは監かん獄ごく棟とうの、硬かたいベッドに腰こし掛かけながら答える。

「元々は、エリカと戦う動どう機きを得るためだ。エリカはＦランクの一男子である俺とは戦ってはくれない。【アンチリヴァイアサン】の代表であるとうそぶくことで、ようやくレイティングバトルに臨いどんでくれると考えた上うえでの行動だ」

「でも、カナちゃんは【強欲】になったじゃん。【七君主】なら相手してくれるっしょ」

「結果的にはそうなったな。だが、お前に【強欲】を譲ゆずってもらったのは僥ぎよう倖こうでしかなく、予測していたことじゃない。そもそも俺がエフであると勘かん違ちがいしていなければ、お前が交こう渉しようしてくることもなかっただろう？」

「そういえばそうか」

「エフに心しん酔すいする芽め依いのことを知ってからは、意い識しき的てきに勘違いさせ、【強欲】の正体を知るために利用させてもらった。まあ、おかげで恋人同士になってしまったがな」

　カンナは芽依の顔かおを思い浮うかべる。

　自分に対して行こう為いを向け、頰ほおを赤くしている芽依の姿。

「しかし、わずらわしいだけかと思っていたが、意外とこれがよかった。芽依が俺のためになんでもしてくれる状じよう況きようは都合がいい。これからも利用できるだろう。しばらく恋人同士の関係で過ごさせてもらう」

　七海の顔が怒いかりに強こわばる。

「……そんなの芽依ちゃんがかわいそうだし！」

　その反応は当然だ。友人を騙だましたまま利用すると言われて、怒おこらない奴はいない。

「じゃあどうしろと？」

　七海がそんな反応をするのは分かっていたが、カンナはわざとらしく手を広げる。

「せめてカナちゃんも本気で付き合ってあげてよ！　芽依ちゃんは本気でカナちゃんのことを好きなんだよ！　ちゃんと気持ちに応えてあげて！　……まあ、あたしは、そうなっても困るんだけど……」

「気持ちに応える？　なら、今のままでちょうどいいな」

「え？」

「あいつが恋しているのは、藤ふじ白しろカンナではなく、【虚きよ構こう】のエフだ。芽め依いの恋心はそれこそ虚構だ。表面上優やさしく、愛しているふりをしてやるのが、適切な関係だろう」

「そんなの……」

　もっと非ひ難なんされることを覚かく悟ごしていたが、七なな海みは言葉を詰つまらせて、それ以上言わなかった。

　カンナは疑問に思ったが、そこをわざわざ突ついて、自分から責められる必要はない。

　話わ題だいを元に戻もどす。

「お前に俺おれがエフでないことを話したのは、《絶対契けい約やく》に、状じよう況きようが変わるほどの重大な事じ項こうがあった場合、報告しなければならない、とあるからだ。これからする俺の演説により、俺がエフでないことは、重要な事項になる」

「何をするつもりなの？」

「ちょっとした演説だ。だが、その演説によって【アンチリヴァイアサン】は、間ま違ちがいなく巨きよ大だいになる。頂点を目指す俺が、無視できなくなるほど巨大にな」

「【アンチリヴァイアサン】を大きくすることが目的じゃないって感じの言い方だよね？　演説の目的はなんなの？」

「学園を混こん沌とんへと陥おとしいれることだ」

　とんでもないことを口走るカンナに、七海は口を大きく開ひらく。

「ど、どうしてそんなことをするんだし」

「俺の目的は頂点に立つこと。すべての【七君主】の称しよう号ごうを奪うばうこと。だが、穴あな熊ぐまのように潜もぐり込こんだ【七君主】を捜さがし出し、打ち倒たおすのは至し難なんの業だ。だからどうあっても動かざるを得ない状況にさせる。待ち構えてはいられない状況を作り上あげる。そのための混沌だ。そして、穴から出てきて暴あばれ出したところを、俺が倒す」

　カンナは淀よどみなく答えた。エリカを倒したカンナはもう、何も迷ってはいない。

　このやり方が、まずは暴ぼう力りよくでシステムを破は壊かいして、新しい秩ちつ序じよを作り上げた、中学時代のエリカのやり方にそっくりだということは自覚していても、迷いはない。

「巨大になった【アンチリヴァイアサン】はどうするの？　エフになりきって、【アンチリヴァイアサン】を奪うばう、とか？」

「それができればベストだが、そううまくはいかないだろうな。本物のエフがそうさせまいとしてくるだろう」

　七海は顔かおをしかめる。

「本物のエフって誰だれなの？」

「残念だが、俺も知らない」

　しかし、思い当たる節はある。それは入試の際、カンナを卑ひ劣れつとも言える手段で、陥れた男だ。おかげでカンナは、紆う余よ曲きよく折せつの末、エリカを倒すことになった。

　そう、ある意味、すべての元げん凶きようになった男。

（あの偽ぎ善ぜん者しやなら、学園の制度に反対する活動をするなど、いかにもやりそうなことだ）

　カンナはベッドに置いてある仮面を睨にらみ付ける。

　どうやっても受け入れられない男だった。七なな星ほし学園に入学する以上、いつか敵てき対たいすると確かく信しんしていた。

　その名前を、カンナは思い浮うかべる。

（──茅ちヶが崎さきユキト）

　カンナは彼の顔かおを思い浮かべながら、エフの仮面を手に取り、かぶる。

　一いつ瞬しゆん、仮面によって視界が黒に染まる。

　目の前に誰だれもいなくなる。

　闇やみに囚とらわれる。

　孤こ独どくになる。

　その漆しつ黒こくの中で、カンナは誰かの言葉を思い出す。




　──あなたがあまりに、孤こ独どくに愛されているからです。




（神楽かぐら坂ざかエリカ）

　すべてを覆おおい隠かくすように深く仮面をかぶり、カンナは心に誓ちかう。

（俺おれはあなたを踏ふみ台にして、君主になる）




　不意に背後から抱だきしめられる。

　この部屋にはカンナ以外に七なな海みしかいないのだから、それをしたのは彼女だ。マリン系の香水の匂においが、カンナにまとわりつく。

　カンナはすぐに振ふり払はらおうと思ったが、七海はしっかりとしがみついて離はなさなかった。

「ねえ、言っていいかな？　本当は絶対に黙だまってようと思ったんだけど、いいかな？」

　七海はカンナの返事を待たずに、続ける。

「カナちゃんがエリカ様とのレイティングバトルで、絶対勝てる方法を捨てて、あんな勝ち方をした理由。エリカ様はそれを、カナちゃんが傲ごう慢まんだからって言ったけど、カナちゃんもそう信じてるだろうけど、あたしは違ちがうと思うんだ」

　仮面をかぶっているカンナからは、背後から抱きしめている七海の顔は見えない。

「カナちゃん、本当は、勝っても負けてもいいって、そう思ってたんじゃないの？　自分が勝ったら、エリカ様が君主から解放される。エリカ様が勝ったら、自分が君主から解放される。君主にはもちろんなりたいけれど、同時に君主を目指す苦くるしみを知っていて、それから逃のがれたい気持ちもあった。だから、あんな戦い方を選えらんだんじゃないの？」

　そんなわけはない。

　カンナはただ、自分が君主としてあるには、ああするしかないと判断しただけだ。そう思っている。

「あたし、自分の立場利用して、実は調しらべてるよ。エリカ様は酷ひどい境きよう遇ぐうにいたんだよね？　カナちゃん、もしかしてそれを知ってたんじゃないの？　エリカ様をつらい君主の立場から解放させてあげたかったから、戦ったんじゃないの？　エリカ様を、普ふ通つうの女の子にしてあげたかったんじゃないの？　そうじゃない？　ほんのこれっぽっちもその気持ちはなかったの？」

　そんな気持ちはない。

　感情を排はい除じよした上うえでの行動だった。そうに決まっている。これはあまりに適当な七なな海みの戯ざれ言ごとだ。

「カナちゃん」

　七海は少しだけ悲しそうな声で、カンナの名を呼ぶ。

「エリカ様に勝ったカナちゃんは君主になるよ。手段を選えらばずに突つき進んで、頂点に立つよ、絶対。あたしが保証する」

　ぎゅっと、七海は抱だきつく力を強くする。




「だけどそのとききっと、その隣となりに、芽め依いちゃんも、あたしもいない」




　マリン系の香水の匂においが離はなれていく。

　七海を見ると、いつものようなにへらとした笑いとは違ちがい、まるでエリカがするようなわずかな微笑ほほえみを浮うかべていた。

（君主になったとき、誰だれもいない、か）

　それがどうした？

　君主は孤こ独どくなものだ。君主を選んだのだから、その結果は当然のことだ。

（きっと、エリカにかつて抱いだいていた想おもいも、俺おれは忘れるのだろう）

　そうしてカンナは、左手でピストルの形を作る。いつの間にか自分の癖くせになっていた、エリカの癖。

　そのままいつも通り、人差し指をこめかみに押おし付けようとする。

　しかし仮面をかぶっているカンナの指は、こめかみまでは届かない。

　だからカンナは、やり場のなくなった左の手を、ただただ力なく下おろした。










　　　あとがき




　あれ？　カバー、メインヒロイン（？）が帯の下したに隠かくれちゃってるけどいいの!?　確たしかに本ほん編ぺんでも結構冷れい遇ぐうしてるけど……！　あ、どうもこんにちは、御み影かげ瑛えい路じです。

　無事新シリーズをお届けすることができました。タイトルは『Ｆランクの暴ぼう君くん』です。

　普ふ段だんタイトルを決めるときは、作品がほぼ完成してから、あーでもないこーでもないと、編へん集しゆうさんと話し合いながら考え出すことが多いのですが、今回は初期に僕ぼくが出した意見がそのまま通りました。それは作品の顔かおとして問もん題だいのないタイトルを提示できたということもあるのですが、思い描えがいていた通り、作品を書けたということでもあります。初めに組み立てたイメージ通りに書く、ということが今回のテーマの一つだったので、それはクリアできたのかな、という実感です。




　この物語を書こうとしたきっかけは色々あるのですが、なんといっても一番大きな理由は、カンナのような天才型の主人公を書きたかったということが大きいです。

　個人的にはこういう主人公は得意分野だと思っていたのですが、いざ書いてみると、ちっとも都合良く動いてくれず、かなり苦戦しました。ちょっとイメージと違ちがうことをさせるだけで、天才にまったく見えなくなってしまったり、必要以上に感情的に見えてしまったり……。おかげでカンナの不ふ敵てきな笑いに、他でもない僕が苛いら立だちそうです。

　そんな癖くせのある主人公ですが、読者の皆みな様さまにはどうか見捨てないでもらえると幸いです。遠くから見守る分には結構楽しい奴やつですよ！　ですので、これからさらに暴君になっていくカンナの物語に、できればお付き合いくださいね。




　それでは謝しや辞じです。

　担当編集の三み木きさん、毎度的てき確かくなアドバイスをありがとうございます。今回は特に、三木さんがいなければ印象が大きく変わった部分も多いかと思っています。本当に助かりました。

　イラストレーターの南みな方かた純すなおさん、素敵なイラストをありがとうございます。現時点ではラフ画しか見ていないのですが、それだけでも興こう奮ふんが抑おさえきれません。早く全部のキャラが見たい！

　他友人、知人、家族にもお世話になっています。作家仲間では五十嵐いがらしさん、上こう月づきさん、水みず沢さわさん、うえむらちかさんには特にお世話になってます。これからもよろしくお願いします。

　それからもちろん、この物語を手にとってくださった読者の皆様も、ありがとうございました！　それではまたお会いできる日を楽しみにしております！
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県出身、東京都在住。チェック柄が好きです。気が付けば部屋がチェックに侵食されています。
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イラスト／南みな方かた 純すなお

京都在住のイラストレーターのような漫画家のような。月刊ニュータイプで『悪魔のリドル』（原作 高河ゆん）連載中。趣味は愛猫のお腹をモフモフすること。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「御影瑛路先生」係
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Ｆランクの暴ぼう君くんⅠ




～堕おちた天てん才さいの凱がい旋せん～
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